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我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
自
衛
隊
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
五
項
中
「
第
九
十
四
条
の
六
第
三
号
」
を
「
第
九
十
四
条
の
七
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
直
接
侵
略
及
び
間
接
侵
略
に
対
し
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
我
が
国
周
辺
の
地
域
に
お

け
る
」
を
削
る
。

第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
原
子
力
災
害
派
遣
」
の
下
に
「
、
第
八
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
護
措
置
」
を
加

え
る
。

第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
及
び

存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

第
七
十
六
条
第
一
項
中
「
我
が
国
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
（
以
下
「
武
力
攻
撃
」
と
い
う
。
）
が
発
生
し
た
事

態
又
は
武
力
攻
撃
が
発
生
す
る
明
白
な
危
険
が
切
迫
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
に
至
つ
た
」
を
「
次
に
掲
げ
る
」
に
、
「
武

力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
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態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め

、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

我
が
国
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
事
態
又
は
我
が
国
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
が
発
生

す
る
明
白
な
危
険
が
切
迫
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
に
至
つ
た
事
態

二

我
が
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
、
こ
れ
に
よ
り
我
が
国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、

国
民
の
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
の
権
利
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
明
白
な
危
険
が
あ
る
事
態

第
七
十
七
条
の
二
中
「
第
七
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ

。
）
」
を
加
え
る
。

第
七
十
七
条
の
三
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置

に
関
す
る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が

国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

第
七
十
七
条
の
四
第
一
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
対
策
本
部
長
」
を
「
事
態
対
策
本
部
長
」
に
改
め
る
。

第
八
十
条
第
一
項
中
「
第
七
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。
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第
八
十
四
条
の
四
の
見
出
し
を
「
（
後
方
支
援
活
動
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
周
辺
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の

平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
六
十
号
）
又
は
周
辺
事
態
に
際
し
て
実
施

す
る
船
舶
検
査
活
動
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
後
方
地
域
支
援
と

し
て
の
物
品
の
提
供
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
活
動

」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律

第
六
十
号
）

後
方
支
援
活
動
と
し
て
の
物
品
の
提
供

二

重
要
影
響
事
態
等
に
際
し
て
実
施
す
る
船
舶
検
査
活
動
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）

後

方
支
援
活
動
又
は
協
力
支
援
活
動
と
し
て
の
物
品
の
提
供

三

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）

大
規
模
な
災
害
に

対
処
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
又
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
軍
隊
に
対
す
る
物
品
の
提
供

四

国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
際
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
諸
外
国
の
軍
隊
等
に
対
す
る
協
力
支
援
活
動
等
に
関
す
る

法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第

号
）

協
力
支
援
活
動
と
し
て
の
物
品
の
提
供



- 4 -

第
八
十
四
条
の
四
第
二
項
第
一
号
中
「
周
辺
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す

る
法
律
」
を
「
重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
後

方
地
域
支
援
」
を
「
後
方
支
援
活
動
」
に
、
「
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
」
を
「
捜
索
救
助
活
動
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号

中
「
周
辺
事
態
に
際
し
て
実
施
す
る
船
舶
検
査
活
動
に
関
す
る
法
律
」
を
「
重
要
影
響
事
態
等
に
際
し
て
実
施
す
る
船
舶
検

査
活
動
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
後
方
地
域
支
援
」
を
「
後
方
支
援
活
動
又
は
協
力
支
援
活
動
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中

「
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
」
を
削
り
、
「
及
び
委
託
」
を
「
、
委
託
」
に
改
め
、
「
輸
送
」
の
下
に
「
及
び
大
規

模
な
災
害
に
対
処
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
又
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
軍
隊
に
対
す
る
役
務
の
提
供
」
を
加
え
、
同
項
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

五

国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
際
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
諸
外
国
の
軍
隊
等
に
対
す
る
協
力
支
援
活
動
等
に
関
す
る

法
律

部
隊
等
に
よ
る
協
力
支
援
活
動
と
し
て
の
役
務
の
提
供
及
び
部
隊
等
に
よ
る
捜
索
救
助
活
動

第
八
十
四
条
の
四
を
第
八
十
四
条
の
五
と
す
る
。

第
八
十
四
条
の
三
第
三
項
中
「
第
九
十
四
条
の
五
」
を
「
第
九
十
四
条
の
六
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
十
四
条
の
四
と
し

、
第
八
十
四
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。
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（
在
外
邦
人
等
の
保
護
措
置
）

第
八
十
四
条
の
三

防
衛
大
臣
は
、
外
務
大
臣
か
ら
外
国
に
お
け
る
緊
急
事
態
に
際
し
て
生
命
又
は
身
体
に
危
害
が
加
え
ら

れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
邦
人
の
警
護
、
救
出
そ
の
他
の
当
該
邦
人
の
生
命
又
は
身
体
の
保
護
の
た
め
の
措
置
（
輸
送
を
含
む

。
以
下
「
保
護
措
置
」
と
い
う
。
）
を
行
う
こ
と
の
依
頼
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
外
務
大
臣
と
協
議
し
、
次
の
各
号

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
て
、
部
隊
等
に
当
該
保
護
措
置
を
行
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
外
国
の
領
域
の
当
該
保
護
措
置
を
行
う
場
所
に
お
い
て
、
当
該
外
国
の
権
限
あ
る
当
局
が
現
に
公
共
の
安
全
と

秩
序
の
維
持
に
当
た
つ
て
お
り
、
か
つ
、
戦
闘
行
為
（
国
際
的
な
武
力
紛
争
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
人
を
殺
傷
し
又

は
物
を
破
壊
す
る
行
為
を
い
う
。
第
九
十
五
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
。

二

自
衛
隊
が
当
該
保
護
措
置
（
武
器
の
使
用
を
含
む
。
）
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
当
該
外
国
（
国
際
連
合
の
総
会
又

は
安
全
保
障
理
事
会
の
決
議
に
従
つ
て
当
該
外
国
に
お
い
て
施
政
を
行
う
機
関
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
機
関

）
の
同
意
が
あ
る
こ
と
。
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三

予
想
さ
れ
る
危
険
に
対
応
し
て
当
該
保
護
措
置
を
で
き
る
限
り
円
滑
か
つ
安
全
に
行
う
た
め
の
部
隊
等
と
第
一
号
に

規
定
す
る
当
該
外
国
の
権
限
あ
る
当
局
と
の
間
の
連
携
及
び
協
力
が
確
保
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
外
務
大
臣
と
防
衛
大
臣
の
協
議
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
同
項
各
号
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
同
項
の
承
認
を
す
る
も
の
と
す
る
。

３

防
衛
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
護
措
置
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
い
て
、
外
務
大
臣
か
ら
同
項
の
緊
急
事
態
に

際
し
て
生
命
又
は
身
体
に
危
害
が
加
え
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
外
国
人
と
し
て
保
護
す
る
こ
と
を
依
頼
さ
れ
た
者
そ
の
他

の
当
該
保
護
措
置
と
併
せ
て
保
護
を
行
う
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
者
（
第
九
十
四
条
の
五
第
一
項
に
お
い
て
「
そ
の

他
の
保
護
対
象
者
」
と
い
う
。
）
の
生
命
又
は
身
体
の
保
護
の
た
め
の
措
置
を
部
隊
等
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
十
二
条
第
一
項
中
「
第
七
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
後
段
中
「
第
七
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
加

え
る
。

第
九
十
二
条
の
二
中
「
第
七
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

第
九
十
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
第
七
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
加
え
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、
同
項
第
三
号
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法

律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に

関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国

民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
二
十
五
条
第
一
項
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の

平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
二
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
九
十
四
条
の
八
中
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危

機
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
十
四
条
の
九
と
す
る
。

第
九
十
四
条
の
七
中
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃

事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
十
四
条

の
八
と
す
る
。

第
九
十
四
条
の
六
の
見
出
し
中
「
後
方
地
域
支
援
等
」
を
「
後
方
支
援
活
動
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
自
己
又
は
」
及
び

「
者
の
生
命
又
は
身
体
を
防
護
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
」
を
削
り
、
同
条
第

一
号
中
「
第
八
十
四
条
の
四
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
八
十
四
条
の
五
第
二
項
第
一
号
」
に
、
「
後
方
地
域
支
援
」
を
「
後
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方
支
援
活
動
」
に
、
「
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
」
を
「
捜
索
救
助
活
動
」
に
、
「
自
己
と
共
に
当
該
職
務
に
従
事
す
る
者

」
を
「
自
己
又
は
自
己
と
共
に
現
場
に
所
在
す
る
他
の
隊
員
若
し
く
は
当
該
職
務
を
行
う
に
伴
い
自
己
の
管
理
の
下
に
入
つ

た
者
若
し
く
は
自
己
と
共
に
そ
の
宿
営
す
る
宿
営
地
（
重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
第
五
項
に
規
定
す
る
宿
営
地
を
い
う
。
）
に
所
在
す
る
者
の
生
命
又
は
身
体
を
防
護
す

る
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
八
十
四
条
の
四

第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
八
十
四
条
の
五
第
二
項
第
二
号
」
に
、
「
自
己
と
共
に
当
該
職
務
に
従
事
す
る
者
」
を
「
自
己
又

は
自
己
と
共
に
現
場
に
所
在
す
る
他
の
隊
員
若
し
く
は
当
該
職
務
を
行
う
に
伴
い
自
己
の
管
理
の
下
に
入
つ
た
者
の
生
命
又

は
身
体
を
防
護
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「

第
八
十
四
条
の
四
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
八
十
四
条
の
五
第
二
項
第
四
号
」
に
改
め
、
「
自
衛
官
」
の
下
に
「
（
次
号
及

び
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
「
自
己
と
」
を
「
自
己
又
は
自
己
と
」
に
、
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は

」
に
改
め
、
「
入
つ
た
者
」
の
下
に
「
若
し
く
は
自
己
と
共
に
そ
の
宿
営
す
る
宿
営
地
（
同
法
第
二
十
五
条
第
七
項
に
規
定

す
る
宿
営
地
を
い
う
。
）
に
所
在
す
る
者
の
生
命
又
は
身
体
を
防
護
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当

の
理
由
が
あ
る
場
合
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。
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四

第
八
十
四
条
の
五
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
で
あ
つ
て
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す

る
協
力
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
五
号
ト
に
掲
げ
る
も
の
又
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
同
号
ナ
の
政
令
で
定
め
る

も
の
に
従
事
す
る
自
衛
官

前
号
に
定
め
る
場
合
又
は
そ
の
業
務
を
行
う
に
際
し
、
自
己
若
し
く
は
他
人
の
生
命
、
身

体
若
し
く
は
財
産
を
防
護
し
、
若
し
く
は
そ
の
業
務
を
妨
害
す
る
行
為
を
排
除
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合

五

第
八
十
四
条
の
五
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
で
あ
つ
て
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す

る
協
力
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
五
号
ラ
に
掲
げ
る
も
の
に
従
事
す
る
自
衛
官

第
三
号
に
定
め
る
場
合
又
は
そ
の
業

務
を
行
う
に
際
し
、
自
己
若
し
く
は
そ
の
保
護
し
よ
う
と
す
る
活
動
関
係
者
（
同
条
第
五
号
ラ
に
規
定
す
る
活
動
関
係

者
を
い
う
。
）
の
生
命
若
し
く
は
身
体
を
防
護
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る

場
合

六

第
八
十
四
条
の
五
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
協
力
支
援
活
動
と
し
て
の
役
務
の
提
供
又
は
捜
索
救
助
活
動
の
実
施

を
命
ぜ
ら
れ
た
部
隊
等
の
自
衛
官

自
己
又
は
自
己
と
共
に
現
場
に
所
在
す
る
他
の
隊
員
若
し
く
は
当
該
職
務
を
行
う

に
伴
い
自
己
の
管
理
の
下
に
入
つ
た
者
若
し
く
は
自
己
と
共
に
そ
の
宿
営
す
る
宿
営
地
（
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
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際
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
諸
外
国
の
軍
隊
等
に
対
す
る
協
力
支
援
活
動
等
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
第
五
項
に
規
定

す
る
宿
営
地
を
い
う
。
）
に
所
在
す
る
者
の
生
命
又
は
身
体
を
防
護
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合

第
九
十
四
条
の
六
を
第
九
十
四
条
の
七
と
す
る
。

第
九
十
四
条
の
五
中
「
第
八
十
四
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
八
十
四
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
十
四
条
の

六
と
し
、
第
九
十
四
条
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
在
外
邦
人
等
の
保
護
措
置
の
際
の
権
限
）

第
九
十
四
条
の
五

第
八
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
外
国
の
領
域
に
お
い
て
保
護
措
置
を
行
う
職
務
に
従
事
す
る

自
衛
官
は
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
の
職
務
を
行
う
に
際
し
、
自
己
若

し
く
は
当
該
保
護
措
置
の
対
象
で
あ
る
邦
人
若
し
く
は
そ
の
他
の
保
護
対
象
者
の
生
命
若
し
く
は
身
体
の
防
護
又
は
そ
の

職
務
を
妨
害
す
る
行
為
の
排
除
の
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
態

に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
で
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
刑
法
第
三
十
六
条
又
は
第

三
十
七
条
に
該
当
す
る
場
合
の
ほ
か
、
人
に
危
害
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。
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２

第
八
十
九
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
自
衛
官
が
武
器
を
使
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
自
衛
官
は
、
第
八
十
四
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
該
当
し
な
い
場
合
で
あ
つ
て
も
、
そ
の
職
務
を

行
う
に
際
し
、
自
己
若
し
く
は
自
己
と
共
に
当
該
職
務
に
従
事
す
る
隊
員
又
は
そ
の
職
務
を
行
う
に
伴
い
自
己
の
管
理
の

下
に
入
つ
た
者
の
生
命
又
は
身
体
の
防
護
の
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は

、
そ
の
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
で
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
刑
法
第
三
十

六
条
又
は
第
三
十
七
条
に
該
当
す
る
場
合
の
ほ
か
、
人
に
危
害
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。

第
九
十
五
条
の
見
出
し
中
「
武
器
等
」
を
「
自
衛
隊
の
武
器
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
又
は
液
体
燃
料
」
の
下
に
「
（
以

下
「
武
器
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
武
器
、
弾
薬
、
火
薬
、
船
舶
、
航
空
機
、
車
両
、
有
線
電
気
通
信
設
備
、
無
線

設
備
若
し
く
は
液
体
燃
料
」
を
「
武
器
等
」
に
改
め
る
。

第
九
十
五
条
の
二
中
「
武
器
、
弾
薬
、
火
薬
、
船
舶
、
航
空
機
、
車
両
、
有
線
電
気
通
信
設
備
、
無
線
設
備
若
し
く
は
液

体
燃
料
」
を
「
武
器
等
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
十
五
条
の
三
と
し
、
第
九
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
合
衆
国
軍
隊
等
の
部
隊
の
武
器
等
の
防
護
の
た
め
の
武
器
の
使
用
）

第
九
十
五
条
の
二

自
衛
官
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
そ
の
他
の
外
国
の
軍
隊
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
組
織
（
次
項
に
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お
い
て
「
合
衆
国
軍
隊
等
」
と
い
う
。
）
の
部
隊
で
あ
つ
て
自
衛
隊
と
連
携
し
て
我
が
国
の
防
衛
に
資
す
る
活
動
（
共
同

訓
練
を
含
み
、
現
に
戦
闘
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
現
場
で
行
わ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
現
に
従
事
し
て
い
る
も
の
の
武

器
等
を
職
務
上
警
護
す
る
に
当
た
り
、
人
又
は
武
器
等
を
防
護
す
る
た
め
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場

合
に
は
、
そ
の
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
で
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
刑
法

第
三
十
六
条
又
は
第
三
十
七
条
に
該
当
す
る
場
合
の
ほ
か
、
人
に
危
害
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
警
護
は
、
合
衆
国
軍
隊
等
か
ら
要
請
が
あ
つ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
防
衛
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
と
き
に
限
り
、

自
衛
官
が
行
う
も
の
と
す
る
。

第
百
条
の
六
第
一
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

自
衛
隊
及
び
合
衆
国
軍
隊
の
双
方
の
参
加
を
得
て
行
わ
れ
る
訓
練
に
参
加
す
る
合
衆
国
軍
隊
（
重
要
影
響
事
態
に
際

し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
合
衆
国

軍
隊
等
に
該
当
す
る
合
衆
国
軍
隊
、
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等
の
軍
隊
の

行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
特
定
合
衆
国
軍
隊
、
同
条
第
七
号

に
規
定
す
る
外
国
軍
隊
に
該
当
す
る
合
衆
国
軍
隊
及
び
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
際
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
諸
外
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国
の
軍
隊
等
に
対
す
る
協
力
支
援
活
動
等
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
諸
外
国
の
軍
隊
等
に
該

当
す
る
合
衆
国
軍
隊
を
除
く
。
次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
六
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）

第
百
条
の
六
第
一
項
第
五
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
第
八
十
四
条
の
四
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
八
十

四
条
の
五
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

自
衛
隊
の
部
隊
が
船
舶
又
は
航
空
機
に
よ
り
外
国
の
軍
隊
の
動
向
に
関
す
る
情
報
そ
の
他
の
我
が
国
の
防
衛
に
資
す

る
情
報
の
収
集
の
た
め
の
活
動
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
部
隊
と
共
に
現
場
に
所
在
し
て
当
該
活
動
と
同
種
の
活

動
を
行
う
合
衆
国
軍
隊

第
百
条
の
六
第
一
項
第
三
号
中
「
規
定
す
る
」
の
下
に
「
外
国
に
お
け
る
緊
急
事
態
に
際
し
て
同
項
の
保
護
措
置
を
行
う

場
合
又
は
第
八
十
四
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
、
「
所
在
し
て
」
の
下
に
「
当
該
保
護
措
置
又
は
」
を
加
え
、
同
号

を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
二
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

自
衛
隊
の
部
隊
が
第
八
十
四
条
の
二
に
規
定
す
る
機
雷
そ
の
他
の
爆
発
性
の
危
険
物
の
除
去
及
び
こ
れ
ら
の
処
理
を

行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
部
隊
と
共
に
現
場
に
所
在
し
て
こ
れ
ら
の
活
動
と
同
種
の
活
動
を
行
う
合
衆
国
軍
隊

第
百
条
の
六
第
一
項
第
一
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。
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二

部
隊
等
が
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
施
設
及
び
区
域
に
係
る
同
項
の
警
護
を
行
う
場
合
に
お
い
て

、
当
該
部
隊
等
と
共
に
当
該
施
設
及
び
区
域
内
に
所
在
し
て
当
該
施
設
及
び
区
域
の
警
護
を
行
う
合
衆
国
軍
隊

三

自
衛
隊
の
部
隊
が
第
八
十
二
条
の
二
に
規
定
す
る
海
賊
対
処
行
動
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
部
隊
と
共
に
現
場

に
所
在
し
て
当
該
海
賊
対
処
行
動
と
同
種
の
活
動
を
行
う
合
衆
国
軍
隊

四

自
衛
隊
の
部
隊
が
第
八
十
二
条
の
三
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
を
破
壊
す
る
措
置
を
と

る
た
め
必
要
な
行
動
を
と
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
部
隊
と
共
に
現
場
に
所
在
し
て
当
該
行
動
と
同
種
の
活
動
を
行
う

合
衆
国
軍
隊

第
百
条
の
六
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一

第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
訓
練
、
連
絡
調
整
そ
の
他
の
日
常
的
な
活
動
の
た
め
、
航
空

機
、
船
舶
又
は
車
両
に
よ
り
合
衆
国
軍
隊
の
施
設
に
到
着
し
て
一
時
的
に
滞
在
す
る
部
隊
等
と
共
に
現
場
に
所
在
し
、

訓
練
、
連
絡
調
整
そ
の
他
の
日
常
的
な
活
動
を
行
う
合
衆
国
軍
隊

第
百
条
の
六
第
三
項
第
一
号
中
「
及
び
第
五
号
」
を
「
、
第
十
号
及
び
第
十
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
四
号

」
を
「
第
九
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
（
弾
薬
を
含
む
。
）
」
を
削
る
。
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第
百
条
の
八
第
一
項
第
一
号
中
「
参
加
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
隊
」
の
下
に
「
（
重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の

平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
合
衆
国
軍
隊
等
に
該
当
す
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
隊
、
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我

が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
外
国
軍
隊
に
該
当
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
隊
及
び
国

際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
際
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
諸
外
国
の
軍
隊
等
に
対
す
る
協
力
支
援
活
動
等
に
関
す
る
法
律
第
三

条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
諸
外
国
の
軍
隊
等
に
該
当
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
隊
を
除
く
。
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で

に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
規
定
す
る
」
の
下
に
「
外
国
に
お
け
る
緊
急
事
態
に
際
し
て
同
項
の
保

護
措
置
と
し
て
の
輸
送
を
行
う
場
合
又
は
第
八
十
四
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
加
え
、
「
当
該
輸
送
」
を
「
こ
れ
ら

の
輸
送
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
八
十
四
条
の
四
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
八
十
四
条
の
五
第
二
項
第
三
号
」
に
改

め
る
。

第
百
三
条
第
一
項
中
「
第
七
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ

。
）
」
を
加
え
、
「
基
き
」
を
「
基
づ
き
」
に
、
「
本
条
中
」
を
「
こ
の
条
に
お
い
て
」
に
改
め
る
。

第
百
三
条
の
二
第
四
項
及
び
第
百
四
条
第
一
項
中
「
第
七
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
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）
」
を
加
え
る
。

第
百
十
五
条
の
二
第
三
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保

に
関
す
る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安

全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
四
中
「
第
七
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
「
武
力
攻
撃

事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
四
号
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
捕

虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
五
第
一
項
中
「
第
七
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
、
「
出
動
待

機
命
令
」
の
下
に
「
（
第
七
十
六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
防
衛
出
動
命
令
が
発
せ
ら

れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
、
第
四
十
六
条
第
二
項
及
び
第
四

十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
削
り
、
「
薬
局
開
設
者
等
と
」
の
下
に
「
、
同
法
第
四
十
六
条
第
二
項
及
び
第
四
十
九
条
第

一
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
薬
剤
師
等
と
」
を
加
え
る
。

第
百
十
五
条
の
六
第
一
項
中
「
第
七
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。
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第
百
十
五
条
の
七
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す

る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確

保
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
八
第
一
項
、
第
百
十
五
条
の
九
及
び
第
百
十
五
条
の
十
第
一
項
中
「
第
七
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（

第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

第
百
十
五
条
の
十
一
第
一
項
中
「
第
七
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
第
三
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

第
百
十
五
条
の
十
二
中
「
、
第
七
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

第
百
十
五
条
の
十
三
第
一
項
中
「
第
七
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
第
三
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

第
百
十
五
条
の
十
四
第
一
項
、
第
百
十
五
条
の
十
五
第
一
項
、
第
百
十
五
条
の
十
六
第
一
項
、
第
百
十
五
条
の
十
七
第
一

項
、
第
百
十
五
条
の
十
八
、
第
百
十
五
条
の
十
九
及
び
第
百
十
五
条
の
二
十
一
第
一
項
中
「
第
七
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に

「
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。
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第
百
十
五
条
の
二
十
二
第
三
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の

確
保
に
関
す
る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民

の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条
の
二
十
三
第
一
項
及
び
第
百
十
五
条
の
二
十
四
第
一
項
中
「
第
七
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
一
号
に

係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

第
百
二
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
百
二
十
二
条
の
二

第
百
十
九
条
第
一
項
第
七
号
及
び
第
八
号
並
び
に
前
条
第
一
項
の
罪
は
、
日
本
国
外
に
お
い
て
こ
れ

ら
の
罪
を
犯
し
た
者
に
も
適
用
す
る
。

２

第
百
十
九
条
第
二
項
の
罪
（
同
条
第
一
項
第
七
号
又
は
第
八
号
に
規
定
す
る
行
為
の
遂
行
を
共
謀
し
、
教
唆
し
、
又
は

煽
動
し
た
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
前
条
第
二
項
の
罪
は
、
刑
法
第
二
条
の
例
に
従
う
。

（
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
条

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。
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「
第
三
章

国
際
平
和
協
力
業
務
等

目
次
中
「
第
三
章

国
際
平
和
協
力
業
務
（
第
六
条
―
第
二
十
四
条
）
」
を

第
一
節

国
際
平
和
協
力
業
務
（
第
六

第
二
節

自
衛
官
の
国
際
連
合
へ
の
派

条
―
第
二
十
六
条
）

に
、
「
第
二
十
五
条
」
を
「
第
三
十
条
」
に
、
「
第
二
十
六
条
・
第
二
十
七
条
」
を

遣
（
第
二
十
七
条
―
第
二
十
九
条
）
」

「
第
三
十
一
条
―
第
三
十
四
条
」
に
改
め
る
。

第
一
条
及
び
第
二
条
第
一
項
中
「
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
」
の
下
に
「
、
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
」
を
加
え
る
。

第
三
条
第
一
号
中
「
確
保
」
の
下
に
「
、
紛
争
に
よ
る
混
乱
に
伴
う
切
迫
し
た
暴
力
の
脅
威
か
ら
の
住
民
の
保
護
」
を
、

「
設
立
」
の
下
に
「
及
び
再
建
」
を
加
え
、
「
た
め
に
」
を
「
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
」
に
改
め
、
「
、
武
力
紛
争
の
停
止

及
び
こ
れ
を
維
持
す
る
と
の
紛
争
当
事
者
間
の
合
意
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
及
び
紛
争

当
事
者
の
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
が
あ
る
場
合
（
武
力
紛
争
が
発
生
し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
は

、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
の
当
該
同
意
が
あ
る
場
合
）
に
」
を
削
り
、
「
、
い
ず
れ
の
紛
争
当
事
者
に
も
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偏
る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ
る
」
を
「
実
施
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

武
力
紛
争
の
停
止
及
び
こ
れ
を
維
持
す
る
と
の
紛
争
当
事
者
間
の
合
意
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る

地
域
の
属
す
る
国
（
当
該
国
に
お
い
て
国
際
連
合
の
総
会
又
は
安
全
保
障
理
事
会
が
行
う
決
議
に
従
っ
て
施
政
を
行

う
機
関
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
機
関
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
紛
争
当
事
者
の
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
、
い
ず
れ
の
紛
争
当
事
者
に
も
偏
る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ
る
活
動

ロ

武
力
紛
争
が
終
了
し
て
紛
争
当
事
者
が
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
に
存
在
し
な
く
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当

該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
の
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
実
施
さ
れ

る
活
動

ハ

武
力
紛
争
が
い
ま
だ
発
生
し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
の
当
該
活
動

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
、
武
力
紛
争
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
を
主
要
な
目
的

と
し
て
、
特
定
の
立
場
に
偏
る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ
る
活
動

第
三
条
中
第
七
号
を
第
九
号
と
し
、
第
六
号
を
第
八
号
と
し
、
第
五
号
を
第
七
号
と
し
、
同
条
第
四
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し

、
同
号
ロ
中
「
別
表
第
三
」
を
「
別
表
第
四
」
に
、
「
第
二
号
に
規
定
す
る
」
を
「
第
三
号
に
規
定
す
る
決
議
若
し
く
は
要
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請
又
は
」
に
、
「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
イ
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

国
際
連
携
平
和
安
全
活
動

第
三
条
第
四
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
三
号
中
「
次
に
掲
げ
る
も
の
」
の
下
に
「
、
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
の

た
め
に
実
施
さ
れ
る
業
務
で
次
に
掲
げ
る
も
の
」
を
加
え
、
「
ヌ
か
ら
レ
ま
で
」
を
「
ワ
か
ら
ツ
ま
で
、
ナ
及
び
ラ
」
に
、

「
及
び
国
際
的
な
選
挙
監
視
活
動
」
を
「
並
び
に
国
際
的
な
選
挙
監
視
活
動
」
に
、
「
ト
及
び
レ
」
を
「
チ
及
び
ナ
」
に
改

め
、
同
号
ハ
中
「
部
品
」
の
下
に
「
及
び
弾
薬
」
を
加
え
、
同
号
レ
中
「
タ
」
を
「
ネ
」
に
改
め
、
同
号
レ
を
同
号
ナ
と
し

、
同
号
タ
中
「
ヨ
」
を
「
ソ
」
に
、
「
又
は
機
械
器
具
」
を
「
、
機
械
器
具
」
に
改
め
、
「
修
理
」
の
下
に
「
又
は
補
給
（

武
器
の
提
供
を
行
う
補
給
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
号
タ
を
同
号
ツ
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ネ

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
又
は
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
を
統
括
し
、
又
は
調
整
す
る
組
織
に
お
い
て
行
う
イ
か

ら
ツ
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
の
実
施
に
必
要
な
企
画
及
び
立
案
並
び
に
調
整
又
は
情
報
の
収
集
整
理

第
三
条
第
三
号
中
ヨ
を
ソ
と
し
、
ヌ
か
ら
カ
ま
で
を
ワ
か
ら
レ
ま
で
と
し
、
同
号
リ
中
「
チ
」
を
「
リ
及
び
ヌ
」
に
、
「

行
政
事
務
」
を
「
立
法
、
行
政
（
ヲ
に
規
定
す
る
組
織
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
司
法
に
関
す
る
事
務
」
に
改
め
、
同
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号
リ
を
同
号
ル
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヲ

国
の
防
衛
に
関
す
る
組
織
そ
の
他
の
イ
か
ら
ト
ま
で
又
は
ワ
か
ら
ネ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
と
同
種
の
業
務
を
行
う

組
織
の
設
立
又
は
再
建
を
援
助
す
る
た
め
の
次
に
掲
げ
る
業
務

⑴

イ
か
ら
ト
ま
で
又
は
ワ
か
ら
ネ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
と
同
種
の
業
務
に
関
す
る
助
言
又
は
指
導

⑵

⑴
に
規
定
す
る
業
務
の
実
施
に
必
要
な
基
礎
的
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
さ
せ
る
た
め
の
教
育
訓
練

第
三
条
第
三
号
チ
を
同
号
リ
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ

矯
正
行
政
事
務
に
関
す
る
助
言
若
し
く
は
指
導
又
は
矯
正
行
政
事
務
の
監
視

第
三
条
第
三
号
中
ト
を
チ
と
し
、
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト

防
護
を
必
要
と
す
る
住
民
、
被
災
民
そ
の
他
の
者
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
に
対
す
る
危
害
の
防
止
及
び
抑
止
そ

の
他
特
定
の
区
域
の
保
安
の
た
め
の
監
視
、
駐
留
、
巡
回
、
検
問
及
び
警
護

第
三
条
第
三
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ラ

ヲ
か
ら
ネ
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
又
は
こ
れ
ら
の
業
務
に
類
す
る
も
の
と
し
て
ナ
の
政
令
で
定
め
る
業
務
を
行
う
場

合
で
あ
っ
て
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
、
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
若
し
く
は
人
道
的
な
国
際
救
援
活
動
に
従
事
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す
る
者
又
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
す
る
者
（
以
下
こ
の
ラ
及
び
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
「
活
動
関
係
者
」

と
い
う
。
）
の
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
不
測
の
侵
害
又
は
危
難
が
生
じ
、
又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、

緊
急
の
要
請
に
対
応
し
て
行
う
当
該
活
動
関
係
者
の
生
命
及
び
身
体
の
保
護

第
三
条
第
三
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
二
号
の
二
中
「
別
表
第
二
」
を
「
別
表
第
三
」
に
、
「
に
お
け
る
」
を
「

に
お
い
て
」
に
、
「
に
よ
る
」
を
「
に
よ
り
」
に
、
「
の
設
立
を
目
的
と
す
る
」
を
「
を
設
立
し
そ
の
他
そ
の
混
乱
を
解
消

す
る
過
程
で
行
わ
れ
る
」
に
改
め
、
「
実
施
さ
れ
る
活
動
」
の
下
に
「
及
び
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
と
し
て
実
施
さ
れ
る

活
動
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
号
中
「
別
表
第
一
」
を
「
別
表
第
二
」
に
、
「
第
四
号
」
を
「
第

六
号
」
に
改
め
、
「
実
施
さ
れ
る
活
動
」
の
下
に
「
及
び
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
と
し
て
実
施
さ
れ
る
活
動
」
を
加
え
、

同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

国
際
連
携
平
和
安
全
活
動

国
際
連
合
の
総
会
、
安
全
保
障
理
事
会
若
し
く
は
経
済
社
会
理
事
会
が
行
う
決
議
、
別

表
第
一
に
掲
げ
る
国
際
機
関
が
行
う
要
請
又
は
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
の
要
請
（
国
際
連
合
憲
章
第

七
条

に
規
定
す
る
国
際
連
合
の
主
要
機
関
の
い
ず
れ
か
の
支
持
を
受
け
た
も
の
に
限
る
。
）
に
基
づ
き
、
紛
争
当
事

1

者
間
の
武
力
紛
争
の
再
発
の
防
止
に
関
す
る
合
意
の
遵
守
の
確
保
、
紛
争
に
よ
る
混
乱
に
伴
う
切
迫
し
た
暴
力
の
脅
威
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か
ら
の
住
民
の
保
護
、
武
力
紛
争
の
終
了
後
に
行
わ
れ
る
民
主
的
な
手
段
に
よ
る
統
治
組
織
の
設
立
及
び
再
建
の
援
助

そ
の
他
紛
争
に
対
処
し
て
国
際
の
平
和
及
び
安
全
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
活
動
で
あ
っ
て
、
二
以

上
の
国
の
連
携
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
と
し
て
実
施
さ
れ

る
活
動
を
除
く
。
）
を
い
う
。

イ

武
力
紛
争
の
停
止
及
び
こ
れ
を
維
持
す
る
と
の
紛
争
当
事
者
間
の
合
意
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る

地
域
の
属
す
る
国
及
び
紛
争
当
事
者
の
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
、
い
ず
れ
の

紛
争
当
事
者
に
も
偏
る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ
る
活
動

ロ

武
力
紛
争
が
終
了
し
て
紛
争
当
事
者
が
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
に
存
在
し
な
く
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当

該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
の
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
実
施
さ
れ

る
活
動

ハ

武
力
紛
争
が
い
ま
だ
発
生
し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
の
当
該
活
動

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
、
武
力
紛
争
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
を
主
要
な
目
的

と
し
て
、
特
定
の
立
場
に
偏
る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ
る
活
動
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第
三
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
章

国
際
平
和
協
力
業
務
等

第
三
章
中
第
六
条
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
一
節

国
際
平
和
協
力
業
務

第
六
条
第
一
項
中
「
あ
る
と
き
」
の
下
に
「
（
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
又
は
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
の
た
め
に
実
施

す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
で
あ
っ
て
第
三
条
第
五
号
ト
に
掲
げ
る
も
の
若
し
く
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
同
号
ナ
の
政

令
で
定
め
る
も
の
又
は
同
号
ラ
に
掲
げ
る
も
の
を
実
施
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
条
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
又
は
第
二
号

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
規
定
す
る
同
意
及
び
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
同
意
が
当
該
活
動
及
び
当
該
業
務
が
行
わ
れ
る
期
間

を
通
じ
て
安
定
的
に
維
持
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
限
り
、
人
道
的
な
国
際
救
援
活
動
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和

協
力
業
務
で
あ
っ
て
同
条
第
五
号
ラ
に
掲
げ
る
も
の
を
実
施
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る
同
意
及
び

第
三
号
に
掲
げ
る
同
意
が
当
該
活
動
及
び
当
該
業
務
が
行
わ
れ
る
期
間
を
通
じ
て
安
定
的
に
維
持
さ
れ
、
並
び
に
当
該
活
動

が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
が
紛
争
当
事
者
で
あ
る
と
き
は
、
紛
争
当
事
者
の
当
該
活
動
及
び
当
該
業
務
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
の
同
意
が
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
同
意
が
当
該
活
動
及
び
当
該
業
務
が
行
わ
れ
る
期
間
を
通
じ
て
安
定
的
に
維
持
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さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
一
号
中
「
同
意
」
の
下
に
「
（
第
三
条
第
一
号
ロ
又
は
ハ
に

該
当
す
る
活
動
に
あ
っ
て
は
、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
の
当
該
業
務
の
実
施
に
つ
い
て
の
同
意
（
同
号
ハ

に
該
当
す
る
活
動
に
あ
っ
て
は
、
当
該
地
域
に
お
い
て
当
該
業
務
の
実
施
に
支
障
と
な
る
明
確
な
反
対
の
意
思
を
示
す
者
が

い
な
い
場
合
に
限
る
。
）
）
」
を
加
え
、
同
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

二

国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に
つ
い
て
は
、
紛
争
当
事
者
及
び
当
該
活
動
が

行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
の
当
該
業
務
の
実
施
に
つ
い
て
の
同
意
（
第
三
条
第
二
号
ロ
又
は
ハ
に
該
当
す
る
活
動
に

あ
っ
て
は
、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
の
当
該
業
務
の
実
施
に
つ
い
て
の
同
意
（
同
号
ハ
に
該
当
す
る

活
動
に
あ
っ
て
は
、
当
該
地
域
に
お
い
て
当
該
業
務
の
実
施
に
支
障
と
な
る
明
確
な
反
対
の
意
思
を
示
す
者
が
い
な
い

場
合
に
限
る
。
）
）

第
六
条
第
二
項
第
二
号
ヘ
中
「
第
二
十
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
号
の

二
」
を
「
第
四
号
」
に
、
「
こ
の
章
」
を
「
こ
の
節
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
条
第
三
号
ト
か
ら
タ
ま
で
」
を
「

第
三
条
第
五
号
リ
若
し
く
は
ル
に
掲
げ
る
業
務
（
海
上
保
安
庁
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
五
条
に
規
定
す
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る
事
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
同
号
ワ
か
ら
ツ
ま
で
」
に
、
「
同
号
レ
」
を
「
同
号
ナ
」
に
、
「
海
上
保
安
庁
法
（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
八
号
）
」
を
「
同
法
」
に
、
「
か
ん
が
み
」
を
「
鑑
み
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
三
条
第

三
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
」
を
「
第
三
条
第
五
号
イ
か
ら
ト
ま
で
」
に
、
「
同
号
ヌ
か
ら
タ
ま
で
」
を
「
同
号
ヲ
か
ら
ネ
ま
で
」

に
、
「
又
は
こ
れ
ら
の
」
を
「
、
こ
れ
ら
の
」
に
、
「
同
号
レ
」
を
「
同
号
ナ
」
に
改
め
、
「
定
め
る
業
務
」
の
下
に
「
又

は
同
号
ラ
に
掲
げ
る
業
務
」
を
加
え
、
同
条
第
七
項
中
「
行
う
」
の
下
に
「
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
又
は
国
際
連
携
平
和

安
全
活
動
の
た
め
に
実
施
さ
れ
る
」
を
加
え
、
「
第
三
条
第
三
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
」
を
「
第
三
条
第
五
号
イ
か
ら
ト
ま
で
」

に
、
「
同
号
レ
」
を
「
同
号
ナ
」
に
、
「
参
加
す
る
」
を
「
参
加
し
、
又
は
他
国
と
連
携
し
て
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
を

実
施
す
る
」
に
、
「
、
本
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
十
三
項
第
一
号
」
を
「
及
び
第
二
号
、
本
条
第
一
項
（
第
三
号
及
び
第

四
号
を
除
く
。
）
及
び
第
十
三
項
（
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
、
第
九
号
及
び
第
十
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
に
、
「

並
び
に
第
二
十
四
条
」
を
「
及
び
第
七
号
、
第
二
十
五
条
並
び
に
第
二
十
六
条
」
に
改
め
、
「
に
つ
き
」
の
下
に
「
、
実
施

計
画
を
添
え
て
」
を
加
え
、
同
条
第
十
項
中
「
に
つ
き
」
の
下
に
「
、
実
施
計
画
を
添
え
て
」
を
加
え
、
同
条
第
十
三
項
各

号
列
記
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
は
、
実
施
計
画
の
変
更
（
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
行
う
べ
き
国
際
平
和
協
力
業
務
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に
従
事
す
る
者
の
海
外
へ
の
派
遣
の
終
了
及
び
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
行
う
べ
き
当
該
各
号
に
規

定
す
る
業
務
の
終
了
に
係
る
変
更
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
又

は
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
実
施
計
画
の
変
更
の
案
に
つ
き
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
第
十
三
項
第
一
号
中
「
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
」
の
下
に
「
（
第
三
条
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。

）
」
を
加
え
、
「
第
三
条
第
一
号
」
を
「
同
号
イ
」
に
、
「
規
定
す
る
同
意
」
を
「
掲
げ
る
同
意
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号

中
「
第
三
条
第
二
号
の
二
」
を
「
第
三
条
第
四
号
」
に
、
「
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
」
を
「
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る

」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
第
三
条
第
二
号
」
を
「
第
三
条
第
三
号
」
に
、
「
第
一
項
第
二

号
に
規
定
す
る
」
を
「
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
五
号

を
加
え
る
。

二

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
（
第
三
条
第
一
号
ロ
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力

業
務
に
つ
い
て
は
、
同
号
ロ
に
規
定
す
る
同
意
若
し
く
は
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
同
意
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
と
認

め
ら
れ
る
場
合
又
は
紛
争
当
事
者
が
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
に
存
在
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

三

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
（
第
三
条
第
一
号
ハ
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
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業
務
に
つ
い
て
は
、
同
号
ハ
に
規
定
す
る
同
意
若
し
く
は
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
同
意
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
と
認

め
ら
れ
る
場
合
、
当
該
活
動
が
特
定
の
立
場
に
偏
る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
又
は
武
力

紛
争
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場
合

四

国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
（
第
三
条
第
二
号
イ
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力

業
務
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ
に
規
定
す
る
合
意
若
し
く
は
同
意
若
し
く
は
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
同
意
が
存
在
し
な

く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
又
は
当
該
活
動
が
い
ず
れ
の
紛
争
当
事
者
に
も
偏
る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ
な
く
な
っ
た

と
認
め
ら
れ
る
場
合

五

国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
（
第
三
条
第
二
号
ロ
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力

業
務
に
つ
い
て
は
、
同
号
ロ
に
規
定
す
る
同
意
若
し
く
は
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
同
意
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
と
認

め
ら
れ
る
場
合
又
は
紛
争
当
事
者
が
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
に
存
在
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

六

国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
（
第
三
条
第
二
号
ハ
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力

業
務
に
つ
い
て
は
、
同
号
ハ
に
規
定
す
る
同
意
若
し
く
は
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
同
意
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
と
認

め
ら
れ
る
場
合
、
当
該
活
動
が
特
定
の
立
場
に
偏
る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
又
は
武
力
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紛
争
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場
合

第
六
条
第
十
三
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

九

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
で
あ
っ
て
第
三
条
第
五
号
ト
に
掲
げ
る
も
の
若

し
く
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
同
号
ナ
の
政
令
で
定
め
る
も
の
又
は
同
号
ラ
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
条

第
一
号
イ
に
規
定
す
る
合
意
の
遵
守
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
同
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
規
定
す
る
同
意
又

は
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
同
意
が
当
該
活
動
及
び
当
該
業
務
が
行
わ
れ
る
期
間
を
通
じ
て
安
定
的
に
維
持
さ
れ
る
と

認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合

十

国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
で
あ
っ
て
第
三
条
第
五
号
ト
に
掲
げ
る
も
の
若

し
く
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
同
号
ナ
の
政
令
で
定
め
る
も
の
又
は
同
号
ラ
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
条

第
二
号
イ
に
規
定
す
る
合
意
の
遵
守
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
同
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
規
定
す
る
同
意
又

は
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
同
意
が
当
該
活
動
及
び
当
該
業
務
が
行
わ
れ
る
期
間
を
通
じ
て
安
定
的
に
維
持
さ
れ
る
と

認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合

十
一

人
道
的
な
国
際
救
援
活
動
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
で
あ
っ
て
第
三
条
第
五
号
ラ
に
掲
げ
る
も
の
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に
つ
い
て
は
、
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る
合
意
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
遵
守
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て

、
同
号
に
規
定
す
る
同
意
若
し
く
は
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
同
意
又
は
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
が

紛
争
当
事
者
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
紛
争
当
事
者
の
当
該
活
動
若
し
く
は
当
該
業
務
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同

意
が
当
該
活
動
及
び
当
該
業
務
が
行
わ
れ
る
期
間
を
通
じ
て
安
定
的
に
維
持
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合

第
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

外
務
大
臣
は
、
実
施
計
画
の
変
更
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
又
は
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

14
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
前
項
の
閣
議
の
決
定
を
求
め
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
並
び
に
第
六
号
及
び
第
七
号
」
を
「
及
び
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
を
同

項
第
九
号
と
し
、
同
項
第
六
号
中
「
第
六
条
第
十
三
項
各
号
」
を
「
第
六
条
第
十
三
項
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
」
に
改
め

、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七

第
六
条
第
十
三
項
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
第
三
条
第
五
号
ト
に
掲
げ
る
業
務
若
し
く

は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
同
号
ナ
の
政
令
で
定
め
る
業
務
又
は
同
号
ラ
に
掲
げ
る
業
務
に
従
事
す
る
者
が
行
う
べ

き
当
該
業
務
の
中
断
に
関
す
る
事
項
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八

危
険
を
回
避
す
る
た
め
の
国
際
平
和
協
力
業
務
の
一
時
休
止
そ
の
他
の
協
力
隊
の
隊
員
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の

措
置
に
関
す
る
事
項

第
八
条
第
二
項
中
「
前
項
第
六
号
」
の
下
に
「
及
び
第
七
号
」
を
加
え
る
。

第
二
十
七
条
を
第
三
十
四
条
と
す
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
第
三
章
」
を
「
第
三
章
第
一
節
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
一
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二

条
を
加
え
る
。

（
請
求
権
の
放
棄
）

第
三
十
二
条

政
府
は
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
、
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
、
人
道
的
な
国
際
救
援
活
動
又
は
国
際
的

な
選
挙
監
視
活
動
に
参
加
す
る
に
際
し
て
、
国
際
連
合
若
し
く
は
別
表
第
一
か
ら
別
表
第
三
ま
で
に
掲
げ
る
国
際
機
関
又

は
こ
れ
ら
の
活
動
に
参
加
す
る
国
際
連
合
加
盟
国
そ
の
他
の
国
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
活
動
参
加
国
等
」
と
い
う
。

）
か
ら
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
起
因
す
る
損
害
に
つ
い
て
の
請
求
権
を
相
互
に
放
棄
す
る
こ
と
を
約
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ

た
場
合
に
お
い
て
、
我
が
国
が
こ
れ
ら
の
活
動
に
参
加
す
る
上
で
こ
れ
に
応
じ
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ

ら
の
活
動
に
起
因
す
る
損
害
に
つ
い
て
の
活
動
参
加
国
等
及
び
そ
の
要
員
に
対
す
る
我
が
国
の
請
求
権
を
放
棄
す
る
こ
と
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を
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
大
規
模
な
災
害
に
対
処
す
る
合
衆
国
軍
隊
等
に
対
す
る
物
品
又
は
役
務
の
提
供
）

第
三
十
三
条

防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
は
、
防
衛
大
臣
が
自
衛
隊
の
部
隊
等
に
第
九
条
第
四
項
の
規
定
に
基

づ
き
国
際
平
和
協
力
業
務
を
行
わ
せ
る
場
合
又
は
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
に
基
づ
く
輸
送
を
実
施
さ
せ

る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
実
施
す
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
と
共
に
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
に
所
在
し
て
、

次
に
掲
げ
る
活
動
で
あ
っ
て
当
該
国
際
平
和
協
力
業
務
又
は
当
該
輸
送
に
係
る
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
、
国
際
連
携
平

和
安
全
活
動
又
は
人
道
的
な
国
際
救
援
活
動
を
補
完
し
、
又
は
支
援
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
行
う
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

又
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
軍
隊
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
合
衆
国
軍
隊
等
」
と
い
う
。
）
か
ら
、
当
該
地
域
に
お
い
て

講
ず
べ
き
応
急
の
措
置
に
必
要
な
物
品
の
提
供
に
係
る
要
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
国
際
平
和
協
力
業
務
又
は
当
該
輸

送
の
実
施
に
支
障
を
生
じ
な
い
限
度
に
お
い
て
、
当
該
合
衆
国
軍
隊
等
に
対
し
、
自
衛
隊
に
属
す
る
物
品
の
提
供
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

派
遣
先
国
に
お
い
て
発
生
し
、
又
は
正
に
発
生
し
よ
う
と
し
て
い
る
大
規
模
な
災
害
に
係
る
救
助
活
動
、
医
療
活
動

（
防
疫
活
動
を
含
む
。
）
そ
の
他
の
災
害
応
急
対
策
及
び
災
害
復
旧
の
た
め
の
活
動
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二

前
号
に
掲
げ
る
活
動
を
行
う
人
員
又
は
当
該
活
動
に
必
要
な
機
材
そ
の
他
の
物
資
の
輸
送

２

防
衛
大
臣
は
、
合
衆
国
軍
隊
等
か
ら
、
前
項
の
地
域
に
お
い
て
講
ず
べ
き
応
急
の
措
置
に
必
要
な
役
務
の
提
供
に
係
る

要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
国
際
平
和
協
力
業
務
又
は
当
該
輸
送
の
実
施
に
支
障
を
生
じ
な
い
限
度
に
お
い
て
、
当

該
自
衛
隊
の
部
隊
等
に
、
当
該
合
衆
国
軍
隊
等
に
対
す
る
役
務
の
提
供
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
自
衛
隊
に
属
す
る
物
品
の
提
供
及
び
自
衛
隊
の
部
隊
等
に
よ
る
役
務
の
提
供
と
し
て
行
う
業
務

は
、
補
給
、
輸
送
、
修
理
若
し
く
は
整
備
、
医
療
、
通
信
、
空
港
若
し
く
は
港
湾
に
関
す
る
業
務
、
基
地
に
関
す
る
業
務

、
宿
泊
、
保
管
又
は
施
設
の
利
用
（
こ
れ
ら
の
業
務
に
そ
れ
ぞ
れ
附
帯
す
る
業
務
を
含
む
。
）
と
す
る
。

４

第
一
項
に
規
定
す
る
物
品
の
提
供
に
は
、
武
器
の
提
供
は
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

第
二
十
五
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
」
の
下
に
「
、
国
際
連
携
平

和
安
全
活
動
」
を
加
え
、
第
四
章
中
同
条
を
第
三
十
条
と
す
る
。

第
二
十
四
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
防
衛
す
る
」
を
「
防
護
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
防
衛
す

る
」
を
「
防
護
す
る
」
に
、
「
第
二
十
二
条
」
を
「
第
二
十
三
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
防
衛
す
る
」
を
「
防
護
す

る
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
第
七
項
」
を
「
第
八
項
」
に
改
め
、
「
、
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
七
項
」
を
加
え
、
「
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及
び
第
三
項
」
を
「
の
規
定
及
び
こ
の
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
項
（
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
」
に
、
「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
及
び
第
二
項
の
規
定
並
び
に
こ
の
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
項
（
第

七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
、
「
準
用
す
る
。
」
を
「
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
中
第
八
項
を
第
九
項
と
し
、
第
七
項
を
第
八
項
と
し
、
第
六
項
の
次
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

７

第
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
先
国
に
お
い
て
国
際
平
和
協
力
業
務
に
従
事
す
る
自
衛
官
は
、
そ
の
宿
営
す
る
宿

営
地
（
宿
営
の
た
め
に
使
用
す
る
区
域
で
あ
っ
て
、
囲
障
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
他
と
区
別
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
当
該
国
際
平
和
協
力
業
務
に
係
る
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
、
国
際
連
携
平

和
安
全
活
動
又
は
人
道
的
な
国
際
救
援
活
動
に
従
事
す
る
外
国
の
軍
隊
の
部
隊
の
要
員
が
共
に
宿
営
す
る
も
の
に
対
す
る

攻
撃
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
宿
営
地
に
所
在
す
る
者
の
生
命
又
は
身
体
を
防
護
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
当
該
要
員
と

共
同
し
て
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
武
器
の
使
用
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
か
ら
第
五
項
ま

で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
項
中
「
現
場
に
所
在
す
る
他
の
自
衛
隊
員
、
隊
員
若
し
く
は
そ
の
職
務
を
行
う
に

伴
い
自
己
の
管
理
の
下
に
入
っ
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
宿
営
す
る
宿
営
地
（
第
七
項
に
規
定
す
る
宿
営
地
を
い
う
。
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次
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
所
在
す
る
者
」
と
、
「
そ
の
事
態
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
項
に
規
定
す
る
外
国

の
軍
隊
の
部
隊
の
要
員
に
よ
る
措
置
の
状
況
を
も
踏
ま
え
、
そ
の
事
態
」
と
、
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
現
場
」
と
あ
る

の
は
「
宿
営
地
」
と
す
る
。

第
三
章
中
第
二
十
四
条
を
第
二
十
五
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
武
器
の
使
用
）
」
を
付
し
、
同
条
の
次

に
次
の
一
条
及
び
一
節
を
加
え
る
。

第
二
十
六
条

前
条
第
三
項
（
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
も
の
の

ほ
か
、
第
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
先
国
に
お
い
て
国
際
平
和
協
力
業
務
で
あ
っ
て
第
三
条
第
五
号
ト
に
掲
げ
る

も
の
又
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
同
号
ナ
の
政
令
で
定
め
る
も
の
に
従
事
す
る
自
衛
官
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
に
際

し
、
自
己
若
し
く
は
他
人
の
生
命
、
身
体
若
し
く
は
財
産
を
防
護
し
、
又
は
そ
の
業
務
を
妨
害
す
る
行
為
を
排
除
す
る
た

め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ

れ
る
限
度
で
、
第
六
条
第
二
項
第
二
号
ホ
⑵
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
計
画
に
定
め
る
装
備
で
あ
る
武
器
を
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
条
第
三
項
（
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
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九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
先
国
に
お
い
て
国
際
平
和
協
力
業
務
で
あ
っ
て
第
三
条
第
五
号
ラ
に
掲
げ
る
も
の
に
従

事
す
る
自
衛
官
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
に
際
し
、
自
己
又
は
そ
の
保
護
し
よ
う
と
す
る
活
動
関
係
者
の
生
命
又
は
身
体
を

防
護
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必

要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
で
、
第
六
条
第
二
項
第
二
号
ホ
⑵
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
計
画
に
定
め
る
装
備
で
あ
る

武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
武
器
の
使
用
に
際
し
て
は
、
刑
法
第
三
十
六
条
又
は
第
三
十
七
条
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
を

除
い
て
は
、
人
に
危
害
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。

４

自
衛
隊
法
第
八
十
九
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
自
衛
官
が
武
器
を
使
用
す
る
場
合
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
節

自
衛
官
の
国
際
連
合
へ
の
派
遣

（
自
衛
官
の
派
遣
）

第
二
十
七
条

防
衛
大
臣
は
、
国
際
連
合
の
要
請
に
応
じ
、
国
際
連
合
の
業
務
で
あ
っ
て
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
に
参

加
す
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
又
は
外
国
の
軍
隊
の
部
隊
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
業
務
の
統
括
に
関
す
る
も
の
に
従
事
さ
せ
る
た
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め
、
内
閣
総
理
大
臣
の
同
意
を
得
て
、
自
衛
官
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
る
自
衛
官
が
従
事
す
る
こ
と
と
な
る
業
務
に
係
る
国
際
連
合
平
和

維
持
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
第
三
条
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
規
定
す
る
同
意
が
当
該
派
遣
の
期
間
を
通
じ

て
安
定
的
に
維
持
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
当
該
派
遣
を
中
断
す
る
事
情
が
生
ず
る
見
込
み
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
限
り
、
当
該
派
遣
に
つ
い
て
同
項
の
同
意
を
す
る
も
の
と
す
る
。

３

防
衛
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
自
衛
官
を
派
遣
す
る
場
合
に
は
、
当
該
自
衛
官
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
身
分
及
び
処
遇
）

第
二
十
八
条

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
自
衛
官
の
身
分
及
び
処
遇
に
つ
い
て
は
、
国
際
機
関
等
に
派
遣
さ

れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
三
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
の
規
定

を
準
用
す
る
。

（
小
型
武
器
の
無
償
貸
付
け
）

第
二
十
九
条

防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
は
、
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
自
衛
官
の
活
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動
の
用
に
供
す
る
た
め
、
国
際
連
合
か
ら
小
型
武
器
の
無
償
貸
付
け
を
求
め
る
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当

該
活
動
の
円
滑
な
実
施
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
申
出
に
係
る
小
型
武
器
を
国
際
連
合
に
対
し
無
償
で
貸

し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
国
際
平
和
協
力
業
務
」
の
下
に
「
（
第
三
条
第
五
号
チ
に
掲
げ
る
業
務
及
び
こ
れ
に
類
す
る
も

の
と
し
て
同
号
ナ
の
政
令
で
定
め
る
業
務
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
第
二
十
三
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
小
型
武
器
の
保
有

及
び
貸
与
）
」
を
付
す
る
。

第
二
十
一
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
第
三
条
第
三
号
ル
」
を
「
第
三
条
第
五
号
カ
」
に
、
「
同
号
ヌ
か
ら
ヨ
ま
で
」
を
「
同
号
ワ
か
ら

ソ
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
し
、
第
十
九
条
を
第
二
十
条
と
し
、
第
十
八
条
を
第
十
九
条
と
し
、
第
十
七
条

を
第
十
八
条
と
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
か
ん
が
み
」
を
「
鑑
み
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
と
し
、
第
十
五
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
十
四
条
中
「
第
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
十
三
条
を
第
十
四
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条
と
す
る
。

第
十
二
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
、
国
際
平
和
協
力
業
務
」
の
下
に
「
（
第
三
条
第
五
号
ラ
に
掲
げ

る
業
務
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
第
三
条
第
三
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
及
び
」
を
「
第
三
条

第
五
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
及
び
ホ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
並
び
に
」
に
、
「
同
号
レ
」
を
「
同
号
ナ
」
に
、
「
、
自
衛
隊

員
以
外
の
者
」
を
「
自
衛
隊
員
以
外
の
者
の
派
遣
を
要
請
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
同
号
チ
に
掲
げ
る
業
務
及
び
こ
れ
に
類
す

る
も
の
と
し
て
同
号
ナ
の
政
令
で
定
め
る
業
務
に
係
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に
つ
い
て
は
自
衛
隊
員
」
に
改
め
、
同
条
第
八

項
中
「
第
十
六
条
」
を
「
第
十
七
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
関
係
行
政
機

関
の
職
員
の
協
力
隊
へ
の
派
遣
）
」
を
付
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
第
三
条
第
三
号
ト
か
ら
タ
ま
で
」
を
「
第
三
条
第
五
号
ニ
若
し
く
は
チ
か
ら
ネ
ま
で
」
に
、
「
同

号
レ
」
を
「
同
号
ナ
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
十
条
の
見
出
し
中
「
協
力
隊
の
」
を
削
り
、
同
条
中
「
協
力
隊
の
」
及
び
「
（
以
下
「
隊
員
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り

、
同
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
隊
員
の
安
全
の
確
保
等
）
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第
十
条

本
部
長
は
、
国
際
平
和
協
力
業
務
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
円
滑
か
つ
効
果
的
な
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に

、
協
力
隊
の
隊
員
（
以
下
「
隊
員
」
と
い
う
。
）
の
安
全
の
確
保
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

別
表
第
三
第
一
号
中
リ
を
ル
と
し
、
チ
を
ヌ
と
し
、
ト
を
リ
と
し
、
ヘ
を
ト
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

チ

国
際
連
合
人
間
居
住
計
画

別
表
第
三
第
一
号
ホ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヘ

国
際
連
合
人
口
基
金

別
表
第
三
を
別
表
第
四
と
す
る
。

別
表
第
二
中
「
第
三
条
関
係
」
を
「
第
三
条
、
第
三
十
二
条
関
係
」
に
改
め
、
同
表
を
別
表
第
三
と
す
る
。

別
表
第
一
中
「
第
三
条
関
係
」
を
「
第
三
条
、
第
三
十
二
条
関
係
」
に
改
め
、
同
表
第
二
号
中
リ
を
ル
と
し
、
チ
を
ヌ
と

し
、
ト
を
リ
と
し
、
ヘ
を
ト
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

チ

国
際
連
合
人
間
居
住
計
画

別
表
第
一
第
二
号
ホ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヘ

国
際
連
合
人
口
基
金
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別
表
第
一
を
別
表
第
二
と
し
、
同
表
の
前
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

別
表
第
一
（
第
三
条
、
第
三
十
二
条
関
係
）

一

国
際
連
合

二

国
際
連
合
の
総
会
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
機
関
又
は
国
際
連
合
の
専
門
機
関
で
、
国
際
連
合
難
民
高
等
弁
務
官
事
務

所
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
も
の

三

国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
に
係
る
実
績
若
し
く
は
専
門
的
能
力
を
有
す
る
国
際
連
合
憲
章
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る

地
域
的
機
関
又
は
多
国
間
の
条
約
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
機
関
で
、
欧
州
連
合
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
も
の

（
周
辺
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
条

周
辺
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
六

十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律

第
一
条
中
「
我
が
国
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
」
を
削
り
、
「
周
辺
事
態
」
を
「
重
要
影
響
事
態
」
に
、
「
対
応
し
て
我
が
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国
が
実
施
す
る
措
置
、
そ
の
実
施
の
手
続
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
を
定
め
」
を
「
際
し
、
合
衆
国
軍
隊
等
に
対
す
る
後
方
支

援
活
動
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
」
に
、
「
寄
与
し
」
を
「
寄
与
す
る
こ
と
を
中
核
と
す
る
重
要
影
響
事
態
に
対
処
す
る
外
国

と
の
連
携
を
強
化
し
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
見
出
し
中
「
周
辺
事
態
」
を
「
重
要
影
響
事
態
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
周
辺
事
態
に
際
し
て
、
」
を
「

重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
、
」
に
、
「
後
方
地
域
支
援
、
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
、
周
辺
事
態
に
際
し
て
実
施
す
る
船
舶

検
査
活
動
に
関
す
る
法
律
」
を
「
後
方
支
援
活
動
、
捜
索
救
助
活
動
、
重
要
影
響
事
態
等
に
際
し
て
実
施
す
る
船
舶
検
査
活

動
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
。
以
下
「
船
舶
検
査
活
動
法
」
と
い
う
。
）
」
を
「
）
第
二
条
」
に
、
「
そ
の
他
の
周
辺
事
態

」
を
「
（
重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
実
施
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
船
舶
検
査
活
動
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
重
要
影
響

事
態
」
に
改
め
、
同
条
中
第
四
項
を
第
六
項
と
し
、
第
三
項
を
第
五
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

後
方
支
援
活
動
及
び
捜
索
救
助
活
動
は
、
現
に
戦
闘
行
為
（
国
際
的
な
武
力
紛
争
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
人
を
殺
傷

し
又
は
物
を
破
壊
す
る
行
為
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
行
わ
れ
て
い
る
現
場
で
は
実
施
し
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し

、
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
捜
索
救
助
活
動
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

外
国
の
領
域
に
お
け
る
対
応
措
置
に
つ
い
て
は
、
当
該
対
応
措
置
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
当
該
外
国
（
国
際
連
合
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の
総
会
又
は
安
全
保
障
理
事
会
の
決
議
に
従
っ
て
当
該
外
国
に
お
い
て
施
政
を
行
う
機
関
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

該
機
関
）
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
限
り
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
」
を
「
捜
索
救
助
活
動
」
に
、
「
周
辺
事

態
」
を
「
重
要
影
響
事
態
」
に
改
め
、
「
（
国
際
的
な
武
力
紛
争
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
人
を
殺
傷
し
又
は
物
を
破
壊
す

る
行
為
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
及
び
「
後
方
地
域
に
お
い
て
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
中

「
後
方
地
域
支
援
」
を
「
後
方
支
援
活
動
」
に
、
「
周
辺
事
態
に
際
し
て
日
米
安
保
条
約
の
目
的
の
達
成
に
寄
与
す
る
活
動

を
行
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
（
以
下
「
合
衆
国
軍
隊
」
と
い
う
。
）
」
を
「
合
衆
国
軍
隊
等
」
に
改
め
、
「
後

方
地
域
に
お
い
て
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

合
衆
国
軍
隊
等

重
要
影
響
事
態
に
対
処
し
、
日
米
安
保
条
約
の
目
的
の
達
成
に
寄
与
す
る
活
動
を
行
う
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
の
軍
隊
及
び
そ
の
他
の
国
際
連
合
憲
章
の
目
的
の
達
成
に
寄
与
す
る
活
動
を
行
う
外
国
の
軍
隊
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
組
織
を
い
う
。

第
三
条
第
二
項
中
「
後
方
地
域
支
援
」
を
「
後
方
支
援
活
動
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
」

を
「
捜
索
救
助
活
動
」
に
、
「
合
衆
国
軍
隊
」
を
「
合
衆
国
軍
隊
等
」
に
、
「
後
方
地
域
支
援
」
を
「
後
方
支
援
活
動
」
に
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改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
周
辺
事
態
」
を
「
重
要
影
響
事
態
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
後
方
地
域
支
援
」
を

「
後
方
支
援
活
動
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

捜
索
救
助
活
動

四

船
舶
検
査
活
動

第
四
条
第
二
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

重
要
影
響
事
態
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

事
態
の
経
緯
並
び
に
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
に
与
え
る
影
響

ロ

我
が
国
が
対
応
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
理
由

第
四
条
第
二
項
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
同
項
第
六
号
中
「
第
二
号
」
を
「
第
三
号
」
に
改

め
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
船
舶
検
査
活
動
法
第
四
条
」
を
「

船
舶
検
査
活
動
を
実
施
す
る
場
合
に
お
け
る
重
要
影
響
事
態
等
に
際
し
て
実
施
す
る
船
舶
検
査
活
動
に
関
す
る
法
律
第
四
条

第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
を
実
施
す
る
場
合
」
を
「
捜
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索
救
助
活
動
を
実
施
す
る
場
合
」
に
改
め
、
同
号
イ
及
び
ロ
中
「
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
」
を
「
捜
索
救
助
活
動
」
に
改

め
、
同
号
ハ
中
「
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
」
を
「
捜
索
救
助
活
動
」
に
、
「
後
方
地
域
支
援
」
を
「
後
方
支
援
活
動
」
に

改
め
、
同
号
ニ
中
「
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
」
を
「
捜
索
救
助
活
動
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
ホ
と
し
、
同
号
ハ
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

当
該
捜
索
救
助
活
動
又
は
そ
の
実
施
に
伴
う
前
条
第
三
項
後
段
の
後
方
支
援
活
動
を
自
衛
隊
が
外
国
の
領
域
で
実

施
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
外
国
の
領
域
で
実
施
す
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
規
模
及
び
構
成
並
び
に
装
備

並
び
に
派
遣
期
間

第
四
条
第
二
項
第
三
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
後
方
地
域
支
援
を
実
施
す
る
場
合
」
を
「
後
方
支
援
活

動
を
実
施
す
る
場
合
」
に
改
め
、
同
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
規
定
中
「
後
方
地
域
支
援
」
を
「
後
方
支
援
活
動
」
に
改
め
、
同

号
ニ
中
「
後
方
地
域
支
援
」
を
「
後
方
支
援
活
動
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
ホ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

ニ

当
該
後
方
支
援
活
動
を
自
衛
隊
が
外
国
の
領
域
で
実
施
す
る
場
合
に
は
、
当
該
後
方
支
援
活
動
を
外
国
の
領
域
で

実
施
す
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
規
模
及
び
構
成
並
び
に
装
備
並
び
に
派
遣
期
間
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第
四
条
第
二
項
第
二
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
対
応
措
置
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

第
四
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
前
項
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

３

前
条
第
二
項
の
後
方
支
援
活
動
又
は
捜
索
救
助
活
動
若
し
く
は
そ
の
実
施
に
伴
う
同
条
第
三
項
後
段
の
後
方
支
援
活
動

を
外
国
の
領
域
で
実
施
す
る
場
合
に
は
、
当
該
外
国
（
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
機
関
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

該
機
関
）
と
協
議
し
て
、
実
施
す
る
区
域
の
範
囲
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条
中
「
後
方
地
域
支
援
、
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
」
を
「
後
方
支
援
活
動
、
捜
索
救
助
活
動
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
見
出
し
並
び
に
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
後
方
地
域
支
援
」
を
「
後
方
支
援
活
動
」
に
改
め
、
同
条
第
三

項
中
「
当
該
後
方
地
域
支
援
」
を
「
実
施
さ
れ
る
必
要
の
あ
る
役
務
の
提
供
の
具
体
的
内
容
を
考
慮
し
、
防
衛
省
の
機
関
又

は
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
こ
れ
を
円
滑
か
つ
安
全
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
当
該
後
方
支
援
活
動
」
に
改
め
、
同
条

第
四
項
中
「
が
こ
の
法
律
又
は
基
本
計
画
に
定
め
ら
れ
た
要
件
を
満
た
さ
な
い
も
の
と
な
っ
た
」
を
「
に
お
い
て
、
自
衛
隊

の
部
隊
等
が
第
三
条
第
二
項
の
後
方
支
援
活
動
を
円
滑
か
つ
安
全
に
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
又
は
外
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国
の
領
域
で
実
施
す
る
当
該
後
方
支
援
活
動
に
つ
い
て
の
第
二
条
第
四
項
の
同
意
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
」
に
改

め
、
同
条
第
五
項
中
「
後
方
地
域
支
援
」
を
「
後
方
支
援
活
動
」
に
、
「
公
海
又
は
そ
の
上
空
に
お
け
る
輸
送
」
を
「
我
が

国
の
領
域
外
に
お
け
る
も
の
」
に
、
「
当
該
輸
送
」
を
「
当
該
後
方
支
援
活
動
」
に
、
「
の
近
傍
」
を
「
又
は
そ
の
近
傍
」

に
改
め
る
。

第
七
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
」
を
「
捜
索
救
助
活
動
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
当
該
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
」
を
「
実
施
さ
れ
る
必
要
の
あ
る
捜
索
救
助
活
動
の
具
体
的
内
容
を
考
慮
し
、
自
衛
隊
の

部
隊
等
が
こ
れ
を
円
滑
か
つ
安
全
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
当
該
捜
索
救
助
活
動
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「

後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
」
を
「
捜
索
救
助
活
動
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
実
施
区
域
」
を
「

、
実
施
区
域
」
に
改
め
、
「
、
同
条
第
五
項
の
規
定
は
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等

の
長
又
は
そ
の
指
定
す
る
者
に
つ
い
て
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
後
方
地
域
捜
索
救
助
活

動
」
を
「
捜
索
救
助
活
動
」
に
、
「
後
方
地
域
支
援
」
を
「
後
方
支
援
活
動
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条

第
六
項
中
「
前
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５

前
条
第
五
項
の
規
定
は

我
が
国
の
領
域
外
に
お
け
る
捜
索
救
助
活
動
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
長

、



- 49 -

又
は
そ
の
指
定
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
次
条
第
四
項

に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６

前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
五
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
既
に
遭
難
者
が
発
見
さ
れ
、
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
そ

の
救
助
を
開
始
し
て
い
る
と
き
は
、
当
該
部
隊
等
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
限
り
、
当
該
遭
難
者
に
係
る
捜
索
救
助
活
動
を

継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
第
七
条
第
七
項
」
を
「
第
七
条
第
八
項
」
に
改
め
、
「
含
む
」
の
下
に
「
。
第
五
項
及
び
第
六
項

に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
「
後
方
地
域
支
援
」
を
「
後
方
支
援
活
動
」
に
改
め
、
「
実
施
を
」
の
下
に
「
命
ぜ
ら
れ
、
又

は
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
捜
索
救
助
活
動
の
実
施
を
」
を
加
え
、
「
そ
の
職
務
を
行
う
に
際
し
、
自
己
又
は
自
己
と

共
に
当
該
職
務
に
従
事
す
る
」
を
「
自
己
又
は
自
己
と
共
に
現
場
に
所
在
す
る
他
の
自
衛
隊
員
（
自
衛
隊
法
第
二
条
第
五
項

に
規
定
す
る
隊
員
を
い
う
。
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
そ
の
職
務
を
行
う
に
伴
い
自
己
の
管
理
の
下
に
入
っ
た

」
に
改
め
、
「
武
器
」
の
下
に
「
（
自
衛
隊
が
外
国
の
領
域
で
当
該
後
方
支
援
活
動
又
は
当
該
捜
索
救
助
活
動
を
実
施
し
て

い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
第
二
項
第
三
号
ニ
又
は
第
四
号
ニ
の
規
定
に
よ
り
基
本
計
画
に
定
め
る
装
備
に
該
当
す
る

も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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２

前
項
の
規
定
に
よ
る
武
器
の
使
用
は
、
当
該
現
場
に
上
官
が
在
る
と
き
は
、
そ
の
命
令
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
侵
害
又
は
危
難
が
切
迫
し
、
そ
の
命
令
を
受
け
る
い
と
ま
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

第
十
一
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

３

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
現
場
に
在
る
上
官
は
、
統
制
を
欠
い
た
武
器
の
使
用
に
よ
り
か
え
っ
て
生
命
若
し
く

は
身
体
に
対
す
る
危
険
又
は
事
態
の
混
乱
を
招
く
こ
と
と
な
る
こ
と
を
未
然
に
防
止
し
、
当
該
武
器
の
使
用
が
同
項
及
び

次
項
の
規
定
に
従
い
そ
の
目
的
の
範
囲
内
に
お
い
て
適
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
見
地
か
ら
必
要
な
命
令
を
す
る

も
の
と
す
る
。

第
十
一
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５

第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
後
方
支
援
活
動
と
し
て
の
自
衛
隊
の
役
務
の
提
供
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
捜
索
救
助
活
動
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
自
衛
官
は
、
外
国
の
領
域
に
設
け
ら

れ
た
当
該
部
隊
等
の
宿
営
す
る
宿
営
地
（
宿
営
の
た
め
に
使
用
す
る
区
域
で
あ
っ
て
、
囲
障
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
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他
と
区
別
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
合
衆
国
軍
隊
等
の
要
員
が
共
に
宿
営
す
る

も
の
に
対
す
る
攻
撃
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
宿
営
地
以
外
に
そ
の
近
傍
に
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
安
全
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
る
場
所
が
な
い
と
き
は
、
当
該
宿
営
地
に
所
在
す
る
者
の
生
命
又
は
身
体
を
防
護
す
る
た
め
の
措
置
を
と

る
当
該
要
員
と
共
同
し
て
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
武
器
の
使
用
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項

か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
次
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
中
「
現
場
に
所
在
す
る
他
の
自
衛
隊
員
（
自
衛
隊
法

第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
隊
員
を
い
う
。
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
そ
の
職
務
を
行
う
に
伴
い
自
己
の
管

理
の
下
に
入
っ
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
宿
営
す
る
宿
営
地
（
第
五
項
に
規
定
す
る
宿
営
地
を
い
う
。
次
項
及
び
第
三

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
所
在
す
る
者
」
と
、
「
そ
の
事
態
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
項
に
規
定
す
る
合
衆
国
軍
隊
等
の
要

員
に
よ
る
措
置
の
状
況
を
も
踏
ま
え
、
そ
の
事
態
」
と
、
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
現
場
」
と
あ
る
の
は
「
宿
営
地
」
と

、
次
項
中
「
自
衛
隊
員
」
と
あ
る
の
は
「
自
衛
隊
員
（
同
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
隊
員
を
い
う
。
）
」
と
す
る
。

６

自
衛
隊
法
第
九
十
六
条
第
三
項
の
規
定
は
、
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
後
方
支
援
活
動
と
し
て
の
自
衛
隊
の
役
務

の
提
供
（
我
が
国
の
領
域
外
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
捜

索
救
助
活
動
（
我
が
国
の
領
域
外
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
自
衛
官
に
つ



- 52 -

い
て
は
、
自
衛
隊
員
以
外
の
者
の
犯
し
た
犯
罪
に
関
し
て
は
適
用
し
な
い
。

別
表
第
一
基
地
業
務
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

宿
泊

宿
泊
設
備
の
利
用
、
寝
具
の
提
供
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
品
及
び
役
務
の
提
供

保
管

倉
庫
に
お
け
る
一
時
保
管
、
保
管
容
器
の
提
供
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
品
及
び
役
務
の
提
供

施
設
の
利
用

土
地
又
は
建
物
の
一
時
的
な
利
用
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
品
及
び
役
務
の
提
供

訓
練
業
務

訓
練
に
必
要
な
指
導
員
の
派
遣
、
訓
練
用
器
材
の
提
供
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
品
及
び
役
務

の
提
供

別
表
第
一
の
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

備
考

物
品
の
提
供
に
は
、
武
器
の
提
供
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

別
表
第
二
の
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

備
考

物
品
の
提
供
に
は
、
武
器
の
提
供
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

（
周
辺
事
態
に
際
し
て
実
施
す
る
船
舶
検
査
活
動
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
条

周
辺
事
態
に
際
し
て
実
施
す
る
船
舶
検
査
活
動
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
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の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

重
要
影
響
事
態
等
に
際
し
て
実
施
す
る
船
舶
検
査
活
動
に
関
す
る
法
律

第
一
条
中
「
周
辺
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」
を
「
重
要
影
響

事
態
（
重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
「
周
辺
事

態
安
全
確
保
法
」
を
「
「
重
要
影
響
事
態
安
全
確
保
法
」
に
、
「
規
定
す
る
周
辺
事
態
」
を
「
規
定
す
る
重
要
影
響
事
態
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
（
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
際
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
諸
外
国

の
軍
隊
等
に
対
す
る
協
力
支
援
活
動
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第

号
。
以
下
「
国
際
平
和
協
力
支
援

活
動
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
に
規
定
す
る
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
に
、
「
、
周
辺
事
態
安

全
確
保
法
」
を
「
、
重
要
影
響
事
態
安
全
確
保
法
及
び
国
際
平
和
協
力
支
援
活
動
法
」
に
、
「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
（
以
下
「
日
米
安
保
条
約
」
と
い
う
。
）
の
効
果
的
な
運
用
に
寄
与
し
、
我
が
国

」
を
「
我
が
国
及
び
国
際
社
会
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
周
辺
事
態
」
を
「
重
要
影
響
事
態
又
は
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
」
に
改
め
、
「
我
が
国
領
海
又
は
我
が
国



- 54 -

周
辺
の
公
海
（
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
に
規
定
す
る
排
他
的
経
済
水
域
を
含
む
。
）
に
お
い
て
」
を
削
る
。

第
三
条
中
「
船
舶
検
査
活
動
」
を
「
重
要
影
響
事
態
に
お
け
る
船
舶
検
査
活
動
」
に
、
「
日
米
安
保
条
約
の
目
的
の
達
成

に
寄
与
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
」
を
「
合
衆
国
軍
隊
等
（
重
要
影
響
事
態
安
全
確
保
法
第
三
条

第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
合
衆
国
軍
隊
等
を
い
う
。
）
」
に
、
「
後
方
地
域
支
援
」
を
「
後
方
支
援
活
動
」
に
、
「
周
辺

事
態
安
全
確
保
法
第
三
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
同
項
第
二
号
」
に
、
「
、
周
辺
事
態
安
全
確
保
法
」
を
「
、
重
要
影
響
事

態
安
全
確
保
法
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
お
け
る
船
舶
検
査
活
動
は
、
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
お
け
る
船
舶
検
査
活
動
を
行
う
自
衛
隊
の
部
隊
等
に
お
い
て
、
そ
の
実
施
に
伴
い

、
当
該
活
動
に
相
当
す
る
活
動
を
行
う
諸
外
国
の
軍
隊
等
（
国
際
平
和
協
力
支
援
活
動
法
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定

す
る
諸
外
国
の
軍
隊
等
を
い
う
。
）
の
部
隊
に
対
し
て
協
力
支
援
活
動
（
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
協
力
支
援
活
動
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
と
し
て
行
う
自
衛
隊
に
属
す
る
物
品
の
提
供
及
び
自
衛
隊
に
よ
る
役
務
の
提
供
は
、
国
際
平
和
協
力

支
援
活
動
法
別
表
第
二
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条
の
見
出
し
中
「
周
辺
事
態
安
全
確
保
法
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、
同
条
中
「
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
に
際
し
て
」
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を
「
重
要
影
響
事
態
に
お
け
る
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
に
際
し
て
」
に
、
「
周
辺
事
態
安
全
確
保
法
」
を
「
重
要
影
響
事
態

安
全
確
保
法
」
に
改
め
、
「
（
以
下
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
構
成
」
の
下
に
「
並
び
に

当
該
船
舶
検
査
活
動
又
は
そ
の
実
施
に
伴
う
前
条
第
一
項
後
段
の
後
方
支
援
活
動
を
外
国
の
領
域
で
実
施
す
る
場
合
に
は
、

こ
れ
ら
の
活
動
を
外
国
の
領
域
で
実
施
す
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
装
備
及
び
派
遣
期
間
」
を
加
え
、
同
条
第
五
号
中
「
前
条

後
段
」
を
「
前
条
第
一
項
後
段
」
に
、
「
後
方
地
域
支
援
」
を
「
後
方
支
援
活
動
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
お
け
る
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
に
際
し
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
国
際
平
和
協
力
支
援

活
動
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
計
画
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
船
舶
検
査
活
動
に
係
る
基
本
的
事
項

二

当
該
船
舶
検
査
活
動
を
行
う
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
規
模
及
び
構
成
並
び
に
当
該
船
舶
検
査
活
動
又
は
そ
の
実
施
に
伴

う
前
条
第
二
項
後
段
の
協
力
支
援
活
動
を
外
国
の
領
域
で
実
施
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
外
国
の
領
域
で
実

施
す
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
装
備
及
び
派
遣
期
間

三

当
該
船
舶
検
査
活
動
を
実
施
す
る
区
域
の
範
囲
及
び
当
該
区
域
の
指
定
に
関
す
る
事
項

四

第
二
条
に
規
定
す
る
規
制
措
置
の
対
象
物
品
の
範
囲
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五

当
該
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
に
伴
う
前
条
第
二
項
後
段
の
協
力
支
援
活
動
の
実
施
に
関
す
る
重
要
事
項
（
当
該
協
力

支
援
活
動
を
実
施
す
る
区
域
の
範
囲
及
び
当
該
区
域
の
指
定
に
関
す
る
事
項
を
含
む
。
）

六

そ
の
他
当
該
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
に
関
す
る
重
要
事
項

３

船
舶
検
査
活
動
又
は
重
要
影
響
事
態
に
お
け
る
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
に
伴
う
前
条
第
一
項
後
段
の
後
方
支
援
活
動
若

し
く
は
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
お
け
る
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
に
伴
う
同
条
第
二
項
後
段
の
協
力
支
援
活
動
を
外
国

の
領
域
で
実
施
す
る
場
合
に
は
、
当
該
外
国
（
重
要
影
響
事
態
安
全
確
保
法
第
二
条
第
四
項
又
は
国
際
平
和
協
力
支
援
活

動
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
機
関
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
機
関
）
と
協
議
し
て
、
実
施
す
る
区
域
の
範
囲

を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
基
本
計
画
」
を
「
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
基
本
計
画
（
第
五
項
に
お
い
て
単
に
「
基
本
計
画
」

と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
実
施
要
項
に
お
い
て
、
」
の
下
に
「
実
施
さ
れ
る
必
要
の
あ
る
船
舶
検
査
活
動

の
具
体
的
内
容
を
考
慮
し
、
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
こ
れ
を
円
滑
か
つ
安
全
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
」
を
加
え
、

同
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

防
衛
大
臣
は
、
実
施
区
域
の
全
部
又
は
一
部
に
お
い
て
、
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
船
舶
検
査
活
動
を
円
滑
か
つ
安
全
に
実
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施
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
又
は
重
要
影
響
事
態
に
お
い
て
外
国
の
領
域
で
実
施
す
る
船
舶
検
査
活
動
に

つ
い
て
の
重
要
影
響
事
態
安
全
確
保
法
第
二
条
第
四
項
の
同
意
若
し
く
は
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
お
い
て
外
国
の
領

域
で
実
施
す
る
船
舶
検
査
活
動
に
つ
い
て
の
国
際
平
和
協
力
支
援
活
動
法
第
二
条
第
四
項
の
同
意
が
存
在
し
な
く
な
っ
た

と
認
め
る
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
指
定
を
変
更
し
、
又
は
そ
こ
で
実
施
さ
れ
て
い
る
活
動
の
中
断
を
命
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
第
六
項
中
「
周
辺
事
態
安
全
確
保
法
」
を
「
重
要
影
響
事
態
安
全
確
保
法
」
に
、
「
、
船
舶
検
査
活
動
」
を
「
重

要
影
響
事
態
に
お
け
る
船
舶
検
査
活
動
」
に
、
「
第
三
条
後
段
の
後
方
地
域
支
援
に
つ
い
て
」
を
「
第
三
条
第
一
項
後
段
の

後
方
支
援
活
動
に
つ
い
て
、
国
際
平
和
協
力
支
援
活
動
法
第
七
条
の
規
定
は
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
お
け
る
船
舶
検
査

活
動
の
実
施
に
伴
う
第
三
条
第
二
項
後
段
の
協
力
支
援
活
動
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し

、
同
条
第
五
項
中
「
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
周
辺
事
態
安
全
確
保
法
第
六
条
第
四
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
防
衛
大
臣
は
、
実
施
区
域
の
全
部
又
は
一
部
が
こ
の
法
律
又
は
基
本
計
画
に
定
め
ら
れ

た
要
件
を
満
た
さ
な
い
も
の
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
指
定
を
変
更
し
、
又
は
そ
こ
で
実
施
さ
れ
て
い
る
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活
動
の
中
断
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
第
一
項
中
「
命
ぜ
ら
れ
た
」
を
「
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
重
要
影
響
事
態
安
全
確
保

法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
重
要
影
響
事
態
に
お
け
る
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
に
伴
う
第
三
条
第
一
項
後
段
の
後
方
支

援
活
動
と
し
て
の
自
衛
隊
の
役
務
の
提
供
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
、
若
し
く
は
前
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
国
際
平
和
協

力
支
援
活
動
法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
お
け
る
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
に
伴
う
第
三
条

第
二
項
後
段
の
協
力
支
援
活
動
と
し
て
の
自
衛
隊
の
役
務
の
提
供
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
た
」
に
、
「
当
該
船
舶
検
査
活
動
の

対
象
船
舶
に
乗
船
し
て
そ
の
職
務
を
行
う
に
際
し
、
自
己
又
は
自
己
と
共
に
当
該
職
務
に
従
事
す
る
」
を
「
自
己
又
は
自
己

と
共
に
現
場
に
所
在
す
る
他
の
自
衛
隊
員
（
自
衛
隊
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
隊
員
を
い
う
。
第
五
項
に
お
い
て
同
じ

。
）
若
し
く
は
そ
の
職
務
を
行
う
に
伴
い
自
己
の
管
理
の
下
に
入
っ
た
」
に
改
め
、
「
武
器
」
の
下
に
「
（
自
衛
隊
が
外
国

の
領
域
で
当
該
船
舶
検
査
活
動
又
は
当
該
後
方
支
援
活
動
若
し
く
は
当
該
協
力
支
援
活
動
を
実
施
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て

は
、
第
四
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
基
本
計
画
に
定
め
る
装
備
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し

、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。
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２

前
項
の
規
定
に
よ
る
武
器
の
使
用
は
、
当
該
現
場
に
上
官
が
在
る
と
き
は
、
そ
の
命
令
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
侵
害
又
は
危
難
が
切
迫
し
、
そ
の
命
令
を
受
け
る
い
と
ま
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

３

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
現
場
に
在
る
上
官
は
、
統
制
を
欠
い
た
武
器
の
使
用
に
よ
り
か
え
っ
て
生
命
若
し
く

は
身
体
に
対
す
る
危
険
又
は
事
態
の
混
乱
を
招
く
こ
と
と
な
る
こ
と
を
未
然
に
防
止
し
、
当
該
武
器
の
使
用
が
同
項
及
び

次
項
の
規
定
に
従
い
そ
の
目
的
の
範
囲
内
に
お
い
て
適
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
見
地
か
ら
必
要
な
命
令
を
す
る

も
の
と
す
る
。

第
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

自
衛
隊
法
第
九
十
六
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
船
舶
検
査
活
動
（
我
が
国
の
領
域
外
に
お
け

る
も
の
に
限
る
。
）
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
重
要
影
響
事
態
安
全
確
保
法
第
六
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
重
要
影
響
事
態
に
お
け
る
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
に
伴
う
第
三
条
第
一
項
後
段
の
後
方
支
援
活
動

と
し
て
の
自
衛
隊
の
役
務
の
提
供
（
我
が
国
の
領
域
外
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
、
若
し
く
は
前

条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
国
際
平
和
協
力
支
援
活
動
法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
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お
け
る
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
に
伴
う
第
三
条
第
二
項
後
段
の
協
力
支
援
活
動
と
し
て
の
自
衛
隊
の
役
務
の
提
供
（
我
が

国
の
領
域
外
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
自
衛
官
に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊
員

以
外
の
者
の
犯
し
た
犯
罪
に
関
し
て
は
適
用
し
な
い
。

（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

五
年
法
律
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関

す
る
法
律

「
第
三
章

目
次
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
の
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
へ
の
対
処
の
」
に
、

第
四
章

武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
制
の
整
備
（
第
二
十
一
条
―
第
二
十
三
条
）

を
「
第
三
章

緊
急

緊
急
対
処
事
態
そ
の
他
の
緊
急
事
態
へ
の
対
処
の
た
め
の
措
置
（
第
二
十
四
条
―
第
二
十
七
条
）
」
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対
処
事
態
そ
の
他
の
緊
急
事
態
へ
の
対
処
の
た
め
の
措
置
（
第
二
十
一
条
―
第
二
十
四
条
）
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
同
じ
。
）
」
及
び
「
に
よ
り
、
武
力
攻
撃
事
態
等
」
の
下
に
「
及
び
存
立
危
機
事
態
」
を
加
え
、
「
、
併
せ

て
武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
に
関
し
て
必
要
と
な
る
法
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
を
定
め
」
を
削
る
。

第
二
条
中
「
こ
の
法
律
」
の
下
に
「
（
第
一
号
に
掲
げ
る
用
語
に
あ
っ
て
は
、
第
四
号
及
び
第
八
号
ハ
⑴
を
除
く
。
）
」

を
加
え
、
同
条
第
七
号
イ
⑵
中
「
及
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
」
を
「
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
」
に
改
め
、
「
必
要
な
行
動
」
の
下

に
「
及
び
そ
の
他
の
外
国
の
軍
隊
が
実
施
す
る
自
衛
隊
と
協
力
し
て
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
行
動
」
を
加
え

、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

存
立
危
機
事
態
を
終
結
さ
せ
る
た
め
に
そ
の
推
移
に
応
じ
て
実
施
す
る
次
に
掲
げ
る
措
置

⑴

我
が
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
り
我
が
国
の
存
立
が
脅
か
さ

れ
、
国
民
の
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
の
権
利
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
明
白
な
危
険
が
あ
る
も
の
（
以
下
「
存

立
危
機
武
力
攻
撃
」
と
い
う
。
）
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
自
衛
隊
が
実
施
す
る
武
力
の
行
使
、
部
隊
等
の
展

開
そ
の
他
の
行
動

⑵

⑴
に
掲
げ
る
自
衛
隊
の
行
動
及
び
外
国
の
軍
隊
が
実
施
す
る
自
衛
隊
と
協
力
し
て
存
立
危
機
武
力
攻
撃
を
排
除
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す
る
た
め
に
必
要
な
行
動
が
円
滑
か
つ
効
果
的
に
行
わ
れ
る
た
め
に
実
施
す
る
物
品
、
施
設
又
は
役
務
の
提
供
そ

の
他
の
措
置

⑶

⑴
及
び
⑵
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
外
交
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置

ニ

存
立
危
機
武
力
攻
撃
に
よ
る
深
刻
か
つ
重
大
な
影
響
か
ら
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
た
め
、
又

は
存
立
危
機
武
力
攻
撃
が
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
に
お
い
て
当
該
影
響
が
最
小
と
な
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
存
立
危
機
事
態
の
推
移
に
応
じ
て
実
施
す
る
公
共
的
な
施
設
の
保
安
の
確
保
、
生
活
関
連
物
資
等

の
安
定
供
給
そ
の
他
の
措
置

第
二
条
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

四

存
立
危
機
事
態

我
が
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
、
こ
れ
に
よ
り
我
が
国
の
存

立
が
脅
か
さ
れ
、
国
民
の
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
の
権
利
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
明
白
な
危
険
が
あ
る
事
態
を
い

う
。

第
三
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
」
の
下
に
「
及
び
存
立
危
機
事
態
」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
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中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
」
の
下
に
「
及
び
存
立
危
機
事
態
」
を
加
え
、
「
協
力
し
つ
つ
」
を
「
協
力
す
る
ほ
か
、
関
係
す
る

外
国
と
の
協
力
を
緊
密
に
し
つ
つ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
及
び
存

立
危
機
事
態
に
お
い
て
は
」
に
、
「
こ
れ
」
を
「
存
立
危
機
事
態
並
び
に
こ
れ
ら
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、

同
条
第
四
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
」
の
下
に
「
及
び
存
立
危
機
事
態
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三

項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

存
立
危
機
事
態
に
お
い
て
は
、
存
立
危
機
武
力
攻
撃
を
排
除
し
つ
つ
、
そ
の
速
や
か
な
終
結
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
存
立
危
機
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
武
力
の
行
使
は
、
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判

断
さ
れ
る
限
度
に
お
い
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
」
の
下
に
「
及
び
存
立
危
機
事
態
」
を
加
え
、
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
条

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

国
は
、
前
項
の
責
務
を
果
た
す
た
め
、
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
へ
の
円
滑
か
つ
効
果
的
な
対
処
が
可
能

と
な
る
よ
う
、
関
係
機
関
が
行
う
こ
れ
ら
の
事
態
へ
の
対
処
に
つ
い
て
の
訓
練
そ
の
他
の
関
係
機
関
相
互
の
緊
密
な
連
携

協
力
の
確
保
に
資
す
る
施
策
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
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第
八
条
中
「
か
ん
が
み
」
を
「
鑑
み
」
に
改
め
、
「
指
定
公
共
機
関
が
」
の
下
に
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い
て
」
を
加

え
る
。

第
二
章
の
章
名
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
」
の
下
に
「
及
び
存
立
危
機
事
態
」
を
加
え
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
」
の
下
に
「
又
は
存
立
危
機
事
態
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
一
号
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

一

対
処
す
べ
き
事
態
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

事
態
の
経
緯
、
事
態
が
武
力
攻
撃
事
態
で
あ
る
こ
と
、
武
力
攻
撃
予
測
事
態
で
あ
る
こ
と
又
は
存
立
危
機
事
態
で

あ
る
こ
と
の
認
定
及
び
当
該
認
定
の
前
提
と
な
っ
た
事
実

ロ

事
態
が
武
力
攻
撃
事
態
又
は
存
立
危
機
事
態
で
あ
る
と
認
定
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
我
が
国
の
存
立
を
全
う
し

、
国
民
を
守
る
た
め
に
他
に
適
当
な
手
段
が
な
く
、
事
態
に
対
処
す
る
た
め
武
力
の
行
使
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
理
由

第
九
条
第
二
項
第
二
号
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
」
の
下
に
「
又
は
存
立
危
機
事
態
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
に
お
い

て
は
」
を
「
又
は
存
立
危
機
事
態
に
お
い
て
は
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
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国
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け

る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
武

力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に

お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
」
の
下
に
「
又

は
存
立
危
機
事
態
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
第
五
号
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
行
動
に

伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

等
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
対
策
本
部
」
を
「
事
態
対
策
本
部
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
対
策
本
部
長
」
を
「
事
態
対
策
本
部
長
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
武
力
攻

撃
事
態
等
対
策
副
本
部
長
」
を
「
事
態
対
策
副
本
部
長
」
に
、
「
武
力
攻
撃
事
態
等
対
策
本
部
員
」
を
「
事
態
対
策
本
部
員

」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
四
号
ロ
」
を
「
第
二
条
第
五
号
ロ
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
中
「
、
国
際
連
合
憲
章
第
五
十
一
条
及
び
日
米
安
保
条
約
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
従
っ
て
」
を
削
り
、
「
武
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力
攻
撃
」
の
下
に
「
又
は
存
立
危
機
武
力
攻
撃
」
を
、
「
に
つ
い
て
」
の
下
に
「
、
国
際
連
合
憲
章
第
五
十
一
条
（
武
力
攻

撃
の
排
除
に
当
た
っ
て
我
が
国
が
講
じ
た
措
置
に
あ
っ
て
は
、
同
条
及
び
日
米
安
保
条
約
第
五
条
第
二
項
）
の
規
定
に
従
っ

て
」
を
加
え
る
。

第
三
章
を
削
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
第
二
十
七
条
」
を
「
第
二
十
四
条
」
に
改
め
、
「
武
力
攻
撃
事
態
等
」
の
下
に
「
及
び
存
立
危

機
事
態
」
を
加
え
、
第
四
章
中
同
条
を
第
二
十
一
条
と
し
、
第
二
十
五
条
を
第
二
十
二
条
と
し
、
第
二
十
六
条
を
第
二
十
三

条
と
す
る
。

第
二
十
七
条
中
「
及
び
第
六
項
」
を
「
、
第
四
項
及
び
第
七
項
」
に
、
「
第
四
条
中
」
を
「
第
四
条
第
一
項
中
」
に
改
め

、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

第
四
章
を
第
三
章
と
す
る
。

（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
）

第
六
条

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（
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平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る

措
置
に
関
す
る
法
律

第
一
条
中
「
に
お
い
て
、
」
を
「
に
お
い
て
」
に
、
「
そ
の
他
の
当
該
行
動
」
を
「
、
武
力
攻
撃
事
態
等
又
は
存
立
危
機

事
態
に
お
い
て
自
衛
隊
と
協
力
し
て
武
力
攻
撃
又
は
存
立
危
機
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
外
国
軍
隊
の
行
動
が

円
滑
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
た
め
の
措
置
そ
の
他
の
こ
れ
ら
の
行
動
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る

法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保

に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い
て
、
合
衆
国
軍
隊
の
行
動
（
前
号
に
規
定
す
る
行

動
（
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
事
態
以
外
の
武
力
攻
撃
事
態
等
に
あ
っ
て
は
、
日
米
安
保
条
約
に
従
っ
て
武
力
攻
撃
を
排
除
す

る
た
め
に
必
要
な
準
備
の
た
め
の
同
号
に
規
定
す
る
行
動
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
円
滑
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る

た
め
の
措
置
そ
の
他
の
合
衆
国
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
」
を
「
次
に
掲
げ
る
」
に
、
「
第
二
条
第
四
号
」
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を
「
第
二
条
第
五
号
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い
て
、
特
定
合
衆
国
軍
隊
の
行
動
（
第
六
号
に
規
定
す
る
行
動
（
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た

事
態
以
外
の
武
力
攻
撃
事
態
等
に
あ
っ
て
は
、
日
米
安
保
条
約
に
従
っ
て
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
準

備
の
た
め
の
同
号
に
規
定
す
る
行
動
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
円
滑
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
た
め
の
措
置

そ
の
他
の
特
定
合
衆
国
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置

ロ

武
力
攻
撃
事
態
等
又
は
存
立
危
機
事
態
に
お
い
て
、
外
国
軍
隊
の
行
動
（
前
号
に
規
定
す
る
行
動
（
武
力
攻
撃
が

発
生
し
た
事
態
以
外
の
武
力
攻
撃
事
態
等
に
あ
っ
て
は
、
自
衛
隊
と
協
力
し
て
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要

な
準
備
の
た
め
の
同
号
に
規
定
す
る
行
動
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
円
滑
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
た
め
の

措
置
そ
の
他
の
外
国
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置

第
二
条
第
五
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
合
衆
国
軍
隊
」
を
「
特
定
合
衆
国
軍
隊
」
に
改
め
、
同
号
を
同

条
第
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

外
国
軍
隊

武
力
攻
撃
事
態
等
又
は
存
立
危
機
事
態
に
お
い
て
、
自
衛
隊
と
協
力
し
て
武
力
攻
撃
又
は
存
立
危
機
武

力
攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
行
動
を
実
施
し
て
い
る
外
国
の
軍
隊
（
特
定
合
衆
国
軍
隊
を
除
く
。
）
を
い
う
。
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第
二
条
第
三
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

存
立
危
機
事
態

事
態
対
処
法
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
存
立
危
機
事
態
を
い
う
。

五

存
立
危
機
武
力
攻
撃

事
態
対
処
法
第
二
条
第
八
号
ハ
⑴
に
規
定
す
る
存
立
危
機
武
力
攻
撃
を
い
う
。

第
三
条
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
」
の
下
に
「
及
び
存
立
危
機
事
態
」
を
加
え
る
。

第
四
条
中
「
武
力
攻
撃
」
の
下
に
「
及
び
存
立
危
機
武
力
攻
撃
」
を
加
え
る
。

第
五
条
中
「
か
ら
」
の
下
に
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い
て
」
を
加
え
る
。

第
六
条
の
見
出
し
中
「
合
衆
国
政
府
」
を
「
合
衆
国
政
府
等
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
政
府
は
、
第
三
条
の
責
務
を
果
た
す
た
め
、
武
力
攻
撃
事
態
等
又
は
存
立
危
機
事
態

の
状
況
の
認
識
及
び
武
力
攻
撃
事
態
等
又
は
存
立
危
機
事
態
へ
の
対
処
に
関
し
、
関
係
す
る
外
国
政
府
と
緊
密
な
連
絡
を

保
つ
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
」
の
下
に
「
又
は
存
立
危
機
事
態
」
を
加
え
、
「
、
合
衆
国
軍
隊
の
行
動
」
を
「
、
特
定

合
衆
国
軍
隊
の
行
動
又
は
外
国
軍
隊
の
行
動
（
以
下
「
特
定
合
衆
国
軍
隊
等
の
行
動
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
の
合
衆
国
軍

隊
の
行
動
」
を
「
の
特
定
合
衆
国
軍
隊
等
の
行
動
」
に
改
め
る
。
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第
八
条
中
「
合
衆
国
軍
隊
の
行
動
」
を
「
特
定
合
衆
国
軍
隊
等
の
行
動
」
に
、
「
第
二
条
第
七
号
」
を
「
第
二
条
第
八
号

」
に
改
め
る
。

第
九
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
合
衆
国
軍
隊
」
を
「
特
定
合
衆
国
軍
隊
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
対
策
本
部
長
」
を
「
事
態
対
策
本
部
長
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
合
衆
国
軍
隊
の
次
の
」
を
「
特
定
合
衆
国
軍
隊
の
次
の
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
合
衆
国
軍

隊
の
行
動
」
を
「
特
定
合
衆
国
軍
隊
の
行
動
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
合
衆
国
軍
隊
車
両
」
を
「
特
定
合
衆
国
軍
隊
車

両
」
に
、
「
合
衆
国
軍
隊
の
使
用
す
る
」
を
「
特
定
合
衆
国
軍
隊
の
使
用
す
る
」
に
、
「
合
衆
国
軍
隊
の
行
動
」
を
「
特
定

合
衆
国
軍
隊
の
行
動
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
合
衆
国
軍
隊
の
用
」
を
「
特
定
合
衆
国
軍
隊
の
用
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
合

衆
国
軍
隊
の
行
動
」
を
「
特
定
合
衆
国
軍
隊
の
行
動
」
に
改
め
る
。

（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
特
定
公
共
施
設
等
の
利
用
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
特
定
公
共
施
設
等
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
四
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
二
条
第
一
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る

法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保

に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
同
条
第
四
号
、
同
条
第
六
号
」
を
「
同
条
第
五
号
、
同
条
第
七
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「

第
二
条
第
七
号
イ
⑴
」
を
「
第
二
条
第
八
号
イ
⑴
」
に
改
め
、
「
行
動
」
の
下
に
「
及
び
外
国
軍
隊
（
武
力
攻
撃
事
態
等
及

び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
六
年
法
律
第
百
十
三
号
）
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
外
国
軍
隊
を
い
う
。
）
が
実
施
す
る
自
衛
隊
と
協
力
し
て
武
力
攻

撃
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
行
動
」
を
加
え
る
。

第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
二
条
第
七
号
イ
⑴
」
を
「
第
二
条
第
八
号
イ
⑴
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
中
「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
八
条

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律

第
一
条
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」

を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す

る
法
律
」
に
改
め
、
「
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
の
下
に
「
及
び
存
立
危
機
事
態
（
同
条
第
四
号
に
規
定
す
る
存
立
危
機
事

態
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
「
我
が
国
領
海
又
は
我
が
国
周
辺
の
公
海
（
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
に

規
定
す
る
排
他
的
経
済
水
域
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
け
る
」
を
削
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
武
力
攻
撃
事
態
に
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
又
は
存
立
危
機
事
態
に
」
に
、
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お

け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機

事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
「
同
じ
。
）
」
の

下
に
「
又
は
存
立
危
機
武
力
攻
撃
（
同
法
第
二
条
第
八
号
ハ
⑴
に
規
定
す
る
存
立
危
機
武
力
攻
撃
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て

同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
外
国
軍
隊
等
が
所
在
す
る
我
が
国
」
を
「
、
武
力
攻
撃
事
態
に
お
い
て
は
外
国
軍

隊
等
が
所
在
す
る
我
が
国
」
に
改
め
、
「
周
辺
の
」
の
下
に
「
公
海
（
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
に
規
定
す
る
排
他

的
経
済
水
域
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
上
の
地
域
を
、
存
立
危
機
事
態
に
お
い
て
は
外
国
軍
隊
等
が
所
在
す
る
存
立
危
機
武
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力
攻
撃
を
受
け
て
い
る
外
国
の
領
域
又
は
当
該
外
国
周
辺
の
」
を
加
え
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
又
は
我
が
国
周
辺
の
」
を
「
、
外
国
の
領
海
（
海
上
自
衛
隊
の
部
隊
が
第
四
章
の
規
定
に
よ
る
措
置

を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
当
該
外
国
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
又
は
」
に
、
「
第
四
章
」
を
「
同
章
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
中
「
事
態
」
の
下
に
「
又
は
存
立
危
機
事
態
」
を
加
え
る
。

第
三
十
八
条
中
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事

態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
三
条
第
四
号
」
を
「
第
三
条
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
中
「
武
力
攻
撃
事
態
」
の
下
に
「
又
は
存
立
危
機
事
態
」
を
加
え
る
。

（
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
九
条

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律

第
一
条
中
「
武
力
攻
撃
事
態
」
の
下
に
「
及
び
存
立
危
機
事
態
」
を
、
「
よ
り
、
武
力
攻
撃
」
の
下
に
「
又
は
存
立
危
機
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武
力
攻
撃
」
を
加
え
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
」
の
下
に
「
及
び
存
立
危
機
事
態
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
武
力
攻
撃
」
の
下

に
「
又
は
存
立
危
機
武
力
攻
撃
」
を
加
え
る
。

第
三
条
第
一
号
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る

法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保

に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
次
号
」
を
「
以
下
こ
の
条
」
に
改
め
、
同
条
中
第
十
八
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
十
一
号
か
ら
第

十
七
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
十
号
中
「
第
四
号
ル
」
を
「
第
六
号
ル
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
二
号

と
し
、
同
条
第
九
号
中
「
第
四
号
ヌ
」
を
「
第
六
号
ヌ
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
一
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
第
四

号
リ
」
を
「
第
六
号
リ
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
七
号
中
「
第
四
号
ト
」
を
「
第
六
号
ト
」
に
改
め

、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
六
号
中
「
第
四
号
ホ
」
を
「
第
六
号
ホ
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同

条
第
五
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
四
号
ハ
中
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関

す
る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
に

改
め
、
「
（
武
力
攻
撃
」
の
下
に
「
又
は
存
立
危
機
武
力
攻
撃
」
を
加
え
、
同
号
ニ
、
ヘ
及
び
チ
中
「
武
力
攻
撃
」
の
下
に
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「
又
は
存
立
危
機
武
力
攻
撃
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
三
号
中
「
武
力
攻
撃
事
態
」
の
下
に
「
又
は

存
立
危
機
事
態
」
を
、
「
、
武
力
攻
撃
」
の
下
に
「
又
は
存
立
危
機
武
力
攻
撃
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同

条
第
二
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三

存
立
危
機
武
力
攻
撃

事
態
対
処
法
第
二
条
第
八
号
ハ
⑴
に
規
定
す
る
存
立
危
機
武
力
攻
撃
を
い
う
。

四

存
立
危
機
事
態

事
態
対
処
法
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
存
立
危
機
事
態
を
い
う
。

第
四
条
中
「
事
態
」
の
下
に
「
又
は
存
立
危
機
事
態
」
を
加
え
る
。

第
十
条
中
「
第
三
条
第
四
号
イ
」
を
「
第
三
条
第
六
号
イ
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
第
三
条
第
四
号
ロ
」
を
「
第
三
条
第
六
号
ロ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
武
力
攻
撃
」
の
下
に

「
又
は
存
立
危
機
武
力
攻
撃
」
を
加
え
る
。

第
十
八
条
第
三
号
中
「
第
三
条
第
四
号
イ
」
を
「
第
三
条
第
六
号
イ
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
第
三
号
中
「
武
力
攻
撃
」
の
下
に
「
又
は
存
立
危
機
武
力
攻
撃
」
を
加
え
る
。

第
八
十
二
条
第
一
項
中
「
、
武
力
攻
撃
」
の
下
に
「
又
は
存
立
危
機
武
力
攻
撃
」
を
、
「
武
力
攻
撃
事
態
」
の
下
に
「
又

は
存
立
危
機
事
態
」
を
加
え
る
。



- 76 -

第
百
三
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
中
「
武
力
攻
撃
事
態
」
の
下
に
「
又
は
存
立
危
機
事
態
」
を
加
え
、
同

条
第
四
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
」
の
下
に
「
又
は
存
立
危
機
事
態
」
を
、
「
際
し
て
、
武
力
攻
撃
」
の
下
に
「
又
は
存
立
危

機
武
力
攻
撃
」
を
加
え
る
。

第
百
三
十
九
条
第
一
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
」
の
下
に
「
又
は
存
立
危
機
事
態
」
を
加
え
る
。

第
百
四
十
条
の
見
出
し
並
び
に
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
」
の
下
に
「
又
は
存
立
危
機
事
態
」
を
加

え
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三
条
第
四
号
ホ
」
を
「
第
三
条
第
六
号
ホ
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
一
条
の
見
出
し
を
「
（
武
力
攻
撃
事
態
又
は
存
立
危
機
事
態
の
終
了
後
の
送
還
）
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
六
条
第
一
項
中
「
第
三
条
第
四
号
ロ
」
を
「
第
三
条
第
六
号
ロ
」
に
改
め
る
。

第
百
五
十
九
条
及
び
第
百
六
十
八
条
第
一
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
」
の
下
に
「
又
は
存
立
危
機
事
態
」
を
加
え
る
。

第
百
七
十
一
条
第
一
項
中
「
規
定
は
」
の
下
に
「
、
武
力
攻
撃
事
態
に
際
し
て
」
を
加
え
る
。

（
国
家
安
全
保
障
会
議
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

国
家
安
全
保
障
会
議
設
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
四
号
中
「
同
じ
。
）
」
の
下
に
「
又
は
存
立
危
機
事
態
」
を
加
え
、
同
項
第
五
号
中
「
武
力
攻
撃
事
態
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等
」
の
下
に
「
又
は
存
立
危
機
事
態
」
を
加
え
、
同
項
第
六
号
中
「
周
辺
事
態
」
を
「
重
要
影
響
事
態
」
に
改
め
、
同
項
第

七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七

国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
へ
の
対
処
に
関
す
る
重
要
事
項

第
二
条
第
一
項
第
十
一
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
十
号
中
「
周
辺
事
態
」
を
「
存
立
危
機
事
態
、
重
要
影
響
事

態
、
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
」
に
、
「
第
七
号
又
は
第
八
号
」
を
「
第
九
号
又
は
第
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十

二
号
と
し
、
同
項
中
第
九
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
八
号
を
第
十
号
と
し
、
第
七
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

八

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
の
実
施
等
に
関
す
る
重
要
事
項

九

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
六
章
に
規
定
す
る
自
衛
隊
の
行
動
に
関
す
る
重
要
事
項
（
第

四
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

第
二
条
第
二
項
中
「
第
四
号
ま
で
」
の
下
に
「
及
び
次
の
各
号
」
を
加
え
、
「
第
八
号
ま
で
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
事
項

」
を
「
第
十
号
ま
で
及
び
第
十
二
号
に
掲
げ
る
事
項
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各

号
を
加
え
る
。
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一

前
項
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
措
置
に
関
す
る
も
の

イ

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
又
は
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
で
あ
つ
て
国

際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
五
号
ト
に
掲
げ
る
も
の
若
し
く
は
こ
れ
に
類
す

る
も
の
と
し
て
同
号
ナ
の
政
令
で
定
め
る
も
の
又
は
同
号
ラ
に
掲
げ
る
も
の
の
実
施
に
係
る
国
際
平
和
協
力
業
務
実

施
計
画
の
決
定
及
び
変
更
（
当
該
業
務
の
終
了
に
係
る
変
更
を
含
む
。
）

ロ

人
道
的
な
国
際
救
援
活
動
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
で
あ
つ
て
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対

す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
五
号
ラ
に
掲
げ
る
も
の
の
実
施
に
係
る
国
際
平
和
協
力
業
務
実
施
計
画
の
決
定

及
び
変
更
（
当
該
業
務
の
終
了
に
係
る
変
更
を
含
む
。
）

ハ

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
自
衛
官
の
国
際

連
合
へ
の
派
遣

二

前
項
第
九
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
自
衛
隊
法
第
八
十
四
条
の
三
に
規
定
す
る
保
護
措
置
の
実
施
に
関
す
る
も
の

第
二
条
第
三
項
中
「
周
辺
事
態
」
を
「
存
立
危
機
事
態
、
重
要
影
響
事
態
」
に
、
「
第
十
号
」
を
「
第
十
二
号
」
に
改
め

る
。
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第
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
八
号
」
を
「
第
十
号
」
に
、
「
第
十
一
号
」
を
「
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

「
第
二
条
第
一
項
第
九
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
十
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
二
条
第
一
項
第
十
号
」
を
「

第
二
条
第
一
項
第
十
二
号
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
二
項
中
「
第
八
号
ま
で
」
を
「
第
七
号
ま
で
、
第
九
号
、
第
十
号
」
に
、
「
第
十
号
」
を
「
第
十
二
号
」
に
、

「
同
項
第
七
号
及
び
第
八
号
」
を
「
同
項
第
九
号
及
び
第
十
号
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
調
整
規
定
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
附
則
第
十
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
が
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第

号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
法

附
則
第
十
二
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律

」
と
あ
る
の
は
、
「
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
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と
す
る
。

（
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
四
条
の
五
第
一
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す

る
措
置
に
関
す
る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等
の
軍
隊
の
行
動
に
伴

い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
二
条
第
四
号
」
を
「
第
二
条
第
六
号
」
に
、
「
合
衆
国
軍
隊
」
を

「
特
定
合
衆
国
軍
隊
」
に
改
め
る
。

（
国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
条

国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
八
号
中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
号
に
お
い
て
」
を
、
「
確
保
」
の
下
に
「
、
紛
争
に
よ
る
混
乱
に
伴

う
切
迫
し
た
暴
力
の
脅
威
か
ら
の
住
民
の
保
護
」
を
、
「
設
立
」
の
下
に
「
及
び
再
建
」
を
加
え
、
「
た
め
に
」
を
「
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
」
に
改
め
、
「
、
武
力
紛
争
の
停
止
及
び
こ
れ
を
維
持
す
る
と
の
紛
争
当
事
者
間
の
合
意
並
び
に
当
該
活
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動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
及
び
紛
争
当
事
者
の
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
が
あ
る
場
合
（
武
力

紛
争
が
発
生
し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
の
当
該
同
意
が
あ
る
場
合
）
に
、

い
ず
れ
の
紛
争
当
事
者
に
も
偏
る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
」
を
削
り
、
「
実
施
さ
れ
る
も
の
」
の
下
に
「

の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
」
を
加
え
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

武
力
紛
争
の
停
止
及
び
こ
れ
を
維
持
す
る
と
の
紛
争
当
事
者
間
の
合
意
並
び
に
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属

す
る
国
（
当
該
国
に
お
い
て
国
際
連
合
の
総
会
又
は
安
全
保
障
理
事
会
が
行
う
決
議
に
従
っ
て
施
政
を
行
う
機
関
が

あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
機
関
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
紛
争
当
事
者
の
当
該
活
動
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
、
い
ず
れ
の
紛
争
当
事
者
に
も
偏
る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ
る
活
動

ロ

武
力
紛
争
が
終
了
し
て
紛
争
当
事
者
が
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
に
存
在
し
な
く
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当

該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
の
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
実
施
さ
れ

る
活
動

ハ

武
力
紛
争
が
い
ま
だ
発
生
し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
の
当
該
活
動

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
、
武
力
紛
争
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
を
主
要
な
目
的
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と
し
て
、
特
定
の
立
場
に
偏
る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ
る
活
動

（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
十
一
章

事
態
対
処
法
の
一
部
改
正
（
第
百
九
十
五
条
）
」
を
削
る
。

第
一
条
中
「
か
ん
が
み
」
を
「
鑑
み
」
に
、
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民

の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国

及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
六
号
」
を
「
第
七
号
」
に
改
め
、
「
第
三
号
」
の
下
に
「
及
び
第
四
号
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項

中
「
事
態
対
処
法
第
二
十
二
条
第
一
号
に
掲
げ
る
」
を
「
次
に
掲
げ
る
措
置
そ
の
他
の
武
力
攻
撃
か
ら
国
民
の
生
命
、
身
体

及
び
財
産
を
保
護
す
る
た
め
、
又
は
武
力
攻
撃
が
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
に
お
い
て
当
該
影
響
が

最
小
と
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
」
に
、
「
同
号
ヘ
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

警
報
の
発
令
、
避
難
の
指
示
、
避
難
住
民
等
の
救
援
、
消
防
等
に
関
す
る
措
置
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二

施
設
及
び
設
備
の
応
急
の
復
旧
に
関
す
る
措
置

三

保
健
衛
生
の
確
保
及
び
社
会
秩
序
の
維
持
に
関
す
る
措
置

四

運
送
及
び
通
信
に
関
す
る
措
置

五

国
民
の
生
活
の
安
定
に
関
す
る
措
置

六

被
害
の
復
旧
に
関
す
る
措
置

第
百
七
十
二
条
第
一
項
中
「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
に
、
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
、
「

第
二
十
五
条
第
三
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
二
条
第
三
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
百
八
十
一
条
第
一
項
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
十
七
条
」
を
「
第
二
十
四

条
」
に
改
め
る
。

第
百
八
十
三
条
の
表
第
二
十
五
条
第
一
項
の
項
中
「
第
二
十
五
条
第
四
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
一
章
を
削
る
。

（
武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
法
律
及
び
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
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確
保
に
関
す
る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民

の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

一

武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
六
条
第
一
項

二

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
）
第
十
条
第
四
項
第
三
号

（
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条

行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
九
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
百
四
十
一
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る

法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め

る
。第

三
百
四
十
二
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
」
を
「
武
力

攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
の
う
ち
武
力
攻
撃
事
態
に
お

け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
の
改
正
規
定
中
「
第
三
条
第
十
一
号
及
び
第
十
二
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号
」
を
「
第
三
条
第
十
三
号
及
び
第
十
四
号
」
に
改
め
る
。

（
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法

律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に

関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
防
衛
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
十
九
号
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措

置
に
関
す
る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我

が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
表
捕
虜
資
格
認
定
等
審
査
会
の
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
」
を
「

武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。
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第
三
十
条
中
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
及

び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

（
防
衛
省
設
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
調
整
規
定
）

第
十
条

施
行
日
が
防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第

号
）
の
施
行
の
日
前
で
あ

る
場
合
に
は
、
前
条
の
う
ち
防
衛
省
設
置
法
第
三
十
条
の
改
正
規
定
中
「
第
三
十
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
三
十
二
条
」
と

す
る
。

（
内
閣
府
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
三
項
第
五
十
二
号
中
「
第
三
条
第
三
号
」
を
「
第
三
条
第
五
号
」
に
、
「
同
条
第
四
号
」
を
「
同
条
第
六
号
」

に
改
め
る
。

（
復
興
庁
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
第
一
項
の
表
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
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の
項
中
「
第
三
条
第
七
号
イ
」
を
「
第
三
条
第
九
号
イ
」
に
改
め
、
同
表
周
辺
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を

確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
六
十
号
）
の
項
中
「
周
辺
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及

び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」
を
「
重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る

た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
表
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の

安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
九
号
）
の
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と

独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国

の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
二
条
第
四
号
イ
」
を
「
第
二
条
第
五
号
イ

」
に
改
め
る
。
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理

由

我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
我
が
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生

し
、
こ
れ
に
よ
り
我
が
国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、
国
民
の
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
の
権
利
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
明
白
な

危
険
が
あ
る
事
態
に
際
し
て
実
施
す
る
防
衛
出
動
そ
の
他
の
対
処
措
置
、
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る

事
態
に
際
し
て
実
施
す
る
合
衆
国
軍
隊
等
に
対
す
る
後
方
支
援
活
動
等
、
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際

平
和
協
力
業
務
そ
の
他
の
我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
た
め
に
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
つ

い
て
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。



我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

新
旧
対
照
表

目
次

○

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
（
第
一
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
1

○

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
（
第
二
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
32

○

周
辺
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
六
十
号
）
（
第
三
条
関
係
）
・
・
・
57

○

周
辺
事
態
に
際
し
て
実
施
す
る
船
舶
検
査
活
動
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
（
第
四
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
69

○

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
九
号
）
（
第

五
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
76

○

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
三
号

）
（
第
六
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
87

○

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
特
定
公
共
施
設
等
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
四
号
）
（
第
七
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
93

〇

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
六
号
）
（
第
八
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
95

○

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
（
第
九
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
98

○

国
家
安
全
保
障
会
議
設
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
七
十
一
号
）
（
第
十
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
107

○

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
（
附
則
第
三
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
111

○

国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
（
附
則
第
四
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
112

○

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
二
号
）
（
附
則
第
五
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
114

○

武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
三
十
二
号
）
（
附
則
第
六
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
123

○

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
）
（
附
則
第
六
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
124

○

行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
九
号
）
（
附
則
第
七
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
125

○

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
四
号
）
（
附
則
第
八
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
127

○

防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
（
附
則
第
九
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
128

○

内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
（
附
則
第
十
一
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
130

○

復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
（
附
則
第
十
二
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
131
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○

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
（
第
一
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

こ
の
法
律
（
第
九
十
四
条
の
七
第
三
号
を
除
く
。
）
に
お
い
て
「
隊
員
」

５

こ
の
法
律
（
第
九
十
四
条
の
六
第
三
号
を
除
く
。
）
に
お
い
て
「
隊
員
」

と
は
、
防
衛
省
の
職
員
で
、
防
衛
大
臣
、
防
衛
副
大
臣
、
防
衛
大
臣
政
務
官

と
は
、
防
衛
省
の
職
員
で
、
防
衛
大
臣
、
防
衛
副
大
臣
、
防
衛
大
臣
政
務
官

、
防
衛
大
臣
補
佐
官
、
防
衛
大
臣
政
策
参
与
、
防
衛
大
臣
秘
書
官
、
第
一
項

、
防
衛
大
臣
補
佐
官
、
防
衛
大
臣
政
策
参
与
、
防
衛
大
臣
秘
書
官
、
第
一
項

の
政
令
で
定
め
る
合
議
制
の
機
関
の
委
員
、
同
項
の
政
令
で
定
め
る
部
局
に

の
政
令
で
定
め
る
合
議
制
の
機
関
の
委
員
、
同
項
の
政
令
で
定
め
る
部
局
に

勤
務
す
る
職
員
及
び
同
項
の
政
令
で
定
め
る
職
に
あ
る
職
員
以
外
の
も
の
を

勤
務
す
る
職
員
及
び
同
項
の
政
令
で
定
め
る
職
に
あ
る
職
員
以
外
の
も
の
を

い
う
も
の
と
す
る
。

い
う
も
の
と
す
る
。

（
自
衛
隊
の
任
務
）

（
自
衛
隊
の
任
務
）

第
三
条

自
衛
隊
は
、
我
が
国
の
平
和
と
独
立
を
守
り
、
国
の
安
全
を
保
つ
た

第
三
条

自
衛
隊
は
、
我
が
国
の
平
和
と
独
立
を
守
り
、
国
の
安
全
を
保
つ
た

め
、
我
が
国
を
防
衛
す
る
こ
と
を
主
た
る
任
務
と
し
、
必
要
に
応
じ
、
公
共

め
、
直
接
侵
略
及
び
間
接
侵
略
に
対
し
我
が
国
を
防
衛
す
る
こ
と
を
主
た
る

の
秩
序
の
維
持
に
当
た
る
も
の
と
す
る
。

任
務
と
し
、
必
要
に
応
じ
、
公
共
の
秩
序
の
維
持
に
当
た
る
も
の
と
す
る
。

２

自
衛
隊
は
、
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
同
項
の
主
た
る
任
務
の
遂

２

自
衛
隊
は
、
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
同
項
の
主
た
る
任
務
の
遂

行
に
支
障
を
生
じ
な
い
限
度
に
お
い
て
、
か
つ
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武

行
に
支
障
を
生
じ
な
い
限
度
に
お
い
て
、
か
つ
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武

力
の
行
使
に
当
た
ら
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
活
動
で
あ
つ
て
、

力
の
行
使
に
当
た
ら
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
活
動
で
あ
つ
て
、

別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
自
衛
隊
が
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
も

別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
自
衛
隊
が
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
も

の
を
行
う
こ
と
を
任
務
と
す
る
。

の
を
行
う
こ
と
を
任
務
と
す
る
。

一

我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
事
態
に
対
応
し
て

一

我
が
国
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
に
重
要
な
影

行
う
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
活
動

響
を
与
え
る
事
態
に
対
応
し
て
行
う
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に

資
す
る
活
動

二

（
略
）

二

（
略
）
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３

（
略
）

３

（
略
）

（
特
別
の
部
隊
の
編
成
）

（
特
別
の
部
隊
の
編
成
）

第
二
十
二
条

（
略
）

第
二
十
二
条

（
略
）

２

防
衛
大
臣
は
、
第
七
十
七
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
国
民
保
護
等
派
遣
、
第

２

防
衛
大
臣
は
、
第
七
十
七
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
国
民
保
護
等
派
遣
、
第

八
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
海
上
に
お
け
る
警
備
行
動
、
第
八
十
二
条
の
二
の

八
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
海
上
に
お
け
る
警
備
行
動
、
第
八
十
二
条
の
二
の

規
定
に
よ
る
海
賊
対
処
行
動
、
第
八
十
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
弾

規
定
に
よ
る
海
賊
対
処
行
動
、
第
八
十
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
弾

道
ミ
サ
イ
ル
等
に
対
す
る
破
壊
措
置
、
第
八
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

道
ミ
サ
イ
ル
等
に
対
す
る
破
壊
措
置
、
第
八
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

災
害
派
遣
、
第
八
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
地
震
防
災
派
遣
、
第
八
十
三

災
害
派
遣
、
第
八
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
地
震
防
災
派
遣
、
第
八
十
三

条
の
三
の
規
定
に
よ
る
原
子
力
災
害
派
遣
、
第
八
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規

条
の
三
の
規
定
に
よ
る
原
子
力
災
害
派
遣
、
訓
練
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
必

定
に
よ
る
保
護
措
置
、
訓
練
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
必
要
が
あ
る
場
合
に
は

要
が
あ
る
場
合
に
は
、
特
別
の
部
隊
を
臨
時
に
編
成
し
、
又
は
所
要
の
部
隊

、
特
別
の
部
隊
を
臨
時
に
編
成
し
、
又
は
所
要
の
部
隊
を
そ
の
隷
属
す
る
指

を
そ
の
隷
属
す
る
指
揮
官
以
外
の
指
揮
官
の
一
部
指
揮
下
に
置
く
こ
と
が
で

揮
官
以
外
の
指
揮
官
の
一
部
指
揮
下
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

き
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
捕
虜
収
容
所
）

（
捕
虜
収
容
所
）

第
二
十
九
条
の
二

捕
虜
収
容
所
に
お
い
て
は
、
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危

第
二
十
九
条
の
二

捕
虜
収
容
所
に
お
い
て
は
、
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕

機
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第

虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
の
規
定

百
十
七
号
）
の
規
定
に
よ
る
捕
虜
等
の
抑
留
及
び
送
還
の
ほ
か
、
防
衛
大
臣

に
よ
る
捕
虜
等
の
抑
留
及
び
送
還
の
ほ
か
、
防
衛
大
臣
の
定
め
る
事
務
を
行

の
定
め
る
事
務
を
行
う
。

う
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
防
衛
出
動
）

（
防
衛
出
動
）

第
七
十
六
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
事
態
に
際
し
て
、
我
が
国
を

第
七
十
六
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
我
が
国
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃

防
衛
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
自
衛
隊
の
全
部
又
は
一

（
以
下
「
武
力
攻
撃
」
と
い
う
。
）
が
発
生
し
た
事
態
又
は
武
力
攻
撃
が
発

部
の
出
動
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
武
力
攻
撃

生
す
る
明
白
な
危
険
が
切
迫
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
に
至
つ
た
事
態
に
際

事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及

し
て
、
我
が
国
を
防
衛
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
自
衛

び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
九
号
）

隊
の
全
部
又
は
一
部
の
出
動
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
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第
九
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

て
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び

。

国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第

九
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

我
が
国
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
事
態
又
は
我
が

（
新
設
）

国
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
が
発
生
す
る
明
白
な
危
険
が
切
迫
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
に
至
つ
た
事
態

二

我
が
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
、

（
新
設
）

こ
れ
に
よ
り
我
が
国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、
国
民
の
生
命
、
自
由
及
び
幸

福
追
求
の
権
利
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
明
白
な
危
険
が
あ
る
事
態

２

（
略
）

２

（
略
）

（
防
御
施
設
構
築
の
措
置
）

（
防
御
施
設
構
築
の
措
置
）

第
七
十
七
条
の
二

防
衛
大
臣
は
、
事
態
が
緊
迫
し
、
第
七
十
六
条
第
一
項
（

第
七
十
七
条
の
二

防
衛
大
臣
は
、
事
態
が
緊
迫
し
、
第
七
十
六
条
第
一
項
の

第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に

規
定
に
よ
る
防
衛
出
動
命
令
が
発
せ
ら
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
お

よ
る
防
衛
出
動
命
令
が
発
せ
ら
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、

い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
を
展
開
さ

同
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
を
展
開
さ
せ
る
こ

せ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
か
つ
、
防
備
を
あ
ら
か
じ
め
強
化
し
て
お
く
必
要

と
が
見
込
ま
れ
、
か
つ
、
防
備
を
あ
ら
か
じ
め
強
化
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

が
あ
る
と
認
め
る
地
域
（
以
下
「
展
開
予
定
地
域
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
と

と
認
め
る
地
域
（
以
下
「
展
開
予
定
地
域
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
と
き
は
、

き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
た
上
、
そ
の
範
囲
を
定
め
て
、
自
衛
隊

内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
た
上
、
そ
の
範
囲
を
定
め
て
、
自
衛
隊
の
部
隊

の
部
隊
等
に
当
該
展
開
予
定
地
域
内
に
お
い
て
陣
地
そ
の
他
の
防
御
の
た
め

等
に
当
該
展
開
予
定
地
域
内
に
お
い
て
陣
地
そ
の
他
の
防
御
の
た
め
の
施
設

の
施
設
（
以
下
「
防
御
施
設
」
と
い
う
。
）
を
構
築
す
る
措
置
を
命
ず
る
こ

（
以
下
「
防
御
施
設
」
と
い
う
。
）
を
構
築
す
る
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で

と
が
で
き
る
。

き
る
。

（
防
衛
出
動
下
令
前
の
行
動
関
連
措
置
）

（
防
衛
出
動
下
令
前
の
行
動
関
連
措
置
）

第
七
十
七
条
の
三

防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
は
、
事
態
が
緊
迫

第
七
十
七
条
の
三

防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
は
、
事
態
が
緊
迫

し
、
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
防
衛
出
動
命
令
が
発
せ
ら
れ
る
こ

し
、
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
防
衛
出
動
命
令
が
発
せ
ら
れ
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態

と
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る

合
衆
国
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（
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措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
三
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ

平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
三
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
行
動
関
連
措

に
よ
り
、
行
動
関
連
措
置
と
し
て
の
物
品
の
提
供
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

置
と
し
て
の
物
品
の
提
供
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
。

２

防
衛
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
武
力
攻
撃
事
態
等
及

２

防
衛
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に

び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我

お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置

が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
防
衛
省

に
関
す
る
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
防
衛
省
の
機
関
及
び
部
隊
等
に

の
機
関
及
び
部
隊
等
に
行
動
関
連
措
置
と
し
て
の
役
務
の
提
供
を
行
わ
せ
る

行
動
関
連
措
置
と
し
て
の
役
務
の
提
供
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
と
が
で
き
る
。

（
国
民
保
護
等
派
遣
）

（
国
民
保
護
等
派
遣
）

第
七
十
七
条
の
四

防
衛
大
臣
は
、
都
道
府
県
知
事
か
ら
武
力
攻
撃
事
態
等
に

第
七
十
七
条
の
四

防
衛
大
臣
は
、
都
道
府
県
知
事
か
ら
武
力
攻
撃
事
態
等
に

お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
第
一
項
の
規

お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
要
請
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
事
態
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
と

定
に
よ
る
要
請
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
事
態
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
と

き
、
又
は
事
態
対
策
本
部
長
か
ら
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
が
あ
つ

き
、
又
は
武
力
攻
撃
事
態
等
対
策
本
部
長
か
ら
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

た
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
て
、
当
該
要
請
又
は
求
め
に
係
る

求
め
が
あ
つ
た
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
て
、
当
該
要
請
又
は

国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
を
実
施
す
る
た
め
、
部
隊
等
を
派
遣
す
る
こ
と

求
め
に
係
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
を
実
施
す
る
た
め
、
部
隊
等
を
派

が
で
き
る
。

遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
海
上
保
安
庁
の
統
制
）

（
海
上
保
安
庁
の
統
制
）

第
八
十
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
七
十
六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分

第
八
十
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
七
十
六
条
第
一
項
又
は
第
七
十
八
条
第
一

に
限
る
。
）
又
は
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
自
衛
隊
の
全
部
又
は

項
の
規
定
に
よ
る
自
衛
隊
の
全
部
又
は
一
部
に
対
す
る
出
動
命
令
が
あ
つ
た

一
部
に
対
す
る
出
動
命
令
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
特
別
の
必
要
が
あ
る

場
合
に
お
い
て
、
特
別
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
海
上
保
安
庁
の

と
認
め
る
と
き
は
、
海
上
保
安
庁
の
全
部
又
は
一
部
を
防
衛
大
臣
の
統
制
下

全
部
又
は
一
部
を
防
衛
大
臣
の
統
制
下
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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（
機
雷
等
の
除
去
）

（
機
雷
等
の
除
去
）

第
八
十
四
条
の
二

（
略
）

第
八
十
四
条
の
二

（
略
）

（
在
外
邦
人
等
の
保
護
措
置
）

第
八
十
四
条
の
三

防
衛
大
臣
は
、
外
務
大
臣
か
ら
外
国
に
お
け
る
緊
急
事
態

（
新
設
）

に
際
し
て
生
命
又
は
身
体
に
危
害
が
加
え
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
邦
人
の
警

護
、
救
出
そ
の
他
の
当
該
邦
人
の
生
命
又
は
身
体
の
保
護
の
た
め
の
措
置
（

輸
送
を
含
む
。
以
下
「
保
護
措
置
」
と
い
う
。
）
を
行
う
こ
と
の
依
頼
が
あ

つ
た
場
合
に
お
い
て
、
外
務
大
臣
と
協
議
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
て
、
部
隊
等
に
当

該
保
護
措
置
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
外
国
の
領
域
の
当
該
保
護
措
置
を
行
う
場
所
に
お
い
て
、
当
該
外

国
の
権
限
あ
る
当
局
が
現
に
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
に
当
た
つ
て
お

り
、
か
つ
、
戦
闘
行
為
（
国
際
的
な
武
力
紛
争
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る

人
を
殺
傷
し
又
は
物
を
破
壊
す
る
行
為
を
い
う
。
第
九
十
五
条
の
二
第
一

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

二

自
衛
隊
が
当
該
保
護
措
置
（
武
器
の
使
用
を
含
む
。
）
を
行
う
こ
と
に

つ
い
て
、
当
該
外
国
（
国
際
連
合
の
総
会
又
は
安
全
保
障
理
事
会
の
決
議

に
従
つ
て
当
該
外
国
に
お
い
て
施
政
を
行
う
機
関
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
機
関
）
の
同
意
が
あ
る
こ
と
。

三

予
想
さ
れ
る
危
険
に
対
応
し
て
当
該
保
護
措
置
を
で
き
る
限
り
円
滑
か

つ
安
全
に
行
う
た
め
の
部
隊
等
と
第
一
号
に
規
定
す
る
当
該
外
国
の
権
限

あ
る
当
局
と
の
間
の
連
携
及
び
協
力
が
確
保
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と

。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
外
務
大
臣
と
防
衛
大
臣
の
協
議

の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
同
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
認
め
る
場
合

に
限
り
、
同
項
の
承
認
を
す
る
も
の
と
す
る
。
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３

防
衛
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
護
措
置
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お

い
て
、
外
務
大
臣
か
ら
同
項
の
緊
急
事
態
に
際
し
て
生
命
又
は
身
体
に
危
害

が
加
え
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
外
国
人
と
し
て
保
護
す
る
こ
と
を
依
頼
さ
れ

た
者
そ
の
他
の
当
該
保
護
措
置
と
併
せ
て
保
護
を
行
う
こ
と
が
適
当
と
認
め

ら
れ
る
者
（
第
九
十
四
条
の
五
第
一
項
に
お
い
て
「
そ
の
他
の
保
護
対
象
者

」
と
い
う
。
）
の
生
命
又
は
身
体
の
保
護
の
た
め
の
措
置
を
部
隊
等
に
行
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
在
外
邦
人
等
の
輸
送
）

（
在
外
邦
人
等
の
輸
送
）

第
八
十
四
条
の
四

（
略
）

第
八
十
四
条
の
三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
輸
送
は
、
前
項
に
規
定
す
る
航
空
機
又
は
船
舶
の
ほ
か
、
特
に

３

第
一
項
の
輸
送
は
、
前
項
に
規
定
す
る
航
空
機
又
は
船
舶
の
ほ
か
、
特
に

必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
輸
送
に
適
す
る
車
両
（
当
該
輸

必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
輸
送
に
適
す
る
車
両
（
当
該
輸

送
の
た
め
に
借
り
受
け
て
使
用
す
る
も
の
を
含
む
。
第
九
十
四
条
の
六
に
お

送
の
た
め
に
借
り
受
け
て
使
用
す
る
も
の
を
含
む
。
第
九
十
四
条
の
五
に
お

い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
後
方
支
援
活
動
等
）

（
後
方
地
域
支
援
等
）

第
八
十
四
条
の
五

防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
は
、
第
三
条
第
二

第
八
十
四
条
の
四

防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
は
、
第
三
条
第
二

項
に
規
定
す
る
活
動
と
し
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ

項
に
規
定
す
る
活
動
と
し
て
、
周
辺
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
六
十
号

る
。

）
又
は
周
辺
事
態
に
際
し
て
実
施
す
る
船
舶
検
査
活
動
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
後
方
地
域
支

援
と
し
て
の
物
品
の
提
供
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め

（
新
設
）

の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
六
十
号
）

後
方
支
援
活

動
と
し
て
の
物
品
の
提
供

二

重
要
影
響
事
態
等
に
際
し
て
実
施
す
る
船
舶
検
査
活
動
に
関
す
る
法
律

（
新
設
）

（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）

後
方
支
援
活
動
又
は
協
力
支
援
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活
動
と
し
て
の
物
品
の
提
供

三

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四

（
新
設
）

年
法
律
第
七
十
九
号
）

大
規
模
な
災
害
に
対
処
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

又
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
軍
隊
に
対
す
る
物
品
の
提
供

四

国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
際
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
諸
外
国
の
軍

（
新
設
）

隊
等
に
対
す
る
協
力
支
援
活
動
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律

第

号
）

協
力
支
援
活
動
と
し
て
の
物
品
の
提
供

２

防
衛
大
臣
は
、
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
活
動
と
し
て
、
次
の
各
号
に

２

防
衛
大
臣
は
、
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
活
動
と
し
て
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

掲
げ
る
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

活
動
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

活
動
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め

一

周
辺
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措

の
措
置
に
関
す
る
法
律

防
衛
省
の
機
関
又
は
部
隊
等
に
よ
る
後
方
支
援

置
に
関
す
る
法
律

防
衛
省
の
機
関
又
は
部
隊
等
に
よ
る
後
方
地
域
支
援

活
動
と
し
て
の
役
務
の
提
供
及
び
部
隊
等
に
よ
る
捜
索
救
助
活
動

と
し
て
の
役
務
の
提
供
及
び
部
隊
等
に
よ
る
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動

二

重
要
影
響
事
態
等
に
際
し
て
実
施
す
る
船
舶
検
査
活
動
に
関
す
る
法
律

二

周
辺
事
態
に
際
し
て
実
施
す
る
船
舶
検
査
活
動
に
関
す
る
法
律

部
隊

部
隊
等
に
よ
る
船
舶
検
査
活
動
及
び
そ
の
実
施
に
伴
う
後
方
支
援
活
動

等
に
よ
る
船
舶
検
査
活
動
及
び
そ
の
実
施
に
伴
う
後
方
地
域
支
援
と
し
て

又
は
協
力
支
援
活
動
と
し
て
の
役
務
の
提
供

の
役
務
の
提
供

三

（
略
）

三

（
略
）

四

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律

部
隊
等

四

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四

に
よ
る
国
際
平
和
協
力
業
務
、
委
託
に
基
づ
く
輸
送
及
び
大
規
模
な
災
害

年
法
律
第
七
十
九
号
）

部
隊
等
に
よ
る
国
際
平
和
協
力
業
務
及
び
委
託

に
対
処
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
又
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
軍
隊
に
対
す
る

に
基
づ
く
輸
送

役
務
の
提
供

五

国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
際
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
諸
外
国
の
軍

（
新
設
）

隊
等
に
対
す
る
協
力
支
援
活
動
等
に
関
す
る
法
律

部
隊
等
に
よ
る
協
力

支
援
活
動
と
し
て
の
役
務
の
提
供
及
び
部
隊
等
に
よ
る
捜
索
救
助
活
動

（
防
衛
出
動
時
の
公
共
の
秩
序
の
維
持
の
た
め
の
権
限
）

（
防
衛
出
動
時
の
公
共
の
秩
序
の
維
持
の
た
め
の
権
限
）

第
九
十
二
条

第
七
十
六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ

第
九
十
二
条

第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛

の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
は
、

隊
は
、
第
八
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
武
力
を
行
使
す
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
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第
八
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
武
力
を
行
使
す
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
、
公
共

、
公
共
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

警
察
官
職
務
執
行
法
及
び
第
九
十
条
第
一
項
の
規
定
は
、
第
七
十
六
条
第

２

警
察
官
職
務
執
行
法
及
び
第
九
十
条
第
一
項
の
規
定
は
、
第
七
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
自
衛
官
が
前
項
の
規
定

一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
自
衛
官
が
前
項
の
規
定

に
よ
り
公
共
の
秩
序
の
維
持
の
た
め
行
う
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
、
海
上
保

に
よ
り
公
共
の
秩
序
の
維
持
の
た
め
行
う
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
、
海
上
保

安
庁
法
第
十
六
条
、
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
十
八
条
の
規
定
は
、
第
七
十

安
庁
法
第
十
六
条
、
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
十
八
条
の
規
定
は
、
第
七
十

六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
海
上
自
衛
隊
の
三
等
海
曹

六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
海
上
自
衛
隊
の
三
等
海
曹

以
上
の
自
衛
官
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
公
共
の
秩
序
の
維
持
の
た
め
行
う
職

以
上
の
自
衛
官
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
公
共
の
秩
序
の
維
持
の
た
め
行
う
職

務
の
執
行
に
つ
い
て
、
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
七
十
六
条
第

務
の
執
行
に
つ
い
て
、
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
七
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
海
上
自
衛
隊
の
自
衛
官
が
前
項
の

一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
海
上
自
衛
隊
の
自
衛
官
が
前
項
の

規
定
に
よ
り
公
共
の
秩
序
の
維
持
の
た
め
行
う
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
準
用

規
定
に
よ
り
公
共
の
秩
序
の
維
持
の
た
め
行
う
職
務
の
執
行
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
警
察
官
職
務
執
行
法
第
四
条
第
二
項
中
「
公

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
警
察
官
職
務
執
行
法
第
四
条
第
二
項
中
「
公

安
委
員
会
」
と
あ
る
の
は
「
防
衛
大
臣
の
指
定
す
る
者
」
と
、
海
上
保
安
庁

安
委
員
会
」
と
あ
る
の
は
「
防
衛
大
臣
の
指
定
す
る
者
」
と
、
海
上
保
安
庁

法
第
二
十
条
第
二
項
中
「
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
警
察
官
職
務
執
行
法
第

法
第
二
十
条
第
二
項
中
「
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
警
察
官
職
務
執
行
法
第

七
条
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
項
に
お
い
て
準
用
す
る
警
察
官
職
務
執
行
法
第

七
条
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
項
に
お
い
て
準
用
す
る
警
察
官
職
務
執
行
法
第

七
条
及
び
こ
の
法
律
第
九
十
条
第
一
項
」
と
、
「
第
十
七
条
第
一
項
」
と
あ

七
条
及
び
こ
の
法
律
第
九
十
条
第
一
項
」
と
、
「
第
十
七
条
第
一
項
」
と
あ

る
の
は
「
こ
の
項
に
お
い
て
準
用
す
る
海
上
保
安
庁
法
第
十
七
条
第
一
項
」

る
の
は
「
こ
の
項
に
お
い
て
準
用
す
る
海
上
保
安
庁
法
第
十
七
条
第
一
項
」

と
、
「
海
上
保
安
官
又
は
海
上
保
安
官
補
の
職
務
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十

と
、
「
海
上
保
安
官
又
は
海
上
保
安
官
補
の
職
務
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十

六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命

六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
自
衛
官
が
公
共

ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
自
衛
官
が
公
共
の
秩
序
の
維
持
の
た
め
行
う
職
務
」
と

の
秩
序
の
維
持
の
た
め
行
う
職
務
」
と
、
「
海
上
保
安
庁
長
官
」
と
あ
る
の

、
「
海
上
保
安
庁
長
官
」
と
あ
る
の
は
「
防
衛
大
臣
」
と
読
み
替
え
る
も
の

は
「
防
衛
大
臣
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

と
す
る
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
防
衛
出
動
時
の
緊
急
通
行
）

（
防
衛
出
動
時
の
緊
急
通
行
）

第
九
十
二
条
の
二

第
七
十
六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

第
九
十
二
条
の
二

第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た

の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
自
衛
官
は
、
当
該
自
衛
隊
の

自
衛
隊
の
自
衛
官
は
、
当
該
自
衛
隊
の
行
動
に
係
る
地
域
内
を
緊
急
に
移
動

行
動
に
係
る
地
域
内
を
緊
急
に
移
動
す
る
場
合
に
お
い
て
、
通
行
に
支
障
が

す
る
場
合
に
お
い
て
、
通
行
に
支
障
が
あ
る
場
所
を
う
回
す
る
た
め
必
要
が
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あ
る
場
所
を
う
回
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
一
般
交
通
の
用
に
供
し

あ
る
と
き
は
、
一
般
交
通
の
用
に
供
し
な
い
通
路
又
は
公
共
の
用
に
供
し
な

な
い
通
路
又
は
公
共
の
用
に
供
し
な
い
空
地
若
し
く
は
水
面
を
通
行
す
る
こ

い
空
地
若
し
く
は
水
面
を
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
通
行
の
た
め
に
損
害
を
受
け
た

、
当
該
通
行
の
た
め
に
損
害
を
受
け
た
者
か
ら
損
失
の
補
償
の
要
求
が
あ
る

者
か
ら
損
失
の
補
償
の
要
求
が
あ
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
損
失
を
補
償
す
る
も
の
と

り
、
そ
の
損
失
を
補
償
す
る
も
の
と
す
る
。

す
る
。

第
九
十
四
条
の
二

次
に
掲
げ
る
自
衛
官
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国

第
九
十
四
条
の
二

次
に
掲
げ
る
自
衛
官
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国

民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
定
め

民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
法
第
二
章
第
三
節
に
規
定
す
る
避
難
住
民
の
誘
導
に

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
法
第
二
章
第
三
節
に
規
定
す
る
避
難
住
民
の
誘
導
に

関
す
る
措
置
、
同
法
第
四
章
第
二
節
に
規
定
す
る
応
急
措
置
等
及
び
同
法
第

関
す
る
措
置
、
同
法
第
四
章
第
二
節
に
規
定
す
る
応
急
措
置
等
及
び
同
法
第

百
五
十
五
条
に
規
定
す
る
交
通
の
規
制
等
に
関
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
が
で

百
五
十
五
条
に
規
定
す
る
交
通
の
規
制
等
に
関
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
が
で

き
る
。

き
る
。

一

第
七
十
六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ

一

第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
自

り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
自
衛
官
の
う
ち
、
第
九
十
二
条
第
一
項

衛
官
の
う
ち
、
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
共
の
秩
序
の
維
持

の
規
定
に
よ
り
公
共
の
秩
序
の
維
持
の
た
め
行
う
職
務
に
従
事
す
る
者

の
た
め
行
う
職
務
に
従
事
す
る
者

二

（
略
）

二

（
略
）

三

第
七
十
八
条
第
一
項
又
は
第
八
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を

三

第
七
十
八
条
第
一
項
又
は
第
八
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を

命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
自
衛
官
（
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態

命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
自
衛
官
（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の

に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に

平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
九
条

関
す
る
法
律
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
対
処
基
本
方
針
に
お
い
て
、
同

第
一
項
に
規
定
す
る
対
処
基
本
方
針
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
第
三
号
に

条
第
二
項
第
三
号
に
定
め
る
事
項
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
当
該
出
動
を

定
め
る
事
項
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
当
該
出
動
を
命
ず
る
旨
が
記
載
さ

命
ず
る
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
の
当
該
出
動
に
係
る
自
衛
官
に
限
る

れ
て
い
る
場
合
の
当
該
出
動
に
係
る
自
衛
官
に
限
る
。
）

。
）

２

次
に
掲
げ
る
自
衛
官
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た

２

次
に
掲
げ
る
自
衛
官
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た

め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
同
法
第
八
章
に
規
定
す
る
緊
急
対
処
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
措
置
を

り
、
同
法
第
八
章
に
規
定
す
る
緊
急
対
処
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
措
置
を

と
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）
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二

第
七
十
八
条
第
一
項
又
は
第
八
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を

二

第
七
十
八
条
第
一
項
又
は
第
八
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を

命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
自
衛
官
（
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態

命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
自
衛
官
（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の

に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に

平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
二
十

関
す
る
法
律
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
緊
急
対
処
事
態
に
お
い
て

五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
緊
急
対
処
事
態
に
お
い
て
、
武
力
攻
撃
事
態
等

、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法

に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
第
百
八
十
三
条
に

律
第
百
八
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
武
力
攻
撃
に
準
ず

る
武
力
攻
撃
に
準
ず
る
攻
撃
に
対
処
す
る
た
め
当
該
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た

る
攻
撃
に
対
処
す
る
た
め
当
該
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
の
当
該
出
動
に

場
合
の
当
該
出
動
に
係
る
自
衛
官
に
限
る
。
）

係
る
自
衛
官
に
限
る
。
）

第
九
十
四
条
の
四

（
略
）

第
九
十
四
条
の
四

（
略
）

（
在
外
邦
人
等
の
保
護
措
置
の
際
の
権
限
）

第
九
十
四
条
の
五

第
八
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
外
国
の
領
域
に

（
新
設
）

お
い
て
保
護
措
置
を
行
う
職
務
に
従
事
す
る
自
衛
官
は
、
同
項
第
一
号
及
び

第
二
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
の
職
務
を
行
う
に
際

し
、
自
己
若
し
く
は
当
該
保
護
措
置
の
対
象
で
あ
る
邦
人
若
し
く
は
そ
の
他

の
保
護
対
象
者
の
生
命
若
し
く
は
身
体
の
防
護
又
は
そ
の
職
務
を
妨
害
す
る

行
為
の
排
除
の
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が

あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
で
武

器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
刑
法
第
三
十
六
条
又
は
第
三
十

七
条
に
該
当
す
る
場
合
の
ほ
か
、
人
に
危
害
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。

２

第
八
十
九
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
自
衛
官
が
武
器
を

使
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
自
衛
官
は
、
第
八
十
四
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
該

当
し
な
い
場
合
で
あ
つ
て
も
、
そ
の
職
務
を
行
う
に
際
し
、
自
己
若
し
く
は

自
己
と
共
に
当
該
職
務
に
従
事
す
る
隊
員
又
は
そ
の
職
務
を
行
う
に
伴
い
自

己
の
管
理
の
下
に
入
つ
た
者
の
生
命
又
は
身
体
の
防
護
の
た
め
や
む
を
得
な

い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
事
態
に
応
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じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
で
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

。
た
だ
し
、
刑
法
第
三
十
六
条
又
は
第
三
十
七
条
に
該
当
す
る
場
合
の
ほ
か

、
人
に
危
害
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。

（
在
外
邦
人
等
の
輸
送
の
際
の
権
限
）

（
在
外
邦
人
等
の
輸
送
の
際
の
権
限
）

第
九
十
四
条
の
六

第
八
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
外
国
の
領
域
に

第
九
十
四
条
の
五

第
八
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
外
国
の
領
域
に

お
い
て
同
項
の
輸
送
の
職
務
に
従
事
す
る
自
衛
官
は
、
当
該
輸
送
に
用
い
る

お
い
て
同
項
の
輸
送
の
職
務
に
従
事
す
る
自
衛
官
は
、
当
該
輸
送
に
用
い
る

航
空
機
、
船
舶
若
し
く
は
車
両
の
所
在
す
る
場
所
、
輸
送
対
象
者
（
当
該
自

航
空
機
、
船
舶
若
し
く
は
車
両
の
所
在
す
る
場
所
、
輸
送
対
象
者
（
当
該
自

衛
官
の
管
理
の
下
に
入
つ
た
当
該
輸
送
の
対
象
で
あ
る
邦
人
又
は
同
項
後
段

衛
官
の
管
理
の
下
に
入
つ
た
当
該
輸
送
の
対
象
で
あ
る
邦
人
又
は
同
項
後
段

の
規
定
に
よ
り
同
乗
さ
せ
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
規
定
に
よ
り
同
乗
さ
せ
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
当
該
航
空
機
、
船
舶
若
し
く
は
車
両
ま
で
誘
導
す
る
経
路
、
輸
送
対
象
者

を
当
該
航
空
機
、
船
舶
若
し
く
は
車
両
ま
で
誘
導
す
る
経
路
、
輸
送
対
象
者

が
当
該
航
空
機
、
船
舶
若
し
く
は
車
両
に
乗
り
込
む
た
め
に
待
機
し
て
い
る

が
当
該
航
空
機
、
船
舶
若
し
く
は
車
両
に
乗
り
込
む
た
め
に
待
機
し
て
い
る

場
所
又
は
輸
送
経
路
の
状
況
の
確
認
そ
の
他
の
当
該
車
両
の
所
在
す
る
場
所

場
所
又
は
輸
送
経
路
の
状
況
の
確
認
そ
の
他
の
当
該
車
両
の
所
在
す
る
場
所

を
離
れ
て
行
う
当
該
車
両
に
よ
る
輸
送
の
実
施
に
必
要
な
業
務
が
行
わ
れ
る

を
離
れ
て
行
う
当
該
車
両
に
よ
る
輸
送
の
実
施
に
必
要
な
業
務
が
行
わ
れ
る

場
所
に
お
い
て
そ
の
職
務
を
行
う
に
際
し
、
自
己
若
し
く
は
自
己
と
共
に
当

場
所
に
お
い
て
そ
の
職
務
を
行
う
に
際
し
、
自
己
若
し
く
は
自
己
と
共
に
当

該
輸
送
の
職
務
に
従
事
す
る
隊
員
又
は
輸
送
対
象
者
そ
の
他
そ
の
職
務
を
行

該
輸
送
の
職
務
に
従
事
す
る
隊
員
又
は
輸
送
対
象
者
そ
の
他
そ
の
職
務
を
行

う
に
伴
い
自
己
の
管
理
の
下
に
入
つ
た
者
の
生
命
又
は
身
体
の
防
護
の
た
め

う
に
伴
い
自
己
の
管
理
の
下
に
入
つ
た
者
の
生
命
又
は
身
体
の
防
護
の
た
め

や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ

や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ

の
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
で
武
器
を
使
用
す
る
こ

の
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
で
武
器
を
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
刑
法
第
三
十
六
条
又
は
第
三
十
七
条
に
該
当
す
る

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
刑
法
第
三
十
六
条
又
は
第
三
十
七
条
に
該
当
す
る

場
合
の
ほ
か
、
人
に
危
害
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。

場
合
の
ほ
か
、
人
に
危
害
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。

（
後
方
支
援
活
動
等
の
際
の
権
限
）

（
後
方
地
域
支
援
等
の
際
の
権
限
）

第
九
十
四
条
の
七

第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
活
動
に
従
事
す
る
自
衛
官
又

第
九
十
四
条
の
六

第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
活
動
に
従
事
す
る
自
衛
官
又

は
そ
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
た
部
隊
等
の
自
衛
官
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
に
掲

は
そ
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
た
部
隊
等
の
自
衛
官
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
場
合
に
は
、
当
該
活
動
に

げ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
自
己
又
は
当
該
各
号
に
定
め
る
者
の
生
命
又
は

つ
い
て
定
め
る
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が

身
体
を
防
護
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由

で
き
る
。

が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
活
動
に
つ
い
て
定
め
る
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
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よ
り
、
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
八
十
四
条
の
五
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
後
方
支
援
活
動
と
し
て

一

第
八
十
四
条
の
四
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
後
方
地
域
支
援
と
し
て

の
役
務
の
提
供
又
は
捜
索
救
助
活
動
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
た
部
隊
等
の
自

の
役
務
の
提
供
又
は
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
た
部

衛
官

自
己
又
は
自
己
と
共
に
現
場
に
所
在
す
る
他
の
隊
員
若
し
く
は
当

隊
等
の
自
衛
官

自
己
と
共
に
当
該
職
務
に
従
事
す
る
者

該
職
務
を
行
う
に
伴
い
自
己
の
管
理
の
下
に
入
つ
た
者
若
し
く
は
自
己
と

共
に
そ
の
宿
営
す
る
宿
営
地
（
重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和

及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
第
五
項
に

規
定
す
る
宿
営
地
を
い
う
。
）
に
所
在
す
る
者
の
生
命
又
は
身
体
を
防
護

す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場

合
二

第
八
十
四
条
の
五
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
船
舶
検
査
活
動
の
実
施

二

第
八
十
四
条
の
四
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
船
舶
検
査
活
動
の
実
施

を
命
ぜ
ら
れ
た
部
隊
等
の
自
衛
官

自
己
又
は
自
己
と
共
に
現
場
に
所
在

を
命
ぜ
ら
れ
た
部
隊
等
の
自
衛
官

自
己
と
共
に
当
該
職
務
に
従
事
す
る

す
る
他
の
隊
員
若
し
く
は
当
該
職
務
を
行
う
に
伴
い
自
己
の
管
理
の
下
に

者

入
つ
た
者
の
生
命
又
は
身
体
を
防
護
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合

三

第
八
十
四
条
の
五
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に

三

第
八
十
四
条
の
四
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に

従
事
す
る
自
衛
官
（
次
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

自

従
事
す
る
自
衛
官

自
己
と
共
に
現
場
に
所
在
す
る
他
の
隊
員
（
第
二
条

己
又
は
自
己
と
共
に
現
場
に
所
在
す
る
他
の
隊
員
（
第
二
条
第
五
項
に
規

第
五
項
に
規
定
す
る
隊
員
を
い
う
。
）
、
国
際
平
和
協
力
隊
の
隊
員
（
国

定
す
る
隊
員
を
い
う
。
）
、
国
際
平
和
協
力
隊
の
隊
員
（
国
際
連
合
平
和

際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
第
十
条
に
規
定

維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
第
十
条
に
規
定
す
る
協
力
隊

す
る
協
力
隊
の
隊
員
を
い
う
。
）
又
は
当
該
職
務
を
行
う
に
伴
い
自
己
の

の
隊
員
を
い
う
。
）
若
し
く
は
当
該
職
務
を
行
う
に
伴
い
自
己
の
管
理
の

管
理
の
下
に
入
つ
た
者

下
に
入
つ
た
者
若
し
く
は
自
己
と
共
に
そ
の
宿
営
す
る
宿
営
地
（
同
法
第

二
十
五
条
第
七
項
に
規
定
す
る
宿
営
地
を
い
う
。
）
に
所
在
す
る
者
の
生

命
又
は
身
体
を
防
護
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相

当
の
理
由
が
あ
る
場
合

四

第
八
十
四
条
の
五
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
で

（
新
設
）

あ
つ
て
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
第
三

条
第
五
号
ト
に
掲
げ
る
も
の
又
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
同
号
ナ
の
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政
令
で
定
め
る
も
の
に
従
事
す
る
自
衛
官

前
号
に
定
め
る
場
合
又
は
そ

の
業
務
を
行
う
に
際
し
、
自
己
若
し
く
は
他
人
の
生
命
、
身
体
若
し
く
は

財
産
を
防
護
し
、
若
し
く
は
そ
の
業
務
を
妨
害
す
る
行
為
を
排
除
す
る
た

め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合

五

第
八
十
四
条
の
五
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
で

（
新
設
）

あ
つ
て
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
第
三

条
第
五
号
ラ
に
掲
げ
る
も
の
に
従
事
す
る
自
衛
官

第
三
号
に
定
め
る
場

合
又
は
そ
の
業
務
を
行
う
に
際
し
、
自
己
若
し
く
は
そ
の
保
護
し
よ
う
と

す
る
活
動
関
係
者
（
同
条
第
五
号
ラ
に
規
定
す
る
活
動
関
係
者
を
い
う
。

）
の
生
命
若
し
く
は
身
体
を
防
護
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合

六

第
八
十
四
条
の
五
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
協
力
支
援
活
動
と
し
て

（
新
設
）

の
役
務
の
提
供
又
は
捜
索
救
助
活
動
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
た
部
隊
等
の
自

衛
官

自
己
又
は
自
己
と
共
に
現
場
に
所
在
す
る
他
の
隊
員
若
し
く
は
当

該
職
務
を
行
う
に
伴
い
自
己
の
管
理
の
下
に
入
つ
た
者
若
し
く
は
自
己
と

共
に
そ
の
宿
営
す
る
宿
営
地
（
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
際
し
て
我
が

国
が
実
施
す
る
諸
外
国
の
軍
隊
等
に
対
す
る
協
力
支
援
活
動
等
に
関
す
る

法
律
第
十
一
条
第
五
項
に
規
定
す
る
宿
営
地
を
い
う
。
）
に
所
在
す
る
者

の
生
命
又
は
身
体
を
防
護
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合

（
防
衛
出
動
時
に
お
け
る
海
上
輸
送
の
規
制
の
た
め
の
権
限
）

（
防
衛
出
動
時
に
お
け
る
海
上
輸
送
の
規
制
の
た
め
の
権
限
）

第
九
十
四
条
の
八

第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た

第
九
十
四
条
の
七

第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た

海
上
自
衛
隊
の
自
衛
官
は
、
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る

海
上
自
衛
隊
の
自
衛
官
は
、
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海

外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第

上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
六
号
）
の
定
め

百
十
六
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
法
の
規
定
に
よ
る
権
限
を
行
使

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
法
の
規
定
に
よ
る
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

。
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（
捕
虜
等
の
取
扱
い
の
権
限
）

（
捕
虜
等
の
取
扱
い
の
権
限
）

第
九
十
四
条
の
九

自
衛
官
は
、
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け

第
九
十
四
条
の
八

自
衛
官
は
、
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い

る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
法
の
規

に
関
す
る
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
法
の
規
定
に
よ
る
権
限
を
行

定
に
よ
る
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
自
衛
隊
の
武
器
等
の
防
護
の
た
め
の
武
器
の
使
用
）

（
武
器
等
の
防
護
の
た
め
の
武
器
の
使
用
）

第
九
十
五
条

自
衛
官
は
、
自
衛
隊
の
武
器
、
弾
薬
、
火
薬
、
船
舶
、
航
空
機

第
九
十
五
条

自
衛
官
は
、
自
衛
隊
の
武
器
、
弾
薬
、
火
薬
、
船
舶
、
航
空
機

、
車
両
、
有
線
電
気
通
信
設
備
、
無
線
設
備
又
は
液
体
燃
料
（
以
下
「
武
器

、
車
両
、
有
線
電
気
通
信
設
備
、
無
線
設
備
又
は
液
体
燃
料
を
職
務
上
警
護

等
」
と
い
う
。
）
を
職
務
上
警
護
す
る
に
当
た
り
、
人
又
は
武
器
等
を
防
護

す
る
に
当
た
り
、
人
又
は
武
器
、
弾
薬
、
火
薬
、
船
舶
、
航
空
機
、
車
両
、

す
る
た
め
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
事

有
線
電
気
通
信
設
備
、
無
線
設
備
若
し
く
は
液
体
燃
料
を
防
護
す
る
た
め
必

態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
で
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が

要
で
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
事
態
に
応
じ
合

で
き
る
。
た
だ
し
、
刑
法
第
三
十
六
条
又
は
第
三
十
七
条
に
該
当
す
る
場
合

理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
で
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

の
ほ
か
、
人
に
危
害
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。

だ
し
、
刑
法
第
三
十
六
条
又
は
第
三
十
七
条
に
該
当
す
る
場
合
の
ほ
か
、
人

に
危
害
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。

（
合
衆
国
軍
隊
等
の
部
隊
の
武
器
等
の
防
護
の
た
め
の
武
器
の
使
用
）

第
九
十
五
条
の
二

自
衛
官
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
そ
の
他
の
外
国
の

（
新
設
）

軍
隊
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
組
織
（
次
項
に
お
い
て
「
合
衆
国
軍
隊
等
」
と

い
う
。
）
の
部
隊
で
あ
つ
て
自
衛
隊
と
連
携
し
て
我
が
国
の
防
衛
に
資
す
る

活
動
（
共
同
訓
練
を
含
み
、
現
に
戦
闘
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
現
場
で
行
わ

れ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
現
に
従
事
し
て
い
る
も
の
の
武
器
等
を
職
務
上
警

護
す
る
に
当
た
り
、
人
又
は
武
器
等
を
防
護
す
る
た
め
必
要
で
あ
る
と
認
め

る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判

断
さ
れ
る
限
度
で
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
刑
法
第
三

十
六
条
又
は
第
三
十
七
条
に
該
当
す
る
場
合
の
ほ
か
、
人
に
危
害
を
与
え
て

は
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
警
護
は
、
合
衆
国
軍
隊
等
か
ら
要
請
が
あ
つ
た
場
合
で
あ
つ
て
、

防
衛
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
と
き
に
限
り
、
自
衛
官
が
行
う
も
の
と
す
る
。
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（
自
衛
隊
の
施
設
の
警
護
の
た
め
の
武
器
の
使
用
）

（
自
衛
隊
の
施
設
の
警
護
の
た
め
の
武
器
の
使
用
）

第
九
十
五
条
の
三

自
衛
官
は
、
本
邦
内
に
あ
る
自
衛
隊
の
施
設
で
あ
つ
て
、

第
九
十
五
条
の
二

自
衛
官
は
、
本
邦
内
に
あ
る
自
衛
隊
の
施
設
で
あ
つ
て
、

自
衛
隊
の
武
器
等
を
保
管
し
、
収
容
し
若
し
く
は
整
備
す
る
た
め
の
施
設
設

自
衛
隊
の
武
器
、
弾
薬
、
火
薬
、
船
舶
、
航
空
機
、
車
両
、
有
線
電
気
通
信

備
、
営
舎
又
は
港
湾
若
し
く
は
飛
行
場
に
係
る
施
設
設
備
が
所
在
す
る
も
の

設
備
、
無
線
設
備
若
し
く
は
液
体
燃
料
を
保
管
し
、
収
容
し
若
し
く
は
整
備

を
職
務
上
警
護
す
る
に
当
た
り
、
当
該
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
又
は
自
己
若

す
る
た
め
の
施
設
設
備
、
営
舎
又
は
港
湾
若
し
く
は
飛
行
場
に
係
る
施
設
設

し
く
は
他
人
を
防
護
す
る
た
め
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る

備
が
所
在
す
る
も
の
を
職
務
上
警
護
す
る
に
当
た
り
、
当
該
職
務
を
遂
行
す

場
合
に
は
、
当
該
施
設
内
に
お
い
て
、
そ
の
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と

る
た
め
又
は
自
己
若
し
く
は
他
人
を
防
護
す
る
た
め
必
要
で
あ
る
と
認
め
る

判
断
さ
れ
る
限
度
で
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
刑
法
第

相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
施
設
内
に
お
い
て
、
そ
の
事
態
に
応

三
十
六
条
又
は
第
三
十
七
条
に
該
当
す
る
場
合
の
ほ
か
、
人
に
危
害
を
与
え

じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
で
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

て
は
な
ら
な
い
。

。
た
だ
し
、
刑
法
第
三
十
六
条
又
は
第
三
十
七
条
に
該
当
す
る
場
合
の
ほ
か

、
人
に
危
害
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。

（
合
衆
国
軍
隊
に
対
す
る
物
品
又
は
役
務
の
提
供
）

（
合
衆
国
軍
隊
に
対
す
る
物
品
又
は
役
務
の
提
供
）

第
百
条
の
六

防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
合
衆

第
百
条
の
六

防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
合
衆

国
軍
隊
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お

国
軍
隊
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
か
ら
要
請
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
自
衛
隊
の
任
務
遂
行
に
支

い
て
同
じ
。
）
か
ら
要
請
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
自
衛
隊
の
任
務
遂
行
に
支

障
を
生
じ
な
い
限
度
に
お
い
て
、
当
該
合
衆
国
軍
隊
に
対
し
、
自
衛
隊
に
属

障
を
生
じ
な
い
限
度
に
お
い
て
、
当
該
合
衆
国
軍
隊
に
対
し
、
自
衛
隊
に
属

す
る
物
品
の
提
供
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
る
物
品
の
提
供
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

自
衛
隊
及
び
合
衆
国
軍
隊
の
双
方
の
参
加
を
得
て
行
わ
れ
る
訓
練
に
参

一

自
衛
隊
と
の
共
同
訓
練
を
行
う
合
衆
国
軍
隊
（
周
辺
事
態
に
際
し
て
我

加
す
る
合
衆
国
軍
隊
（
重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安

が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
第
三
条

全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規

第
一
項
第
一
号
及
び
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍

定
す
る
合
衆
国
軍
隊
等
に
該
当
す
る
合
衆
国
軍
隊
、
武
力
攻
撃
事
態
等
及

隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
四

び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い

号
に
規
定
す
る
合
衆
国
軍
隊
を
除
く
。
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
お
い

我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
特

て
同
じ
。
）

定
合
衆
国
軍
隊
、
同
条
第
七
号
に
規
定
す
る
外
国
軍
隊
に
該
当
す
る
合
衆

国
軍
隊
及
び
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
際
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
諸

外
国
の
軍
隊
等
に
対
す
る
協
力
支
援
活
動
等
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
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項
第
一
号
に
規
定
す
る
諸
外
国
の
軍
隊
等
に
該
当
す
る
合
衆
国
軍
隊
を
除

く
。
次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
六
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
お
い
て

同
じ
。
）

二

部
隊
等
が
第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
施
設
及
び
区
域

（
新
設
）

に
係
る
同
項
の
警
護
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
部
隊
等
と
共
に
当
該

施
設
及
び
区
域
内
に
所
在
し
て
当
該
施
設
及
び
区
域
の
警
護
を
行
う
合
衆

国
軍
隊

三

自
衛
隊
の
部
隊
が
第
八
十
二
条
の
二
に
規
定
す
る
海
賊
対
処
行
動
を
行

（
新
設
）

う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
部
隊
と
共
に
現
場
に
所
在
し
て
当
該
海
賊
対
処

行
動
と
同
種
の
活
動
を
行
う
合
衆
国
軍
隊

四

自
衛
隊
の
部
隊
が
第
八
十
二
条
の
三
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ

（
新
設
）

り
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
を
破
壊
す
る
措
置
を
と
る
た
め
必
要
な
行
動
を
と
る

場
合
に
お
い
て
、
当
該
部
隊
と
共
に
現
場
に
所
在
し
て
当
該
行
動
と
同
種

の
活
動
を
行
う
合
衆
国
軍
隊

五

（
略
）

二

（
略
）

六

自
衛
隊
の
部
隊
が
第
八
十
四
条
の
二
に
規
定
す
る
機
雷
そ
の
他
の
爆
発

（
新
設
）

性
の
危
険
物
の
除
去
及
び
こ
れ
ら
の
処
理
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該

部
隊
と
共
に
現
場
に
所
在
し
て
こ
れ
ら
の
活
動
と
同
種
の
活
動
を
行
う
合

衆
国
軍
隊

七

部
隊
等
が
第
八
十
四
条
の
三
第

項
に
規
定
す
る
外
国
に
お
け
る
緊
急

三

部
隊
等
が
第
八
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
外
国
に
お
け
る
緊
急

一

事
態
に
際
し
て
同
項
の
保
護
措
置
を
行
う
場
合
又
は
第
八
十
四
条
の
四
第

事
態
に
際
し
て
同
項
の
邦
人
の
輸
送
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
部
隊

一
項
に
規
定
す
る
外
国
に
お
け
る
緊
急
事
態
に
際
し
て
同
項
の
邦
人
の
輸

等
と
共
に
現
場
に
所
在
し
て
当
該
輸
送
と
同
種
の
活
動
を
行
う
合
衆
国
軍

送
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
部
隊
等
と
共
に
現
場
に
所
在
し
て
当
該

隊

保
護
措
置
又
は
当
該
輸
送
と
同
種
の
活
動
を
行
う
合
衆
国
軍
隊

八

部
隊
等
が
第
八
十
四
条
の
五
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
国
際
緊
急
援

四

部
隊
等
が
第
八
十
四
条
の
四
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
国
際
緊
急
援

助
活
動
又
は
当
該
活
動
を
行
う
人
員
若
し
く
は
当
該
活
動
に
必
要
な
物
資

助
活
動
又
は
当
該
活
動
を
行
う
人
員
若
し
く
は
当
該
活
動
に
必
要
な
物
資

の
輸
送
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
同
一
の
災
害
に
対
処
す
る
た
め
に
当
該

の
輸
送
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
同
一
の
災
害
に
対
処
す
る
た
め
に
当
該

部
隊
等
と
共
に
現
場
に
所
在
し
て
こ
れ
ら
の
活
動
と
同
種
の
活
動
を
行
う

部
隊
等
と
共
に
現
場
に
所
在
し
て
こ
れ
ら
の
活
動
と
同
種
の
活
動
を
行
う
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合
衆
国
軍
隊

合
衆
国
軍
隊

九

自
衛
隊
の
部
隊
が
船
舶
又
は
航
空
機
に
よ
り
外
国
の
軍
隊
の
動
向
に
関

（
新
設
）

す
る
情
報
そ
の
他
の
我
が
国
の
防
衛
に
資
す
る
情
報
の
収
集
の
た
め
の
活

動
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
部
隊
と
共
に
現
場
に
所
在
し
て
当
該
活

動
と
同
種
の
活
動
を
行
う
合
衆
国
軍
隊

十

（
略
）

五

（
略
）

十
一

第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
訓
練
、
連
絡
調

（
新
設
）

整
そ
の
他
の
日
常
的
な
活
動
の
た
め
、
航
空
機
、
船
舶
又
は
車
両
に
よ
り

合
衆
国
軍
隊
の
施
設
に
到
着
し
て
一
時
的
に
滞
在
す
る
部
隊
等
と
共
に
現

場
に
所
在
し
、
訓
練
、
連
絡
調
整
そ
の
他
の
日
常
的
な
活
動
を
行
う
合
衆

国
軍
隊

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
自
衛
隊
に
属
す
る
物
品
の
提
供
及
び
防
衛
省
の
機

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
自
衛
隊
に
属
す
る
物
品
の
提
供
及
び
防
衛
省
の
機

関
又
は
部
隊
等
に
よ
る
役
務
の
提
供
と
し
て
行
う
業
務
は
、
次
の
各
号
に
掲

関
又
は
部
隊
等
に
よ
る
役
務
の
提
供
と
し
て
行
う
業
務
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
合
衆
国
軍
隊
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

げ
る
合
衆
国
軍
隊
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

第
一
項
第
一
号
、
第
十
号
及
び
第
十
一
号
に
掲
げ
る
合
衆
国
軍
隊

補

一

第
一
項
第
一
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
合
衆
国
軍
隊

補
給
、
輸
送
、

給
、
輸
送
、
修
理
若
し
く
は
整
備
、
医
療
、
通
信
、
空
港
若
し
く
は
港
湾

修
理
若
し
く
は
整
備
、
医
療
、
通
信
、
空
港
若
し
く
は
港
湾
に
関
す
る
業

に
関
す
る
業
務
、
基
地
に
関
す
る
業
務
、
宿
泊
、
保
管
、
施
設
の
利
用
又

務
、
基
地
に
関
す
る
業
務
、
宿
泊
、
保
管
、
施
設
の
利
用
又
は
訓
練
に
関

は
訓
練
に
関
す
る
業
務
（
こ
れ
ら
の
業
務
に
そ
れ
ぞ
れ
附
帯
す
る
業
務
を

す
る
業
務
（
こ
れ
ら
の
業
務
に
そ
れ
ぞ
れ
附
帯
す
る
業
務
を
含
む
。
）

含
む
。
）

二

第
一
項
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
合
衆
国
軍
隊

補
給
、
輸

二

第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
合
衆
国
軍
隊

補
給
、
輸

送
、
修
理
若
し
く
は
整
備
、
医
療
、
通
信
、
空
港
若
し
く
は
港
湾
に
関
す

送
、
修
理
若
し
く
は
整
備
、
医
療
、
通
信
、
空
港
若
し
く
は
港
湾
に
関
す

る
業
務
、
基
地
に
関
す
る
業
務
、
宿
泊
、
保
管
又
は
施
設
の
利
用
（
こ
れ

る
業
務
、
基
地
に
関
す
る
業
務
、
宿
泊
、
保
管
又
は
施
設
の
利
用
（
こ
れ

ら
の
業
務
に
そ
れ
ぞ
れ
附
帯
す
る
業
務
を
含
む
。
）

ら
の
業
務
に
そ
れ
ぞ
れ
附
帯
す
る
業
務
を
含
む
。
）

４

第
一
項
に
規
定
す
る
物
品
の
提
供
に
は
、
武
器
の
提
供
は
含
ま
な
い
も
の

４

第
一
項
に
規
定
す
る
物
品
の
提
供
に
は
、
武
器
（
弾
薬
を
含
む
。
）
の
提

と
す
る
。

供
は
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
隊
に
対
す
る
物
品
又
は
役
務
の
提
供
）

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
隊
に
対
す
る
物
品
又
は
役
務
の
提
供
）
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第
百
条
の
八

防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
オ
ー

第
百
条
の
八

防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
軍
隊
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
軍
隊
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び

ス
ト
ラ
リ
ア
軍
隊
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
軍
隊
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び

次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
要
請
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
自
衛
隊
の
任
務

次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
要
請
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
自
衛
隊
の
任
務

遂
行
に
支
障
を
生
じ
な
い
限
度
に
お
い
て
、
当
該
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
隊
に

遂
行
に
支
障
を
生
じ
な
い
限
度
に
お
い
て
、
当
該
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
隊
に

対
し
、
自
衛
隊
に
属
す
る
物
品
の
提
供
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

対
し
、
自
衛
隊
に
属
す
る
物
品
の
提
供
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

自
衛
隊
及
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
隊
の
双
方
の
参
加
を
得
て
行
わ
れ
る

一

自
衛
隊
及
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
隊
の
双
方
の
参
加
を
得
て
行
わ
れ
る

訓
練
に
参
加
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
隊
（
重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
我

訓
練
に
参
加
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
隊

が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
第
三
条

第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
合
衆
国
軍
隊
等
に
該
当
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
軍
隊
、
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
等
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律

第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
外
国
軍
隊
に
該
当
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍

隊
及
び
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
際
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
諸
外
国

の
軍
隊
等
に
対
す
る
協
力
支
援
活
動
等
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
諸
外
国
の
軍
隊
等
に
該
当
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
隊

を
除
く
。
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）

二

（
略
）

二

（
略
）

三

部
隊
等
が
第
八
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
外
国
に
お
け
る
緊
急

三

部
隊
等
が
第
八
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
外
国
に
お
け
る
緊
急

事
態
に
際
し
て
同
項
の
保
護
措
置
と
し
て
の
輸
送
を
行
う
場
合
又
は
第
八

事
態
に
際
し
て
同
項
の
邦
人
の
輸
送
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
部
隊

十
四
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
外
国
に
お
け
る
緊
急
事
態
に
際
し
て
同

等
と
共
に
現
場
に
所
在
し
て
当
該
輸
送
と
同
種
の
活
動
を
行
う
オ
ー
ス
ト

項
の
邦
人
の
輸
送
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
部
隊
等
と
共
に
現
場
に

ラ
リ
ア
軍
隊

所
在
し
て
こ
れ
ら
の
輸
送
と
同
種
の
活
動
を
行
う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
隊

四

部
隊
等
が
第
八
十
四
条
の
五
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
国
際
緊
急
援

四

部
隊
等
が
第
八
十
四
条
の
四
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
国
際
緊
急
援

助
活
動
又
は
当
該
活
動
を
行
う
人
員
若
し
く
は
当
該
活
動
に
必
要
な
物
資

助
活
動
又
は
当
該
活
動
を
行
う
人
員
若
し
く
は
当
該
活
動
に
必
要
な
物
資

の
輸
送
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
同
一
の
災
害
に
対
処
す
る
た
め
に
当
該

の
輸
送
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
同
一
の
災
害
に
対
処
す
る
た
め
に
当
該

部
隊
等
と
共
に
現
場
に
所
在
し
て
こ
れ
ら
の
活
動
と
同
種
の
活
動
を
行
う

部
隊
等
と
共
に
現
場
に
所
在
し
て
こ
れ
ら
の
活
動
と
同
種
の
活
動
を
行
う

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
隊

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
隊

五
・
六

（
略
）

五
・
六

（
略
）
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２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
防
衛
出
動
時
に
お
け
る
物
資
の
収
用
等
）

（
防
衛
出
動
時
に
お
け
る
物
資
の
収
用
等
）

第
百
三
条

第
七
十
六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の

第
百
三
条

第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
自
衛
隊
が
出
動
を
命
ぜ
ら
れ

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
自
衛
隊
が
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
当
該

、
当
該
自
衛
隊
の
行
動
に
係
る
地
域
に
お
い
て
自
衛
隊
の
任
務
遂
行
上
必
要

自
衛
隊
の
行
動
に
係
る
地
域
に
お
い
て
自
衛
隊
の
任
務
遂
行
上
必
要
が
あ
る

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
防
衛
大
臣
又
は
政

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
防
衛
大
臣
又
は
政
令
で
定

令
で
定
め
る
者
の
要
請
に
基
き
、
病
院
、
診
療
所
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
施

め
る
者
の
要
請
に
基
づ
き
、
病
院
、
診
療
所
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
施
設
（

設
（
以
下
本
条
中
「
施
設
」
と
い
う
。
）
を
管
理
し
、
土
地
、
家
屋
若
し
く

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
施
設
」
と
い
う
。
）
を
管
理
し
、
土
地
、
家
屋
若

は
物
資
（
以
下
本
条
中
「
土
地
等
」
と
い
う
。
）
を
使
用
し
、
物
資
の
生
産

し
く
は
物
資
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
土
地
等
」
と
い
う
。
）
を
使
用
し

、
集
荷
、
販
売
、
配
給
、
保
管
若
し
く
は
輸
送
を
業
と
す
る
者
に
対
し
て
そ

、
物
資
の
生
産
、
集
荷
、
販
売
、
配
給
、
保
管
若
し
く
は
輸
送
を
業
と
す
る

の
取
り
扱
う
物
資
の
保
管
を
命
じ
、
又
は
こ
れ
ら
の
物
資
を
収
用
す
る
こ
と

者
に
対
し
て
そ
の
取
り
扱
う
物
資
の
保
管
を
命
じ
、
又
は
こ
れ
ら
の
物
資
を

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
事
態
に
照
ら
し
緊
急
を
要
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、

収
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
事
態
に
照
ら
し
緊
急
を
要
す
る
と
認

防
衛
大
臣
又
は
政
令
で
定
め
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
に
通
知
し
た
上
で
、

め
る
と
き
は
、
防
衛
大
臣
又
は
政
令
で
定
め
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
に
通

自
ら
こ
れ
ら
の
権
限
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

知
し
た
上
で
、
自
ら
こ
れ
ら
の
権
限
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２
～

（
略
）

２
～

（
略
）

19

19

（
展
開
予
定
地
域
内
の
土
地
の
使
用
等
）

（
展
開
予
定
地
域
内
の
土
地
の
使
用
等
）

第
百
三
条
の
二

（
略
）

第
百
三
条
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
土
地
を
使
用
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
第
七
十

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
土
地
を
使
用
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
第
七
十

六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
自
衛
隊
が

六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
自
衛
隊
が
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
当
該
土
地
が
前

出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
当
該
土
地
が
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用

条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
地
域
に
含
ま
れ
る
こ
と
と

を
受
け
る
地
域
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
前
三
項
の
規
定
に
よ

な
つ
た
と
き
は
、
前
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
し
た
処
分
、
手

り
都
道
府
県
知
事
が
し
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
前
条
の
規
定
に

続
そ
の
他
の
行
為
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
し
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行

よ
り
し
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

為
と
み
な
す
。

（
電
気
通
信
設
備
の
利
用
等
）

（
電
気
通
信
設
備
の
利
用
等
）
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第
百
四
条

防
衛
大
臣
は
、
第
七
十
六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限

第
百
四
条

防
衛
大
臣
は
、
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ

る
。
）
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
任
務
遂
行
上
必
要
が

ら
れ
た
自
衛
隊
の
任
務
遂
行
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
緊
急
を

あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
緊
急
を
要
す
る
通
信
を
確
保
す
る
た
め
、
総
務

要
す
る
通
信
を
確
保
す
る
た
め
、
総
務
大
臣
に
対
し
、
電
気
通
信
事
業
法
（

大
臣
に
対
し
、
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第

昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信

二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
事
業
者
が
そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る
電

事
業
者
が
そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信
設
備
を
優
先
的
に
利
用
し
、

気
通
信
設
備
を
優
先
的
に
利
用
し
、
又
は
有
線
電
気
通
信
法
（
昭
和
二
十
八

又
は
有
線
電
気
通
信
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
三
条
第
四

年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
三
条
第
四
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
が
設
置
す
る
電

項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
が
設
置
す
る
電
気
通
信
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
に
関

気
通
信
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
に
関
し
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
求
め
る

し
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
消
防
法
の
適
用
除
外
）

（
消
防
法
の
適
用
除
外
）

第
百
十
五
条
の
二

（
略
）

第
百
十
五
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

消
防
法
第
十
七
条
の
規
定
は
、
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動

３

消
防
法
第
十
七
条
の
規
定
は
、
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動

を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た

を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た

自
衛
隊
の
部
隊
等
が
応
急
措
置
と
し
て
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕

自
衛
隊
の
部
隊
等
が
応
急
措
置
と
し
て
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕

又
は
模
様
替
の
工
事
を
行
つ
た
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
防
火
対
象
物
で
政

又
は
模
様
替
の
工
事
を
行
つ
た
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
防
火
対
象
物
で
政

令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
七
十
六
条
第
二
項
若
し
く
は
武
力
攻
撃

令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
七
十
六
条
第
二
項
若
し
く
は
武
力
攻
撃

事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及

事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確

び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
十
一
項
後
段
の
規
定
に
よ

保
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
十
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
撤
収
（
次
条
か
ら

る
撤
収
（
次
条
か
ら
第
百
十
五
条
の
二
十
四
ま
で
に
お
い
て
単
に
「
撤
収
」

第
百
十
五
条
の
二
十
四
ま
で
に
お
い
て
単
に
「
撤
収
」
と
い
う
。
）
を
命
ぜ

と
い
う
。
）
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
命
令
が

ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
命
令
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
の

解
除
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
適
用
し
な
い
。

間
は
、
適
用
し
な
い
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
の
適
用
除
外
）

（
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
の
適
用
除
外
）

第
百
十
五
条
の
四

墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

第
百
十
五
条
の
四

墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
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四
十
八
号
）
第
四
条
及
び
第
五
条
第
一
項
の
規
定
は
、
第
七
十
六
条
第
一
項

四
十
八
号
）
第
四
条
及
び
第
五
条
第
一
項
の
規
定
は
、
第
七
十
六
条
第
一
項

（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
自

の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
行
動
に
係
る
地
域
に
お
い
て

衛
隊
の
行
動
に
係
る
地
域
に
お
い
て
死
亡
し
た
当
該
自
衛
隊
の
隊
員
及
び
抑

死
亡
し
た
当
該
自
衛
隊
の
隊
員
及
び
抑
留
対
象
者
（
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け

留
対
象
者
（
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱

る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
四
号
に
規
定
す
る
抑
留
対
象

い
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
六
号
に
規
定
す
る
抑
留
対
象
者
を
い
い
、
同
法

者
を
い
い
、
同
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
身
体
を
拘
束
さ
れ
て
い
る
間

第
四
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
身
体
を
拘
束
さ
れ
て
い
る
間
に
死
亡
し
た
も
の

に
死
亡
し
た
も
の
を
除
く
。
）
の
死
体
の
埋
葬
及
び
火
葬
で
あ
つ
て
当
該
自

を
除
く
。
）
の
死
体
の
埋
葬
及
び
火
葬
で
あ
つ
て
当
該
自
衛
隊
の
部
隊
等
が

衛
隊
の
部
隊
等
が
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
医
療
法
の
適
用
除
外
等
）

（
医
療
法
の
適
用
除
外
等
）

第
百
十
五
条
の
五

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
の
規
定
は

第
百
十
五
条
の
五

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
の
規
定
は

、
第
七
十
六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り

、
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七

出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
出
動
待
機
命
令
（
第

条
の
規
定
に
よ
り
出
動
待
機
命
令
を
受
け
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
臨
時
に
開

七
十
六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
防
衛

設
す
る
医
療
を
行
う
た
め
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

出
動
命
令
が
発
せ
ら
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
係
る
も
の
に
限
る
。

）
を
受
け
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
臨
時
に
開
設
す
る
医
療
を
行
う
た
め
の
施

設
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

２

前
項
の
医
療
を
行
う
た
め
の
施
設
は
、
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

２

前
項
の
医
療
を
行
う
た
め
の
施
設
は
、
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

二
百
一
号
）
第
二
十
四
条
第
二
項
、
歯
科
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

二
百
一
号
）
第
二
十
四
条
第
二
項
、
歯
科
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

二
百
二
号
）
第
二
十
三
条
第
二
項
、
診
療
放
射
線
技
師
法
（
昭
和
二
十
六
年

二
百
二
号
）
第
二
十
三
条
第
二
項
、
診
療
放
射
線
技
師
法
（
昭
和
二
十
六
年

法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
二
十
六
条
第
二
項
、
歯
科
技
工
士
法
（
昭
和
三

法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
二
十
六
条
第
二
項
、
歯
科
技
工
士
法
（
昭
和
三

十
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
第
二
条
第
三
項
た
だ
し
書
及
び
第
十
八
条
た
だ

十
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
第
二
条
第
三
項
た
だ
し
書
及
び
第
十
八
条
た
だ

し
書
、
安
全
な
血
液
製
剤
の
安
定
供
給
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三

し
書
、
安
全
な
血
液
製
剤
の
安
定
供
給
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三

十
一
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
臨
床
検
査
技
師

十
一
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
臨
床
検
査
技
師

等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
二
十
条
の
三
第

等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
二
十
条
の
三
第

一
項
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に

一
項
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二
条
第
十
二
項
た

関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二
条
第
十
二
項
た

だ
し
書
、
薬
剤
師
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
第
二
十
二
条

だ
し
書
、
第
四
十
六
条
第
二
項
及
び
第
四
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
薬
剤
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た
だ
し
書
並
び
に
救
急
救
命
士
法
（
平
成
三
年
法
律
第
三
十
六
号
）
第
二
条

師
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
六
号
）
第
二
十
二
条
た
だ
し
書
並
び

第
一
項
及
び
第
四
十
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
こ

に
救
急
救
命
士
法
（
平
成
三
年
法
律
第
三
十
六
号
）
第
二
条
第
一
項
及
び
第

れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
病
院
と
、
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
第
五
十
条

四
十
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
の
規
定
に

の
十
六
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
同
条
に
規

規
定
す
る
病
院
と
、
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
第
五
十
条
の
十
六
第
一
項

定
す
る
病
院
等
と
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性

第
一
号
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
同
条
に
規
定
す
る
病
院
等

の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
三
十
四
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

と
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関

同
項
に
規
定
す
る
薬
局
開
設
者
等
と
、
同
法
第
四
十
六
条
第
二
項
及
び
第
四

す
る
法
律
第
三
十
四
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
同
項
に
規
定
す

十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
規

る
薬
局
開
設
者
等
と
み
な
す
。

定
す
る
薬
剤
師
等
と
み
な
す
。

（
漁
港
漁
場
整
備
法
の
特
例
）

（
漁
港
漁
場
整
備
法
の
特
例
）

第
百
十
五
条
の
六

第
七
十
六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

第
百
十
五
条
の
六

第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、

の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る

又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊

措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
漁
港
漁
場
整
備
法
（
昭
和
二
十
五

等
が
漁
港
漁
場
整
備
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
三
十
九

年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
要
す

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
要
す
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お

る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
同
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

け
る
同
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
撤
収
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は

い
て
は
、
撤
収
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
命
令

第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
命
令
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
法

が
解
除
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
法
第
三
十
九
条
第
四
項
中
「
協
議
す
る
」

第
三
十
九
条
第
四
項
中
「
協
議
す
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
そ
の
旨
を
通
知
す

と
あ
る
の
は
、
「
そ
の
旨
を
通
知
す
る
」
と
す
る
。

る
」
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
建
築
基
準
法
の
特
例
）

（
建
築
基
準
法
の
特
例
）

第
百
十
五
条
の
七

第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、

第
百
十
五
条
の
七

第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、

又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊

又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊

等
が
行
う
破
損
し
た
建
築
物
の
応
急
の
修
繕
又
は
応
急
仮
設
建
築
物
の
建
築

等
が
行
う
破
損
し
た
建
築
物
の
応
急
の
修
繕
又
は
応
急
仮
設
建
築
物
の
建
築

に
つ
い
て
は
、
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
八
十

に
つ
い
て
は
、
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
八
十

五
条
第
一
項
本
文
、
第
三
項
本
文
及
び
第
四
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の

五
条
第
一
項
本
文
、
第
三
項
本
文
及
び
第
四
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
本
文
中
「
そ
の
建
築
工
事
を
完
了
し
た
後
三

場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
本
文
中
「
そ
の
建
築
工
事
を
完
了
し
た
後
三
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月
を
超
え
て
」
と
あ
る
の
は
「
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十

月
を
超
え
て
」
と
あ
る
の
は
「
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十

五
号
）
第
七
十
六
条
第
二
項
若
し
く
は
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事

五
号
）
第
七
十
六
条
第
二
項
若
し
く
は
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国

態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に

の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成

関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
九
条
第
十
一
項
後
段
の

十
五
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
九
条
第
十
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
撤
収
を

規
定
に
よ
る
撤
収
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
自
衛
隊
法
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定

命
ぜ
ら
れ
、
又
は
自
衛
隊
法
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
命
令
が
解
除

に
よ
る
命
令
が
解
除
さ
れ
た
後
に
お
い
て
も
」
と
、
「
そ
の
超
え
る
こ
と
と

さ
れ
た
後
に
お
い
て
も
」
と
、
「
そ
の
超
え
る
こ
と
と
な
る
日
前
に
、
特
定

な
る
日
前
に
、
特
定
行
政
庁
の
許
可
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
撤
収
の
命
令
又

行
政
庁
の
許
可
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
撤
収
の
命
令
又
は
命
令
の
解
除
が
あ

は
命
令
の
解
除
が
あ
つ
た
後
、
速
や
か
に
、
特
定
行
政
庁
に
申
請
し
、
そ
の

つ
た
後
、
速
や
か
に
、
特
定
行
政
庁
に
申
請
し
、
そ
の
許
可
」
と
読
み
替
え

許
可
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。

（
港
湾
法
の
特
例
）

（
港
湾
法
の
特
例
）

第
百
十
五
条
の
八

第
七
十
六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

第
百
十
五
条
の
八

第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、

の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る

又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊

措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第

等
が
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項

二
百
十
八
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
又
は
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

又
は
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
要
す
る
行
為
を
し
よ
う
と

り
許
可
を
要
す
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
三
十
七
条

す
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
三
十
七
条
第
三
項
（
同
法
第
五
十
六
条
第
三
項

第
三
項
（
同
法
第
五
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
撤
収
を
命
ぜ

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
撤
収
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規

ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
命
令
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
の

定
に
よ
る
命
令
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
法
第
三
十
七
条
第
三
項
中

間
は
、
同
法
第
三
十
七
条
第
三
項
中
「
と
あ
る
の
は
「
港
湾
管
理
者
と
協
議

「
と
あ
る
の
は
「
港
湾
管
理
者
と
協
議
し
」
と
、
前
項
中
「
許
可
を
し
」
と

し
」
と
、
前
項
中
「
許
可
を
し
」
と
あ
る
の
は
「
協
議
に
応
じ
」
」
と
あ
る

あ
る
の
は
「
協
議
に
応
じ
」
」
と
あ
る
の
は
、
「
と
あ
る
の
は
、
「
あ
ら
か

の
は
、
「
と
あ
る
の
は
、
「
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
港
湾
管
理
者
に
通
知

じ
め
、
そ
の
旨
を
港
湾
管
理
者
に
通
知
し
」
」
と
す
る
。

し
」
」
と
す
る
。

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
土
地
収
用
法
の
適
用
除
外
）

（
土
地
収
用
法
の
適
用
除
外
）

第
百
十
五
条
の
九

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第

第
百
十
五
条
の
九

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第

二
十
八
条
の
三
第
一
項
（
同
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

二
十
八
条
の
三
第
一
項
（
同
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
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場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
第
七
十
六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を

に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の

命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自

規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
応
急
措
置
と
し
て
行

衛
隊
の
部
隊
等
が
応
急
措
置
と
し
て
行
う
防
御
施
設
の
構
築
そ
の
他
の
行
為

う
防
御
施
設
の
構
築
そ
の
他
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
森
林
法
の
特
例
）

（
森
林
法
の
特
例
）

第
百
十
五
条
の
十

第
七
十
六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

第
百
十
五
条
の
十

第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、

の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る

又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊

措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
応
急
措
置
と
し
て
行
う
森
林
法
（

等
が
応
急
措
置
と
し
て
行
う
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
十
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ

号
）
第
十
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
要
す
る
立
木
の
伐
採
に
対

り
届
出
を
要
す
る
立
木
の
伐
採
に
対
す
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

す
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
伐
採
す
る
に
は
、
農
林

、
同
項
中
「
伐
採
す
る
に
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
手
続
に
従
い
、
あ

水
産
省
令
で
定
め
る
手
続
に
従
い
、
あ
ら
か
じ
め
」
と
あ
る
の
は
「
伐
採
し

ら
か
じ
め
」
と
あ
る
の
は
「
伐
採
し
た
と
き
は
」
と
、
「
森
林
の
所
在
場
所

た
と
き
は
」
と
、
「
森
林
の
所
在
場
所
、
伐
採
面
積
、
伐
採
方
法
、
伐
採
齢

、
伐
採
面
積
、
伐
採
方
法
、
伐
採
齢
、
伐
採
後
の
造
林
の
方
法
、
期
間
及
び

、
伐
採
後
の
造
林
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種
そ
の
他
農
林
水
産
省
令
で
定
め

樹
種
そ
の
他
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
伐
採
及
び
伐
採
後

る
事
項
を
記
載
し
た
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ

の
造
林
の
届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
旨
を
通
知
し

ば
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
」
と
す
る
。

な
け
れ
ば
」
と
す
る
。

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
道
路
法
の
特
例
）

（
道
路
法
の
特
例
）

第
百
十
五
条
の
十
一

第
七
十
六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。

第
百
十
五
条
の
十
一

第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ

第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の

た
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
、
破
損
し
、
又
は
欠
壊
し
て
い
る
道
路
を
通
行
す
る

部
隊
等
が
、
破
損
し
、
又
は
欠
壊
し
て
い
る
道
路
を
通
行
す
る
た
め
に
応
急

た
め
に
応
急
措
置
と
し
て
行
う
道
路
に
関
す
る
工
事
に
つ
い
て
は
、
道
路
法

措
置
と
し
て
行
う
道
路
に
関
す
る
工
事
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
（
昭
和
二
十

（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
本
文

、
同
条
本
文
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

の
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
部
隊
等

当
該
部
隊
等
の
長
は
、
当
該
道
路
に
関
す
る
工
事
の
概
要
を
着
手
後
速
や
か

の
長
は
、
当
該
道
路
に
関
す
る
工
事
の
概
要
を
着
手
後
速
や
か
に
当
該
承
認

に
当
該
承
認
の
権
限
を
有
す
る
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
権
限
を
有
す
る
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

（
土
地
区
画
整
理
法
の
適
用
除
外
）

（
土
地
区
画
整
理
法
の
適
用
除
外
）

第
百
十
五
条
の
十
二

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号

第
百
十
五
条
の
十
二

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号

）
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
は
、
第
七
十
六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る

）
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
は
、
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出

部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の

動
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ

二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
応
急
措
置
と
し

た
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
応
急
措
置
と
し
て
行
う
防
御
施
設
の
構
築
そ
の
他
の

て
行
う
防
御
施
設
の
構
築
そ
の
他
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

行
為
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
都
市
公
園
法
の
特
例
）

（
都
市
公
園
法
の
特
例
）

第
百
十
五
条
の
十
三

第
七
十
六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。

第
百
十
五
条
の
十
三

第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ

第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七

、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部

十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
行
う

隊
等
が
行
う
都
市
公
園
又
は
公
園
予
定
区
域
の
占
用
に
対
す
る
都
市
公
園
法

都
市
公
園
又
は
公
園
予
定
区
域
の
占
用
に
対
す
る
都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十

（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
九
条
（
同
法
第
三
十
三
条
第
四
項

一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
九
条
（
同
法
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規

用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
の
適
用
に

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
撤
収
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規

つ
い
て
は
、
撤
収
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
命

定
に
よ
る
命
令
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
法
第
九
条
中
「
第
七
条
各

令
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
法
第
九
条
中
「
第
七
条
各
号
に
掲
げ
る

号
に
掲
げ
る
工
作
物
」
と
あ
る
の
は
「
工
作
物
」
と
、
「
と
公
園
管
理
者
と

工
作
物
」
と
あ
る
の
は
「
工
作
物
」
と
、
「
と
公
園
管
理
者
と
の
協
議
が
成

の
協
議
が
成
立
す
る
こ
と
」
と
あ
る
の
は
「
が
あ
ら
か
じ
め
公
園
管
理
者
に

立
す
る
こ
と
」
と
あ
る
の
は
「
が
あ
ら
か
じ
め
公
園
管
理
者
に
占
用
の
目
的

占
用
の
目
的
、
占
用
の
期
間
、
占
用
の
場
所
及
び
工
作
物
そ
の
他
の
物
件
又

、
占
用
の
期
間
、
占
用
の
場
所
及
び
工
作
物
そ
の
他
の
物
件
又
は
施
設
の
構

は
施
設
の
構
造
を
通
知
す
る
こ
と
」
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法

造
を
通
知
す
る
こ
と
」
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
二
十
七
条

第
二
十
七
条
（
同
法
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

（
同
法
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

。
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

は
、
適
用
し
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
海
岸
法
の
特
例
）

（
海
岸
法
の
特
例
）

第
百
十
五
条
の
十
四

第
七
十
六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。

第
百
十
五
条
の
十
四

第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
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）
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ

、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部

る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律

隊
等
が
海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
七
条
第
一
項
、
第
八

第
百
一
号
）
第
七
条
第
一
項
、
第
八
条
第
一
項
、
第
三
十
七
条
の
四
又
は
第

条
第
一
項
、
第
三
十
七
条
の
四
又
は
第
三
十
七
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
許
可

三
十
七
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
要
す
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

を
要
す
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
十
条
第
二
項
（
同

に
お
け
る
同
法
第
十
条
第
二
項
（
同
法
第
三
十
七
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す

法
第
三
十
七
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お

る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

い
て
同
じ
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
撤
収
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第

て
は
、
撤
収
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
命
令
が

七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
命
令
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
法
第

解
除
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
法
第
十
条
第
二
項
中
「
協
議
す
る
」
と
あ
る

十
条
第
二
項
中
「
協
議
す
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
そ
の
旨
を
通
知
す
る
」
と

の
は
、
「
そ
の
旨
を
通
知
す
る
」
と
す
る
。

す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
自
然
公
園
法
の
特
例
）

（
自
然
公
園
法
の
特
例
）

第
百
十
五
条
の
十
五

第
七
十
六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。

第
百
十
五
条
の
十
五

第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ

）
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ

、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部

る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
応
急
措
置
と
し
て
行
う
防
御
施

隊
等
が
応
急
措
置
と
し
て
行
う
防
御
施
設
の
構
築
そ
の
他
の
行
為
で
あ
つ
て

設
の
構
築
そ
の
他
の
行
為
で
あ
つ
て
自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第

自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
第
二
十
条
第
三
項
、

百
六
十
一
号
）
第
二
十
条
第
三
項
、
第
二
十
一
条
第
三
項
、
第
二
十
二
条
第

第
二
十
一
条
第
三
項
、
第
二
十
二
条
第
三
項
又
は
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規

三
項
又
は
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
又
は
届
出
を
要
す
る
も

定
に
よ
り
許
可
又
は
届
出
を
要
す
る
も
の
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る

の
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
二
十
三
条
第
三
項
た
だ
し
書
又

同
法
第
二
十
三
条
第
三
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ

は
第
六
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
二
十
三
条
第
三
項
第

い
て
は
、
同
法
第
二
十
三
条
第
三
項
第
一
号
中
「
第
六
十
八
条
第
一
項
後
段

一
号
中
「
第
六
十
八
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
協
議
」
と
あ
る
の
は
「

の
規
定
に
よ
る
協
議
」
と
あ
る
の
は
「
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
百
十
五
条
の
十
五
第

百
六
十
五
号
）
第
百
十
五
条
の
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
六
十
八
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に

た
第
六
十
八
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
通
知
」
と
、
同
法
第
六
十
八
条

よ
る
通
知
」
と
、
同
法
第
六
十
八
条
第
一
項
中
「
協
議
し
な
け
れ
ば
」
と
あ

第
一
項
中
「
協
議
し
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ

る
の
は
「
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
こ
れ
ら
の

ば
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
例
に
よ
り
」
と

規
定
に
よ
る
届
出
の
例
に
よ
り
」
と
あ
る
の
は
「
あ
ら
か
じ
め
」
と
す
る
。

あ
る
の
は
「
あ
ら
か
じ
め
」
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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（
道
路
交
通
法
の
特
例
）

（
道
路
交
通
法
の
特
例
）

第
百
十
五
条
の
十
六

第
七
十
六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。

第
百
十
五
条
の
十
六

第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ

）
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
応
急
措
置
と
し

た
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
応
急
措
置
と
し
て
行
う
防
御
施
設
の
構
築
そ
の
他
の

て
行
う
防
御
施
設
の
構
築
そ
の
他
の
行
為
で
あ
つ
て
道
路
交
通
法
第
七
十
七

行
為
で
あ
つ
て
道
路
交
通
法
第
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
要

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
要
す
る
も
の
に
対
す
る
同
項
の
規
定
の
適

す
る
も
の
に
対
す
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
撤
収
を
命
ぜ
ら
れ

用
に
つ
い
て
は
、
撤
収
を
命
ぜ
ら
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
項
中
「
の
許
可
（

る
ま
で
の
間
は
、
同
項
中
「
の
許
可
（
当
該
行
為
に
係
る
場
所
が
同
一
の
公

当
該
行
為
に
係
る
場
所
が
同
一
の
公
安
委
員
会
の
管
理
に
属
す
る
二
以
上
の

安
委
員
会
の
管
理
に
属
す
る
二
以
上
の
警
察
署
長
の
管
轄
に
わ
た
る
と
き
は

警
察
署
長
の
管
轄
に
わ
た
る
と
き
は
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
所
轄
警
察
署
長
の

、
そ
の
い
ず
れ
か
の
所
轄
警
察
署
長
の
許
可
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ

許
可
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

。
）
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
、
「
に
あ
ら
か
じ
め
当
該

あ
る
の
は
、
「
に
あ
ら
か
じ
め
当
該
行
為
の
概
要
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

行
為
の
概
要
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該

な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
行
為
に
係
る
場
所
が
同
一
の
公
安
委
員

行
為
に
係
る
場
所
が
同
一
の
公
安
委
員
会
の
管
理
に
属
す
る
二
以
上
の
警
察

会
の
管
理
に
属
す
る
二
以
上
の
警
察
署
長
の
管
轄
に
わ
た
る
と
き
は
、
そ
の

署
長
の
管
轄
に
わ
た
る
と
き
は
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
所
轄
警
察
署
長
に
通
知

い
ず
れ
か
の
所
轄
警
察
署
長
に
通
知
す
れ
ば
足
り
る
」
と
す
る
。

す
れ
ば
足
り
る
」
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
河
川
法
の
特
例
）

（
河
川
法
の
特
例
）

第
百
十
五
条
の
十
七

第
七
十
六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。

第
百
十
五
条
の
十
七

第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ

）
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ

、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部

る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律

隊
等
が
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
二
十
三
条
、
第

第
百
六
十
七
号
）
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六

二
十
四
条
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
二
十
七
条
第
一
項
、

条
第
一
項
、
第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
五
十
七
条
第

第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
五
十
七
条
第
一
項
、
第
五
十
八
条
の
四
第
一
項
又

一
項
、
第
五
十
八
条
の
四
第
一
項
又
は
第
五
十
八
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に

は
第
五
十
八
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
要
す
る
行
為
（
同
法
第

よ
り
許
可
を
要
す
る
行
為
（
同
法
第
二
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
一
定
の

二
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
一
定
の
河
川
区
域
内
の
土
地
に
お
け
る
土
地

河
川
区
域
内
の
土
地
に
お
け
る
土
地
の
掘
削
、
盛
土
又
は
切
土
を
除
く
。
）

の
掘
削
、
盛
土
又
は
切
土
を
除
く
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
同

を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
九
十
五
条
（
同
法
第
百
条
第
一
項

法
第
九
十
五
条
（
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
撤
収
を
命

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
撤
収
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規

ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
命
令
が
解
除
さ
れ
る
ま
で

定
に
よ
る
命
令
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
法
第
九
十
五
条
中
「
国
と

の
間
は
、
同
法
第
九
十
五
条
中
「
国
と
河
川
管
理
者
と
の
協
議
が
成
立
す
る
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河
川
管
理
者
と
の
協
議
が
成
立
す
る
こ
と
を
も
つ
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ

こ
と
を
も
つ
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
許
可
、
登
録
又
は
承
認
が
あ
つ
た

る
許
可
、
登
録
又
は
承
認
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
す
」
と
あ
る
の
は
、
「
こ

も
の
と
み
な
す
」
と
あ
る
の
は
、
「
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
が

れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
が
あ
ら
か
じ
め
河
川
管
理
者
に
当
該
行
為

あ
ら
か
じ
め
河
川
管
理
者
に
当
該
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
旨
を
通
知
す
る
こ

を
し
よ
う
と
す
る
旨
を
通
知
す
る
こ
と
を
も
つ
て
足
り
る
」
と
す
る
。

と
を
も
つ
て
足
り
る
」
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
首
都
圏
近
郊
緑
地
保
全
法
の
適
用
除
外
）

（
首
都
圏
近
郊
緑
地
保
全
法
の
適
用
除
外
）

第
百
十
五
条
の
十
八

首
都
圏
近
郊
緑
地
保
全
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百

第
百
十
五
条
の
十
八

首
都
圏
近
郊
緑
地
保
全
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百

一
号
）
第
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
第
七
十
六
条
第
一
項
（
第

一
号
）
第
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規

一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第

定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置

七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
応

を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
応
急
措
置
と
し
て
行
う
防
御
施
設
の
構

急
措
置
と
し
て
行
う
防
御
施
設
の
構
築
そ
の
他
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
適
用

築
そ
の
他
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

し
な
い
。

（
近
畿
圏
の
保
全
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
適
用
除
外
）

（
近
畿
圏
の
保
全
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
適
用
除
外
）

第
百
十
五
条
の
十
九

近
畿
圏
の
保
全
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四

第
百
十
五
条
の
十
九

近
畿
圏
の
保
全
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四

十
二
年
法
律
第
百
三
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
第
七
十

十
二
年
法
律
第
百
三
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
第
七
十

六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命

六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の

ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛

規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
応
急
措
置
と
し
て
行

隊
の
部
隊
等
が
応
急
措
置
と
し
て
行
う
防
御
施
設
の
構
築
そ
の
他
の
行
為
に

う
防
御
施
設
の
構
築
そ
の
他
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
都
市
緑
地
法
の
特
例
）

（
都
市
緑
地
法
の
特
例
）

第
百
十
五
条
の
二
十
一

第
七
十
六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る

第
百
十
五
条
の
二
十
一

第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら

。
）
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に

れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の

よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
応
急
措
置
と
し
て
行
う
防
御

部
隊
等
が
応
急
措
置
と
し
て
行
う
防
御
施
設
の
構
築
そ
の
他
の
行
為
で
あ
つ

施
設
の
構
築
そ
の
他
の
行
為
で
あ
つ
て
都
市
緑
地
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律

て
都
市
緑
地
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の

第
七
十
二
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
要
す
る
も
の
を
し

規
定
に
よ
り
許
可
を
要
す
る
も
の
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
同
条
第



- 29 -

よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
同
条
第
八
項
後
段
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

八
項
後
段
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
後
段
中
「
都
道
府
県
知
事
等

、
同
項
後
段
中
「
都
道
府
県
知
事
等
に
協
議
し
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
、

に
協
議
し
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
、
「
同
項
の
許
可
の
権
限
を
有
す
る
者

「
同
項
の
許
可
の
権
限
を
有
す
る
者
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
」
と
す

に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
」
と
す
る
。

る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
景
観
法
の
特
例
）

（
景
観
法
の
特
例
）

第
百
十
五
条
の
二
十
二

（
略
）

第
百
十
五
条
の
二
十
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
に
規
定
す
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
行
う
破
損
し
た
建
築
物
若
し
く

３

第
一
項
に
規
定
す
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
行
う
破
損
し
た
建
築
物
若
し
く

は
工
作
物
の
応
急
の
修
繕
又
は
応
急
仮
設
建
築
物
の
建
築
等
（
景
観
法
第
十

は
工
作
物
の
応
急
の
修
繕
又
は
応
急
仮
設
建
築
物
の
建
築
等
（
景
観
法
第
十

六
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
建
築
等
を
い
う
。
）
若
し
く
は
応
急
仮
設

六
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
建
築
等
を
い
う
。
）
若
し
く
は
応
急
仮
設

工
作
物
の
建
設
等
（
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
建
設
等
を
い
う
。
）
若
し
く

工
作
物
の
建
設
等
（
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
建
設
等
を
い
う
。
）
若
し
く

は
設
置
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
七
十
七
条
第
一
項
、
第
三
項
本
文
及
び
第
四

は
設
置
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
七
十
七
条
第
一
項
、
第
三
項
本
文
及
び
第
四

項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
本
文
中
「
そ

項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
本
文
中
「
そ

の
工
事
を
完
了
し
た
後
三
月
を
超
え
て
」
と
あ
る
の
は
「
自
衛
隊
法
第
七
十

の
工
事
を
完
了
し
た
後
三
月
を
超
え
て
」
と
あ
る
の
は
「
自
衛
隊
法
第
七
十

六
条
第
二
項
若
し
く
は
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我

六
条
第
二
項
若
し
く
は
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立

が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（

並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第

平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
九
条
第
十
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
撤

七
十
九
号
）
第
九
条
第
十
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
撤
収
を
命
ぜ
ら
れ
、
又

収
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
自
衛
隊
法
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
命
令
が

は
自
衛
隊
法
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
命
令
が
解
除
さ
れ
た
後
に
お

解
除
さ
れ
た
後
に
お
い
て
も
」
と
、
「
そ
の
超
え
る
こ
と
と
な
る
日
前
に
、

い
て
も
」
と
、
「
そ
の
超
え
る
こ
と
と
な
る
日
前
に
、
市
町
村
長
の
許
可
」

市
町
村
長
の
許
可
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
撤
収
の
命
令
又
は
命
令
の
解
除
が

と
あ
る
の
は
「
当
該
撤
収
の
命
令
又
は
命
令
の
解
除
が
あ
っ
た
後
、
速
や
か

あ
っ
た
後
、
速
や
か
に
市
町
村
長
に
申
請
し
、
そ
の
許
可
」
と
読
み
替
え
る

に
市
町
村
長
に
申
請
し
、
そ
の
許
可
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。

（
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
の
保
全
及
び
利
用
の
促
進
の
た
め
の
低
潮

（
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
の
保
全
及
び
利
用
の
促
進
の
た
め
の
低
潮

線
の
保
全
及
び
拠
点
施
設
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
特
例
）

線
の
保
全
及
び
拠
点
施
設
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
特
例
）

第
百
十
五
条
の
二
十
三

第
七
十
六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る

第
百
十
五
条
の
二
十
三

第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
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。
）
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に

れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の

よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸

部
隊
等
が
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸
棚
の
保
全
及
び
利
用
の
促
進
の
た
め

棚
の
保
全
及
び
利
用
の
促
進
の
た
め
の
低
潮
線
の
保
全
及
び
拠
点
施
設
の
整

の
低
潮
線
の
保
全
及
び
拠
点
施
設
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二

備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
四
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項

年
法
律
第
四
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
又
は
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

又
は
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
要
す
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る

許
可
を
要
す
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
六
条
第
二
項

場
合
に
お
け
る
同
法
第
六
条
第
二
項
又
は
第
九
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
に

又
は
第
九
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
撤
収
を
命
ぜ
ら
れ
、
又

つ
い
て
は
、
撤
収
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
命

は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
命
令
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同

令
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
法
第
六
条
第
二
項
中
「
「
国
土
交
通
大

法
第
六
条
第
二
項
中
「
「
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
と
あ

臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
大
臣
と
協
議
し
な

る
の
は
「
国
土
交
通
大
臣
と
協
議
し
な
け
れ
ば
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
許

け
れ
ば
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
許
可
の
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
協
議
」
と

可
の
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
協
議
」
と
、
「
そ
の
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
そ

、
「
そ
の
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
協
議
」
と
、
「
こ
れ
を
許
可
し
て
は

の
協
議
」
と
、
「
こ
れ
を
許
可
し
て
は
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
協
議
に
応
じ

」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
協
議
に
応
じ
て
は
」
」
と
あ
り
、
及
び
同
法
第
九
条

て
は
」
」
と
あ
り
、
及
び
同
法
第
九
条
第
五
項
中
「
「
国
土
交
通
大
臣
の
許

第
五
項
中
「
「
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「

可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
大
臣
と
協
議
し
な
け
れ
ば

国
土
交
通
大
臣
と
協
議
し
な
け
れ
ば
」
と
、
前
二
項
中
「
許
可
を
し
て
は
」

」
と
、
前
二
項
中
「
許
可
を
し
て
は
」
と
あ
る
の
は
「
協
議
に
応
じ
て
は
」

と
あ
る
の
は
「
協
議
に
応
じ
て
は
」
」
と
あ
る
の
は
、
「
「
国
土
交
通
省
令

」
と
あ
る
の
は
、
「
「
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
土
交

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
と

通
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
、
「
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の

あ
る
の
は
、
「
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
通
知
し
な
け
れ

旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
通
知
し
な
け
れ
ば
」
」
と
す
る
。

ば
」
」
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
の
特
例
）

（
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
の
特
例
）

第
百
十
五
条
の
二
十
四

第
七
十
六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る

第
百
十
五
条
の
二
十
四

第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら

。
）
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に

れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の

よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関

部
隊
等
が
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第

す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
又

百
二
十
三
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

は
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
要
す
る
行
為
を
し
よ
う
と
す

り
許
可
を
要
す
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
二
十
五
条

る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
二
十
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
撤
収
を

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
撤
収
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二

命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
命
令
が
解
除
さ
れ
る
ま

の
規
定
に
よ
る
命
令
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
同
法
第
二
十
五
条
中
「
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で
の
間
は
、
同
法
第
二
十
五
条
中
「
国
又
は
地
方
公
共
団
体
と
津
波
防
護
施

国
又
は
地
方
公
共
団
体
と
津
波
防
護
施
設
管
理
者
と
の
協
議
が
成
立
す
る
こ

設
管
理
者
と
の
協
議
が
成
立
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る

と
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
」
と

許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
」
と
あ
る
の
は
、
「
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か

あ
る
の
は
、
「
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
が
あ
ら
か
じ
め
津
波
防

わ
ら
ず
、
国
が
あ
ら
か
じ
め
津
波
防
護
施
設
管
理
者
に
当
該
行
為
を
し
よ
う

護
施
設
管
理
者
に
当
該
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
旨
を
通
知
す
る
こ
と
を
も
っ

と
す
る
旨
を
通
知
す
る
こ
と
を
も
っ
て
足
り
る
」
と
す
る
。

て
足
り
る
」
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

第
百
二
十
二
条

（
略
）

第
百
二
十
二
条

（
略
）

第
百
二
十
二
条
の
二

第
百
十
九
条
第
一
項
第
七
号
及
び
第
八
号
並
び
に
前
条

（
新
設
）

第
一
項
の
罪
は
、
日
本
国
外
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
罪
を
犯
し
た
者
に
も
適
用

す
る
。

２

第
百
十
九
条
第
二
項
の
罪
（
同
条
第
一
項
第
七
号
又
は
第
八
号
に
規
定
す

る
行
為
の
遂
行
を
共
謀
し
、
教
唆
し
、
又
は
煽
動
し
た
者
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
及
び
前
条
第
二
項
の
罪
は
、
刑
法
第
二
条
の
例
に
従
う
。

第
百
二
十
三
条

（
略
）

第
百
二
十
三
条

（
略
）
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○

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
（
第
二
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
三
条
）

第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
三
条
）

第
二
章

国
際
平
和
協
力
本
部
（
第
四
条
・
第
五
条
）

第
二
章

国
際
平
和
協
力
本
部
（
第
四
条
・
第
五
条
）

第
三
章

国
際
平
和
協
力
業
務
等

第
三
章

国
際
平
和
協
力
業
務
（
第
六
条
―
第
二
十
四
条
）

第
一
節

国
際
平
和
協
力
業
務
（
第
六
条
―
第
二
十
六
条
）

（
新
設
）

第
二
節

自
衛
官
の
国
際
連
合
へ
の
派
遣
（
第
二
十
七
条
―
第
二
十
九
条

（
新
設
）

）

第
四
章

物
資
協
力
（
第
三
十
条
）

第
四
章

物
資
協
力
（
第
二
十
五
条
）

第
五
章

雑
則
（
第
三
十
一
条
―
第
三
十
四
条
）

第
五
章

雑
則
（
第
二
十
六
条
・
第
二
十
七
条
）

附
則

附
則

（
目
的
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
、
国
際
連
携
平
和
安
全
活

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
、
人
道
的
な
国
際
救
援
活

動
、
人
道
的
な
国
際
救
援
活
動
及
び
国
際
的
な
選
挙
監
視
活
動
に
対
し
適
切

動
及
び
国
際
的
な
選
挙
監
視
活
動
に
対
し
適
切
か
つ
迅
速
な
協
力
を
行
う
た

か
つ
迅
速
な
協
力
を
行
う
た
め
、
国
際
平
和
協
力
業
務
実
施
計
画
及
び
国
際

め
、
国
際
平
和
協
力
業
務
実
施
計
画
及
び
国
際
平
和
協
力
業
務
実
施
要
領
の

平
和
協
力
業
務
実
施
要
領
の
策
定
手
続
、
国
際
平
和
協
力
隊
の
設
置
等
に
つ

策
定
手
続
、
国
際
平
和
協
力
隊
の
設
置
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
平
和
協
力
業
務
の
実
施
体
制
を
整
備
す
る

国
際
平
和
協
力
業
務
の
実
施
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
活
動

と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
対
す
る
物
資
協
力
の
た
め
の
措
置
等
を
講
じ

に
対
す
る
物
資
協
力
の
た
め
の
措
置
等
を
講
じ
、
も
っ
て
我
が
国
が
国
際
連

、
も
っ
て
我
が
国
が
国
際
連
合
を
中
心
と
し
た
国
際
平
和
の
た
め
の
努
力
に

合
を
中
心
と
し
た
国
際
平
和
の
た
め
の
努
力
に
積
極
的
に
寄
与
す
る
こ
と
を

積
極
的
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

目
的
と
す
る
。

（
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
の
基
本
原
則
）

（
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
の
基
本
原
則
）

第
二
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
国
際
平
和
協
力
業
務
の
実
施
、
物
資

第
二
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
国
際
平
和
協
力
業
務
の
実
施
、
物
資
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協
力
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
国
以
外
の
者
の
協
力
等
（
以
下
「
国
際
平
和
協

協
力
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
国
以
外
の
者
の
協
力
等
（
以
下
「
国
際
平
和
協

力
業
務
の
実
施
等
」
と
い
う
。
）
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
る
と
と
も
に
、
国

力
業
務
の
実
施
等
」
と
い
う
。
）
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
る
と
と
も
に
、
国

際
平
和
協
力
業
務
の
実
施
等
に
携
わ
る
者
の
創
意
と
知
見
を
活
用
す
る
こ
と

際
平
和
協
力
業
務
の
実
施
等
に
携
わ
る
者
の
創
意
と
知
見
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
、
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
、
人
道
的

に
よ
り
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
、
人
道
的
な
国
際
救
援
活
動
及
び
国
際

な
国
際
救
援
活
動
及
び
国
際
的
な
選
挙
監
視
活
動
に
効
果
的
に
協
力
す
る
も

的
な
選
挙
監
視
活
動
に
効
果
的
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

の
と
す
る
。

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
定
義
）

（
定
義
）

第
三
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ

第
三
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動

国
際
連
合
の
総
会
又
は
安
全
保
障
理
事
会

一

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動

国
際
連
合
の
総
会
又
は
安
全
保
障
理
事
会

が
行
う
決
議
に
基
づ
き
、
武
力
紛
争
の
当
事
者
（
以
下
「
紛
争
当
事
者
」

が
行
う
決
議
に
基
づ
き
、
武
力
紛
争
の
当
事
者
（
以
下
「
紛
争
当
事
者
」

と
い
う
。
）
間
の
武
力
紛
争
の
再
発
の
防
止
に
関
す
る
合
意
の
遵
守
の
確

と
い
う
。
）
間
の
武
力
紛
争
の
再
発
の
防
止
に
関
す
る
合
意
の
遵
守
の
確

保
、
紛
争
に
よ
る
混
乱
に
伴
う
切
迫
し
た
暴
力
の
脅
威
か
ら
の
住
民
の
保

保
、
武
力
紛
争
の
終
了
後
に
行
わ
れ
る
民
主
的
な
手
段
に
よ
る
統
治
組
織

護
、
武
力
紛
争
の
終
了
後
に
行
わ
れ
る
民
主
的
な
手
段
に
よ
る
統
治
組
織

の
設
立
の
援
助
そ
の
他
紛
争
に
対
処
し
て
国
際
の
平
和
及
び
安
全
を
維
持

の
設
立
及
び
再
建
の
援
助
そ
の
他
紛
争
に
対
処
し
て
国
際
の
平
和
及
び
安

す
る
た
め
に
国
際
連
合
の
統
括
の
下
に
行
わ
れ
る
活
動
で
あ
っ
て
、
武
力

全
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国
際
連
合
の
統
括
の
下
に
行
わ
れ

紛
争
の
停
止
及
び
こ
れ
を
維
持
す
る
と
の
紛
争
当
事
者
間
の
合
意
が
あ
り

る
活
動
で
あ
っ
て
、
国
際
連
合
事
務
総
長
（
以
下
「
事
務
総
長
」
と
い
う

、
か
つ
、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
及
び
紛
争
当
事
者
の

。
）
の
要
請
に
基
づ
き
参
加
す
る
二
以
上
の
国
及
び
国
際
連
合
に
よ
っ
て

当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
が
あ
る
場
合
（
武
力
紛
争

実
施
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

が
発
生
し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の

属
す
る
国
の
当
該
同
意
が
あ
る
場
合
）
に
、
国
際
連
合
事
務
総
長
（
以
下

「
事
務
総
長
」
と
い
う
。
）
の
要
請
に
基
づ
き
参
加
す
る
二
以
上
の
国
及

び
国
際
連
合
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
の
紛
争
当
事
者
に
も
偏
る
こ
と
な
く
実

施
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

イ

武
力
紛
争
の
停
止
及
び
こ
れ
を
維
持
す
る
と
の
紛
争
当
事
者
間
の
合

（
新
設
）

意
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
（
当
該

国
に
お
い
て
国
際
連
合
の
総
会
又
は
安
全
保
障
理
事
会
が
行
う
決
議
に
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従
っ
て
施
政
を
行
う
機
関
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
機
関
。
以

下
同
じ
。
）
及
び
紛
争
当
事
者
の
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
、
い
ず
れ
の
紛
争
当
事
者
に
も
偏
る
こ
と
な

く
実
施
さ
れ
る
活
動

ロ

武
力
紛
争
が
終
了
し
て
紛
争
当
事
者
が
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域

（
新
設
）

に
存
在
し
な
く
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域

の
属
す
る
国
の
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
が
あ
る

場
合
に
実
施
さ
れ
る
活
動

ハ

武
力
紛
争
が
い
ま
だ
発
生
し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
活
動

（
新
設
）

が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
の
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
、
武
力
紛
争
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
こ

と
を
主
要
な
目
的
と
し
て
、
特
定
の
立
場
に
偏
る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ

る
活
動

二

国
際
連
携
平
和
安
全
活
動

国
際
連
合
の
総
会
、
安
全
保
障
理
事
会
若

（
新
設
）

し
く
は
経
済
社
会
理
事
会
が
行
う
決
議
、
別
表
第
一
に
掲
げ
る
国
際
機
関

が
行
う
要
請
又
は
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
の
要
請
（
国

際
連
合
憲
章
第
七
条

に
規
定
す
る
国
際
連
合
の
主
要
機
関
の
い
ず
れ
か

1

の
支
持
を
受
け
た
も
の
に
限
る
。
）
に
基
づ
き
、
紛
争
当
事
者
間
の
武
力

紛
争
の
再
発
の
防
止
に
関
す
る
合
意
の
遵
守
の
確
保
、
紛
争
に
よ
る
混
乱

に
伴
う
切
迫
し
た
暴
力
の
脅
威
か
ら
の
住
民
の
保
護
、
武
力
紛
争
の
終
了

後
に
行
わ
れ
る
民
主
的
な
手
段
に
よ
る
統
治
組
織
の
設
立
及
び
再
建
の
援

助
そ
の
他
紛
争
に
対
処
し
て
国
際
の
平
和
及
び
安
全
を
維
持
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
活
動
で
あ
っ
て
、
二
以
上
の
国
の
連
携
に
よ
り
実

施
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動

と
し
て
実
施
さ
れ
る
活
動
を
除
く
。
）
を
い
う
。

イ

武
力
紛
争
の
停
止
及
び
こ
れ
を
維
持
す
る
と
の
紛
争
当
事
者
間
の
合

意
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
及
び
紛

争
当
事
者
の
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
が
あ
る
場
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合
に
、
い
ず
れ
の
紛
争
当
事
者
に
も
偏
る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ
る
活
動

ロ

武
力
紛
争
が
終
了
し
て
紛
争
当
事
者
が
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域

に
存
在
し
な
く
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域

の
属
す
る
国
の
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
が
あ
る

場
合
に
実
施
さ
れ
る
活
動

ハ

武
力
紛
争
が
い
ま
だ
発
生
し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
活
動

が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
の
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
、
武
力
紛
争
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
こ

と
を
主
要
な
目
的
と
し
て
、
特
定
の
立
場
に
偏
る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ

る
活
動

三

人
道
的
な
国
際
救
援
活
動

国
際
連
合
の
総
会
、
安
全
保
障
理
事
会
若

二

人
道
的
な
国
際
救
援
活
動

国
際
連
合
の
総
会
、
安
全
保
障
理
事
会
若

し
く
は
経
済
社
会
理
事
会
が
行
う
決
議
又
は
別
表
第
二
に
掲
げ
る
国
際
機

し
く
は
経
済
社
会
理
事
会
が
行
う
決
議
又
は
別
表
第
一
に
掲
げ
る
国
際
機

関
が
行
う
要
請
に
基
づ
き
、
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
を
危
う
く
す

関
が
行
う
要
請
に
基
づ
き
、
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
を
危
う
く
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
紛
争
（
以
下
単
に
「
紛
争
」
と
い
う
。
）
に
よ
っ
て
被

る
お
そ
れ
の
あ
る
紛
争
（
以
下
単
に
「
紛
争
」
と
い
う
。
）
に
よ
っ
て
被

害
を
受
け
若
し
く
は
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
住
民
そ
の
他
の
者
（
以
下
「

害
を
受
け
若
し
く
は
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
住
民
そ
の
他
の
者
（
以
下
「

被
災
民
」
と
い
う
。
）
の
救
援
の
た
め
に
又
は
紛
争
に
よ
っ
て
生
じ
た
被

被
災
民
」
と
い
う
。
）
の
救
援
の
た
め
に
又
は
紛
争
に
よ
っ
て
生
じ
た
被

害
の
復
旧
の
た
め
に
人
道
的
精
神
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
活
動
で
あ
っ
て

害
の
復
旧
の
た
め
に
人
道
的
精
神
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
活
動
で
あ
っ
て

、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
の
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
こ

、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
の
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
の
同
意
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属

と
に
つ
い
て
の
同
意
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属

す
る
国
が
紛
争
当
事
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
武
力
紛
争
の
停
止
及
び

す
る
国
が
紛
争
当
事
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
武
力
紛
争
の
停
止
及
び

こ
れ
を
維
持
す
る
と
の
紛
争
当
事
者
間
の
合
意
が
あ
る
場
合
に
、
国
際
連

こ
れ
を
維
持
す
る
と
の
紛
争
当
事
者
間
の
合
意
が
あ
る
場
合
に
、
国
際
連

合
そ
の
他
の
国
際
機
関
又
は
国
際
連
合
加
盟
国
そ
の
他
の
国
（
次
号
及
び

合
そ
の
他
の
国
際
機
関
又
は
国
際
連
合
加
盟
国
そ
の
他
の
国
（
次
号
及
び

第
六
号
に
お
い
て
「
国
際
連
合
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る

第
四
号
に
お
い
て
「
国
際
連
合
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る

も
の
（
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
と
し
て
実
施
さ
れ
る
活
動
及
び
国
際
連

も
の
（
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
と
し
て
実
施
さ
れ
る
活
動
を
除
く
。
）

携
平
和
安
全
活
動
と
し
て
実
施
さ
れ
る
活
動
を
除
く
。
）
を
い
う
。

を
い
う
。

四

国
際
的
な
選
挙
監
視
活
動

国
際
連
合
の
総
会
若
し
く
は
安
全
保
障
理

二
の
二

国
際
的
な
選
挙
監
視
活
動

国
際
連
合
の
総
会
若
し
く
は
安
全
保

事
会
が
行
う
決
議
又
は
別
表
第
三
に
掲
げ
る
国
際
機
関
が
行
う
要
請
に
基

障
理
事
会
が
行
う
決
議
又
は
別
表
第
二
に
掲
げ
る
国
際
機
関
が
行
う
要
請

づ
き
、
紛
争
に
よ
っ
て
混
乱
を
生
じ
た
地
域
に
お
い
て
民
主
的
な
手
段
に

に
基
づ
き
、
紛
争
に
よ
っ
て
混
乱
を
生
じ
た
地
域
に
お
け
る
民
主
的
な
手
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よ
り
統
治
組
織
を
設
立
し
そ
の
他
そ
の
混
乱
を
解
消
す
る
過
程
で
行
わ
れ

段
に
よ
る
統
治
組
織
の
設
立
を
目
的
と
す
る
選
挙
又
は
投
票
の
公
正
な
執

る
選
挙
又
は
投
票
の
公
正
な
執
行
を
確
保
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
活
動
で

行
を
確
保
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
活
動
で
あ
っ
て
、
当
該
活
動
が
行
わ
れ

あ
っ
て
、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
の
当
該
活
動
が
行
わ

る
地
域
の
属
す
る
国
の
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
が

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地

あ
り
、
か
つ
、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
が
紛
争
当
事
者

域
の
属
す
る
国
が
紛
争
当
事
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
武
力
紛
争
の
停

で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
武
力
紛
争
の
停
止
及
び
こ
れ
を
維
持
す
る
と
の

止
及
び
こ
れ
を
維
持
す
る
と
の
紛
争
当
事
者
間
の
合
意
が
あ
る
場
合
に
、

紛
争
当
事
者
間
の
合
意
が
あ
る
場
合
に
、
国
際
連
合
等
に
よ
っ
て
実
施
さ

国
際
連
合
等
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
も
の
（
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
と

れ
る
も
の
（
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
と
し
て
実
施
さ
れ
る
活
動
を
除
く

し
て
実
施
さ
れ
る
活
動
及
び
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
と
し
て
実
施
さ
れ

。
）
を
い
う
。

る
活
動
を
除
く
。
）
を
い
う
。

五

国
際
平
和
協
力
業
務

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
の
た
め
に
実
施
さ
れ

三

国
際
平
和
協
力
業
務

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
の
た
め
に
実
施
さ
れ

る
業
務
で
次
に
掲
げ
る
も
の
、
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
の
た
め
に
実
施

る
業
務
で
次
に
掲
げ
る
も
の
、
人
道
的
な
国
際
救
援
活
動
の
た
め
に
実
施

さ
れ
る
業
務
で
次
に
掲
げ
る
も
の
、
人
道
的
な
国
際
救
援
活
動
の
た
め
に

さ
れ
る
業
務
で
次
の
ヌ
か
ら
レ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
及
び
国
際
的
な
選
挙

実
施
さ
れ
る
業
務
で
次
の
ワ
か
ら
ツ
ま
で
、
ナ
及
び
ラ
に
掲
げ
る
も
の
並

監
視
活
動
の
た
め
に
実
施
さ
れ
る
業
務
で
次
の
ト
及
び
レ
に
掲
げ
る
も
の

び
に
国
際
的
な
選
挙
監
視
活
動
の
た
め
に
実
施
さ
れ
る
業
務
で
次
の
チ
及

（
こ
れ
ら
の
業
務
に
そ
れ
ぞ
れ
附
帯
す
る
業
務
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

び
ナ
に
掲
げ
る
も
の
（
こ
れ
ら
の
業
務
に
そ
れ
ぞ
れ
附
帯
す
る
業
務
を
含

で
あ
っ
て
、
海
外
で
行
わ
れ
る
も
の
を
い
う
。

む
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
、
海
外
で
行
わ
れ
る
も
の
を
い
う
。

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

車
両
そ
の
他
の
運
搬
手
段
又
は
通
行
人
に
よ
る
武
器
（
武
器
の
部
品

ハ

車
両
そ
の
他
の
運
搬
手
段
又
は
通
行
人
に
よ
る
武
器
（
武
器
の
部
品

及
び
弾
薬
を
含
む
。
ニ
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
搬
入
又
は
搬
出
の
有
無

を
含
む
。
ニ
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
搬
入
又
は
搬
出
の
有
無
の
検
査
又

の
検
査
又
は
確
認

は
確
認

ニ
～
ヘ

（
略
）

ニ
～
ヘ

（
略
）

ト

防
護
を
必
要
と
す
る
住
民
、
被
災
民
そ
の
他
の
者
の
生
命
、
身
体
及

（
新
設
）

び
財
産
に
対
す
る
危
害
の
防
止
及
び
抑
止
そ
の
他
特
定
の
区
域
の
保
安

の
た
め
の
監
視
、
駐
留
、
巡
回
、
検
問
及
び
警
護

チ
・
リ

（
略
）

ト
・
チ

（
略
）

ヌ

矯
正
行
政
事
務
に
関
す
る
助
言
若
し
く
は
指
導
又
は
矯
正
行
政
事
務

（
新
設
）

の
監
視

ル

リ
及
び
ヌ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
立
法
、
行
政
（
ヲ
に
規
定
す
る

リ

チ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
行
政
事
務
に
関
す
る
助
言
又
は
指
導
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組
織
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
司
法
に
関
す
る
事
務
に
関
す
る
助

言
又
は
指
導

ヲ

国
の
防
衛
に
関
す
る
組
織
そ
の
他
の
イ
か
ら
ト
ま
で
又
は
ワ
か
ら
ネ

（
新
設
）

ま
で
に
掲
げ
る
も
の
と
同
種
の
業
務
を
行
う
組
織
の
設
立
又
は
再
建
を

援
助
す
る
た
め
の
次
に
掲
げ
る
業
務

⑴

イ
か
ら
ト
ま
で
又
は
ワ
か
ら
ネ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
と
同
種
の
業

務
に
関
す
る
助
言
又
は
指
導

⑵

⑴
に
規
定
す
る
業
務
の
実
施
に
必
要
な
基
礎
的
な
知
識
及
び
技
能

を
修
得
さ
せ
る
た
め
の
教
育
訓
練

ワ
～
ソ

（
略
）

ヌ
～
ヨ

（
略
）

ツ

イ
か
ら
ソ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
輸
送
、
保
管
（
備
蓄
を
含

タ

イ
か
ら
ヨ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
輸
送
、
保
管
（
備
蓄
を
含

む
。
）
、
通
信
、
建
設
、
機
械
器
具
の
据
付
け
、
検
査
若
し
く
は
修
理

む
。
）
、
通
信
、
建
設
又
は
機
械
器
具
の
据
付
け
、
検
査
若
し
く
は
修

又
は
補
給
（
武
器
の
提
供
を
行
う
補
給
を
除
く
。
）

理

ネ

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
又
は
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
を
統
括
し

（
新
設
）

、
又
は
調
整
す
る
組
織
に
お
い
て
行
う
イ
か
ら
ツ
ま
で
に
掲
げ
る
業
務

の
実
施
に
必
要
な
企
画
及
び
立
案
並
び
に
調
整
又
は
情
報
の
収
集
整
理

ナ

イ
か
ら
ネ
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
に
類
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め

レ

イ
か
ら
タ
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
に
類
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め

る
業
務

る
業
務

ラ

ヲ
か
ら
ネ
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
又
は
こ
れ
ら
の
業
務
に
類
す
る
も
の

（
新
設
）

と
し
て
ナ
の
政
令
で
定
め
る
業
務
を
行
う
場
合
で
あ
っ
て
、
国
際
連
合

平
和
維
持
活
動
、
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
若
し
く
は
人
道
的
な
国
際

救
援
活
動
に
従
事
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
す
る
者
（
以
下

こ
の
ラ
及
び
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
「
活
動
関
係
者
」
と
い
う

。
）
の
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
不
測
の
侵
害
又
は
危
難
が
生
じ
、
又

は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、
緊
急
の
要
請
に
対
応
し
て
行
う
当

該
活
動
関
係
者
の
生
命
及
び
身
体
の
保
護

六

物
資
協
力

次
に
掲
げ
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
国
際
連
合
等
に
対
し
て

四

物
資
協
力

次
に
掲
げ
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
国
際
連
合
等
に
対
し
て

、
そ
の
活
動
に
必
要
な
物
品
を
無
償
又
は
時
価
よ
り
も
低
い
対
価
で
譲
渡

、
そ
の
活
動
に
必
要
な
物
品
を
無
償
又
は
時
価
よ
り
も
低
い
対
価
で
譲
渡
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す
る
こ
と
を
い
う
。

す
る
こ
と
を
い
う
。

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

国
際
連
携
平
和
安
全
活
動

（
新
設
）

ハ

人
道
的
な
国
際
救
援
活
動
（
別
表
第
四
に
掲
げ
る
国
際
機
関
に
よ
っ

ロ

人
道
的
な
国
際
救
援
活
動
（
別
表
第
三
に
掲
げ
る
国
際
機
関
に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
三
号
に
規
定
す
る
決
議
若
し
く

て
実
施
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
二
号
に
規
定
す
る
合
意
が
存
在

は
要
請
又
は
合
意
が
存
在
し
な
い
場
合
に
お
け
る
同
号
に
規
定
す
る
活

し
な
い
場
合
に
お
け
る
同
号
に
規
定
す
る
活
動
を
含
む
も
の
と
す
る
。

動
を
含
む
も
の
と
す
る
。
第
三
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同

第
二
十
五
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

じ
。
）

ニ

（
略
）

ハ

（
略
）

七
～
九

（
略
）

五
～
七

（
略
）

第
三
章

国
際
平
和
協
力
業
務
等

第
三
章

国
際
平
和
協
力
業
務

第
一
節

国
際
平
和
協
力
業
務

（
新
設
）

（
実
施
計
画
）

（
実
施
計
画
）

第
六
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
我
が
国
と
し
て
国
際
平
和
協
力
業
務
を
実
施
す

第
六
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
我
が
国
と
し
て
国
際
平
和
協
力
業
務
を
実
施
す

る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
同
意
が
あ

る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
同
意
が
あ

る
と
き
（
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
又
は
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
の
た
め

る
と
き
は
、
国
際
平
和
協
力
業
務
を
実
施
す
る
こ
と
及
び
実
施
計
画
の
案
に

に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
で
あ
っ
て
第
三
条
第
五
号
ト
に
掲
げ
る
も

つ
き
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
若
し
く
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
同
号
ナ
の
政
令
で
定
め
る
も
の
又

は
同
号
ラ
に
掲
げ
る
も
の
を
実
施
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
条
第
一
号
イ

か
ら
ハ
ま
で
又
は
第
二
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
規
定
す
る
同
意
及
び
第
一
号
又

は
第
二
号
に
掲
げ
る
同
意
が
当
該
活
動
及
び
当
該
業
務
が
行
わ
れ
る
期
間
を

通
じ
て
安
定
的
に
維
持
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
限
り
、
人
道
的
な
国

際
救
援
活
動
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
で
あ
っ
て
同
条
第
五

号
ラ
に
掲
げ
る
も
の
を
実
施
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
条
第
三
号
に
規
定

す
る
同
意
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
同
意
が
当
該
活
動
及
び
当
該
業
務
が
行
わ
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れ
る
期
間
を
通
じ
て
安
定
的
に
維
持
さ
れ
、
並
び
に
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る

地
域
の
属
す
る
国
が
紛
争
当
事
者
で
あ
る
と
き
は
、
紛
争
当
事
者
の
当
該
活

動
及
び
当
該
業
務
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
が
あ
り
、
か
つ
、
そ

の
同
意
が
当
該
活
動
及
び
当
該
業
務
が
行
わ
れ
る
期
間
を
通
じ
て
安
定
的
に

維
持
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
限
る
。
）
は
、
国
際
平
和
協
力
業
務
を

実
施
す
る
こ
と
及
び
実
施
計
画
の
案
に
つ
き
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に

一

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に

つ
い
て
は
、
紛
争
当
事
者
及
び
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国

つ
い
て
は
、
紛
争
当
事
者
及
び
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国

の
当
該
業
務
の
実
施
に
つ
い
て
の
同
意
（
第
三
条
第
一
号
ロ
又
は
ハ
に
該

の
当
該
業
務
の
実
施
に
つ
い
て
の
同
意

当
す
る
活
動
に
あ
っ
て
は
、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
の

当
該
業
務
の
実
施
に
つ
い
て
の
同
意
（
同
号
ハ
に
該
当
す
る
活
動
に
あ
っ

て
は
、
当
該
地
域
に
お
い
て
当
該
業
務
の
実
施
に
支
障
と
な
る
明
確
な
反

対
の
意
思
を
示
す
者
が
い
な
い
場
合
に
限
る
。
）
）

二

国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に

（
新
設
）

つ
い
て
は
、
紛
争
当
事
者
及
び
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国

の
当
該
業
務
の
実
施
に
つ
い
て
の
同
意
（
第
三
条
第
二
号
ロ
又
は
ハ
に
該

当
す
る
活
動
に
あ
っ
て
は
、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
の

当
該
業
務
の
実
施
に
つ
い
て
の
同
意
（
同
号
ハ
に
該
当
す
る
活
動
に
あ
っ

て
は
、
当
該
地
域
に
お
い
て
当
該
業
務
の
実
施
に
支
障
と
な
る
明
確
な
反

対
の
意
思
を
示
す
者
が
い
な
い
場
合
に
限
る
。
）
）

三
・
四

（
略
）

二
・
三

（
略
）

２

実
施
計
画
に
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

実
施
計
画
に
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

協
力
隊
の
設
置
そ
の
他
当
該
国
際
平
和
協
力
業
務
の
実
施
に
関
す
る
次

二

協
力
隊
の
設
置
そ
の
他
当
該
国
際
平
和
協
力
業
務
の
実
施
に
関
す
る
次

に
掲
げ
る
事
項

に
掲
げ
る
事
項

イ
～
ホ

（
略
）

イ
～
ホ

（
略
）

ヘ

第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
海
上
保
安
庁
長
官
又
は
防
衛

ヘ

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
海
上
保
安
庁
長
官
又
は
防
衛
大
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大
臣
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
輸
送
の
範
囲

臣
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
輸
送
の
範
囲

ト
・
チ

（
略
）

ト
・
チ

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

４

第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
装
備
は
、
第
二
条
第
二
項
及
び
第
三
条
第
一
号

４

第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
装
備
は
、
第
二
条
第
二
項
及
び
第
三
条
第
一
号

か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
の
趣
旨
に
照
ら
し
、
こ
の
節
の
規
定
を
実
施
す
る

か
ら
第
二
号
の
二
ま
で
の
規
定
の
趣
旨
に
照
ら
し
、
こ
の
章
の
規
定
を
実
施

の
に
必
要
な
範
囲
内
で
実
施
計
画
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

す
る
の
に
必
要
な
範
囲
内
で
実
施
計
画
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合

い
て
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務

に
お
い
て
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力

に
係
る
装
備
は
、
事
務
総
長
が
必
要
と
認
め
る
限
度
で
定
め
る
も
の
と
す
る

業
務
に
係
る
装
備
は
、
事
務
総
長
が
必
要
と
認
め
る
限
度
で
定
め
る
も
の
と

。

す
る
。

５

海
上
保
安
庁
の
船
舶
又
は
航
空
機
を
用
い
て
行
わ
れ
る
国
際
平
和
協
力
業

５

海
上
保
安
庁
の
船
舶
又
は
航
空
機
を
用
い
て
行
わ
れ
る
国
際
平
和
協
力
業

務
は
、
第
三
条
第
五
号
リ
若
し
く
は
ル
に
掲
げ
る
業
務
（
海
上
保
安
庁
法
（

務
は
、
第
三
条
第
三
号
ト
か
ら
タ
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
又
は
こ
れ
ら
の
業
務

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
五
条
に
規
定
す
る
事
務
に
係
る
も
の

に
類
す
る
も
の
と
し
て
同
号
レ
の
政
令
で
定
め
る
業
務
で
あ
っ
て
、
海
上
保

に
限
る
。
）
、
同
号
ワ
か
ら
ツ
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
又
は
こ
れ
ら
の
業
務
に

安
庁
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
二
十
五
条
の
趣
旨
に
か
ん

類
す
る
も
の
と
し
て
同
号
ナ
の
政
令
で
定
め
る
業
務
で
あ
っ
て
、
同
法
第
二

が
み
海
上
保
安
庁
の
船
舶
又
は
航
空
機
を
用
い
て
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る

十
五
条
の
趣
旨
に
鑑
み
海
上
保
安
庁
の
船
舶
又
は
航
空
機
を
用
い
て
行
う
こ

と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
う
ち
か
ら
、
海
上
保
安
庁
の
任
務
遂
行
に
支
障
を
生

と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
う
ち
か
ら
、
海
上
保
安
庁
の
任
務

じ
な
い
限
度
に
お
い
て
、
実
施
計
画
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

遂
行
に
支
障
を
生
じ
な
い
限
度
に
お
い
て
、
実
施
計
画
に
定
め
る
も
の
と
す

る
。

６

自
衛
隊
の
部
隊
等
が
行
う
国
際
平
和
協
力
業
務
は
、
第
三
条
第
五
号
イ
か

６

自
衛
隊
の
部
隊
等
が
行
う
国
際
平
和
協
力
業
務
は
、
第
三
条
第
三
号
イ
か

ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
、
同
号
ヲ
か
ら
ネ
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
、
こ
れ
ら

ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
、
同
号
ヌ
か
ら
タ
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
又
は
こ
れ

の
業
務
に
類
す
る
も
の
と
し
て
同
号
ナ
の
政
令
で
定
め
る
業
務
又
は
同
号
ラ

ら
の
業
務
に
類
す
る
も
の
と
し
て
同
号
レ
の
政
令
で
定
め
る
業
務
で
あ
っ
て

に
掲
げ
る
業
務
で
あ
っ
て
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と

自
衛
隊
の
部
隊
等
が
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
う
ち

認
め
ら
れ
る
も
の
の
う
ち
か
ら
、
自
衛
隊
の
主
た
る
任
務
の
遂
行
に
支
障
を

か
ら
、
自
衛
隊
の
主
た
る
任
務
の
遂
行
に
支
障
を
生
じ
な
い
限
度
に
お
い
て

生
じ
な
い
限
度
に
お
い
て
、
実
施
計
画
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

、
実
施
計
画
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

７

自
衛
隊
の
部
隊
等
が
行
う
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
又
は
国
際
連
携
平
和

７

自
衛
隊
の
部
隊
等
が
行
う
国
際
平
和
協
力
業
務
で
あ
っ
て
第
三
条
第
三
号

安
全
活
動
の
た
め
に
実
施
さ
れ
る
国
際
平
和
協
力
業
務
で
あ
っ
て
第
三
条
第

イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
又
は
こ
れ
ら
の
業
務
に
類
す
る
も
の
と
し
て

五
号
イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
又
は
こ
れ
ら
の
業
務
に
類
す
る
も
の
と

同
号
レ
の
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
当
該
国

し
て
同
号
ナ
の
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
当

際
平
和
協
力
業
務
に
従
事
す
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
海
外
へ
の
派
遣
の
開
始
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該
国
際
平
和
協
力
業
務
に
従
事
す
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
海
外
へ
の
派
遣
の

前
に
、
我
が
国
と
し
て
国
際
連
合
平
和
維
持
隊
に
参
加
す
る
に
際
し
て
の
基

開
始
前
に
、
我
が
国
と
し
て
国
際
連
合
平
和
維
持
隊
に
参
加
し
、
又
は
他
国

本
的
な
五
つ
の
原
則
（
第
三
条
第
一
号
、
本
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
十
三

と
連
携
し
て
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
を
実
施
す
る
に
際
し
て
の
基
本
的
な

項
第
一
号
、
第
八
条
第
一
項
第
六
号
並
び
に
第
二
十
四
条
の
規
定
の
趣
旨
を

五
つ
の
原
則
（
第
三
条
第
一
号
及
び
第
二
号
、
本
条
第
一
項
（
第
三
号
及
び

い
う
。
）
及
び
こ
の
法
律
の
目
的
に
照
ら
し
、
当
該
国
際
平
和
協
力
業
務
を

第
四
号
を
除
く
。
）
及
び
第
十
三
項
（
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
、
第
九
号

実
施
す
る
こ
と
に
つ
き
国
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

及
び
第
十
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
八
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
七

国
会
が
閉
会
中
の
場
合
又
は
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該

号
、
第
二
十
五
条
並
び
に
第
二
十
六
条
の
規
定
の
趣
旨
を
い
う
。
）
及
び
こ

国
際
平
和
協
力
業
務
に
従
事
す
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
海
外
へ
の
派
遣
の
開

の
法
律
の
目
的
に
照
ら
し
、
当
該
国
際
平
和
協
力
業
務
を
実
施
す
る
こ
と
に

始
後
最
初
に
召
集
さ
れ
る
国
会
に
お
い
て
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
承
認
を
求
め

つ
き
、
実
施
計
画
を
添
え
て
国
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
、
国
会
が
閉
会
中
の
場
合
又
は
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

当
該
国
際
平
和
協
力
業
務
に
従
事
す
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
海
外
へ
の
派
遣

の
開
始
後
最
初
に
召
集
さ
れ
る
国
会
に
お
い
て
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
承
認
を

求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
・
９

（
略
）

８
・
９

（
略
）

第
七
項
の
国
際
平
和
協
力
業
務
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
国
会

第
七
項
の
国
際
平
和
協
力
業
務
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
国
会

10

10

の
承
認
を
得
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
す
る
日
を
超
え
て
引
き
続
き
こ
れ
を
行

の
承
認
を
得
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
す
る
日
を
超
え
て
引
き
続
き
こ
れ
を
行

お
う
と
す
る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
当
該
日
の
三
十
日
前
の
日
か
ら

お
う
と
す
る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
当
該
日
の
三
十
日
前
の
日
か
ら

当
該
日
ま
で
の
間
に
、
当
該
国
際
平
和
協
力
業
務
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
に

当
該
日
ま
で
の
間
に
、
当
該
国
際
平
和
協
力
業
務
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
に

つ
き
、
実
施
計
画
を
添
え
て
国
会
に
付
議
し
て
、
そ
の
承
認
を
求
め
な
け
れ

つ
き
国
会
に
付
議
し
て
、
そ
の
承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
国
会
が
閉
会
中
の
場
合
又
は
衆
議
院
が
解
散
さ
れ

、
国
会
が
閉
会
中
の
場
合
又
は
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ

て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
後
最
初
に
召
集
さ
れ
る
国
会
に
お
い
て
そ
の
承
認

の
後
最
初
に
召
集
さ
れ
る
国
会
に
お
い
て
そ
の
承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら

を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
い
。

・

（
略
）

・

（
略
）

11

12

11

12

内
閣
総
理
大
臣
は
、
実
施
計
画
の
変
更
（
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲

第
一
項
（
各
号
を
除
く
。
）
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
実
施
計
画
の
変
更

13

13

げ
る
場
合
に
行
う
べ
き
国
際
平
和
協
力
業
務
に
従
事
す
る
者
の
海
外
へ
の
派

（
次
に
掲
げ
る
場
合
に
行
う
べ
き
国
際
平
和
協
力
業
務
に
従
事
す
る
者
の
海

遣
の
終
了
及
び
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
行
う
べ
き
当

外
へ
の
派
遣
の
終
了
に
係
る
変
更
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

該
各
号
に
規
定
す
る
業
務
の
終
了
に
係
る
変
更
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同

場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次

じ
。
）
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
又
は
適
当
で
あ
る
と

に
掲
げ
る
同
意
が
あ
る
と
き
」
と
あ
り
、
及
び
第
三
項
中
「
適
当
で
あ
る
と
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認
め
る
と
き
は
、
実
施
計
画
の
変
更
の
案
に
つ
き
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け

認
め
る
と
き
」
と
あ
る
の
は
、
「
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
又
は
適
当

れ
ば
な
ら
な
い
。

で
あ
る
と
認
め
る
と
き
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

一

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
（
第
三
条
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
も
の
に
限

一

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に

る
。
）
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ

つ
い
て
は
、
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
合
意
若
し
く
は
同
意
若
し
く
は

に
規
定
す
る
合
意
若
し
く
は
同
意
若
し
く
は
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
同

第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
同
意
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る

意
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
又
は
当
該
活
動
が
い
ず
れ

場
合
又
は
当
該
活
動
が
い
ず
れ
の
紛
争
当
事
者
に
も
偏
る
こ
と
な
く
実
施

の
紛
争
当
事
者
に
も
偏
る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ

さ
れ
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合

る
場
合

二

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
（
第
三
条
第
一
号
ロ
に
該
当
す
る
も
の
に
限

（
新
設
）

る
。
）
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に
つ
い
て
は
、
同
号
ロ

に
規
定
す
る
同
意
若
し
く
は
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
同
意
が
存
在
し
な

く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
又
は
紛
争
当
事
者
が
当
該
活
動
が
行
わ
れ

る
地
域
に
存
在
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

三

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
（
第
三
条
第
一
号
ハ
に
該
当
す
る
も
の
に
限

（
新
設
）

る
。
）
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に
つ
い
て
は
、
同
号
ハ

に
規
定
す
る
同
意
若
し
く
は
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
同
意
が
存
在
し
な

く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
当
該
活
動
が
特
定
の
立
場
に
偏
る
こ
と

な
く
実
施
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
又
は
武
力
紛
争
の
発
生

を
防
止
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場
合

四

国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
（
第
三
条
第
二
号
イ
に
該
当
す
る
も
の
に
限

（
新
設
）

る
。
）
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ

に
規
定
す
る
合
意
若
し
く
は
同
意
若
し
く
は
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
同

意
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
又
は
当
該
活
動
が
い
ず
れ

の
紛
争
当
事
者
に
も
偏
る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ

る
場
合

五

国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
（
第
三
条
第
二
号
ロ
に
該
当
す
る
も
の
に
限

（
新
設
）

る
。
）
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に
つ
い
て
は
、
同
号
ロ

に
規
定
す
る
同
意
若
し
く
は
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
同
意
が
存
在
し
な
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く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
又
は
紛
争
当
事
者
が
当
該
活
動
が
行
わ
れ

る
地
域
に
存
在
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

六

国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
（
第
三
条
第
二
号
ハ
に
該
当
す
る
も
の
に
限

（
新
設
）

る
。
）
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に
つ
い
て
は
、
同
号
ハ

に
規
定
す
る
同
意
若
し
く
は
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
同
意
が
存
在
し
な

く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
当
該
活
動
が
特
定
の
立
場
に
偏
る
こ
と

な
く
実
施
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
又
は
武
力
紛
争
の
発
生

を
防
止
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場
合

七

人
道
的
な
国
際
救
援
活
動
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に

二

人
道
的
な
国
際
救
援
活
動
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に

つ
い
て
は
、
第
三
条
第
三
号
に
規
定
す
る
同
意
若
し
く
は
合
意
又
は
第
一

つ
い
て
は
、
第
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
同
意
若
し
く
は
合
意
又
は
第
一

項
第
三
号
に
掲
げ
る
同
意
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合

項
第
二
号
に
規
定
す
る
同
意
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合

八

国
際
的
な
選
挙
監
視
活
動
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に

三

国
際
的
な
選
挙
監
視
活
動
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に

つ
い
て
は
、
第
三
条
第
四
号
に
規
定
す
る
同
意
若
し
く
は
合
意
又
は
第
一

つ
い
て
は
、
第
三
条
第
二
号
の
二
に
規
定
す
る
同
意
若
し
く
は
合
意
又
は

項
第
四
号
に
掲
げ
る
同
意
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合

第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
同
意
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る

場
合

九

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
で

（
新
設
）

あ
っ
て
第
三
条
第
五
号
ト
に
掲
げ
る
も
の
若
し
く
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の

と
し
て
同
号
ナ
の
政
令
で
定
め
る
も
の
又
は
同
号
ラ
に
掲
げ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
合
意
の
遵
守
の
状
況
そ
の
他
の
事

情
を
勘
案
し
て
、
同
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
規
定
す
る
同
意
又
は
第
一
項
第

一
号
に
掲
げ
る
同
意
が
当
該
活
動
及
び
当
該
業
務
が
行
わ
れ
る
期
間
を
通

じ
て
安
定
的
に
維
持
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合

十

国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
で

（
新
設
）

あ
っ
て
第
三
条
第
五
号
ト
に
掲
げ
る
も
の
若
し
く
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の

と
し
て
同
号
ナ
の
政
令
で
定
め
る
も
の
又
は
同
号
ラ
に
掲
げ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
合
意
の
遵
守
の
状
況
そ
の
他
の
事

情
を
勘
案
し
て
、
同
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
規
定
す
る
同
意
又
は
第
一
項
第

二
号
に
掲
げ
る
同
意
が
当
該
活
動
及
び
当
該
業
務
が
行
わ
れ
る
期
間
を
通
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じ
て
安
定
的
に
維
持
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合

十
一

人
道
的
な
国
際
救
援
活
動
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務

（
新
設
）

で
あ
っ
て
第
三
条
第
五
号
ラ
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
三
号

に
規
定
す
る
合
意
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
遵
守
の
状
況
そ
の
他
の
事

情
を
勘
案
し
て
、
同
号
に
規
定
す
る
同
意
若
し
く
は
第
一
項
第
三
号
に
掲

げ
る
同
意
又
は
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
が
紛
争
当
事
者

で
あ
る
場
合
に
お
け
る
紛
争
当
事
者
の
当
該
活
動
若
し
く
は
当
該
業
務
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
が
当
該
活
動
及
び
当
該
業
務
が
行
わ
れ

る
期
間
を
通
じ
て
安
定
的
に
維
持
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合

外
務
大
臣
は
、
実
施
計
画
の
変
更
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る

（
新
設
）

14
と
き
、
又
は
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
前

項
の
閣
議
の
決
定
を
求
め
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
実
施
要
領
）

（
実
施
要
領
）

第
八
条

本
部
長
は
、
実
施
計
画
に
従
い
、
国
際
平
和
協
力
業
務
を
実
施
す
る

第
八
条

本
部
長
は
、
実
施
計
画
に
従
い
、
国
際
平
和
協
力
業
務
を
実
施
す
る

た
め
、
次
の
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
具
体
的

た
め
、
次
の
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
具
体
的

内
容
及
び
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
実
施
要
領
を

内
容
並
び
に
第
六
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
実
施
要
領
を
作

作
成
し
、
及
び
必
要
に
応
じ
こ
れ
を
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

成
し
、
及
び
必
要
に
応
じ
こ
れ
を
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

第
六
条
第
十
三
項
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て

六

第
六
条
第
十
三
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
国
際
平
和
協
力
業
務

国
際
平
和
協
力
業
務
に
従
事
す
る
者
が
行
う
べ
き
国
際
平
和
協
力
業
務
の

に
従
事
す
る
者
が
行
う
べ
き
国
際
平
和
協
力
業
務
の
中
断
に
関
す
る
事
項

中
断
に
関
す
る
事
項

七

第
六
条
第
十
三
項
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い

（
新
設
）

て
第
三
条
第
五
号
ト
に
掲
げ
る
業
務
若
し
く
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し

て
同
号
ナ
の
政
令
で
定
め
る
業
務
又
は
同
号
ラ
に
掲
げ
る
業
務
に
従
事
す

る
者
が
行
う
べ
き
当
該
業
務
の
中
断
に
関
す
る
事
項

八

危
険
を
回
避
す
る
た
め
の
国
際
平
和
協
力
業
務
の
一
時
休
止
そ
の
他
の

（
新
設
）

協
力
隊
の
隊
員
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項
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九

（
略
）

七

（
略
）

２

実
施
要
領
の
作
成
及
び
変
更
は
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
と
し
て
実
施

２

実
施
要
領
の
作
成
及
び
変
更
は
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
と
し
て
実
施

さ
れ
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に
関
し
て
は
、
前
項
第
六
号
及
び
第
七
号
に
掲

さ
れ
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に
関
し
て
は
、
前
項
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
に

げ
る
事
項
に
関
し
本
部
長
が
必
要
と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
事
務
総
長
又
は

関
し
本
部
長
が
必
要
と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
事
務
総
長
又
は
派
遣
先
国
に

派
遣
先
国
に
お
い
て
事
務
総
長
の
権
限
を
行
使
す
る
者
が
行
う
指
図
に
適
合

お
い
て
事
務
総
長
の
権
限
を
行
使
す
る
者
が
行
う
指
図
に
適
合
す
る
よ
う
に

す
る
よ
う
に
行
う
も
の
と
す
る
。

行
う
も
の
と
す
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
隊
員
の
安
全
の
確
保
等
）

第
十
条

本
部
長
は
、
国
際
平
和
協
力
業
務
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
円

（
新
設
）

滑
か
つ
効
果
的
な
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
協
力
隊
の
隊
員
（
以
下
「
隊

員
」
と
い
う
。
）
の
安
全
の
確
保
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
隊
員
の
任
免
）

（
協
力
隊
の
隊
員
の
任
免
）

第
十
一
条

本
部
長
は
、
隊
員
の
任
免
を
行
う
。

第
十
条

本
部
長
は
、
協
力
隊
の
隊
員
（
以
下
「
隊
員
」
と
い
う
。
）
の
任
免

を
行
う
。

（
隊
員
の
採
用
）

（
隊
員
の
採
用
）

第
十
二
条

本
部
長
は
、
第
三
条
第
五
号
ニ
若
し
く
は
チ
か
ら
ネ
ま
で
に
掲
げ

第
十
一
条

本
部
長
は
、
第
三
条
第
三
号
ト
か
ら
タ
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
又
は

る
業
務
又
は
こ
れ
ら
の
業
務
に
類
す
る
も
の
と
し
て
同
号
ナ
の
政
令
で
定
め

こ
れ
ら
の
業
務
に
類
す
る
も
の
と
し
て
同
号
レ
の
政
令
で
定
め
る
業
務
に
係

る
業
務
に
係
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に
従
事
さ
せ
る
た
め
、
当
該
国
際
平
和

る
国
際
平
和
協
力
業
務
に
従
事
さ
せ
る
た
め
、
当
該
国
際
平
和
協
力
業
務
に

協
力
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
志
望
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
選
考
に
よ
り
、

従
事
す
る
こ
と
を
志
望
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
選
考
に
よ
り
、
任
期
を
定
め

任
期
を
定
め
て
隊
員
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

て
隊
員
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
関
係
行
政
機
関
の
職
員
の
協
力
隊
へ
の
派
遣
）

（
関
係
行
政
機
関
の
職
員
の
協
力
隊
へ
の
派
遣
）

第
十
三
条

本
部
長
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
実
施
計
画
に
従
い
、

第
十
二
条

本
部
長
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
実
施
計
画
に
従
い
、

国
際
平
和
協
力
業
務
（
第
三
条
第
五
号
ラ
に
掲
げ
る
業
務
を
除
く
。
）
で
あ

国
際
平
和
協
力
業
務
で
あ
っ
て
協
力
隊
が
行
う
も
の
を
実
施
す
る
た
め
必
要
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っ
て
協
力
隊
が
行
う
も
の
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
技
術
、
能
力
等
を
有
す

な
技
術
、
能
力
等
を
有
す
る
職
員
（
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

る
職
員
（
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
二
条
第

第
百
二
十
号
）
第
二
条
第
三
項
各
号
（
第
十
六
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
者

三
項
各
号
（
第
十
六
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
を
協
力
隊
に

を
除
く
。
）
を
協
力
隊
に
派
遣
す
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

派
遣
す
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
第
五
号
イ
か

し
、
第
三
条
第
三
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
及
び
こ
れ
ら
の
業
務
に

ら
ハ
ま
で
及
び
ホ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
並
び
に
こ
れ
ら
の
業
務
に
類

類
す
る
も
の
と
し
て
同
号
レ
の
政
令
で
定
め
る
業
務
に
係
る
国
際
平
和
協
力

す
る
も
の
と
し
て
同
号
ナ
の
政
令
で
定
め
る
業
務
に
係
る
国
際
平
和
協
力
業

業
務
に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊
員
以
外
の
者
の
派
遣
を
要
請
す
る
こ
と
は
で
き

務
に
つ
い
て
は
自
衛
隊
員
以
外
の
者
の
派
遣
を
要
請
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

な
い
。

同
号
チ
に
掲
げ
る
業
務
及
び
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
同
号
ナ
の
政
令
で

定
め
る
業
務
に
係
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に
つ
い
て
は
自
衛
隊
員
の
派
遣
を

要
請
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

２
～
７

（
略
）

２
～
７

（
略
）

８

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
隊
員
の
身
分
及
び
自
衛
隊
員
の
身
分
を
併
せ
有
す

８

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
隊
員
の
身
分
及
び
自
衛
隊
員
の
身
分
を
併
せ
有
す

る
こ
と
と
な
る
者
に
対
す
る
給
与
等
（
第
十
七
条
に
規
定
す
る
国
際
平
和
協

る
こ
と
と
な
る
者
に
対
す
る
給
与
等
（
第
十
六
条
に
規
定
す
る
国
際
平
和
協

力
手
当
以
外
の
給
与
、
災
害
補
償
及
び
退
職
手
当
並
び
に
共
済
組
合
の
制
度

力
手
当
以
外
の
給
与
、
災
害
補
償
及
び
退
職
手
当
並
び
に
共
済
組
合
の
制
度

を
い
う
。
）
に
関
す
る
法
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
は
、
自
衛
隊
の

を
い
う
。
）
に
関
す
る
法
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
は
、
自
衛
隊
の

み
に
所
属
す
る
も
の
と
み
な
す
。

み
に
所
属
す
る
も
の
と
み
な
す
。

９

（
略
）

９

（
略
）

第
十
四
条

（
略
）

第
十
三
条

（
略
）

（
国
家
公
務
員
法
の
適
用
除
外
）

（
国
家
公
務
員
法
の
適
用
除
外
）

第
十
五
条

第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
る
隊
員
に
つ
い
て
は

第
十
四
条

第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
る
隊
員
に
つ
い
て
は

、
隊
員
に
な
る
前
に
、
国
家
公
務
員
法
第
百
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
営
利

、
隊
員
に
な
る
前
に
、
国
家
公
務
員
法
第
百
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
営
利

企
業
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
営
利
企
業
」
と
い
う
。
）
を
営
む
こ
と
を

企
業
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
営
利
企
業
」
と
い
う
。
）
を
営
む
こ
と
を

目
的
と
す
る
団
体
の
役
員
、
顧
問
若
し
く
は
評
議
員
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

目
的
と
す
る
団
体
の
役
員
、
顧
問
若
し
く
は
評
議
員
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
役
員
等
」
と
い
う
。
）
の
職
に
就
き
、
若
し
く
は
自
ら
営
利
企
業
を
営

て
「
役
員
等
」
と
い
う
。
）
の
職
に
就
き
、
若
し
く
は
自
ら
営
利
企
業
を
営

み
、
又
は
報
酬
を
得
て
、
営
利
企
業
以
外
の
事
業
の
団
体
の
役
員
等
の
職
に

み
、
又
は
報
酬
を
得
て
、
営
利
企
業
以
外
の
事
業
の
団
体
の
役
員
等
の
職
に

就
き
、
若
し
く
は
事
業
に
従
事
し
、
若
し
く
は
事
務
を
行
っ
て
い
た
場
合
に

就
き
、
若
し
く
は
事
業
に
従
事
し
、
若
し
く
は
事
務
を
行
っ
て
い
た
場
合
に
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お
い
て
も
、
同
項
及
び
同
法
第
百
四
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

お
い
て
も
、
同
項
及
び
同
法
第
百
四
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
研
修
）

（
研
修
）

第
十
六
条

（
略
）

第
十
五
条

（
略
）

（
国
際
平
和
協
力
手
当
）

（
国
際
平
和
協
力
手
当
）

第
十
七
条

国
際
平
和
協
力
業
務
に
従
事
す
る
者
に
は
、
国
際
平
和
協
力
業
務

第
十
六
条

国
際
平
和
協
力
業
務
に
従
事
す
る
者
に
は
、
国
際
平
和
協
力
業
務

が
行
わ
れ
る
派
遣
先
国
の
勤
務
環
境
及
び
国
際
平
和
協
力
業
務
の
特
質
に
鑑

が
行
わ
れ
る
派
遣
先
国
の
勤
務
環
境
及
び
国
際
平
和
協
力
業
務
の
特
質
に
か

み
、
国
際
平
和
協
力
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ん
が
み
、
国
際
平
和
協
力
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
十
八
条
～
第
二
十
条

（
略
）

第
十
七
条
～
第
十
九
条

（
略
）

（
輸
送
の
委
託
）

（
輸
送
の
委
託
）

第
二
十
一
条

本
部
長
は
、
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
海
上
保
安
庁
長
官
又
は
防

第
二
十
条

本
部
長
は
、
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
海
上
保
安
庁
長
官
又
は
防
衛

衛
大
臣
に
対
し
、
第
三
条
第
五
号
カ
に
規
定
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
の
実

大
臣
に
対
し
、
第
三
条
第
三
号
ル
に
規
定
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
の
実
施

施
の
た
め
の
船
舶
若
し
く
は
航
空
機
に
よ
る
被
災
民
の
輸
送
又
は
同
号
ワ
か

の
た
め
の
船
舶
若
し
く
は
航
空
機
に
よ
る
被
災
民
の
輸
送
又
は
同
号
ヌ
か
ら

ら
ソ
ま
で
に
規
定
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
の
実
施
の
た
め
の
船
舶
若
し
く

ヨ
ま
で
に
規
定
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
の
実
施
の
た
め
の
船
舶
若
し
く
は

は
航
空
機
に
よ
る
物
品
の
輸
送
（
派
遣
先
国
の
国
内
の
地
域
間
及
び
一
の
派

航
空
機
に
よ
る
物
品
の
輸
送
（
派
遣
先
国
の
国
内
の
地
域
間
及
び
一
の
派
遣

遣
先
国
と
隣
接
す
る
他
の
派
遣
先
国
と
の
間
で
行
わ
れ
る
被
災
民
の
輸
送
又

先
国
と
隣
接
す
る
他
の
派
遣
先
国
と
の
間
で
行
わ
れ
る
被
災
民
の
輸
送
又
は

は
物
品
の
輸
送
を
除
く
。
）
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

物
品
の
輸
送
を
除
く
。
）
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
関
係
行
政
機
関
の
協
力
）

（
関
係
行
政
機
関
の
協
力
）

第
二
十
二
条

（
略
）

第
二
十
一
条

（
略
）

（
小
型
武
器
の
保
有
及
び
貸
与
）

（
小
型
武
器
の
保
有
及
び
貸
与
）

第
二
十
三
条

（
略
）

第
二
十
二
条

（
略
）
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第
二
十
四
条

本
部
長
は
、
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
力
隊
が
派
遣
先

第
二
十
三
条

本
部
長
は
、
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
力
隊
が
派
遣
先

国
に
お
い
て
行
う
国
際
平
和
協
力
業
務
（
第
三
条
第
五
号
チ
に
掲
げ
る
業
務

国
に
お
い
て
行
う
国
際
平
和
協
力
業
務
に
隊
員
を
従
事
さ
せ
る
に
当
た
り
、

及
び
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
同
号
ナ
の
政
令
で
定
め
る
業
務
を
除
く
。

現
地
の
治
安
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該

）
に
隊
員
を
従
事
さ
せ
る
に
当
た
り
、
現
地
の
治
安
の
状
況
等
を
勘
案
し
て

隊
員
が
派
遣
先
国
に
滞
在
す
る
間
、
前
条
の
小
型
武
器
で
あ
っ
て
第
六
条
第

特
に
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
隊
員
が
派
遣
先
国
に
滞
在
す
る
間
、

二
項
第
二
号
ハ
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
計
画
に
定
め
る
装
備
で
あ

前
条
の
小
型
武
器
で
あ
っ
て
第
六
条
第
二
項
第
二
号
ハ
及
び
第
四
項
の
規
定

る
も
の
を
当
該
隊
員
に
貸
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
よ
り
実
施
計
画
に
定
め
る
装
備
で
あ
る
も
の
を
当
該
隊
員
に
貸
与
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
武
器
の
使
用
）

（
武
器
の
使
用
）

第
二
十
五
条

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
小
型
武
器
の
貸
与
を
受
け
、
派
遣

第
二
十
四
条

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
小
型
武
器
の
貸
与
を
受
け
、
派
遣

先
国
に
お
い
て
国
際
平
和
協
力
業
務
に
従
事
す
る
隊
員
は
、
自
己
又
は
自
己

先
国
に
お
い
て
国
際
平
和
協
力
業
務
に
従
事
す
る
隊
員
は
、
自
己
又
は
自
己

と
共
に
現
場
に
所
在
す
る
他
の
隊
員
若
し
く
は
そ
の
職
務
を
行
う
に
伴
い
自

と
共
に
現
場
に
所
在
す
る
他
の
隊
員
若
し
く
は
そ
の
職
務
を
行
う
に
伴
い
自

己
の
管
理
の
下
に
入
っ
た
者
の
生
命
又
は
身
体
を
防
護
す
る
た
め
や
む
を
得

己
の
管
理
の
下
に
入
っ
た
者
の
生
命
又
は
身
体
を
防
衛
す
る
た
め
や
む
を
得

な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
事
態
に

な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
事
態
に

応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
で
、
当
該
小
型
武
器
を
使
用
す
る

応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
で
、
当
該
小
型
武
器
を
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
と
が
で
き
る
。

２

第
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
先
国
に
お
い
て
国
際
平
和
協
力
業
務

２

第
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
先
国
に
お
い
て
国
際
平
和
協
力
業
務

に
従
事
す
る
海
上
保
安
官
又
は
海
上
保
安
官
補
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「

に
従
事
す
る
海
上
保
安
官
又
は
海
上
保
安
官
補
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「

海
上
保
安
官
等
」
と
い
う
。
）
は
、
自
己
又
は
自
己
と
共
に
現
場
に
所
在
す

海
上
保
安
官
等
」
と
い
う
。
）
は
、
自
己
又
は
自
己
と
共
に
現
場
に
所
在
す

る
他
の
海
上
保
安
庁
の
職
員
、
隊
員
若
し
く
は
そ
の
職
務
を
行
う
に
伴
い
自

る
他
の
海
上
保
安
庁
の
職
員
、
隊
員
若
し
く
は
そ
の
職
務
を
行
う
に
伴
い
自

己
の
管
理
の
下
に
入
っ
た
者
の
生
命
又
は
身
体
を
防
護
す
る
た
め
や
む
を
得

己
の
管
理
の
下
に
入
っ
た
者
の
生
命
又
は
身
体
を
防
衛
す
る
た
め
や
む
を
得

な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
事
態
に

な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
事
態
に

応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
で
、
第
六
条
第
二
項
第
二
号
ニ
⑵

応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
で
、
第
六
条
第
二
項
第
二
号
ニ
⑵

及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
計
画
に
定
め
る
装
備
で
あ
る
第
二
十
三
条

及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
計
画
に
定
め
る
装
備
で
あ
る
第
二
十
二
条

の
政
令
で
定
め
る
種
類
の
小
型
武
器
で
、
当
該
海
上
保
安
官
等
が
携
帯
す
る

の
政
令
で
定
め
る
種
類
の
小
型
武
器
で
、
当
該
海
上
保
安
官
等
が
携
帯
す
る
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も
の
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
の
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
先
国
に
お
い
て
国
際
平
和
協
力
業
務

３

第
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
先
国
に
お
い
て
国
際
平
和
協
力
業
務

に
従
事
す
る
自
衛
官
は
、
自
己
又
は
自
己
と
共
に
現
場
に
所
在
す
る
他
の
自

に
従
事
す
る
自
衛
官
は
、
自
己
又
は
自
己
と
共
に
現
場
に
所
在
す
る
他
の
自

衛
隊
員
、
隊
員
若
し
く
は
そ
の
職
務
を
行
う
に
伴
い
自
己
の
管
理
の
下
に
入

衛
隊
員
、
隊
員
若
し
く
は
そ
の
職
務
を
行
う
に
伴
い
自
己
の
管
理
の
下
に
入

っ
た
者
の
生
命
又
は
身
体
を
防
護
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と

っ
た
者
の
生
命
又
は
身
体
を
防
衛
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要

認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要

と
判
断
さ
れ
る
限
度
で
、
第
六
条
第
二
項
第
二
号
ホ
⑵
及
び
第
四
項
の
規
定

と
判
断
さ
れ
る
限
度
で
、
第
六
条
第
二
項
第
二
号
ホ
⑵
及
び
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
実
施
計
画
に
定
め
る
装
備
で
あ
る
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

に
よ
り
実
施
計
画
に
定
め
る
装
備
で
あ
る
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

７

第
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
先
国
に
お
い
て
国
際
平
和
協
力
業
務

（
新
設
）

に
従
事
す
る
自
衛
官
は
、
そ
の
宿
営
す
る
宿
営
地
（
宿
営
の
た
め
に
使
用
す

る
区
域
で
あ
っ
て
、
囲
障
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
他
と
区
別
さ
れ
る
も

の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
当
該
国
際
平
和
協

力
業
務
に
係
る
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
、
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
又
は

人
道
的
な
国
際
救
援
活
動
に
従
事
す
る
外
国
の
軍
隊
の
部
隊
の
要
員
が
共
に

宿
営
す
る
も
の
に
対
す
る
攻
撃
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
宿
営
地
に
所
在
す

る
者
の
生
命
又
は
身
体
を
防
護
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
当
該
要
員
と
共
同

し
て
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
武
器
の
使
用
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
同
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第

三
項
中
「
現
場
に
所
在
す
る
他
の
自
衛
隊
員
、
隊
員
若
し
く
は
そ
の
職
務
を

行
う
に
伴
い
自
己
の
管
理
の
下
に
入
っ
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
宿
営
す

る
宿
営
地
（
第
七
項
に
規
定
す
る
宿
営
地
を
い
う
。
次
項
及
び
第
五
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
に
所
在
す
る
者
」
と
、
「
そ
の
事
態
」
と
あ
る
の
は
「
第
七

項
に
規
定
す
る
外
国
の
軍
隊
の
部
隊
の
要
員
に
よ
る
措
置
の
状
況
を
も
踏
ま

え
、
そ
の
事
態
」
と
、
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
現
場
」
と
あ
る
の
は
「
宿

営
地
」
と
す
る
。

８
・
９

（
略
）

７
・
８

（
略
）
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第
一
項
の
規
定
は
第
八
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
国
際
平
和
協
力
業

９

第
一
項
の
規
定
は
第
八
条
第
一
項
第
六
号
に
規
定
す
る
国
際
平
和
協
力
業

10
務
の
中
断
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
業
務
の
中
断
」
と
い
う
。
）
が
あ
る

務
の
中
断
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
業
務
の
中
断
」
と
い
う
。
）
が
あ
る

場
合
に
お
け
る
当
該
国
際
平
和
協
力
業
務
に
係
る
隊
員
に
つ
い
て
、
第
二
項

場
合
に
お
け
る
当
該
国
際
平
和
協
力
業
務
に
係
る
隊
員
に
つ
い
て
、
第
二
項

及
び
第
八
項
の
規
定
は
業
務
の
中
断
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
国
際
平
和

及
び
第
七
項
の
規
定
は
業
務
の
中
断
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
国
際
平
和

協
力
業
務
に
係
る
海
上
保
安
官
等
に
つ
い
て
、
第
三
項
、
第
七
項
及
び
前
項

協
力
業
務
に
係
る
海
上
保
安
官
等
に
つ
い
て
、
第
三
項
及
び
前
項
の
規
定
は

の
規
定
は
業
務
の
中
断
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
国
際
平
和
協
力
業
務
に

業
務
の
中
断
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
国
際
平
和
協
力
業
務
に
係
る
自
衛

係
る
自
衛
官
に
つ
い
て
、
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
こ
の
項
に
お
い
て

官
に
つ
い
て
、
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
こ
の
項
に
お
い
て
準
用
す
る

準
用
す
る
第
二
項
の
規
定
及
び
こ
の
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
項
（
第
七

第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
小
型
武
器
又
は
武
器
の
使
用
に
つ
い
て

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る

、
第
六
項
の
規
定
は
こ
の
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で

小
型
武
器
又
は
武
器
の
使
用
に
つ
い
て
、
第
六
項
の
規
定
は
こ
の
項
に
お
い

の
規
定
に
よ
る
小
型
武
器
又
は
武
器
の
使
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

て
準
用
す
る
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
並
び
に
こ
の
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
三
項
（
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
の
規
定
に
よ
る
小
型
武
器
又
は
武
器
の
使
用
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用

す
る
。

前
条
第
三
項
（
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

（
新
設
）

第
二
十
六
条

す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
九
条
第
五
項
の
規
定

に
よ
り
派
遣
先
国
に
お
い
て
国
際
平
和
協
力
業
務
で
あ
っ
て
第
三
条
第
五
号

ト
に
掲
げ
る
も
の
又
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
同
号
ナ
の
政
令
で
定
め

る
も
の
に
従
事
す
る
自
衛
官
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
に
際
し
、
自
己
若
し
く

は
他
人
の
生
命
、
身
体
若
し
く
は
財
産
を
防
護
し
、
又
は
そ
の
業
務
を
妨
害

す
る
行
為
を
排
除
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当
の

理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る

限
度
で
、
第
六
条
第
二
項
第
二
号
ホ
⑵
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
計

画
に
定
め
る
装
備
で
あ
る
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
条
第
三
項
（
同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
派

遣
先
国
に
お
い
て
国
際
平
和
協
力
業
務
で
あ
っ
て
第
三
条
第
五
号
ラ
に
掲
げ
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る
も
の
に
従
事
す
る
自
衛
官
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
に
際
し
、
自
己
又
は
そ

の
保
護
し
よ
う
と
す
る
活
動
関
係
者
の
生
命
又
は
身
体
を
防
護
す
る
た
め
や

む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の

事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
で
、
第
六
条
第
二
項
第
二

号
ホ
⑵
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
計
画
に
定
め
る
装
備
で
あ
る
武
器

を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
武
器
の
使
用
に
際
し
て
は
、
刑
法
第
三
十
六
条
又

は
第
三
十
七
条
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
を
除
い
て
は
、
人
に
危
害
を
与
え

て
は
な
ら
な
い
。

４

自
衛
隊
法
第
八
十
九
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
自
衛
官
が
武
器
を
使
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
節

自
衛
官
の
国
際
連
合
へ
の
派
遣

（
新
設
）

（
自
衛
官
の
派
遣
）

二
十
七
条

防
衛
大
臣
は
、
国
際
連
合
の
要
請
に
応
じ
、
国
際
連
合
の
業
務

（
新
設
）

第
で
あ
っ
て
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
に
参
加
す
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
又
は

外
国
の
軍
隊
の
部
隊
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
業
務
の
統
括
に
関
す
る
も
の
に
従

事
さ
せ
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
の
同
意
を
得
て
、
自
衛
官
を
派
遣
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
る
自
衛
官
が
従
事
す

る
こ
と
と
な
る
業
務
に
係
る
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
の
第
三
条
第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
規
定
す
る
同
意
が
当
該
派
遣
の

期
間
を
通
じ
て
安
定
的
に
維
持
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
当
該
派
遣
を

中
断
す
る
事
情
が
生
ず
る
見
込
み
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
当

該
派
遣
に
つ
い
て
同
項
の
同
意
を
す
る
も
の
と
す
る
。

３

防
衛
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
自
衛
官
を
派
遣
す
る
場
合
に
は
、

当
該
自
衛
官
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
身
分
及
び
処
遇
）

条

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
自
衛
官
の
身
分
及
び

（
新
設
）

第
二
十
八

処
遇
に
つ
い
て
は
、
国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等

に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
三
条
か
ら
第
十
四
条

ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
小
型
武
器
の
無
償
貸
付
け
）

条

防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
は
、

第
一

（
新
設
）

第
二
十
九

第
二
十
七
条

項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
自
衛
官
の
活
動
の
用
に
供
す
る
た
め
、
国
際

連
合
か
ら
小
型
武
器
の
無
償
貸
付
け
を
求
め
る
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に

お
い
て
、
当
該
活
動
の
円
滑
な
実
施
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当

該
申
出
に
係
る
小
型
武
器
を
国
際
連
合
に
対
し
無
償
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
四
章

物
資
協
力

第
四
章

物
資
協
力

（
物
資
協
力
）

三
十
条

政
府
は
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
、
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動

第
二
十
五
条

政
府
は
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
、
人
道
的
な
国
際
救
援
活

第
、
人
道
的
な
国
際
救
援
活
動
又
は
国
際
的
な
選
挙
監
視
活
動
に
協
力
す
る
た

動
又
は
国
際
的
な
選
挙
監
視
活
動
に
協
力
す
る
た
め
適
当
と
認
め
る
と
き
は

め
適
当
と
認
め
る
と
き
は
、
物
資
協
力
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

、
物
資
協
力
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

外
務
大
臣
は
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
、
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
、

３

外
務
大
臣
は
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
、
人
道
的
な
国
際
救
援
活
動
又

人
道
的
な
国
際
救
援
活
動
又
は
国
際
的
な
選
挙
監
視
活
動
に
協
力
す
る
た
め

は
国
際
的
な
選
挙
監
視
活
動
に
協
力
す
る
た
め
適
当
と
認
め
る
と
き
は
、
内

適
当
と
認
め
る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
物
資
協
力
に
つ
き
閣
議

閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
物
資
協
力
に
つ
き
閣
議
の
決
定
を
求
め
る
よ
う
要
請

の
決
定
を
求
め
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）
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第
五
章

雑
則

第
五
章

雑
則

（
民
間
の
協
力
等
）

（
民
間
の
協
力
等
）

第
三
十
一
条

本
部
長
は
、
第
三
章
第
一
節
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
よ
っ
て
は

第
二
十
六
条

本
部
長
は
、
第
三
章
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
よ
っ
て
は
国
際
平

国
際
平
和
協
力
業
務
を
十
分
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
る
と
き

和
協
力
業
務
を
十
分
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
る
と
き
、
又
は

、
又
は
物
資
協
力
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関

物
資
協
力
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
の

の
長
の
協
力
を
得
て
、
物
品
の
譲
渡
若
し
く
は
貸
付
け
又
は
役
務
の
提
供
に

協
力
を
得
て
、
物
品
の
譲
渡
若
し
く
は
貸
付
け
又
は
役
務
の
提
供
に
つ
い
て

つ
い
て
国
以
外
の
者
に
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
以
外
の
者
に
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
請
求
権
の
放
棄
）

政
府
は
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
、
国
際
連
携
平
和
安
全
活

（
新
設
）

第
三
十
二
条

動
、
人
道
的
な
国
際
救
援
活
動
又
は
国
際
的
な
選
挙
監
視
活
動
に
参
加
す
る

に
際
し
て
、
国
際
連
合
若
し
く
は
別
表
第
一
か
ら
別
表
第
三
ま
で
に
掲
げ
る

国
際
機
関
又
は
こ
れ
ら
の
活
動
に
参
加
す
る
国
際
連
合
加
盟
国
そ
の
他
の
国

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
活
動
参
加
国
等
」
と
い
う
。
）
か
ら
、
こ
れ
ら

の
活
動
に
起
因
す
る
損
害
に
つ
い
て
の
請
求
権
を
相
互
に
放
棄
す
る
こ
と
を

約
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
我
が
国
が
こ
れ
ら
の
活
動
に

参
加
す
る
上
で
こ
れ
に
応
じ
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の

活
動
に
起
因
す
る
損
害
に
つ
い
て
の
活
動
参
加
国
等
及
び
そ
の
要
員
に
対
す

る
我
が
国
の
請
求
権
を
放
棄
す
る
こ
と
を
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
大
規
模
な
災
害
に
対
処
す
る
合
衆
国
軍
隊
等
に
対
す
る
物
品
又
は
役
務
の

提
供
）

防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
は
、
防
衛
大
臣
が
自
衛

（
新
設
）

第
三
十
三
条

隊
の
部
隊
等
に
第
九
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
国
際
平
和
協
力
業
務
を
行
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わ
せ
る
場
合
又
は
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
に
基
づ
く
輸
送

を
実
施
さ
せ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
実
施
す
る
自
衛
隊
の
部

隊
等
と
共
に
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
に
所
在
し
て
、
次
に
掲
げ
る
活
動

で
あ
っ
て
当
該
国
際
平
和
協
力
業
務
又
は
当
該
輸
送
に
係
る
国
際
連
合
平
和

維
持
活
動
、
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
又
は
人
道
的
な
国
際
救
援
活
動
を
補

完
し
、
又
は
支
援
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
行
う
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
又
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
軍
隊
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
合
衆
国
軍
隊
等
」
と

い
う
。
）
か
ら
、
当
該
地
域
に
お
い
て
講
ず
べ
き
応
急
の
措
置
に
必
要
な
物

品
の
提
供
に
係
る
要
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
国
際
平
和
協
力
業
務
又
は

当
該
輸
送
の
実
施
に
支
障
を
生
じ
な
い
限
度
に
お
い
て
、
当
該
合
衆
国
軍
隊

等
に
対
し
、
自
衛
隊
に
属
す
る
物
品
の
提
供
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

派
遣
先
国
に
お
い
て
発
生
し
、
又
は
正
に
発
生
し
よ
う
と
し
て
い
る
大

規
模
な
災
害
に
係
る
救
助
活
動
、
医
療
活
動
（
防
疫
活
動
を
含
む
。
）
そ

の
他
の
災
害
応
急
対
策
及
び
災
害
復
旧
の
た
め
の
活
動

二

前
号
に
掲
げ
る
活
動
を
行
う
人
員
又
は
当
該
活
動
に
必
要
な
機
材
そ
の

他
の
物
資
の
輸
送

２

防
衛
大
臣
は
、
合
衆
国
軍
隊
等
か
ら
、
前
項
の
地
域
に
お
い
て
講
ず
べ
き

応
急
の
措
置
に
必
要
な
役
務
の
提
供
に
係
る
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当

該
国
際
平
和
協
力
業
務
又
は
当
該
輸
送
の
実
施
に
支
障
を
生
じ
な
い
限
度
に

お
い
て
、
当
該
自
衛
隊
の
部
隊
等
に
、
当
該
合
衆
国
軍
隊
等
に
対
す
る
役
務

の
提
供
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
自
衛
隊
に
属
す
る
物
品
の
提
供
及
び
自
衛
隊
の
部

隊
等
に
よ
る
役
務
の
提
供
と
し
て
行
う
業
務
は
、
補
給
、
輸
送
、
修
理
若
し

く
は
整
備
、
医
療
、
通
信
、
空
港
若
し
く
は
港
湾
に
関
す
る
業
務
、
基
地
に

関
す
る
業
務
、
宿
泊
、
保
管
又
は
施
設
の
利
用
（
こ
れ
ら
の
業
務
に
そ
れ
ぞ

れ
附
帯
す
る
業
務
を
含
む
。
）
と
す
る
。

４

第
一
項
に
規
定
す
る
物
品
の
提
供
に
は
、
武
器
の
提
供
は
含
ま
な
い
も
の

と
す
る
。
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（
政
令
へ
の
委
任
）

（
政
令
へ
の
委
任
）

（
略
）

第
二
十
七
条

（
略
）

第
三
十
四
条

別
表
第
一
（
第
三
条
、
第
三
十
二
条
関
係
）

（
新
設
）

一

国
際
連
合

二

国
際
連
合
の
総
会
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
機
関
又
は
国
際
連
合
の
専
門

機
関
で
、
国
際
連
合
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
も

の
三

国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
に
係
る
実
績
若
し
く
は
専
門
的
能
力
を
有
す

る
国
際
連
合
憲
章
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
地
域
的
機
関
又
は
多
国
間
の

条
約
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
機
関
で
、
欧
州
連
合
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
も

の

別
表
第
二
（
第
三
条
、
第
三
十
二
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
三
条
関
係
）

一

（
略
）

一

（
略
）

二

国
際
連
合
の
総
会
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
機
関
又
は
国
際
連
合
の
専
門

二

国
際
連
合
の
総
会
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
機
関
又
は
国
際
連
合
の
専
門

機
関
で
、
次
に
掲
げ
る
も
の
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
も
の

機
関
で
、
次
に
掲
げ
る
も
の
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
も
の

イ
～
ホ

（
略
）

イ
～
ホ

（
略
）

ヘ

国
際
連
合
人
口
基
金

（
新
設
）

ト

（
略
）

ヘ

（
略
）

チ

国
際
連
合
人
間
居
住
計
画

（
新
設
）

リ
～
ル

（
略
）

ト
～
リ

（
略
）

三

（
略
）

三

（
略
）

別
表
第
三
（
第
三
条
、
第
三
十
二
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
三
条
関
係
）

（
略
）

（
略
）
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別
表
第
四
（
第
三
条
関
係
）

別
表
第
三
（
第
三
条
関
係
）

一

国
際
連
合
の
総
会
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
機
関
又
は
国
際
連
合
の
専
門

一

国
際
連
合
の
総
会
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
機
関
又
は
国
際
連
合
の
専
門

機
関
で
、
次
に
掲
げ
る
も
の
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
も
の

機
関
で
、
次
に
掲
げ
る
も
の
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
も
の

イ
～
ホ

（
略
）

イ
～
ホ

（
略
）

ヘ

国
際
連
合
人
口
基
金

（
新
設
）

ト

（
略
）

ヘ

（
略
）

チ

国
際
連
合
人
間
居
住
計
画

（
新
設
）

リ
～
ル

（
略
）

ト
～
リ

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）
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○

周
辺
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
六
十
号
）
（
第
三
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め

周
辺
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措

の
措
置
に
関
す
る
法
律

置
に
関
す
る
法
律

（
目
的
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
我
が
国
に
対
す
る
直
接
の
武

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
我
が
国
に
対
す
る
直
接
の
武

力
攻
撃
に
至
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
態
等
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
に
重
要
な

力
攻
撃
に
至
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
態
等
我
が
国
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
我
が

影
響
を
与
え
る
事
態
（
以
下
「
重
要
影
響
事
態
」
と
い
う
。
）
に
際
し
、
合

国
の
平
和
及
び
安
全
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
事
態
（
以
下
「
周
辺
事
態
」

衆
国
軍
隊
等
に
対
す
る
後
方
支
援
活
動
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
日
本
国
と

と
い
う
。
）
に
対
応
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
、
そ
の
実
施
の
手
続
そ

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
（
以
下
「
日
米

の
他
の
必
要
な
事
項
を
定
め
、
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互

安
保
条
約
」
と
い
う
。
）
の
効
果
的
な
運
用
に
寄
与
す
る
こ
と
を
中
核
と
す

協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
（
以
下
「
日
米
安
保
条
約
」
と
い
う
。
）
の
効
果

る
重
要
影
響
事
態
に
対
処
す
る
外
国
と
の
連
携
を
強
化
し
、
我
が
国
の
平
和

的
な
運
用
に
寄
与
し
、
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を

及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

目
的
と
す
る
。

（
重
要
影
響
事
態
へ
の
対
応
の
基
本
原
則
）

（
周
辺
事
態
へ
の
対
応
の
基
本
原
則
）

第
二
条

政
府
は
、
重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
、
適
切
か
つ
迅
速
に
、
後
方
支

第
二
条

政
府
は
、
周
辺
事
態
に
際
し
て
、
適
切
か
つ
迅
速
に
、
後
方
地
域
支

援
活
動
、
捜
索
救
助
活
動
、
重
要
影
響
事
態
等
に
際
し
て
実
施
す
る
船
舶
検

援
、
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
、
周
辺
事
態
に
際
し
て
実
施
す
る
船
舶
検
査

査
活
動
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二
条
に
規

活
動
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
五
号
。
以
下
「
船
舶
検

定
す
る
船
舶
検
査
活
動
（
重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
実
施
す
る
も
の
に
限
る

査
活
動
法
」
と
い
う
。
）
に
規
定
す
る
船
舶
検
査
活
動
そ
の
他
の
周
辺
事
態

。
以
下
「
船
舶
検
査
活
動
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
重
要
影
響
事
態
に
対
応

に
対
応
す
る
た
め
必
要
な
措
置
（
以
下
「
対
応
措
置
」
と
い
う
。
）
を
実
施

す
る
た
め
必
要
な
措
置
（
以
下
「
対
応
措
置
」
と
い
う
。
）
を
実
施
し
、
我

し
、
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

が
国
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

後
方
支
援
活
動
及
び
捜
索
救
助
活
動
は
、
現
に
戦
闘
行
為
（
国
際
的
な
武

（
新
設
）
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力
紛
争
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
人
を
殺
傷
し
又
は
物
を
破
壊
す
る
行
為
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
行
わ
れ
て
い
る
現
場
で
は
実
施
し
な
い
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
捜
索
救
助
活
動
に

つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

外
国
の
領
域
に
お
け
る
対
応
措
置
に
つ
い
て
は
、
当
該
対
応
措
置
が
行
わ

（
新
設
）

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
当
該
外
国
（
国
際
連
合
の
総
会
又
は
安
全
保
障
理
事
会

の
決
議
に
従
っ
て
当
該
外
国
に
お
い
て
施
政
を
行
う
機
関
が
あ
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
当
該
機
関
）
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
限
り
実
施
す
る
も
の
と
す
る

。
５
・
６

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
定
義
等
）

（
定
義
等
）

第
三
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ

第
三
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

合
衆
国
軍
隊
等

重
要
影
響
事
態
に
対
処
し
、
日
米
安
保
条
約
の
目
的

（
新
設
）

の
達
成
に
寄
与
す
る
活
動
を
行
う
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
及
び
そ
の
他

の
国
際
連
合
憲
章
の
目
的
の
達
成
に
寄
与
す
る
活
動
を
行
う
外
国
の
軍
隊

そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
組
織
を
い
う
。

二

後
方
支
援
活
動

合
衆
国
軍
隊
等
に
対
す
る
物
品
及
び
役
務
の
提
供
、

一

後
方
地
域
支
援

周
辺
事
態
に
際
し
て
日
米
安
保
条
約
の
目
的
の
達
成

便
宜
の
供
与
そ
の
他
の
支
援
措
置
で
あ
っ
て
、
我
が
国
が
実
施
す
る
も
の

に
寄
与
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
（
以
下
「
合

を
い
う
。

衆
国
軍
隊
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
物
品
及
び
役
務
の
提
供
、
便
宜
の
供

与
そ
の
他
の
支
援
措
置
で
あ
っ
て
、
後
方
地
域
に
お
い
て
我
が
国
が
実
施

す
る
も
の
を
い
う
。

三

捜
索
救
助
活
動

重
要
影
響
事
態
に
お
い
て
行
わ
れ
た
戦
闘
行
為
に
よ

二

後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動

周
辺
事
態
に
お
い
て
行
わ
れ
た
戦
闘
行
為

っ
て
遭
難
し
た
戦
闘
参
加
者
に
つ
い
て
、
そ
の
捜
索
又
は
救
助
を
行
う
活

（
国
際
的
な
武
力
紛
争
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
人
を
殺
傷
し
又
は
物
を

動
（
救
助
し
た
者
の
輸
送
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
、
我
が
国
が
実
施
す
る

破
壊
す
る
行
為
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
っ
て
遭
難
し
た
戦
闘
参
加

も
の
を
い
う
。

者
に
つ
い
て
、
そ
の
捜
索
又
は
救
助
を
行
う
活
動
（
救
助
し
た
者
の
輸
送

を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
、
後
方
地
域
に
お
い
て
我
が
国
が
実
施
す
る
も
の
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を
い
う
。

（
削
る
）

三

後
方
地
域

我
が
国
領
域
並
び
に
現
に
戦
闘
行
為
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず

、
か
つ
、
そ
こ
で
実
施
さ
れ
る
活
動
の
期
間
を
通
じ
て
戦
闘
行
為
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
我
が
国
周
辺
の
公
海
（
海
洋
法
に
関
す

る
国
際
連
合
条
約
に
規
定
す
る
排
他
的
経
済
水
域
を
含
む
。
以
下
同
じ
。

）
及
び
そ
の
上
空
の
範
囲
を
い
う
。

四

（
略
）

四

（
略
）

２

後
方
支
援
活
動
と
し
て
行
う
自
衛
隊
に
属
す
る
物
品
の
提
供
及
び
自
衛
隊

２

後
方
地
域
支
援
と
し
て
行
う
自
衛
隊
に
属
す
る
物
品
の
提
供
及
び
自
衛
隊

に
よ
る
役
務
の
提
供
（
次
項
後
段
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
別
表

に
よ
る
役
務
の
提
供
（
次
項
後
段
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
別
表

第
一
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
一
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

３

捜
索
救
助
活
動
は
、
自
衛
隊
の
部
隊
等
（
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法

３

後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
は
、
自
衛
隊
の
部
隊
等
（
自
衛
隊
法
（
昭
和
二

律
第
百
六
十
五
号
）
第
八
条
に
規
定
す
る
部
隊
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
八
条
に
規
定
す
る
部
隊
等
を
い
う
。
以
下

が
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
捜
索
救
助
活
動
を
行
う

同
じ
。
）
が
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
後
方
地
域
捜

自
衛
隊
の
部
隊
等
に
お
い
て
、
そ
の
実
施
に
伴
い
、
当
該
活
動
に
相
当
す
る

索
救
助
活
動
を
行
う
自
衛
隊
の
部
隊
等
に
お
い
て
、
そ
の
実
施
に
伴
い
、
当

活
動
を
行
う
合
衆
国
軍
隊
等
の
部
隊
に
対
し
て
後
方
支
援
活
動
と
し
て
行
う

該
活
動
に
相
当
す
る
活
動
を
行
う
合
衆
国
軍
隊
の
部
隊
に
対
し
て
後
方
地
域

自
衛
隊
に
属
す
る
物
品
の
提
供
及
び
自
衛
隊
に
よ
る
役
務
の
提
供
は
、
別
表

支
援
と
し
て
行
う
自
衛
隊
に
属
す
る
物
品
の
提
供
及
び
自
衛
隊
に
よ
る
役
務

第
二
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

の
提
供
は
、
別
表
第
二
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

（
基
本
計
画
）

（
基
本
計
画
）

第
四
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
次
に
掲
げ
る
措
置
の

第
四
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
周
辺
事
態
に
際
し
て
次
に
掲
げ
る
措
置
の
い
ず

い
ず
れ
か
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
措
置

れ
か
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
措
置
を
実

を
実
施
す
る
こ
と
及
び
対
応
措
置
に
関
す
る
基
本
計
画
（
以
下
「
基
本
計
画

施
す
る
こ
と
及
び
対
応
措
置
に
関
す
る
基
本
計
画
（
以
下
「
基
本
計
画
」
と

」
と
い
う
。
）
の
案
に
つ
き
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
う
。
）
の
案
に
つ
き
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
条
第
二
項
の
後
方
支
援
活
動

一

前
条
第
二
項
の
後
方
地
域
支
援

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
関
係
行
政
機
関
が
後
方
支
援
活
動
と
し

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
関
係
行
政
機
関
が
後
方
地
域
支
援
と
し

て
実
施
す
る
措
置
で
あ
っ
て
特
に
内
閣
が
関
与
す
る
こ
と
に
よ
り
総
合
的

て
実
施
す
る
措
置
で
あ
っ
て
特
に
内
閣
が
関
与
す
る
こ
と
に
よ
り
総
合
的

か
つ
効
果
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
も
の

か
つ
効
果
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
も
の

三

捜
索
救
助
活
動

三

後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
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四

船
舶
検
査
活
動

四

船
舶
検
査
活
動
法
第
二
条
に
規
定
す
る
船
舶
検
査
活
動
（
以
下
「
船
舶

検
査
活
動
」
と
い
う
。
）

２

基
本
計
画
に
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

基
本
計
画
に
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

重
要
影
響
事
態
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

一

対
応
措
置
に
関
す
る
基
本
方
針

イ

事
態
の
経
緯
並
び
に
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
に
与
え
る
影
響

ロ

我
が
国
が
対
応
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
理
由

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
対
応
措
置
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な

（
新
設
）

方
針

三

前
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
後
方
支
援
活
動
を
実
施
す
る
場
合

二

前
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
後
方
地
域
支
援
を
実
施
す
る
場
合

に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項

に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

当
該
後
方
支
援
活
動
に
係
る
基
本
的
事
項

イ

当
該
後
方
地
域
支
援
に
係
る
基
本
的
事
項

ロ

当
該
後
方
支
援
活
動
の
種
類
及
び
内
容

ロ

当
該
後
方
地
域
支
援
の
種
類
及
び
内
容

ハ

当
該
後
方
支
援
活
動
を
実
施
す
る
区
域
の
範
囲
及
び
当
該
区
域
の
指

ハ

当
該
後
方
地
域
支
援
を
実
施
す
る
区
域
の
範
囲
及
び
当
該
区
域
の
指

定
に
関
す
る
事
項

定
に
関
す
る
事
項

ニ

当
該
後
方
支
援
活
動
を
自
衛
隊
が
外
国
の
領
域
で
実
施
す
る
場
合
に

（
新
設
）

は
、
当
該
後
方
支
援
活
動
を
外
国
の
領
域
で
実
施
す
る
自
衛
隊
の
部
隊

等
の
規
模
及
び
構
成
並
び
に
装
備
並
び
に
派
遣
期
間

ホ

そ
の
他
当
該
後
方
支
援
活
動
の
実
施
に
関
す
る
重
要
事
項

ニ

そ
の
他
当
該
後
方
地
域
支
援
の
実
施
に
関
す
る
重
要
事
項

四

捜
索
救
助
活
動
を
実
施
す
る
場
合
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項

三

後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
を
実
施
す
る
場
合
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事

項

イ

当
該
捜
索
救
助
活
動
に
係
る
基
本
的
事
項

イ

当
該
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
に
係
る
基
本
的
事
項

ロ

当
該
捜
索
救
助
活
動
を
実
施
す
る
区
域
の
範
囲
及
び
当
該
区
域
の
指

ロ

当
該
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
を
実
施
す
る
区
域
の
範
囲
及
び
当
該

定
に
関
す
る
事
項

区
域
の
指
定
に
関
す
る
事
項

ハ

当
該
捜
索
救
助
活
動
の
実
施
に
伴
う
前
条
第
三
項
後
段
の
後
方
支
援

ハ

当
該
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
の
実
施
に
伴
う
前
条
第
三
項
後
段
の

活
動
の
実
施
に
関
す
る
重
要
事
項
（
当
該
後
方
支
援
活
動
を
実
施
す
る

後
方
地
域
支
援
の
実
施
に
関
す
る
重
要
事
項
（
当
該
後
方
地
域
支
援
を

区
域
の
範
囲
及
び
当
該
区
域
の
指
定
に
関
す
る
事
項
を
含
む
。
）

実
施
す
る
区
域
の
範
囲
及
び
当
該
区
域
の
指
定
に
関
す
る
事
項
を
含
む

。
）
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ニ

当
該
捜
索
救
助
活
動
又
は
そ
の
実
施
に
伴
う
前
条
第
三
項
後
段
の
後

（
新
設
）

方
支
援
活
動
を
自
衛
隊
が
外
国
の
領
域
で
実
施
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ

ら
の
活
動
を
外
国
の
領
域
で
実
施
す
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
規
模
及
び

構
成
並
び
に
装
備
並
び
に
派
遣
期
間

ホ

そ
の
他
当
該
捜
索
救
助
活
動
の
実
施
に
関
す
る
重
要
事
項

ニ

そ
の
他
当
該
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
の
実
施
に
関
す
る
重
要
事
項

五

船
舶
検
査
活
動
を
実
施
す
る
場
合
に
お
け
る
重
要
影
響
事
態
等
に
際
し

四

船
舶
検
査
活
動
法
第
四
条
に
規
定
す
る
事
項

て
実
施
す
る
船
舶
検
査
活
動
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る

事
項

六

（
略
）

五

（
略
）

七

第
三
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
関
係
行
政
機
関
が
実

六

第
二
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
関
係
行
政
機
関
が
実

施
す
る
対
応
措
置
の
う
ち
特
に
内
閣
が
関
与
す
る
こ
と
に
よ
り
総
合
的
か

施
す
る
対
応
措
置
の
う
ち
特
に
内
閣
が
関
与
す
る
こ
と
に
よ
り
総
合
的
か

つ
効
果
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
実
施
に
関
す
る
重
要
事
項

つ
効
果
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
実
施
に
関
す
る
重
要
事
項

八
・
九

（
略
）

七
・
八

（
略
）

３

後
方
支
援
活
動
又
は
捜
索
救
助
活
動
若
し
く
は
そ
の
実
施

（
新
設
）

前
条
第
二
項
の

に
伴
う
同
条
第
三
項
後
段
の
後
方
支
援
活
動
を
外
国
の
領
域
で
実
施
す
る
場

合
に
は
、
当
該
外
国
（
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
機
関
が
あ
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
当
該
機
関
）
と
協
議
し
て
、
実
施
す
る
区
域
の
範
囲
を
定
め
る
も

の
と
す
る
。

４

第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
は
、
基
本
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
は
、
基
本
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
国
会
の
承
認
）

（
国
会
の
承
認
）

第
五
条

基
本
計
画
に
定
め
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
実
施
す
る
後
方
支
援

第
五
条

基
本
計
画
に
定
め
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
実
施
す
る
後
方
地
域

活
動
、
捜
索
救
助
活
動
又
は
船
舶
検
査
活
動
に
つ
い
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣

支
援
、
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
又
は
船
舶
検
査
活
動
に
つ
い
て
は
、
内
閣

は
、
こ
れ
ら
の
対
応
措
置
の
実
施
前
に
、
こ
れ
ら
の
対
応
措
置
を
実
施
す
る

総
理
大
臣
は
、
こ
れ
ら
の
対
応
措
置
の
実
施
前
に
、
こ
れ
ら
の
対
応
措
置
を

こ
と
に
つ
き
国
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
緊
急
の
必

実
施
す
る
こ
と
に
つ
き
国
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

要
が
あ
る
場
合
に
は
、
国
会
の
承
認
を
得
な
い
で
当
該
後
方
支
援
活
動
、
捜

緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
国
会
の
承
認
を
得
な
い
で
当
該
後
方
地
域

索
救
助
活
動
又
は
船
舶
検
査
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

支
援
、
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
又
は
船
舶
検
査
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
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２

前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
国
会
の
承
認
を
得
な
い
で
後
方
支
援
活
動

２

前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
国
会
の
承
認
を
得
な
い
で
後
方
地
域
支
援

、
捜
索
救
助
活
動
又
は
船
舶
検
査
活
動
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、
内
閣
総
理

、
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
又
は
船
舶
検
査
活
動
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、

大
臣
は
、
速
や
か
に
、
こ
れ
ら
の
対
応
措
置
の
実
施
に
つ
き
国
会
の
承
認
を

内
閣
総
理
大
臣
は
、
速
や
か
に
、
こ
れ
ら
の
対
応
措
置
の
実
施
に
つ
き
国
会

求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

政
府
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
不
承
認
の
議
決
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速

３

政
府
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
不
承
認
の
議
決
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
、
当
該
後
方
支
援
活
動
、
捜
索
救
助
活
動
又
は
船
舶
検
査
活
動
を
終

や
か
に
、
当
該
後
方
地
域
支
援
、
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
又
は
船
舶
検
査

了
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

活
動
を
終
了
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
自
衛
隊
に
よ
る
後
方
支
援
活
動
と
し
て
の
物
品
及
び
役
務
の
提
供
の
実
施

（
自
衛
隊
に
よ
る
後
方
地
域
支
援
と
し
て
の
物
品
及
び
役
務
の
提
供
の
実
施

）

）

第
六
条

防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
は
、
基
本
計
画
に
従
い
、
第

第
六
条

防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
は
、
基
本
計
画
に
従
い
、
第

三
条
第
二
項
の
後
方
支
援
活
動
と
し
て
の
自
衛
隊
に
属
す
る
物
品
の
提
供
を

三
条
第
二
項
の
後
方
地
域
支
援
と
し
て
の
自
衛
隊
に
属
す
る
物
品
の
提
供
を

実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

２

防
衛
大
臣
は
、
基
本
計
画
に
従
い
、
第
三
条
第
二
項
の
後
方
支
援
活
動
と

２

防
衛
大
臣
は
、
基
本
計
画
に
従
い
、
第
三
条
第
二
項
の
後
方
地
域
支
援
と

し
て
の
自
衛
隊
に
よ
る
役
務
の
提
供
に
つ
い
て
、
実
施
要
項
を
定
め
、
こ
れ

し
て
の
自
衛
隊
に
よ
る
役
務
の
提
供
に
つ
い
て
、
実
施
要
項
を
定
め
、
こ
れ

に
つ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
て
、
防
衛
省
の
機
関
又
は
自
衛
隊
の

に
つ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
て
、
防
衛
省
の
機
関
又
は
自
衛
隊
の

部
隊
等
に
そ
の
実
施
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。

部
隊
等
に
そ
の
実
施
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。

３

防
衛
大
臣
は
、
前
項
の
実
施
要
項
に
お
い
て
、
実
施
さ
れ
る
必
要
の
あ
る

３

防
衛
大
臣
は
、
前
項
の
実
施
要
項
に
お
い
て
、
当
該
後
方
地
域
支
援
を
実

役
務
の
提
供
の
具
体
的
内
容
を
考
慮
し
、
防
衛
省
の
機
関
又
は
自
衛
隊
の
部

施
す
る
区
域
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
実
施
区
域
」
と
い
う
。
）
を
指
定

隊
等
が
こ
れ
を
円
滑
か
つ
安
全
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
当
該
後

す
る
も
の
と
す
る
。

方
支
援
活
動
を
実
施
す
る
区
域
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
実
施
区
域
」
と

い
う
。
）
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

４

防
衛
大
臣
は
、
実
施
区
域
の
全
部
又
は
一
部
に
お
い
て
、
自
衛
隊
の
部
隊

４

防
衛
大
臣
は
、
実
施
区
域
の
全
部
又
は
一
部
が
こ
の
法
律
又
は
基
本
計
画

等
が
第
三
条
第
二
項
の
後
方
支
援
活
動
を
円
滑
か
つ
安
全
に
実
施
す
る
こ
と

に
定
め
ら
れ
た
要
件
を
満
た
さ
な
い
も
の
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に

が
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
又
は
外
国
の
領
域
で
実
施
す
る
当
該
後
方
支

、
そ
の
指
定
を
変
更
し
、
又
は
そ
こ
で
実
施
さ
れ
て
い
る
活
動
の
中
断
を
命

援
活
動
に
つ
い
て
の
第
二
条
第
四
項
の
同
意
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
と
認
め

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
指
定
を
変
更
し
、
又
は
そ
こ
で
実
施
さ
れ

て
い
る
活
動
の
中
断
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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５

第
三
条
第
二
項
の
後
方
支
援
活
動
の
う
ち
我
が
国
の
領
域
外
に
お
け
る
も

５

第
三
条
第
二
項
の
後
方
地
域
支
援
の
う
ち
公
海
又
は
そ
の
上
空
に
お
け
る

の
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
長
又
は
そ
の
指
定
す
る
者
は

輸
送
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
長
又
は
そ
の
指
定
す
る
者

、
当
該
後
方
支
援
活
動
を
実
施
し
て
い
る
場
所
又
は
そ
の
近
傍
に
お
い
て
、

は
、
当
該
輸
送
を
実
施
し
て
い
る
場
所
の
近
傍
に
お
い
て
、
戦
闘
行
為
が
行

戦
闘
行
為
が
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
場
合
又
は
付
近
の
状
況
等
に
照
ら
し
て
戦

わ
れ
る
に
至
っ
た
場
合
又
は
付
近
の
状
況
等
に
照
ら
し
て
戦
闘
行
為
が
行
わ

闘
行
為
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
後
方
支
援
活
動

れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
輸
送
の
実
施
を
一
時
休
止
す
る

の
実
施
を
一
時
休
止
す
る
な
ど
し
て
当
該
戦
闘
行
為
に
よ
る
危
険
を
回
避
し

な
ど
し
て
当
該
戦
闘
行
為
に
よ
る
危
険
を
回
避
し
つ
つ
、
前
項
の
規
定
に
よ

つ
つ
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
待
つ
も
の
と
す
る
。

る
措
置
を
待
つ
も
の
と
す
る
。

６

（
略
）

６

（
略
）

（
捜
索
救
助
活
動
の
実
施
等
）

（
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
の
実
施
等
）

第
七
条

防
衛
大
臣
は
、
基
本
計
画
に
従
い
、
捜
索
救
助
活
動
に
つ
い
て
、
実

第
七
条

防
衛
大
臣
は
、
基
本
計
画
に
従
い
、
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
に
つ

施
要
項
を
定
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
て
、
自
衛
隊

い
て
、
実
施
要
項
を
定
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
て

の
部
隊
等
に
そ
の
実
施
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。

、
自
衛
隊
の
部
隊
等
に
そ
の
実
施
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

防
衛
大
臣
は
、
前
項
の
実
施
要
項
に
お
い
て
、
実
施
さ
れ
る
必
要
の
あ
る

２

防
衛
大
臣
は
、
前
項
の
実
施
要
項
に
お
い
て
、
当
該
後
方
地
域
捜
索
救
助

捜
索
救
助
活
動
の
具
体
的
内
容
を
考
慮
し
、
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
こ
れ
を
円

活
動
を
実
施
す
る
区
域
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
実
施
区
域
」
と
い
う
。

滑
か
つ
安
全
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
当
該
捜
索
救
助
活
動
を
実

）
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

施
す
る
区
域
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
実
施
区
域
」
と
い
う
。
）
を
指
定

す
る
も
の
と
す
る
。

３

捜
索
救
助
活
動
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
、
戦
闘
参
加
者
以
外
の
遭
難

３

後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
、
戦
闘
参
加
者
以

者
が
在
る
と
き
は
、
こ
れ
を
救
助
す
る
も
の
と
す
る
。

外
の
遭
難
者
が
在
る
と
き
は
、
こ
れ
を
救
助
す
る
も
の
と
す
る
。

（
削
る
）

４

後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
、
実
施
区
域
に
隣

接
す
る
外
国
の
領
海
に
在
る
遭
難
者
を
認
め
た
と
き
は
、
当
該
外
国
の
同
意

を
得
て
、
当
該
遭
難
者
の
救
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
海

域
に
お
い
て
、
現
に
戦
闘
行
為
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
当
該
活
動
の

期
間
を
通
じ
て
戦
闘
行
為
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

限
る
。

４

前
条
第
四
項
の
規
定
は
、
実
施
区
域
の
指
定
の
変
更
及
び
活
動
の
中
断
に

５

前
条
第
四
項
の
規
定
は
実
施
区
域
の
指
定
の
変
更
及
び
活
動
の
中
断
に
つ

つ
い
て
準
用
す
る
。

い
て
、
同
条
第
五
項
の
規
定
は
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
の
実
施
を
命
ぜ
ら
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れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
長
又
は
そ
の
指
定
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５

前
条
第
五
項
の
規
定
は

我
が
国
の
領
域
外
に
お
け
る
捜
索
救
助
活
動
の

（
新
設
）

、

実
施
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
長
又
は
そ
の
指
定
す
る
者
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
、
「

次
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６

前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
五
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
既
に
遭

（
新
設
）

難
者
が
発
見
さ
れ
、
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
そ
の
救
助
を
開
始
し
て
い
る
と
き

は
、
当
該
部
隊
等
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
限
り
、
当
該
遭
難
者
に
係
る
捜
索

救
助
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

第
一
項
の
規
定
は
、
同
項
の
実
施
要
項
の
変
更
（
第
四
項
に
お
い
て
準
用

６

第
一
項
の
規
定
は
、
同
項
の
実
施
要
項
の
変
更
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す

す
る
前
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
区
域
を
縮
小
す
る
変
更
を
除
く
。
）

る
前
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
区
域
を
縮
小
す
る
変
更
を
除
く
。
）
に

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

つ
い
て
準
用
す
る
。

８

前
条
の
規
定
は
、
捜
索
救
助
活
動
の
実
施
に
伴
う
第
三
条
第
三
項
後
段
の

７

前
条
の
規
定
は
、
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
の
実
施
に
伴
う
第
三
条
第
三

後
方
支
援
活
動
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

項
後
段
の
後
方
地
域
支
援
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
武
器
の
使
用
）

（
武
器
の
使
用
）

第
十
一
条

第
六
条
第
二
項
（
第
七
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

第
十
一
条

第
六
条
第
二
項
（
第
七
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
第
五
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
後
方
支
援
活

む
。
）
の
規
定
に
よ
り
後
方
地
域
支
援
と
し
て
の
自
衛
隊
の
役
務
の
提
供
の

動
と
し
て
の
自
衛
隊
の
役
務
の
提
供
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
条
第

実
施
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
自
衛
官
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
に

一
項
の
規
定
に
よ
り
捜
索
救
助
活
動
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊

際
し
、
自
己
又
は
自
己
と
共
に
当
該
職
務
に
従
事
す
る
者
の
生
命
又
は
身
体

等
の
自
衛
官
は
、
自
己
又
は
自
己
と
共
に
現
場
に
所
在
す
る
他
の
自
衛
隊
員

の
防
護
の
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る

（
自
衛
隊
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
隊
員
を
い
う
。
第
六
項
に
お
い
て

場
合
に
は
、
そ
の
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
で
武
器

同
じ
。
）
若
し
く
は
そ
の
職
務
を
行
う
に
伴
い
自
己
の
管
理
の
下
に
入
っ
た

を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

者
の
生
命
又
は
身
体
の
防
護
の
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断

さ
れ
る
限
度
で
武
器
（
自
衛
隊
が
外
国
の
領
域
で
当
該
後
方
支
援
活
動
又
は

当
該
捜
索
救
助
活
動
を
実
施
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
第
二
項

第
三
号
ニ
又
は
第
四
号
ニ
の
規
定
に
よ
り
基
本
計
画
に
定
め
る
装
備
に
該
当
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す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
武
器
の
使
用
は
、
当
該
現
場
に
上
官
が
在
る
と
き
は

２

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
後
方
地
域
捜
索
救
助
活
動
の
実
施
を
命
ぜ

、
そ
の
命
令
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
生
命
又
は
身
体
に
対

ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
自
衛
官
は
、
遭
難
者
の
救
助
の
職
務
を
行
う
に

す
る
侵
害
又
は
危
難
が
切
迫
し
、
そ
の
命
令
を
受
け
る
い
と
ま
が
な
い
と
き

際
し
、
自
己
又
は
自
己
と
共
に
当
該
職
務
に
従
事
す
る
者
の
生
命
又
は
身
体

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

の
防
護
の
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る

場
合
に
は
、
そ
の
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
で
武
器

を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
現
場
に
在
る
上
官
は
、
統
制
を
欠
い
た

（
新
設
）

武
器
の
使
用
に
よ
り
か
え
っ
て
生
命
若
し
く
は
身
体
に
対
す
る
危
険
又
は
事

態
の
混
乱
を
招
く
こ
と
と
な
る
こ
と
を
未
然
に
防
止
し
、
当
該
武
器
の
使
用

が
同
項
及
び
次
項
の
規
定
に
従
い
そ
の
目
的
の
範
囲
内
に
お
い
て
適
正
に
行

わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
見
地
か
ら
必
要
な
命
令
を
す
る
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
武
器
の
使
用
に
際
し
て
は
、
刑
法
（
明
治
四
十
年

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
武
器
の
使
用
に
際
し
て
は
、
刑
法
（
明
治
四
十
年

法
律
第
四
十
五
号
）
第
三
十
六
条
又
は
第
三
十
七
条
に
該
当
す
る
場
合
の
ほ

法
律
第
四
十
五
号
）
第
三
十
六
条
又
は
第
三
十
七
条
に
該
当
す
る
場
合
の
ほ

か
、
人
に
危
害
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。

か
、
人
に
危
害
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。

５

第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
後
方
支
援
活
動
と
し
て
の
自
衛
隊
の
役
務

（
新
設
）

の
提
供
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
捜
索
救

助
活
動
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
自
衛
官
は
、
外
国
の
領

域
に
設
け
ら
れ
た
当
該
部
隊
等
の
宿
営
す
る
宿
営
地
（
宿
営
の
た
め
に
使
用

す
る
区
域
で
あ
っ
て
、
囲
障
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
他
と
区
別
さ
れ
る

も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
合
衆
国
軍
隊
等

の
要
員
が
共
に
宿
営
す
る
も
の
に
対
す
る
攻
撃
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
宿
営
地
以
外
に
そ
の
近
傍
に
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
安
全
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
る
場
所
が
な
い
と
き
は
、
当
該
宿
営
地
に
所
在
す
る
者
の
生
命
又

は
身
体
を
防
護
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
当
該
要
員
と
共
同
し
て
、
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
武
器
の
使
用
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
同
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
次
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
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中
「
現
場
に
所
在
す
る
他
の
自
衛
隊
員
（
自
衛
隊
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定

す
る
隊
員
を
い
う
。
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
そ
の
職
務
を
行

う
に
伴
い
自
己
の
管
理
の
下
に
入
っ
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
宿
営
す
る

宿
営
地
（
第
五
項
に
規
定
す
る
宿
営
地
を
い
う
。
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
に
所
在
す
る
者
」
と
、
「
そ
の
事
態
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
項

に
規
定
す
る
合
衆
国
軍
隊
等
の
要
員
に
よ
る
措
置
の
状
況
を
も
踏
ま
え
、
そ

の
事
態
」
と
、
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
現
場
」
と
あ
る
の
は
「
宿
営
地
」

と
、
次
項
中
「
自
衛
隊
員
」
と
あ
る
の
は
「
自
衛
隊
員
（
同
法
第
二
条
第
五

項
に
規
定
す
る
隊
員
を
い
う
。
）
」
と
す
る
。

６

自
衛
隊
法
第
九
十
六
条
第
三
項
の
規
定
は
、
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

（
新
設
）

り
後
方
支
援
活
動
と
し
て
の
自
衛
隊
の
役
務
の
提
供
（
我
が
国
の
領
域
外
に

お
け
る
も
の
に
限
る
。
）
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
七
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
捜
索
救
助
活
動
（
我
が
国
の
領
域
外
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）

の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
自
衛
官
に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊

員
以
外
の
者
の
犯
し
た
犯
罪
に
関
し
て
は
適
用
し
な
い
。

別
表
第
一
（
第
三
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
三
条
関
係
）

種

類

内

容

種

類

内

容

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

基
地
業
務

廃
棄
物
の
収
集
及
び
処
理
、
給
電
並
び
に
こ
れ
ら

基
地
業
務

廃
棄
物
の
収
集
及
び
処
理
、
給
電
並
び
に
こ
れ
ら

に
類
す
る
物
品
及
び
役
務
の
提
供

に
類
す
る
物
品
及
び
役
務
の
提
供

宿
泊

宿
泊
設
備
の
利
用
、
寝
具
の
提
供
並
び
に
こ
れ
ら

（
新
設
）

（
新
設
）

に
類
す
る
物
品
及
び
役
務
の
提
供
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保
管

倉
庫
に
お
け
る
一
時
保
管
、
保
管
容
器
の
提
供
並

（
新
設
）

（
新
設
）

び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
品
及
び
役
務
の
提
供

施
設
の
利
用

土
地
又
は
建
物
の
一
時
的
な
利
用
並
び
に
こ
れ
ら

（
新
設
）

（
新
設
）

に
類
す
る
物
品
及
び
役
務
の
提
供

訓
練
業
務

訓
練
に
必
要
な
指
導
員
の
派
遣
、
訓
練
用
器
材
の

（
新
設
）

（
新
設
）

提
供
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
品
及
び
役
務
の

提
供

備
考

物
品
の
提
供
に
は
、
武
器
の
提
供
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

備
考一

物
品
の
提
供
に
は
、
武
器
（
弾
薬
を
含
む
。
）
の
提
供
を
含
ま

な
い
も
の
と
す
る
。

二

物
品
及
び
役
務
の
提
供
に
は
、
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
に
発
進

準
備
中
の
航
空
機
に
対
す
る
給
油
及
び
整
備
を
含
ま
な
い
も
の
と

す
る
。

三

物
品
及
び
役
務
の
提
供
は
、
公
海
及
び
そ
の
上
空
で
行
わ
れ
る

輸
送
（
傷
病
者
の
輸
送
中
に
行
わ
れ
る
医
療
を
含
む
。
）
を
除
き

、
我
が
国
領
域
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
二
（
第
三
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
三
条
関
係
）

種

類

内

容

種

類

内

容

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

備
考

物
品
の
提
供
に
は
、
武
器
の
提
供
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

備
考
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一

物
品
の
提
供
に
は
、
武
器
（
弾
薬
を
含
む
。
）
の
提
供
を
含
ま

な
い
も
の
と
す
る
。

二

物
品
及
び
役
務
の
提
供
に
は
、
戦
闘
作
戦
行
動
の
た
め
に
発
進

準
備
中
の
航
空
機
に
対
す
る
給
油
及
び
整
備
を
含
ま
な
い
も
の
と

す
る
。



- 69 -

○

周
辺
事
態
に
際
し
て
実
施
す
る
船
舶
検
査
活
動
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
（
第
四
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

重
要
影
響
事
態
等
に
際
し
て
実
施
す
る
船
舶
検
査
活
動
に
関
す
る
法
律

周
辺
事
態
に
際
し
て
実
施
す
る
船
舶
検
査
活
動
に
関
す
る
法
律

（
目
的
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
重
要
影
響
事
態
（
重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
我
が
国

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
周
辺
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確

の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年

保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
六
十
号
。
以
下

法
律
第
六
十
号
。
以
下
「
重
要
影
響
事
態
安
全
確
保
法
」
と
い
う
。
）
第
一

「
周
辺
事
態
安
全
確
保
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
に
規
定
す
る
周
辺
事
態
に

条
に
規
定
す
る
重
要
影
響
事
態
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
国
際
平
和
共

対
応
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
船
舶
検
査
活
動
に
関
し
、
そ
の
実
施
の
態
様

同
対
処
事
態
（
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
際
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
諸

、
手
続
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
を
定
め
、
周
辺
事
態
安
全
確
保
法
と
相
ま
っ

外
国
の
軍
隊
等
に
対
す
る
協
力
支
援
活
動
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七

て
、
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約

年
法
律
第

号
。
以
下
「
国
際
平
和
協
力
支
援
活
動
法
」
と
い
う
。
）

（
以
下
「
日
米
安
保
条
約
」
と
い
う
。
）
の
効
果
的
な
運
用
に
寄
与
し
、
我

第
一
条
に
規
定
す
る
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に

が
国
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

対
応
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
船
舶
検
査
活
動
に
関
し
、
そ
の
実
施
の
態
様

、
手
続
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
を
定
め
、
重
要
影
響
事
態
安
全
確
保
法
及
び

国
際
平
和
協
力
支
援
活
動
法
と
相
ま
っ
て
、
我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和

及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
船
舶
検
査
活
動
」
と
は
、
重
要
影
響
事
態
又

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
船
舶
検
査
活
動
」
と
は
、
周
辺
事
態
に
際
し

は
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
際
し
、
貿
易
そ
の
他
の
経
済
活
動
に
係
る
規

、
貿
易
そ
の
他
の
経
済
活
動
に
係
る
規
制
措
置
で
あ
っ
て
我
が
国
が
参
加
す

制
措
置
で
あ
っ
て
我
が
国
が
参
加
す
る
も
の
の
厳
格
な
実
施
を
確
保
す
る
目

る
も
の
の
厳
格
な
実
施
を
確
保
す
る
目
的
で
、
当
該
厳
格
な
実
施
を
確
保
す

的
で
、
当
該
厳
格
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
執
る
こ
と
を

る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
執
る
こ
と
を
要
請
す
る
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事

要
請
す
る
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
の
決
議
に
基
づ
い
て
、
又
は
旗
国
（

会
の
決
議
に
基
づ
い
て
、
又
は
旗
国
（
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
第

海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
第
九
十
一
条
に
規
定
す
る
そ
の
旗
を
掲
げ

九
十
一
条
に
規
定
す
る
そ
の
旗
を
掲
げ
る
権
利
を
有
す
る
国
を
い
う
。
）
の
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る
権
利
を
有
す
る
国
を
い
う
。
）
の
同
意
を
得
て
、
船
舶
（
軍
艦
及
び
各
国

同
意
を
得
て
、
船
舶
（
軍
艦
及
び
各
国
政
府
が
所
有
し
又
は
運
航
す
る
船
舶

政
府
が
所
有
し
又
は
運
航
す
る
船
舶
で
あ
っ
て
非
商
業
的
目
的
の
み
に
使
用

で
あ
っ
て
非
商
業
的
目
的
の
み
に
使
用
さ
れ
る
も
の
（
以
下
「
軍
艦
等
」
と

さ
れ
る
も
の
（
以
下
「
軍
艦
等
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
の
積
荷
及
び
目

い
う
。
）
を
除
く
。
）
の
積
荷
及
び
目
的
地
を
検
査
し
、
確
認
す
る
活
動
並

的
地
を
検
査
し
、
確
認
す
る
活
動
並
び
に
必
要
に
応
じ
当
該
船
舶
の
航
路
又

び
に
必
要
に
応
じ
当
該
船
舶
の
航
路
又
は
目
的
港
若
し
く
は
目
的
地
の
変
更

は
目
的
港
若
し
く
は
目
的
地
の
変
更
を
要
請
す
る
活
動
で
あ
っ
て
、
我
が
国

を
要
請
す
る
活
動
で
あ
っ
て
、
我
が
国
領
海
又
は
我
が
国
周
辺
の
公
海
（
海

が
実
施
す
る
も
の
を
い
う
。

洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
に
規
定
す
る
排
他
的
経
済
水
域
を
含
む
。
）

に
お
い
て
我
が
国
が
実
施
す
る
も
の
を
い
う
。

（
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
）

（
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
）

第
三
条

重
要
影
響
事
態
に
お
け
る
船
舶
検
査
活
動
は
、
自
衛
隊
の
部
隊
等
（

第
三
条

船
舶
検
査
活
動
は
、
自
衛
隊
の
部
隊
等
（
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
八
条
に
規
定
す
る
部

年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
八
条
に
規
定
す
る
部
隊
等
を
い
う
。
以
下
同
じ

隊
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

。
）
が
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
船
舶
検
査
活
動
を

い
て
、
重
要
影
響
事
態
に
お
け
る
船
舶
検
査
活
動
を
行
う
自
衛
隊
の
部
隊
等

行
う
自
衛
隊
の
部
隊
等
に
お
い
て
、
そ
の
実
施
に
伴
い
、
当
該
活
動
に
相
当

に
お
い
て
、
そ
の
実
施
に
伴
い
、
当
該
活
動
に
相
当
す
る
活
動
を
行
う
合
衆

す
る
活
動
を
行
う
日
米
安
保
条
約
の
目
的
の
達
成
に
寄
与
す
る
活
動
を
行
っ

国
軍
隊
等
（
重
要
影
響
事
態
安
全
確
保
法
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す

て
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
部
隊
に
対
し
て
後
方
地
域
支
援
（
周
辺

る
合
衆
国
軍
隊
等
を
い
う
。
）
の
部
隊
に
対
し
て
後
方
支
援
活
動
（
同
項
第

事
態
安
全
確
保
法
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
後
方
地
域
支
援
を
い

二
号
に
規
定
す
る
後
方
支
援
活
動
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
し
て
行
う
自

う
。
以
下
同
じ
。
）
と
し
て
行
う
自
衛
隊
に
属
す
る
物
品
の
提
供
及
び
自
衛

衛
隊
に
属
す
る
物
品
の
提
供
及
び
自
衛
隊
に
よ
る
役
務
の
提
供
は
、
重
要
影

隊
に
よ
る
役
務
の
提
供
は
、
周
辺
事
態
安
全
確
保
法
別
表
第
二
に
掲
げ
る
も

響
事
態
安
全
確
保
法
別
表
第
二
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

の
と
す
る
。

２

国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
お
け
る
船
舶
検
査
活
動
は
、
自
衛
隊
の
部
隊

（
新
設
）

等
が
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
際
平
和
共
同
対
処

事
態
に
お
け
る
船
舶
検
査
活
動
を
行
う
自
衛
隊
の
部
隊
等
に
お
い
て
、
そ
の

実
施
に
伴
い
、
当
該
活
動
に
相
当
す
る
活
動
を
行
う
諸
外
国
の
軍
隊
等
（
国

際
平
和
協
力
支
援
活
動
法
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
諸
外
国
の
軍

隊
等
を
い
う
。
）
の
部
隊
に
対
し
て
協
力
支
援
活
動
（
同
項
第
二
号
に
規
定

す
る
協
力
支
援
活
動
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
し
て
行
う
自
衛
隊
に
属
す

る
物
品
の
提
供
及
び
自
衛
隊
に
よ
る
役
務
の
提
供
は
、
国
際
平
和
協
力
支
援

活
動
法
別
表
第
二
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。
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（
基
本
計
画
に
定
め
る
事
項
）

（
周
辺
事
態
安
全
確
保
法
に
規
定
す
る
基
本
計
画
に
定
め
る
事
項
）

第
四
条

重
要
影
響
事
態
に
お
け
る
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
に
際
し
て
は
、
次

第
四
条

船
舶
検
査
活
動
の
実
施
に
際
し
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
周
辺
事

に
掲
げ
る
事
項
を
重
要
影
響
事
態
安
全
確
保
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る

態
安
全
確
保
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
計
画
（
以
下
「
基
本
計
画

基
本
計
画
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

当
該
船
舶
検
査
活
動
を
行
う
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
規
模
及
び
構
成
並
び

二

当
該
船
舶
検
査
活
動
を
行
う
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
規
模
及
び
構
成

に
当
該
船
舶
検
査
活
動
又
は
そ
の
実
施
に
伴
う
前
条
第
一
項
後
段
の
後
方

支
援
活
動
を
外
国
の
領
域
で
実
施
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
外

国
の
領
域
で
実
施
す
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
装
備
及
び
派
遣
期
間

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

五

当
該
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
に
伴
う
前
条
第
一
項
後
段
の
後
方
支
援
活

五

当
該
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
に
伴
う
前
条
後
段
の
後
方
地
域
支
援
の
実

動
の
実
施
に
関
す
る
重
要
事
項
（
当
該
後
方
支
援
活
動
を
実
施
す
る
区
域

施
に
関
す
る
重
要
事
項
（
当
該
後
方
地
域
支
援
を
実
施
す
る
区
域
の
範
囲

の
範
囲
及
び
当
該
区
域
の
指
定
に
関
す
る
事
項
を
含
む
。
）

及
び
当
該
区
域
の
指
定
に
関
す
る
事
項
を
含
む
。
）

六

（
略
）

六

（
略
）

２

国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
お
け
る
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
に
際
し
て
は

（
新
設
）

、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
国
際
平
和
協
力
支
援
活
動
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定

す
る
基
本
計
画
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
船
舶
検
査
活
動
に
係
る
基
本
的
事
項

二

当
該
船
舶
検
査
活
動
を
行
う
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
規
模
及
び
構
成
並
び

に
当
該
船
舶
検
査
活
動
又
は
そ
の
実
施
に
伴
う
前
条
第
二
項
後
段
の
協
力

支
援
活
動
を
外
国
の
領
域
で
実
施
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
外

国
の
領
域
で
実
施
す
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
装
備
及
び
派
遣
期
間

三

当
該
船
舶
検
査
活
動
を
実
施
す
る
区
域
の
範
囲
及
び
当
該
区
域
の
指
定

に
関
す
る
事
項

四

第
二
条
に
規
定
す
る
規
制
措
置
の
対
象
物
品
の
範
囲

五

当
該
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
に
伴
う
前
条
第
二
項
後
段
の
協
力
支
援
活

動
の
実
施
に
関
す
る
重
要
事
項
（
当
該
協
力
支
援
活
動
を
実
施
す
る
区
域
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の
範
囲
及
び
当
該
区
域
の
指
定
に
関
す
る
事
項
を
含
む
。
）

六

そ
の
他
当
該
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
に
関
す
る
重
要
事
項

３

船
舶
検
査
活
動
又
は
重
要
影
響
事
態
に
お
け
る
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
に

（
新
設
）

伴
う
前
条
第
一
項
後
段
の
後
方
支
援
活
動
若
し
く
は
国
際
平
和
共
同
対
処
事

態
に
お
け
る
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
に
伴
う
同
条
第
二
項
後
段
の
協
力
支
援

活
動
を
外
国
の
領
域
で
実
施
す
る
場
合
に
は
、
当
該
外
国
（
重
要
影
響
事
態

安
全
確
保
法
第
二
条
第
四
項
又
は
国
際
平
和
協
力
支
援
活
動
法
第
二
条
第
四

項
に
規
定
す
る
機
関
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
機
関
）
と
協
議
し
て

、
実
施
す
る
区
域
の
範
囲
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
の
態
様
等
）

（
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
の
態
様
等
）

第
五
条

防
衛
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
基
本
計
画
（
第
五
項
に

第
五
条

防
衛
大
臣
は
、
基
本
計
画
に
従
い
、
船
舶
検
査
活
動
に
つ
い
て
、
実

お
い
て
単
に
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
に
従
い
、
船
舶
検
査
活
動
に
つ
い

施
要
項
を
定
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
て
、
自
衛
隊

て
、
実
施
要
項
を
定
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
て
、

の
部
隊
等
に
そ
の
実
施
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。

自
衛
隊
の
部
隊
等
に
そ
の
実
施
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

防
衛
大
臣
は
、
前
項
の
実
施
要
項
に
お
い
て
、
実
施
さ
れ
る
必
要
の
あ
る

２

防
衛
大
臣
は
、
前
項
の
実
施
要
項
に
お
い
て
、
当
該
船
舶
検
査
活
動
を
実

船
舶
検
査
活
動
の
具
体
的
内
容
を
考
慮
し
、
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
こ
れ
を
円

施
す
る
区
域
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
実
施
区
域
」
と
い
う
。
）
を
指
定

滑
か
つ
安
全
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
当
該
船
舶
検
査
活
動
を
実

す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
実
施
区
域
は
、
当
該
船
舶
検
査

施
す
る
区
域
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
実
施
区
域
」
と
い
う
。
）
を
指
定

活
動
が
外
国
に
よ
る
船
舶
検
査
活
動
に
相
当
す
る
活
動
と
混
交
し
て
行
わ
れ

す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
実
施
区
域
は
、
当
該
船
舶
検
査

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
か
か
る
活
動
が
実
施
さ
れ
る
区
域
と
明
確
に
区
別
し

活
動
が
外
国
に
よ
る
船
舶
検
査
活
動
に
相
当
す
る
活
動
と
混
交
し
て
行
わ
れ

て
指
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
か
か
る
活
動
が
実
施
さ
れ
る
区
域
と
明
確
に
区
別
し

て
指
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

４

防
衛
大
臣
は
、
実
施
区
域
の
全
部
又
は
一
部
に
お
い
て
、
自
衛
隊
の
部
隊

４

周
辺
事
態
安
全
確
保
法
第
六
条
第
四
項
の
規
定
は
、
実
施
区
域
の
指
定
の

等
が
船
舶
検
査
活
動
を
円
滑
か
つ
安
全
に
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と

変
更
及
び
活
動
の
中
断
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

認
め
る
場
合
又
は
重
要
影
響
事
態
に
お
い
て
外
国
の
領
域
で
実
施
す
る
船
舶

検
査
活
動
に
つ
い
て
の
重
要
影
響
事
態
安
全
確
保
法
第
二
条
第
四
項
の
同
意
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若
し
く
は
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
お
い
て
外
国
の
領
域
で
実
施
す
る
船

舶
検
査
活
動
に
つ
い
て
の
国
際
平
和
協
力
支
援
活
動
法
第
二
条
第
四
項
の
同

意
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
指
定
を

変
更
し
、
又
は
そ
こ
で
実
施
さ
れ
て
い
る
活
動
の
中
断
を
命
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

５

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
防
衛
大
臣
は
、
実
施
区
域
の
全
部
又
は
一

（
新
設
）

部
が
こ
の
法
律
又
は
基
本
計
画
に
定
め
ら
れ
た
要
件
を
満
た
さ
な
い
も
の
と

な
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
指
定
を
変
更
し
、
又
は
そ
こ
で
実
施

さ
れ
て
い
る
活
動
の
中
断
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

第
一
項
の
規
定
は
、
同
項
の
実
施
要
項
の
変
更
（
前
二
項
の
規
定
に
よ
り

５

第
一
項
の
規
定
は
、
同
項
の
実
施
要
項
の
変
更
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す

実
施
区
域
を
縮
小
す
る
変
更
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

る
周
辺
事
態
安
全
確
保
法
第
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
区
域
を
縮
小

す
る
変
更
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

７

重
要
影
響
事
態
安
全
確
保
法
第
六
条
の
規
定
は
重
要
影
響
事
態
に
お
け
る

６

周
辺
事
態
安
全
確
保
法
第
六
条
の
規
定
は
、
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
に
伴

船
舶
検
査
活
動
の
実
施
に
伴
う
第
三
条
第
一
項
後
段
の
後
方
支
援
活
動
に
つ

う
第
三
条
後
段
の
後
方
地
域
支
援
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

い
て
、
国
際
平
和
協
力
支
援
活
動
法
第
七
条
の
規
定
は
国
際
平
和
共
同
対
処

事
態
に
お
け
る
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
に
伴
う
第
三
条
第
二
項
後
段
の
協
力

支
援
活
動
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
武
器
の
使
用
）

（
武
器
の
使
用
）

第
六
条

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
、

第
六
条

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
た

又
は
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
重
要
影
響
事
態
安
全
確
保
法
第
六
条

自
衛
隊
の
部
隊
等
の
自
衛
官
は
、
当
該
船
舶
検
査
活
動
の
対
象
船
舶
に
乗
船

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
重
要
影
響
事
態
に
お
け
る
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
に

し
て
そ
の
職
務
を
行
う
に
際
し
、
自
己
又
は
自
己
と
共
に
当
該
職
務
に
従
事

伴
う
第
三
条
第
一
項
後
段
の
後
方
支
援
活
動
と
し
て
の
自
衛
隊
の
役
務
の
提

す
る
者
の
生
命
又
は
身
体
の
防
護
の
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認

供
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
、
若
し
く
は
前
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
国
際

め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と

平
和
協
力
支
援
活
動
法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
際
平
和
共
同
対
処

判
断
さ
れ
る
限
度
で
武
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

事
態
に
お
け
る
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
に
伴
う
第
三
条
第
二
項
後
段
の
協
力

支
援
活
動
と
し
て
の
自
衛
隊
の
役
務
の
提
供
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊

の
部
隊
等
の
自
衛
官
は
、
自
己
又
は
自
己
と
共
に
現
場
に
所
在
す
る
他
の
自
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衛
隊
員
（
自
衛
隊
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
隊
員
を
い
う
。
第
五
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
そ
の
職
務
を
行
う
に
伴
い
自
己
の
管
理
の
下
に

入
っ
た
者
の
生
命
又
は
身
体
の
防
護
の
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要

と
判
断
さ
れ
る
限
度
で
武
器
（
自
衛
隊
が
外
国
の
領
域
で
当
該
船
舶
検
査
活

動
又
は
当
該
後
方
支
援
活
動
若
し
く
は
当
該
協
力
支
援
活
動
を
実
施
し
て
い

る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
二
項
第
二
号
の
規
定

に
よ
り
基
本
計
画
に
定
め
る
装
備
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。
）
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
武
器
の
使
用
は
、
当
該
現
場
に
上
官
が
在
る
と
き
は

（
新
設
）

、
そ
の
命
令
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
生
命
又
は
身
体
に
対

す
る
侵
害
又
は
危
難
が
切
迫
し
、
そ
の
命
令
を
受
け
る
い
と
ま
が
な
い
と
き

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
現
場
に
在
る
上
官
は
、
統
制
を
欠
い
た

（
新
設
）

武
器
の
使
用
に
よ
り
か
え
っ
て
生
命
若
し
く
は
身
体
に
対
す
る
危
険
又
は
事

態
の
混
乱
を
招
く
こ
と
と
な
る
こ
と
を
未
然
に
防
止
し
、
当
該
武
器
の
使
用

が
同
項
及
び
次
項
の
規
定
に
従
い
そ
の
目
的
の
範
囲
内
に
お
い
て
適
正
に
行

わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
見
地
か
ら
必
要
な
命
令
を
す
る
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
武
器
の
使
用
に
際
し
て
は
、
刑
法
（
明
治
四
十
年

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
武
器
の
使
用
に
際
し
て
は
、
刑
法
（
明
治
四
十
年
法

法
律
第
四
十
五
号
）
第
三
十
六
条
又
は
第
三
十
七
条
に
該
当
す
る
場
合
の
ほ

律
第
四
十
五
号
）
第
三
十
六
条
又
は
第
三
十
七
条
に
該
当
す
る
場
合
の
ほ
か

か
、
人
に
危
害
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。

、
人
に
危
害
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。

５

自
衛
隊
法
第
九
十
六
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

（
新
設
）

船
舶
検
査
活
動
（
我
が
国
の
領
域
外
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）
の
実
施
を

命
ぜ
ら
れ
、
又
は
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
重
要
影
響
事
態
安
全
確

保
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
重
要
影
響
事
態
に
お
け
る
船
舶
検
査
活

動
の
実
施
に
伴
う
第
三
条
第
一
項
後
段
の
後
方
支
援
活
動
と
し
て
の
自
衛
隊

の
役
務
の
提
供
（
我
が
国
の
領
域
外
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）
の
実
施
を

命
ぜ
ら
れ
、
若
し
く
は
前
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
国
際
平
和
協
力
支
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援
活
動
法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
お
け

る
船
舶
検
査
活
動
の
実
施
に
伴
う
第
三
条
第
二
項
後
段
の
協
力
支
援
活
動
と

し
て
の
自
衛
隊
の
役
務
の
提
供
（
我
が
国
の
領
域
外
に
お
け
る
も
の
に
限
る

。
）
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
自
衛
官
に
つ
い
て
は
、
自

衛
隊
員
以
外
の
者
の
犯
し
た
犯
罪
に
関
し
て
は
適
用
し
な
い
。
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○

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
九
号
）
（
第
五
条

関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国

立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律

民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律

目
次

目
次

第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
八
条
）

第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
八
条
）

第
二
章

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
へ
の
対
処
の
た
め
の
手
続

第
二
章

武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
の
た
め
の
手
続
等
（
第
九
条
―
第
二

等
（
第
九
条
―
第
二
十
条
）

十
条
）

（
削
る
）

第
三
章

武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
制
の
整
備
（
第
二
十
一

条
―
第
二
十
三
条
）

第
三
章

緊
急
対
処
事
態
そ
の
他
の
緊
急
事
態
へ
の
対
処
の
た
め
の
措
置
（

第
四
章

緊
急
対
処
事
態
そ
の
他
の
緊
急
事
態
へ
の
対
処
の
た
め
の
措
置
（

第
二
十
一
条
―
第
二
十
四
条
）

第
二
十
四
条
―
第
二
十
七
条
）

附
則

附
則

（
目
的
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
（
武
力
攻
撃
事
態
及
び
武
力
攻
撃

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
（
武
力
攻
撃
事
態
及
び
武
力
攻
撃

予
測
事
態
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
存
立
危
機
事
態
へ
の
対
処
に
つ
い

予
測
事
態
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
へ
の
対
処
に
つ
い
て
、
基
本
理
念
、
国

て
、
基
本
理
念
、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
の
責
務
、
国
民
の
協
力
そ
の
他
の

、
地
方
公
共
団
体
等
の
責
務
、
国
民
の
協
力
そ
の
他
の
基
本
と
な
る
事
項
を

基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
の
た
め
の
態
勢
を
整
備

機
事
態
へ
の
対
処
の
た
め
の
態
勢
を
整
備
し
、
も
っ
て
我
が
国
の
平
和
と
独

し
、
併
せ
て
武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
に
関
し
て
必
要
と
な
る
法
制
の
整

立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

備
に
関
す
る
事
項
を
定
め
、
も
っ
て
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び

国
民
の
安
全
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
（
第
一
号
に
掲
げ
る
用
語
に
あ
っ
て
は
、
第
四
号
及
び
第

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ

八
号
ハ
⑴
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

（
略
）

一

武
力
攻
撃

我
が
国
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
を
い
う
。

二

（
略
）

二

武
力
攻
撃
事
態

武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
事
態
又
は
武
力
攻
撃
が
発
生

す
る
明
白
な
危
険
が
切
迫
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
事
態
を
い

う
。

三

（
略
）

三

武
力
攻
撃
予
測
事
態

武
力
攻
撃
事
態
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
事
態

が
緊
迫
し
、
武
力
攻
撃
が
予
測
さ
れ
る
に
至
っ
た
事
態
を
い
う
。

四

存
立
危
機
事
態

我
が
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す
る
武
力

（
新
設
）

攻
撃
が
発
生
し
、
こ
れ
に
よ
り
我
が
国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、
国
民
の
生

命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
の
権
利
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
明
白
な
危
険
が

あ
る
事
態
を
い
う
。

五
～
七

（
略
）

四
～
六

（
略
）

八

対
処
措
置

第
九
条
第
一
項
の
対
処
基
本
方
針
が
定
め
ら
れ
て
か
ら
廃

七

対
処
措
置

第
九
条
第
一
項
の
対
処
基
本
方
針
が
定
め
ら
れ
て
か
ら
廃

止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
、
指
定
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体
又
は
指
定
公

止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
、
指
定
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体
又
は
指
定
公

共
機
関
が
法
律
の
規
定
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
次
に
掲
げ
る
措
置
を
い
う

共
機
関
が
法
律
の
規
定
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
次
に
掲
げ
る
措
置
を
い
う

。

。

イ

武
力
攻
撃
事
態
等
を
終
結
さ
せ
る
た
め
に
そ
の
推
移
に
応
じ
て
実
施

イ

武
力
攻
撃
事
態
等
を
終
結
さ
せ
る
た
め
に
そ
の
推
移
に
応
じ
て
実
施

す
る
次
に
掲
げ
る
措
置

す
る
次
に
掲
げ
る
措
置

⑴

（
略
）

⑴

（
略
）

⑵

⑴
に
掲
げ
る
自
衛
隊
の
行
動
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
が
実
施

⑵

⑴
に
掲
げ
る
自
衛
隊
の
行
動
及
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
が
実

す
る
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保

施
す
る
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全

障
条
約
（
以
下
「
日
米
安
保
条
約
」
と
い
う
。
）
に
従
っ
て
武
力
攻

保
障
条
約
（
以
下
「
日
米
安
保
条
約
」
と
い
う
。
）
に
従
っ
て
武
力

撃
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
行
動
及
び
そ
の
他
の
外
国
の
軍
隊
が

攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
行
動
が
円
滑
か
つ
効
果
的
に
行
わ

実
施
す
る
自
衛
隊
と
協
力
し
て
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要

れ
る
た
め
に
実
施
す
る
物
品
、
施
設
又
は
役
務
の
提
供
そ
の
他
の
措

な
行
動
が
円
滑
か
つ
効
果
的
に
行
わ
れ
る
た
め
に
実
施
す
る
物
品
、

置
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施
設
又
は
役
務
の
提
供
そ
の
他
の
措
置

⑶

（
略
）

⑶

（
略
）

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

ハ

存
立
危
機
事
態
を
終
結
さ
せ
る
た
め
に
そ
の
推
移
に
応
じ
て
実
施
す

（
新
設
）

る
次
に
掲
げ
る
措
置

⑴

我
が
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
で
あ
っ

て
、
こ
れ
に
よ
り
我
が
国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、
国
民
の
生
命
、
自

由
及
び
幸
福
追
求
の
権
利
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
明
白
な
危
険
が
あ

る
も
の
（
以
下
「
存
立
危
機
武
力
攻
撃
」
と
い
う
。
）
を
排
除
す
る

た
め
に
必
要
な
自
衛
隊
が
実
施
す
る
武
力
の
行
使
、
部
隊
等
の
展
開

そ
の
他
の
行
動

⑵

⑴
に
掲
げ
る
自
衛
隊
の
行
動
及
び
外
国
の
軍
隊
が
実
施
す
る
自
衛

隊
と
協
力
し
て
存
立
危
機
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
行

動
が
円
滑
か
つ
効
果
的
に
行
わ
れ
る
た
め
に
実
施
す
る
物
品
、
施
設

又
は
役
務
の
提
供
そ
の
他
の
措
置

⑶

⑴
及
び
⑵
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
外
交
上
の
措
置
そ
の
他
の
措

置

ニ

存
立
危
機
武
力
攻
撃
に
よ
る
深
刻
か
つ
重
大
な
影
響
か
ら
国
民
の
生

（
新
設
）

命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
た
め
、
又
は
存
立
危
機
武
力
攻
撃
が

国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
に
お
い
て
当
該
影
響

が
最
小
と
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
存
立
危
機
事
態
の
推
移
に
応
じ
て

実
施
す
る
公
共
的
な
施
設
の
保
安
の
確
保
、
生
活
関
連
物
資
等
の
安
定

供
給
そ
の
他
の
措
置

（
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
へ
の
対
処
に
関
す
る
基
本
理
念
）

（
武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
に
関
す
る
基
本
理
念
）

第
三
条

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
へ
の
対
処
に
お
い
て
は
、
国

第
三
条

武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
に
お
い
て
は
、
国
、
地
方
公
共
団
体
及

、
地
方
公
共
団
体
及
び
指
定
公
共
機
関
が
、
国
民
の
協
力
を
得
つ
つ
、
相
互

び
指
定
公
共
機
関
が
、
国
民
の
協
力
を
得
つ
つ
、
相
互
に
連
携
協
力
し
、
万

に
連
携
協
力
し
、
万
全
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

全
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

存
立
危
機
事
態
に
お
い
て
は
、
存
立
危
機
武
力
攻
撃
を
排
除
し
つ
つ
、
そ

（
新
設
）

の
速
や
か
な
終
結
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
存
立
危
機
武
力

攻
撃
を
排
除
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
武
力
の
行
使
は
、
事
態
に
応
じ
合
理
的

に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
に
お
い
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
へ
の
対
処
に
お
い
て
は
、
日
本
国

４

武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
に
お
い
て
は
、
日
本
国
憲
法
の
保
障
す
る
国

憲
法
の
保
障
す
る
国
民
の
自
由
と
権
利
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ

民
の
自
由
と
権
利
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
に
制
限
が
加
え
ら

れ
に
制
限
が
加
え
ら
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
制
限
は
当
該
武
力
攻
撃

れ
る
場
合
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
制
限
は
当
該
武
力
攻
撃
事
態
等
に
対
処
す
る

事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
対
処
す
る
た
め
必
要
最
小
限
の
も
の
に
限
ら

た
め
必
要
最
小
限
の
も
の
に
限
ら
れ
、
か
つ
、
公
正
か
つ
適
正
な
手
続
の
下

れ
、
か
つ
、
公
正
か
つ
適
正
な
手
続
の
下
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
第
十

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
第
十
四
条
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
、

四
条
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
そ
の
他
の
基
本
的
人
権
に
関

第
二
十
一
条
そ
の
他
の
基
本
的
人
権
に
関
す
る
規
定
は
、
最
大
限
に
尊
重
さ

す
る
規
定
は
、
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
い
て
は
、
当
該
武
力
攻
撃
事

５

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い
て
は
、
当
該
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
こ
れ
へ
の

態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
並
び
に
こ
れ
ら
へ
の
対
処
に
関
す
る
状
況
に
つ
い

対
処
に
関
す
る
状
況
に
つ
い
て
、
適
時
に
、
か
つ
、
適
切
な
方
法
で
国
民
に

て
、
適
時
に
、
か
つ
、
適
切
な
方
法
で
国
民
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
し

明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
へ
の
対
処
に
お
い
て
は
、
日
米
安

６

武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
に
お
い
て
は
、
日
米
安
保
条
約
に
基
づ
い
て

保
条
約
に
基
づ
い
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
緊
密
に
協
力
す
る
ほ
か
、
関
係
す

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
緊
密
に
協
力
し
つ
つ
、
国
際
連
合
を
始
め
と
す
る
国
際

る
外
国
と
の
協
力
を
緊
密
に
し
つ
つ
、
国
際
連
合
を
始
め
と
す
る
国
際
社
会

社
会
の
理
解
及
び
協
調
的
行
動
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
理
解
及
び
協
調
的
行
動
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。

（
国
の
責
務
）

（
国
の
責
務
）

第
四
条

国
は
、
我
が
国
の
平
和
と
独
立
を
守
り
、
国
及
び
国
民
の
安
全
を
保

第
四
条

国
は
、
我
が
国
の
平
和
と
独
立
を
守
り
、
国
及
び
国
民
の
安
全
を
保

つ
た
め
、
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
い
て
、
我
が
国
を
防

つ
た
め
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い
て
、
我
が
国
を
防
衛
し
、
国
土
並
び
に

衛
し
、
国
土
並
び
に
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
固
有
の
使

国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
固
有
の
使
命
を
有
す
る
こ
と
か

命
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
前
条
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
組
織
及
び
機
能

ら
、
前
条
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
組
織
及
び
機
能
の
す
べ
て
を
挙
げ
て

の
全
て
を
挙
げ
て
、
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
対
処
す
る
と

、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
対
処
す
る
と
と
も
に
、
国
全
体
と
し
て
万
全
の
措
置



- 80 -

と
も
に
、
国
全
体
と
し
て
万
全
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
責
務
を

が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
責
務
を
有
す
る
。

有
す
る
。

２

国
は
、
前
項
の
責
務
を
果
た
す
た
め
、
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機

（
新
設
）

事
態
へ
の
円
滑
か
つ
効
果
的
な
対
処
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
関
係
機
関
が
行

う
こ
れ
ら
の
事
態
へ
の
対
処
に
つ
い
て
の
訓
練
そ
の
他
の
関
係
機
関
相
互
の

緊
密
な
連
携
協
力
の
確
保
に
資
す
る
施
策
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

（
国
民
の
協
力
）

（
国
民
の
協
力
）

第
八
条

国
民
は
、
国
及
び
国
民
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み

第
八
条

国
民
は
、
国
及
び
国
民
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
か
ん

、
指
定
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体
又
は
指
定
公
共
機
関
が
武
力
攻
撃
事
態

が
み
、
指
定
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体
又
は
指
定
公
共
機
関
が
対
処
措
置

等
に
お
い
て
対
処
措
置
を
実
施
す
る
際
は
、
必
要
な
協
力
を
す
る
よ
う
努
め

を
実
施
す
る
際
は
、
必
要
な
協
力
を
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。

第
二
章

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
へ
の
対
処
の
た
め
の

第
二
章

武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
の
た
め
の
手
続
等

手
続
等

（
対
処
基
本
方
針
）

（
対
処
基
本
方
針
）

第
九
条

政
府
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
又
は
存
立
危
機
事
態
に
至
っ
た
と
き
は

第
九
条

政
府
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
至
っ
た
と
き
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等

、
武
力
攻
撃
事
態
等
又
は
存
立
危
機
事
態
へ
の
対
処
に
関
す
る
基
本
的
な
方

へ
の
対
処
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
以
下
「
対
処
基
本
方
針
」
と
い
う
。

針
（
以
下
「
対
処
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

対
処
基
本
方
針
に
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

対
処
基
本
方
針
に
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

対
処
す
べ
き
事
態
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

一

武
力
攻
撃
事
態
で
あ
る
こ
と
又
は
武
力
攻
撃
予
測
事
態
で
あ
る
こ
と
の

認
定
及
び
当
該
認
定
の
前
提
と
な
っ
た
事
実

イ

事
態
の
経
緯
、
事
態
が
武
力
攻
撃
事
態
で
あ
る
こ
と
、
武
力
攻
撃
予

（
新
設
）

測
事
態
で
あ
る
こ
と
又
は
存
立
危
機
事
態
で
あ
る
こ
と
の
認
定
及
び
当

該
認
定
の
前
提
と
な
っ
た
事
実

ロ

事
態
が
武
力
攻
撃
事
態
又
は
存
立
危
機
事
態
で
あ
る
と
認
定
す
る
場

（
新
設
）

合
に
あ
っ
て
は
、
我
が
国
の
存
立
を
全
う
し
、
国
民
を
守
る
た
め
に
他
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に
適
当
な
手
段
が
な
く
、
事
態
に
対
処
す
る
た
め
武
力
の
行
使
が
必
要

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
理
由

二

当
該
武
力
攻
撃
事
態
等
又
は
存
立
危
機
事
態
へ
の
対
処
に
関
す
る
全
般

二

当
該
武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
に
関
す
る
全
般
的
な
方
針

的
な
方
針

三

（
略
）

三

（
略
）

３

武
力
攻
撃
事
態
又
は
存
立
危
機
事
態
に
お
い
て
は
、
対
処
基
本
方
針
に
は

３

武
力
攻
撃
事
態
に
お
い
て
は
、
対
処
基
本
方
針
に
は
、
前
項
第
三
号
に
定

、
前
項
第
三
号
に
定
め
る
事
項
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
内
閣
総
理
大
臣
の
承

め
る
事
項
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
行
う
場
合
は
そ

認
を
行
う
場
合
は
そ
の
旨
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
旨
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

防
衛
大
臣
が
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
ア
メ
リ

五

防
衛
大
臣
が
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の

カ
合
衆
国
等
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る

行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法

法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
三
号
）
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ

律
第
百
十
三
号
）
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
実
施
を
命
ず
る
行
動

き
実
施
を
命
ず
る
行
動
関
連
措
置
と
し
て
の
役
務
の
提
供
に
関
し
て
同
項

関
連
措
置
と
し
て
の
役
務
の
提
供
に
関
し
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
内
閣
総

の
規
定
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
が
行
う
承
認

理
大
臣
が
行
う
承
認

六

防
衛
大
臣
が
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用

六

防
衛
大
臣
が
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の

品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
六

規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
四
条
の
規
定

号
）
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
命
ず
る
同
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
る
措
置

に
基
づ
き
命
ず
る
同
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
関
し
て
同
条
の
規

に
関
し
て
同
条
の
規
定
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
が
行
う
承
認

定
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
が
行
う
承
認

４

武
力
攻
撃
事
態
又
は
存
立
危
機
事
態
に
お
い
て
は
、
対
処
基
本
方
針
に
は

４

武
力
攻
撃
事
態
に
お
い
て
は
、
対
処
基
本
方
針
に
は
、
前
項
に
定
め
る
も

、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
二
項
第
三
号
に
定
め
る
事
項
と
し
て
、

の
の
ほ
か
、
第
二
項
第
三
号
に
定
め
る
事
項
と
し
て
、
第
一
号
に
掲
げ
る
内

第
一
号
に
掲
げ
る
内
閣
総
理
大
臣
が
行
う
国
会
の
承
認
（
衆
議
院
が
解
散
さ

閣
総
理
大
臣
が
行
う
国
会
の
承
認
（
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、

れ
て
い
る
と
き
は
、
日
本
国
憲
法
第
五
十
四
条
に
規
定
す
る
緊
急
集
会
に
よ

日
本
国
憲
法
第
五
十
四
条
に
規
定
す
る
緊
急
集
会
に
よ
る
参
議
院
の
承
認
。

る
参
議
院
の
承
認
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
求
め
を
行
う
場
合

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
求
め
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
旨

に
あ
っ
て
は
そ
の
旨
を
、
内
閣
総
理
大
臣
が
第
二
号
に
掲
げ
る
防
衛
出
動
を

を
、
内
閣
総
理
大
臣
が
第
二
号
に
掲
げ
る
防
衛
出
動
を
命
ず
る
場
合
に
あ
っ

命
ず
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
旨
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し

て
は
そ
の
旨
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
号
に
掲
げ
る
防

、
同
号
に
掲
げ
る
防
衛
出
動
を
命
ず
る
旨
の
記
載
は
、
特
に
緊
急
の
必
要
が

衛
出
動
を
命
ず
る
旨
の
記
載
は
、
特
に
緊
急
の
必
要
が
あ
り
事
前
に
国
会
の

あ
り
事
前
に
国
会
の
承
認
を
得
る
い
と
ま
が
な
い
場
合
で
な
け
れ
ば
、
す
る

承
認
を
得
る
い
と
ま
が
な
い
場
合
で
な
け
れ
ば
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
と
が
で
き
な
い
。
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一

（
略
）

一

内
閣
総
理
大
臣
が
防
衛
出
動
を
命
ず
る
こ
と
に
つ
い
て
の
自
衛
隊
法
第

七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
国
会
の
承
認
の
求
め

二

（
略
）

二

自
衛
隊
法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
内
閣
総
理
大
臣
が
命

ず
る
防
衛
出
動

５

武
力
攻
撃
予
測
事
態
に
お
い
て
は
、
対
処
基
本
方
針
に
は
、
第
二
項
第
三

５

武
力
攻
撃
予
測
事
態
に
お
い
て
は
、
対
処
基
本
方
針
に
は
、
第
二
項
第
三

号
に
定
め
る
事
項
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
行
う
場

号
に
定
め
る
事
項
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
行
う
場

合
は
そ
の
旨
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

合
は
そ
の
旨
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

防
衛
大
臣
が
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
ア
メ
リ

五

防
衛
大
臣
が
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の

カ
合
衆
国
等
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る

行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
第
十
条
第
三
項
の

法
律
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
実
施
を
命
ず
る
行
動
関
連
措
置
と

規
定
に
基
づ
き
実
施
を
命
ず
る
行
動
関
連
措
置
と
し
て
の
役
務
の
提
供
に

し
て
の
役
務
の
提
供
に
関
し
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
が
行

関
し
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
が
行
う
承
認

う
承
認

６
～

（
略
）

６
～

（
略
）

15

15

（
対
策
本
部
の
設
置
）

（
対
策
本
部
の
設
置
）

第
十
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
対
処
基
本
方
針
が
定
め
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該

第
十
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
対
処
基
本
方
針
が
定
め
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該

対
処
基
本
方
針
に
係
る
対
処
措
置
の
実
施
を
推
進
す
る
た
め
、
内
閣
法
（
昭

対
処
基
本
方
針
に
係
る
対
処
措
置
の
実
施
を
推
進
す
る
た
め
、
内
閣
法
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
五
号
）
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
閣

和
二
十
二
年
法
律
第
五
号
）
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
閣

議
に
か
け
て
、
臨
時
に
内
閣
に
事
態
対
策
本
部
（
以
下
「
対
策
本
部
」
と
い

議
に
か
け
て
、
臨
時
に
内
閣
に
武
力
攻
撃
事
態
等
対
策
本
部
（
以
下
「
対
策

う
。
）
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

本
部
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
対
策
本
部
の
組
織
）

（
対
策
本
部
の
組
織
）

第
十
一
条

対
策
本
部
の
長
は
、
事
態
対
策
本
部
長
（
以
下
「
対
策
本
部
長
」

第
十
一
条

対
策
本
部
の
長
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
対
策
本
部
長
（
以
下
「
対

と
い
う
。
）
と
し
、
内
閣
総
理
大
臣
（
内
閣
総
理
大
臣
に
事
故
が
あ
る
と
き

策
本
部
長
」
と
い
う
。
）
と
し
、
内
閣
総
理
大
臣
（
内
閣
総
理
大
臣
に
事
故

は
、
そ
の
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
国
務
大
臣
）
を
も
っ
て
充
て
る
。

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
国
務
大
臣
）
を
も
っ
て
充
て

る
。
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２

（
略
）

２

（
略
）

３

対
策
本
部
に
、
事
態
対
策
副
本
部
長
（
以
下
「
対
策
副
本
部
長
」
と
い
う

３

対
策
本
部
に
、
武
力
攻
撃
事
態
等
対
策
副
本
部
長
（
以
下
「
対
策
副
本
部

。
）
、
事
態
対
策
本
部
員
（
以
下
「
対
策
本
部
員
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の

長
」
と
い
う
。
）
、
武
力
攻
撃
事
態
等
対
策
本
部
員
（
以
下
「
対
策
本
部
員

職
員
を
置
く
。

」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
職
員
を
置
く
。

４
～
７

（
略
）

４
～
７

（
略
）

（
指
定
行
政
機
関
の
長
の
権
限
の
委
任
）

（
指
定
行
政
機
関
の
長
の
権
限
の
委
任
）

第
十
三
条

指
定
行
政
機
関
の
長
（
当
該
指
定
行
政
機
関
が
内
閣
府
設
置
法
第

第
十
三
条

指
定
行
政
機
関
の
長
（
当
該
指
定
行
政
機
関
が
内
閣
府
設
置
法
第

四
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
国
家
行
政
組
織
法
第
三
条
第

四
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
国
家
行
政
組
織
法
第
三
条
第

二
項
の
委
員
会
若
し
く
は
第
二
条
第
五
号
ロ
に
掲
げ
る
機
関
又
は
同
号
ニ
に

二
項
の
委
員
会
若
し
く
は
第
二
条
第
四
号
ロ
に
掲
げ
る
機
関
又
は
同
号
ニ
に

掲
げ
る
機
関
の
う
ち
合
議
制
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定

掲
げ
る
機
関
の
う
ち
合
議
制
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定

行
政
機
関
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
と
き

行
政
機
関
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
と
き

は
、
対
処
措
置
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
権
限
の
全
部
又
は
一
部
を
当
該
対

は
、
対
処
措
置
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
権
限
の
全
部
又
は
一
部
を
当
該
対

策
本
部
の
職
員
で
あ
る
当
該
指
定
行
政
機
関
の
職
員
又
は
当
該
指
定
地
方
行

策
本
部
の
職
員
で
あ
る
当
該
指
定
行
政
機
関
の
職
員
又
は
当
該
指
定
地
方
行

政
機
関
の
長
若
し
く
は
そ
の
職
員
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

政
機
関
の
長
若
し
く
は
そ
の
職
員
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
へ
の
報
告
）

（
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
へ
の
報
告
）

第
十
八
条

政
府
は
、
武
力
攻
撃
又
は
存
立
危
機
武
力
攻
撃
の
排
除
に
当
た
っ

第
十
八
条

政
府
は
、
国
際
連
合
憲
章
第
五
十
一
条
及
び
日
米
安
保
条
約
第
五

て
我
が
国
が
講
じ
た
措
置
に
つ
い
て
、
国
際
連
合
憲
章
第
五
十
一
条
（
武
力

条
第
二
項
の
規
定
に
従
っ
て
、
武
力
攻
撃
の
排
除
に
当
た
っ
て
我
が
国
が
講

攻
撃
の
排
除
に
当
た
っ
て
我
が
国
が
講
じ
た
措
置
に
あ
っ
て
は
、
同
条
及
び

じ
た
措
置
に
つ
い
て
、
直
ち
に
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
に
報
告
し
な
け

日
米
安
保
条
約
第
五
条
第
二
項
）
の
規
定
に
従
っ
て
、
直
ち
に
国
際
連
合
安

れ
ば
な
ら
な
い
。

全
保
障
理
事
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
削
る
）

第
三
章

武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
制
の
整
備

（
事
態
対
処
法
制
の
整
備
に
関
す
る
基
本
方
針
）

（
削
る
）

第
二
十
一
条

政
府
は
、
第
三
条
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
武
力
攻
撃
事
態
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等
へ
の
対
処
に
関
し
て
必
要
と
な
る
法
制
（
以
下
「
事
態
対
処
法
制
」
と
い

う
。
）
の
整
備
に
つ
い
て
、
次
条
に
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

事
態
対
処
法
制
は
、
国
際
的
な
武
力
紛
争
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
国
際
人

道
法
の
的
確
な
実
施
が
確
保
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

政
府
は
、
事
態
対
処
法
制
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
対
処
措
置
に
つ
い
て

、
そ
の
内
容
に
応
じ
、
安
全
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の

と
す
る
。

４

政
府
は
、
事
態
対
処
法
制
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
対
処
措
置
及
び
被
害

の
復
旧
に
関
す
る
措
置
が
的
確
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
財
政
上
の
措
置

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

５

政
府
は
、
事
態
対
処
法
制
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
へ

の
対
処
に
お
い
て
国
民
の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
国
民
が
協
力
を
し
た
こ
と
に
よ
り
受

け
た
損
失
に
関
し
、
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
併
せ
て
講
ず
る
も
の
と
す
る

。
６

政
府
は
、
事
態
対
処
法
制
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
を
得
る
た
め
に
適
切
な

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
事
態
対
処
法
制
の
整
備
）

（
削
る
）

第
二
十
二
条

政
府
は
、
事
態
対
処
法
制
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ

る
措
置
が
適
切
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
措
置
そ
の
他
の
武
力
攻
撃
か
ら
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び

財
産
を
保
護
す
る
た
め
、
又
は
武
力
攻
撃
が
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
に

影
響
を
及
ぼ
す
場
合
に
お
い
て
当
該
影
響
が
最
小
と
な
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
措
置

イ

警
報
の
発
令
、
避
難
の
指
示
、
被
災
者
の
救
助
、
消
防
等
に
関
す
る

措
置

ロ

施
設
及
び
設
備
の
応
急
の
復
旧
に
関
す
る
措
置
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ハ

保
健
衛
生
の
確
保
及
び
社
会
秩
序
の
維
持
に
関
す
る
措
置

ニ

輸
送
及
び
通
信
に
関
す
る
措
置

ホ

国
民
の
生
活
の
安
定
に
関
す
る
措
置

ヘ

被
害
の
復
旧
に
関
す
る
措
置

二

武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
自
衛
隊
が
実
施
す
る
行
動
が
円

滑
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
た
め
の
次
に
掲
げ
る
措
置
そ
の
他
の
武
力

攻
撃
事
態
等
を
終
結
さ
せ
る
た
め
の
措
置
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

。
）

イ

捕
虜
の
取
扱
い
に
関
す
る
措
置

ロ

電
波
の
利
用
そ
の
他
通
信
に
関
す
る
措
置

ハ

船
舶
及
び
航
空
機
の
航
行
に
関
す
る
措
置

三

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
が
実
施
す
る
日
米
安
保
条
約
に
従
っ
て
武
力

攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
行
動
が
円
滑
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ

る
た
め
の
措
置

（
事
態
対
処
法
制
の
計
画
的
整
備
）

（
削
る
）

第
二
十
三
条

政
府
は
、
事
態
対
処
法
制
の
整
備
を
総
合
的
、
計
画
的
か
つ
速

や
か
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章

（
略
）

第
四
章

（
略
）

（
そ
の
他
の
緊
急
事
態
対
処
の
た
め
の
措
置
）

（
そ
の
他
の
緊
急
事
態
対
処
の
た
め
の
措
置
）

第
二
十
一
条

政
府
は
、
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全

第
二
十
四
条

政
府
は
、
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全

の
確
保
を
図
る
た
め
、
次
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か

の
確
保
を
図
る
た
め
、
次
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か

、
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
以
外
の
国
及
び
国
民
の
安
全
に
重

、
武
力
攻
撃
事
態
等
以
外
の
国
及
び
国
民
の
安
全
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
緊
急
事
態
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対
処
す
る
も
の
と
す
る

緊
急
事
態
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対
処
す
る
も
の
と
す
る
。

。
２

（
略
）

２

（
略
）
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（
緊
急
対
処
事
態
対
処
方
針
）

（
緊
急
対
処
事
態
対
処
方
針
）

第
二
十
二
条

（
略
）

第
二
十
五
条

（
略
）

（
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
の
設
置
）

（
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
の
設
置
）

第
二
十
三
条

（
略
）

第
二
十
六
条

（
略
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
二
十
四
条

第
三
条
（
第
二
項
、
第
三
項
た
だ
し
書
、
第
四
項
及
び
第
七
項

第
二
十
七
条

第
三
条
（
第
二
項
、
第
三
項
た
だ
し
書
及
び
第
六
項
を
除
く
。

を
除
く
。
）
、
第
四
条
か
ら
第
八
条
ま
で
、
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で

）
、
第
四
条
か
ら
第
八
条
ま
で
、
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
七

、
第
十
七
条
、
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
の
規
定
は
、
緊
急
対
処
事
態
及
び

条
、
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
の
規
定
は
、
緊
急
対
処
事
態
及
び
緊
急
対
処

緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

事
態
対
策
本
部
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
第
三

三
条
第
三
項
中
「
、
武
力
攻
撃
」
と
あ
る
の
は
「
、
緊
急
対
処
事
態
に
お
け

項
中
「
、
武
力
攻
撃
」
と
あ
る
の
は
「
、
緊
急
対
処
事
態
に
お
け
る
攻
撃
」

る
攻
撃
」
と
、
第
四
条
第
一
項
中
「
我
が
国
を
防
衛
し
」
と
あ
る
の
は
「
公

と
、
第
四
条
中
「
我
が
国
を
防
衛
し
」
と
あ
る
の
は
「
公
共
の
安
全
と
秩
序

共
の
安
全
と
秩
序
を
維
持
し
」
と
、
第
八
条
、
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
十

を
維
持
し
」
と
、
第
八
条
、
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
中
「
対
処
措

七
条
中
「
対
処
措
置
」
と
あ
る
の
は
「
緊
急
対
処
措
置
」
と
、
第
十
二
条
第

置
」
と
あ
る
の
は
「
緊
急
対
処
措
置
」
と
、
第
十
二
条
第
一
号
中
「
対
処
措

一
号
中
「
対
処
措
置
に
関
す
る
対
処
基
本
方
針
」
と
あ
る
の
は
「
緊
急
対
処

置
に
関
す
る
対
処
基
本
方
針
」
と
あ
る
の
は
「
緊
急
対
処
措
置
に
関
す
る
緊

措
置
に
関
す
る
緊
急
対
処
事
態
対
処
方
針
」
と
、
第
十
九
条
第
一
項
中
「
対

急
対
処
事
態
対
処
方
針
」
と
、
第
十
九
条
第
一
項
中
「
対
処
基
本
方
針
」
と

処
基
本
方
針
」
と
あ
る
の
は
「
緊
急
対
処
事
態
対
処
方
針
」
と
読
み
替
え
る

あ
る
の
は
「
緊
急
対
処
事
態
対
処
方
針
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。
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武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
三
号
）

○
（
第
六
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い

の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律

我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律

（
目
的
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い
て
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い
て
、
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ

衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
（
以
下
「
日
米
安
保
条
約
」

合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
（
以
下
「
日
米
安
保
条
約

と
い
う
。
）
に
従
っ
て
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
ア
メ
リ
カ
合

」
と
い
う
。
）
に
従
っ
て
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
ア
メ
リ
カ

衆
国
の
軍
隊
の
行
動
が
円
滑
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
た
め
の
措
置
、
武

合
衆
国
の
軍
隊
の
行
動
が
円
滑
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
た
め
の
措
置
そ

力
攻
撃
事
態
等
又
は
存
立
危
機
事
態
に
お
い
て
自
衛
隊
と
協
力
し
て
武
力
攻

の
他
の
当
該
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と

撃
又
は
存
立
危
機
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
外
国
軍
隊
の
行
動

に
よ
り
、
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
資

が
円
滑
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
た
め
の
措
置
そ
の
他
の
こ
れ
ら
の
行
動

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国

の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

武
力
攻
撃
事
態
等

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る

一

武
力
攻
撃
事
態
等

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独

我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法

立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法

律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
九
号
。
以
下
「
事
態
対
処
法
」
と
い
う
。

律
第
七
十
九
号
。
以
下
「
事
態
対
処
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
に
規
定
す

）
第
一
条
に
規
定
す
る
武
力
攻
撃
事
態
等
を
い
う
。

る
武
力
攻
撃
事
態
等
を
い
う
。
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二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

四

存
立
危
機
事
態

事
態
対
処
法
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
存
立
危
機

（
新
設
）

事
態
を
い
う
。

五

存
立
危
機
武
力
攻
撃

事
態
対
処
法
第
二
条
第
八
号
ハ
⑴
に
規
定
す
る

（
新
設
）

存
立
危
機
武
力
攻
撃
を
い
う
。

六

特
定
合
衆
国
軍
隊

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い
て
、
日
米
安
保
条
約
に

四

合
衆
国
軍
隊

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い
て
、
日
米
安
保
条
約
に
従
っ

従
っ
て
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
行
動
を
実
施
し
て
い
る
ア

て
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
行
動
を
実
施
し
て
い
る
ア
メ
リ

メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
を
い
う
。

カ
合
衆
国
の
軍
隊
を
い
う
。

七

外
国
軍
隊

武
力
攻
撃
事
態
等
又
は
存
立
危
機
事
態
に
お
い
て
、
自
衛

（
新
設
）

隊
と
協
力
し
て
武
力
攻
撃
又
は
存
立
危
機
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
に

必
要
な
行
動
を
実
施
し
て
い
る
外
国
の
軍
隊
（
特
定
合
衆
国
軍
隊
を
除
く

。
）
を
い
う
。

八

行
動
関
連
措
置

次
に
掲
げ
る
措
置
で
あ
っ
て
、
対
処
基
本
方
針
（
事

五

行
動
関
連
措
置

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い
て
、
合
衆
国
軍
隊
の
行
動

態
対
処
法
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
対
処
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同

（
前
号
に
規
定
す
る
行
動
（
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
事
態
以
外
の
武
力
攻

じ
。
）
に
基
づ
き
、
自
衛
隊
そ
の
他
の
指
定
行
政
機
関
（
事
態
対
処
法
第

撃
事
態
等
に
あ
っ
て
は
、
日
米
安
保
条
約
に
従
っ
て
武
力
攻
撃
を
排
除
す

二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
指
定
行
政
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
実

る
た
め
に
必
要
な
準
備
の
た
め
の
同
号
に
規
定
す
る
行
動
）
を
い
う
。
以

施
す
る
も
の
を
い
う
。

下
同
じ
。
）
が
円
滑
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
た
め
の
措
置
そ
の
他
の

合
衆
国
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
で
あ
っ
て
、
対
処

基
本
方
針
（
事
態
対
処
法
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
対
処
基
本
方
針
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
基
づ
き
、
自
衛
隊
そ
の
他
の
指
定
行
政
機
関
（

事
態
対
処
法
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
指
定
行
政
機
関
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
が
実
施
す
る
も
の
を
い
う
。

イ

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い
て
、
特
定
合
衆
国
軍
隊
の
行
動
（
第
六
号

（
新
設
）

に
規
定
す
る
行
動
（
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
事
態
以
外
の
武
力
攻
撃
事

態
等
に
あ
っ
て
は
、
日
米
安
保
条
約
に
従
っ
て
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る

た
め
に
必
要
な
準
備
の
た
め
の
同
号
に
規
定
す
る
行
動
）
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
が
円
滑
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
た
め
の
措
置
そ
の
他

の
特
定
合
衆
国
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
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ロ

武
力
攻
撃
事
態
等
又
は
存
立
危
機
事
態
に
お
い
て
、
外
国
軍
隊
の
行

（
新
設
）

動
（
前
号
に
規
定
す
る
行
動
（
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
事
態
以
外
の
武

力
攻
撃
事
態
等
に
あ
っ
て
は
、
自
衛
隊
と
協
力
し
て
武
力
攻
撃
を
排
除

す
る
た
め
に
必
要
な
準
備
の
た
め
の
同
号
に
規
定
す
る
行
動
）
を
い
う

。
以
下
同
じ
。
）
が
円
滑
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
た
め
の
措
置
そ

の
他
の
外
国
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置

（
政
府
の
責
務
）

（
政
府
の
責
務
）

第
三
条

政
府
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
い
て
は
、
的

第
三
条

政
府
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い
て
は
、
的
確
か
つ
迅
速
に
行
動

確
か
つ
迅
速
に
行
動
関
連
措
置
を
実
施
し
、
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に

関
連
措
置
を
実
施
し
、
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全

国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

の
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
行
動
関
連
措
置
の
基
本
原
則
）

（
行
動
関
連
措
置
の
基
本
原
則
）

第
四
条

行
動
関
連
措
置
は
、
武
力
攻
撃
及
び
存
立
危
機
武
力
攻
撃
を
排
除
す

第
四
条

行
動
関
連
措
置
は
、
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
目
的
の
範
囲
内
に
お
い

る
目
的
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る

て
、
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
を
超
え
る
も
の
で
あ

限
度
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
地
方
公
共
団
体
及
び
事
業
者
の
責
務
）

（
地
方
公
共
団
体
及
び
事
業
者
の
責
務
）

第
五
条

地
方
公
共
団
体
及
び
事
業
者
は
、
指
定
行
政
機
関
か
ら
武
力
攻
撃
事

第
五
条

地
方
公
共
団
体
及
び
事
業
者
は
、
指
定
行
政
機
関
か
ら
行
動
関
連
措

態
等
に
お
い
て
行
動
関
連
措
置
に
関
し
協
力
を
要
請
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の

置
に
関
し
協
力
を
要
請
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
要
請
に
応
じ
る
よ
う
努
め
る

要
請
に
応
じ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。

（
合
衆
国
政
府
等
と
の
連
絡
）

（
合
衆
国
政
府
と
の
連
絡
）

第
六
条

（
略
）

第
六
条

（
略
）

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
政
府
は
、
第
三
条
の
責
務
を
果
た
す
た

（
新
設
）

め
、
武
力
攻
撃
事
態
等
又
は
存
立
危
機
事
態
の
状
況
の
認
識
及
び
武
力
攻
撃

事
態
等
又
は
存
立
危
機
事
態
へ
の
対
処
に
関
し
、
関
係
す
る
外
国
政
府
と
緊

密
な
連
絡
を
保
つ
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
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（
情
報
の
提
供
）

（
情
報
の
提
供
）

第
七
条

政
府
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
又
は
存
立
危
機
事
態
に
お
い
て
は
、
国

第
七
条

政
府
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い
て
は
、
国
民
に
対
し
、
合
衆
国

民
に
対
し
、
特
定
合
衆
国
軍
隊
の
行
動
又
は
外
国
軍
隊
の
行
動
（
以
下
「
特

軍
隊
の
行
動
に
係
る
地
域
そ
の
他
の
合
衆
国
軍
隊
の
行
動
に
関
す
る
状
況
及

定
合
衆
国
軍
隊
等
の
行
動
」
と
い
う
。
）
に
係
る
地
域
そ
の
他
の
特
定
合
衆

び
行
動
関
連
措
置
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
必
要
な
情
報
の
提
供
を
適
切
に

国
軍
隊
等
の
行
動
に
関
す
る
状
況
及
び
行
動
関
連
措
置
の
実
施
状
況
に
つ
い

行
う
も
の
と
す
る
。

て
、
必
要
な
情
報
の
提
供
を
適
切
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（
地
方
公
共
団
体
と
の
連
絡
調
整
）

（
地
方
公
共
団
体
と
の
連
絡
調
整
）

第
八
条

政
府
は
、
特
定
合
衆
国
軍
隊
等
の
行
動
又
は
行
動
関
連
措
置
の
実
施

第
八
条

政
府
は
、
合
衆
国
軍
隊
の
行
動
又
は
行
動
関
連
措
置
の
実
施
が
地
方

が
地
方
公
共
団
体
の
実
施
す
る
対
処
措
置
（
事
態
対
処
法
第
二
条
第
八
号
に

公
共
団
体
の
実
施
す
る
対
処
措
置
（
事
態
対
処
法
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す

規
定
す
る
対
処
措
置
を
い
う
。
）
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は

る
対
処
措
置
を
い
う
。
）
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
関
係

、
関
係
す
る
地
方
公
共
団
体
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
も
の
と
す
る
。

す
る
地
方
公
共
団
体
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
特
定
合
衆
国
軍
隊
の
行
為
に
係
る
通
知
）

（
合
衆
国
軍
隊
の
行
為
に
係
る
通
知
）

第
九
条

防
衛
大
臣
は
、
武
力
攻
撃
事
態
（
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律

第
九
条

防
衛
大
臣
は
、
武
力
攻
撃
事
態
（
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律

第
百
六
十
五
号
）
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
防
衛
出
動
命
令
が
あ

第
百
六
十
五
号
）
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
防
衛
出
動
命
令
が
あ

っ
た
場
合
に
限
る
。
第
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
特

っ
た
場
合
に
限
る
。
第
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
合

定
合
衆
国
軍
隊
か
ら
、
同
法
第
百
十
五
条
の
十
一
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

衆
国
軍
隊
か
ら
、
同
法
第
百
十
五
条
の
十
一
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は

又
は
第
百
十
五
条
の
十
六
第
一
項
に
規
定
す
る
行
為
を
し
、
又
は
し
た
旨
の

第
百
十
五
条
の
十
六
第
一
項
に
規
定
す
る
行
為
を
し
、
又
は
し
た
旨
の
連
絡

連
絡
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
例
に
準
じ
て
通
知
す
る
も
の
と

を
受
け
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
例
に
準
じ
て
通
知
す
る
も
の
と
す
る

す
る
。

。

（
行
動
関
連
措
置
に
関
す
る
指
針
の
作
成
）

（
行
動
関
連
措
置
に
関
す
る
指
針
の
作
成
）

第
十
三
条

事
態
対
策
本
部
長
（
事
態
対
処
法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る

第
十
三
条

武
力
攻
撃
事
態
等
対
策
本
部
長
（
事
態
対
処
法
第
十
一
条
第
一
項

事
態
対
策
本
部
長
を
い
う
。
）
は
、
行
動
関
連
措
置
を
的
確
か
つ
迅
速
に
実

に
規
定
す
る
武
力
攻
撃
事
態
等
対
策
本
部
長
を
い
う
。
）
は
、
行
動
関
連
措

施
す
る
た
め
、
対
処
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
行
動
関
連
措
置
に
関
す
る
指
針

置
を
的
確
か
つ
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
、
対
処
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
行
動

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

関
連
措
置
に
関
す
る
指
針
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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２

（
略
）

２

（
略
）

（
損
失
の
補
償
）

（
損
失
の
補
償
）

第
十
四
条

国
は
、
特
定
合
衆
国
軍
隊
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
よ
り
損

第
十
四
条

国
は
、
合
衆
国
軍
隊
の
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
よ
り
損
失
を

失
を
受
け
た
者
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る

受
け
た
者
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
法
律

法
律
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
そ
の
損
失
を
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
規
定
の
例
に
よ
り
、
そ
の
損
失
を
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

武
力
攻
撃
事
態
に
お
い
て
、
特
定
合
衆
国
軍
隊
の
行
動
に
係
る
地
域
内

一

武
力
攻
撃
事
態
に
お
い
て
、
合
衆
国
軍
隊
の
行
動
に
係
る
地
域
内
を
緊

を
緊
急
に
移
動
す
る
に
際
し
て
、
通
行
に
支
障
が
あ
る
場
所
を
う
回
す
る

急
に
移
動
す
る
に
際
し
て
、
通
行
に
支
障
が
あ
る
場
所
を
う
回
す
る
た
め

た
め
に
行
う
自
衛
隊
法
第
九
十
二
条
の
二
前
段
に
規
定
す
る
場
所
の
通
行

に
行
う
自
衛
隊
法
第
九
十
二
条
の
二
前
段
に
規
定
す
る
場
所
の
通
行

同

同
条
後
段

条
後
段

二

武
力
攻
撃
事
態
に
お
い
て
、
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百

二

武
力
攻
撃
事
態
に
お
い
て
、
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百

五
号
）
第
百
十
四
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
自
衛

五
号
）
第
百
十
四
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
自
衛

隊
等
の
使
用
す
る
車
両
以
外
の
車
両
の
道
路
に
お
け
る
通
行
が
禁
止
さ
れ

隊
等
の
使
用
す
る
車
両
以
外
の
車
両
の
道
路
に
お
け
る
通
行
が
禁
止
さ
れ

、
又
は
制
限
さ
れ
て
い
る
区
域
又
は
道
路
の
区
間
を
特
定
合
衆
国
軍
隊
車

、
又
は
制
限
さ
れ
て
い
る
区
域
又
は
道
路
の
区
間
を
合
衆
国
軍
隊
車
両
（

両
（
特
定
合
衆
国
軍
隊
の
使
用
す
る
車
両
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

合
衆
国
軍
隊
の
使
用
す
る
車
両
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。

て
同
じ
。
）
に
よ
り
通
行
す
る
場
合
に
お
い
て
、
車
両
そ
の
他
の
物
件
が

）
に
よ
り
通
行
す
る
場
合
に
お
い
て
、
車
両
そ
の
他
の
物
件
が
通
行
の
妨

通
行
の
妨
害
と
な
る
こ
と
に
よ
り
特
定
合
衆
国
軍
隊
の
行
動
の
実
施
に
著

害
と
な
る
こ
と
に
よ
り
合
衆
国
軍
隊
の
行
動
の
実
施
に
著
し
い
支
障
を
生

し
い
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
つ
、
警
察
官
又
は
当
該
車
両
そ

ず
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
つ
、
警
察
官
又
は
当
該
車
両
そ
の
他
の
物
件
の

の
他
の
物
件
の
占
有
者
、
所
有
者
若
し
く
は
管
理
者
の
い
ず
れ
も
が
そ
の

占
有
者
、
所
有
者
若
し
く
は
管
理
者
の
い
ず
れ
も
が
そ
の
場
に
い
な
い
と

場
に
い
な
い
と
き
に
、
特
定
合
衆
国
軍
隊
車
両
の
円
滑
な
通
行
の
確
保
に

き
に
、
合
衆
国
軍
隊
車
両
の
円
滑
な
通
行
の
確
保
に
必
要
な
措
置
を
と
る

必
要
な
措
置
を
と
る
た
め
や
む
を
得
な
い
限
度
に
お
い
て
行
う
当
該
車
両

た
め
や
む
を
得
な
い
限
度
に
お
い
て
行
う
当
該
車
両
そ
の
他
の
物
件
の
破

そ
の
他
の
物
件
の
破
損

災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二

損

災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
八

百
二
十
三
号
）
第
八
十
二
条
第
一
項

十
二
条
第
一
項

２

（
略
）

２

（
略
）

（
土
地
の
使
用
等
）

（
土
地
の
使
用
等
）

第
十
五
条

防
衛
大
臣
は
、
武
力
攻
撃
事
態
に
お
い
て
、
特
定
合
衆
国
軍
隊
の

第
十
五
条

防
衛
大
臣
は
、
武
力
攻
撃
事
態
に
お
い
て
、
合
衆
国
軍
隊
の
用
に

用
に
供
す
る
た
め
土
地
又
は
家
屋
（
以
下
「
土
地
等
」
と
い
う
。
）
を
緊
急

供
す
る
た
め
土
地
又
は
家
屋
（
以
下
「
土
地
等
」
と
い
う
。
）
を
緊
急
に
必
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に
必
要
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
土
地
等
を
特
定
合
衆
国
軍
隊
の
用
に

要
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
土
地
等
を
合
衆
国
軍
隊
の
用
に
供
す
る
こ

供
す
る
こ
と
が
適
正
か
つ
合
理
的
で
あ
り
、
か
つ
、
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る

と
が
適
正
か
つ
合
理
的
で
あ
り
、
か
つ
、
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
上
で
不
可

上
で
不
可
欠
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
告
示
し
て
定
め
た
地
域
内
に

欠
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
告
示
し
て
定
め
た
地
域
内
に
限
り
、
日

限
り
、
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条

本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条

約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊

に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に

の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
土
地
等
の
使
用
等
に
関
す
る
特
別
措

関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
土
地
等
の
使
用
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭

置
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
四
十
号
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
期
間

和
二
十
七
年
法
律
第
百
四
十
号
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
期
間
を
定
め
て

を
定
め
て
、
当
該
土
地
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

、
当
該
土
地
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
土
地
を
使
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
土
地
の
上

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
土
地
を
使
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
土
地
の
上

に
あ
る
立
木
そ
の
他
土
地
に
定
着
す
る
物
件
（
家
屋
を
除
く
。
以
下
「
立
木

に
あ
る
立
木
そ
の
他
土
地
に
定
着
す
る
物
件
（
家
屋
を
除
く
。
以
下
「
立
木

等
」
と
い
う
。
）
が
特
定
合
衆
国
軍
隊
の
行
動
の
実
施
の
妨
げ
と
な
る
と
認

等
」
と
い
う
。
）
が
合
衆
国
軍
隊
の
行
動
の
実
施
の
妨
げ
と
な
る
と
認
め
ら

め
ら
れ
る
と
き
は
、
防
衛
大
臣
は
、
当
該
立
木
等
を
移
転
す
る
こ
と
が
で
き

れ
る
と
き
は
、
防
衛
大
臣
は
、
当
該
立
木
等
を
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
事
態
に
照
ら
し
移
転
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
事
態
に
照
ら
し
移
転
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め

認
め
る
と
き
は
、
当
該
立
木
等
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
と
き
は
、
当
該
立
木
等
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
家
屋
を
使
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
特
定
合
衆
国

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
家
屋
を
使
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
合
衆
国
軍
隊

軍
隊
の
行
動
の
実
施
の
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と

の
行
動
の
実
施
の
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は

き
は
、
防
衛
大
臣
は
、
そ
の
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
当
該
家
屋
の
形
状
を

、
防
衛
大
臣
は
、
そ
の
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
当
該
家
屋
の
形
状
を
変
更

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）
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○

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
特
定
公
共
施
設
等
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
四
号
）
（
第
七
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
武
力
攻
撃
事
態
等
」
、
「
武
力
攻
撃
」
、
「

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
武
力
攻
撃
事
態
等
」
、
「
武
力
攻
撃
」
、
「

指
定
行
政
機
関
」
、
「
指
定
公
共
機
関
」
、
「
対
処
基
本
方
針
」
及
び
「
対

指
定
行
政
機
関
」
、
「
指
定
公
共
機
関
」
、
「
対
処
基
本
方
針
」
及
び
「
対

策
本
部
長
」
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態

策
本
部
長
」
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の

に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関

平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
九
号
。
以
下
「
事
態
対
処
法
」
と
い

五
年
法
律
第
七
十
九
号
。
以
下
「
事
態
対
処
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
、
第

う
。
）
第
一
条
、
第
二
条
第
一
号
、
同
条
第
五
号
、
同
条
第
七
号
、
第
九
条

二
条
第
一
号
、
同
条
第
四
号
、
同
条
第
六
号
、
第
九
条
第
一
項
及
び
第
十
一

第
一
項
及
び
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
当
該
用
語
の
意
義
に
よ
る
。

条
第
一
項
に
規
定
す
る
当
該
用
語
の
意
義
に
よ
る
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
対
処
措
置
等
」
と
は
、
事
態
対
処
法
第
二
条
第
八

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
対
処
措
置
等
」
と
は
、
事
態
対
処
法
第
二
条
第
七

号
イ
⑴
及
び
⑵
に
掲
げ
る
措
置
並
び
に
対
処
基
本
方
針
が
定
め
ら
れ
て
か
ら

号
イ
⑴
及
び
⑵
に
掲
げ
る
措
置
並
び
に
対
処
基
本
方
針
が
定
め
ら
れ
て
か
ら

廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
武
力
攻
撃
事
態
等
を
終
結
さ
せ
る
た
め
に
そ
の
推

廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
武
力
攻
撃
事
態
等
を
終
結
さ
せ
る
た
め
に
そ
の
推

移
に
応
じ
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
が
実
施
す
る
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合

移
に
応
じ
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
が
実
施
す
る
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
に
従
っ
て
武
力
攻
撃
を
排
除

衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
に
従
っ
て
武
力
攻
撃
を
排
除

す
る
た
め
に
必
要
な
行
動
及
び
外
国
軍
隊
（
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危

す
る
た
め
に
必
要
な
行
動
並
び
に
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
（
武
力
攻
撃

機
事
態
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実

事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六

施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
三
号
）
第
二
条
第

年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
二
条
第
三
項
の
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
を
い

七
号
に
規
定
す
る
外
国
軍
隊
を
い
う
。
）
が
実
施
す
る
自
衛
隊
と
協
力
し
て

う
。
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
い
う
。

武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
行
動
並
び
に
国
民
の
保
護
の
た
め
の

措
置
（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る

法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
二
条
第
三
項
の
国
民
の
保
護
の

た
め
の
措
置
を
い
う
。
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
い

う
。

３
～
７

（
略
）

３
～
７

（
略
）
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（
電
波
の
利
用
調
整
）

（
電
波
の
利
用
調
整
）

第
十
八
条

総
務
大
臣
は
、
無
線
局
（
電
波
法
第
二
条
第
五
号
の
無
線
局
を
い

第
十
八
条

総
務
大
臣
は
、
無
線
局
（
電
波
法
第
二
条
第
五
号
の
無
線
局
を
い

う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
行
う
第
一
号
に
掲
げ
る
無
線
通
信

う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
行
う
第
一
号
に
掲
げ
る
無
線
通
信

の
う
ち
特
定
の
も
の
を
、
他
の
無
線
局
が
行
う
同
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る

の
う
ち
特
定
の
も
の
を
、
他
の
無
線
局
が
行
う
同
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る

無
線
通
信
に
優
先
さ
せ
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
電
波

無
線
通
信
に
優
先
さ
せ
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
電
波

の
利
用
指
針
に
基
づ
き
、
当
該
特
定
の
無
線
通
信
を
行
う
無
線
局
に
つ
い
て

の
利
用
指
針
に
基
づ
き
、
当
該
特
定
の
無
線
通
信
を
行
う
無
線
局
に
つ
い
て

、
電
波
法
第
百
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
付
し
た
免
許
の
条
件
の
変

、
電
波
法
第
百
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
付
し
た
免
許
の
条
件
の
変

更
、
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
百
十
二
条
第
三

更
、
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
百
十
二
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
る
総
務
大
臣
の
定
め
の
変
更
そ
の
他
当
該
無
線
局
の
運
用
に

項
の
規
定
に
よ
る
総
務
大
臣
の
定
め
の
変
更
そ
の
他
当
該
無
線
局
の
運
用
に

関
し
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

関
し
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

事
態
対
処
法
第
二
条
第
八
号
イ
⑴
若
し
く
は
⑵
に
掲
げ
る
措
置
又
は
国

一

事
態
対
処
法
第
二
条
第
七
号
イ
⑴
若
し
く
は
⑵
に
掲
げ
る
措
置
又
は
国

民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
無
線
通
信

民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
無
線
通
信

二

（
略
）

二

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
緊
急
対
処
事
態
に
お
け
る
特
定
公
共
施
設
等
の
利
用
）

（
緊
急
対
処
事
態
に
お
け
る
特
定
公
共
施
設
等
の
利
用
）

第
二
十
一
条

政
府
は
、
緊
急
対
処
事
態
（
事
態
対
処
法
第
二
十
二
条
第
一
項

第
二
十
一
条

政
府
は
、
緊
急
対
処
事
態
（
事
態
対
処
法
第
二
十
五
条
第
一
項

の
緊
急
対
処
事
態
を
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対

の
緊
急
対
処
事
態
を
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対

処
し
、
特
定
公
共
施
設
等
の
円
滑
か
つ
効
果
的
な
利
用
を
確
保
す
る
た
め
、

処
し
、
特
定
公
共
施
設
等
の
円
滑
か
つ
効
果
的
な
利
用
を
確
保
す
る
た
め
、

第
六
条
、
第
七
条
（
第
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第

第
六
条
、
第
七
条
（
第
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第

十
条
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
十
四
条
第
二
項
（
海
域
の
利
用
指
針
の

十
条
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
十
四
条
第
二
項
（
海
域
の
利
用
指
針
の

内
容
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
の
規
定

内
容
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
の
規
定

に
準
じ
、
特
定
公
共
施
設
等
の
利
用
に
関
す
る
指
針
の
策
定
そ
の
他
の
必
要

に
準
じ
、
特
定
公
共
施
設
等
の
利
用
に
関
す
る
指
針
の
策
定
そ
の
他
の
必
要

な
措
置
を
適
切
に
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

な
措
置
を
適
切
に
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
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○

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
六
号
）
（
第
八
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す

輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律

る
法
律

（
目
的
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
武
力
攻
撃
事
態
（
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
武
力
攻
撃
事
態
（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が

事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保

国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定

成
十
五
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
武
力
攻
撃
事
態

す
る
武
力
攻
撃
事
態
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
存
立
危
機
事
態
（
同
条

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
際
し
て
、
我
が
国
領
海
又
は
我
が
国
周
辺
の
公

第
四
号
に
規
定
す
る
存
立
危
機
事
態
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
際
し
て
、

海
（
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
に
規
定
す
る
排
他
的
経
済
水
域
を
含

外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
を
規
制
す
る
た
め
、
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九

む
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
を
規
制
す
る
た

年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ

め
、
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
七
十
六
条
第
一

ら
れ
た
海
上
自
衛
隊
の
部
隊
が
実
施
す
る
停
船
検
査
及
び
回
航
措
置
の
手
続

項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
海
上
自
衛
隊
の
部
隊
が
実
施
す
る
停

並
び
に
防
衛
省
に
設
置
す
る
外
国
軍
用
品
審
判
所
に
お
け
る
審
判
の
手
続
等

船
検
査
及
び
回
航
措
置
の
手
続
並
び
に
防
衛
省
に
設
置
す
る
外
国
軍
用
品
審

を
定
め
、
も
っ
て
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確

判
所
に
お
け
る
審
判
の
手
続
等
を
定
め
、
も
っ
て
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並

保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

外
国
軍
隊
等

武
力
攻
撃
事
態
又
は
存
立
危
機
事
態
に
お
い
て
、
武
力

一

外
国
軍
隊
等

武
力
攻
撃
事
態
に
お
い
て
、
武
力
攻
撃
（
武
力
攻
撃
事

攻
撃
（
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和

態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確

と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一

保
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
武
力
攻
撃
を
い
う
。
第
十

号
に
規
定
す
る
武
力
攻
撃
を
い
う
。
第
十
六
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は

六
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
っ
て
い
る
外
国
の
軍
隊
そ
の
他
こ
れ
に
類
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存
立
危
機
武
力
攻
撃
（
同
法
第
二
条
第
八
号
ハ
⑴
に
規
定
す
る
存
立
危
機

す
る
組
織
を
い
う
。

武
力
攻
撃
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
っ
て
い
る
外
国
の
軍

隊
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
組
織
を
い
う
。

二

外
国
軍
用
品

次
の
イ
か
ら
チ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
物
品
（
政

二

外
国
軍
用
品

次
の
イ
か
ら
チ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
物
品
（
政

令
で
指
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
外
国
軍
隊
等
が
所
在
す
る
地
域
を
仕

令
で
指
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
外
国
軍
隊
等
が
所
在
す
る
地
域
を
仕

向
地
と
す
る
も
の
及
び
次
の
リ
か
ら
ヲ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
物
品

向
地
と
す
る
も
の
及
び
次
の
リ
か
ら
ヲ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
物
品

（
政
令
で
指
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
、
武
力
攻
撃
事
態
に
お
い
て
は

（
政
令
で
指
定
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
外
国
軍
隊
等
が
所
在
す
る
我
が

外
国
軍
隊
等
が
所
在
す
る
我
が
国
の
領
域
又
は
我
が
国
周
辺
の
公
海
（
海

国
の
領
域
又
は
我
が
国
周
辺
の
公
海
上
の
地
域
を
仕
向
地
と
す
る
も
の
を

洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
に
規
定
す
る
排
他
的
経
済
水
域
を
含
む
。

い
う
。

以
下
同
じ
。
）
上
の
地
域
を
、
存
立
危
機
事
態
に
お
い
て
は
外
国
軍
隊
等

が
所
在
す
る
存
立
危
機
武
力
攻
撃
を
受
け
て
い
る
外
国
の
領
域
又
は
当
該

外
国
周
辺
の
公
海
上
の
地
域
を
仕
向
地
と
す
る
も
の
を
い
う
。

イ
～
ヲ

（
略
）

イ
～
ヲ

（
略
）

三
～
八

（
略
）

三
～
八

（
略
）

（
海
上
自
衛
隊
の
部
隊
に
よ
る
措
置
）

（
海
上
自
衛
隊
の
部
隊
に
よ
る
措
置
）

第
四
条

防
衛
大
臣
は
、
自
衛
隊
法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
海
上

第
四
条

防
衛
大
臣
は
、
自
衛
隊
法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
海
上

自
衛
隊
の
全
部
又
は
一
部
に
出
動
が
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
我
が
国

自
衛
隊
の
全
部
又
は
一
部
に
出
動
が
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
我
が
国

領
海
、
外
国
の
領
海
（
海
上
自
衛
隊
の
部
隊
が
第
四
章
の
規
定
に
よ
る
措
置

領
海
又
は
我
が
国
周
辺
の
公
海
に
お
い
て
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
を
規

を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
当
該
外
国
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
又
は
公

制
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
て
、

海
に
お
い
て
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
を
規
制
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め

同
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
海
上
自
衛
隊
の
部
隊
に
、
第
四
章

る
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を

の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

命
ぜ
ら
れ
た
海
上
自
衛
隊
の
部
隊
に
、
同
章
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ず
る

こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
停
船
検
査
）

（
停
船
検
査
）

第
十
六
条

艦
長
等
は
、
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
事
態
又
は
存
立
危
機
事
態
に

第
十
六
条

艦
長
等
は
、
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
事
態
に
お
い
て
、
実
施
区
域
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お
い
て
、
実
施
区
域
を
航
行
し
て
い
る
船
舶
が
外
国
軍
用
品
等
を
輸
送
し
て

を
航
行
し
て
い
る
船
舶
が
外
国
軍
用
品
等
を
輸
送
し
て
い
る
こ
と
を
疑
う
に

い
る
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
節
の
定
め

足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
節
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
実
施
区
域
に
お
い
て
、
当
該
船
舶
に
つ
い
て
停
船

当
該
実
施
区
域
に
お
い
て
、
当
該
船
舶
に
つ
い
て
停
船
検
査
を
行
う
こ
と
が

検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
船
舶
が
軍
艦
等
に
警
護
さ
れ

で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
船
舶
が
軍
艦
等
に
警
護
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ

て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

の
限
り
で
な
い
。

（
抑
留
対
象
者
の
取
扱
い
）

（
抑
留
対
象
者
の
取
扱
い
）

第
三
十
八
条

停
船
検
査
を
行
う
船
舶
又
は
回
航
船
舶
内
に
抑
留
対
象
者
（
武

第
三
十
八
条

停
船
検
査
を
行
う
船
舶
又
は
回
航
船
舶
内
に
抑
留
対
象
者
（
武

力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法

力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法

律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
三
条
第
六
号
に
規
定
す
る
抑
留
対

律
第
百
十
七
号
）
第
三
条
第
四
号
に
規
定
す
る
抑
留
対
象
者
を
い
う
。
）
が

象
者
を
い
う
。
）
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
同
法

あ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
同
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

よ
る
。

第
五
十
八
条

外
国
軍
用
品
審
判
所
は
、
第
五
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま

第
五
十
八
条

外
国
軍
用
品
審
判
所
は
、
第
五
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま

で
の
審
決
を
し
た
後
、
武
力
攻
撃
事
態
又
は
存
立
危
機
事
態
が
終
結
し
た
と

で
の
審
決
を
し
た
後
、
武
力
攻
撃
事
態
が
終
結
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、

き
は
、
遅
滞
な
く
、
審
決
を
も
っ
て
こ
れ
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

審
決
を
も
っ
て
こ
れ
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。
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○

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
（
第
九
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律

す
る
法
律

（
目
的
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
捕
虜

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
拘
束
、
抑
留
そ

等
の
拘
束
、
抑
留
そ
の
他
の
取
扱
い
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に

の
他
の
取
扱
い
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
武
力
攻
撃
を

よ
り
、
武
力
攻
撃
又
は
存
立
危
機
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
自

排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
自
衛
隊
の
行
動
が
円
滑
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ

衛
隊
の
行
動
が
円
滑
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
武
力
攻
撃
事
態
に
お
い
て
捕
虜
の
待
遇
に
関
す

武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
い
て
捕
虜
の
待
遇
に
関
す
る
千
九

る
千
九
百
四
十
九
年
八
月
十
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
（
以
下
「
第
三
条
約

百
四
十
九
年
八
月
十
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
（
以
下
「
第
三
条
約
」
と
い

」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
係
る
国
際
人
道
法
の
的
確
な

う
。
）
そ
の
他
の
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
係
る
国
際
人
道
法
の
的
確
な
実
施
を

実
施
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
基
本
原
則
）

（
基
本
原
則
）

第
二
条

国
は
、
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
い
て
こ
の
法
律
の

第
二
条

国
は
、
武
力
攻
撃
事
態
に
お
い
て
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
拘
束
さ

規
定
に
よ
り
拘
束
さ
れ
又
は
抑
留
さ
れ
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
捕

れ
又
は
抑
留
さ
れ
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
捕
虜
等
」
と
い
う
。
）

虜
等
」
と
い
う
。
）
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
第
三
条
約
そ
の
他
の
国
際

の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
第
三
条
約
そ
の
他
の
国
際
的
な
武
力
紛
争
に
お

的
な
武
力
紛
争
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
に
基
づ
き
、
常
に
人
道

い
て
適
用
さ
れ
る
国
際
人
道
法
に
基
づ
き
、
常
に
人
道
的
な
待
遇
を
確
保
す

的
な
待
遇
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
捕
虜
等
の
生
命
、
身
体
、
健
康
及
び
名

る
と
と
も
に
、
捕
虜
等
の
生
命
、
身
体
、
健
康
及
び
名
誉
を
尊
重
し
、
こ
れ

誉
を
尊
重
し
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
侵
害
又
は
危
難
か
ら
常
に
保
護
し
な
け
れ

ら
に
対
す
る
侵
害
又
は
危
難
か
ら
常
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

何
人
も
、
捕
虜
等
に
対
し
、
武
力
攻
撃
又
は
存
立
危
機
武
力
攻
撃
に
対
す

３

何
人
も
、
捕
虜
等
に
対
し
、
武
力
攻
撃
に
対
す
る
報
復
と
し
て
、
い
か
な



- 99 -

る
報
復
と
し
て
、
い
か
な
る
不
利
益
を
も
与
え
て
は
な
ら
な
い
。

る
不
利
益
を
も
与
え
て
は
な
ら
な
い
。

（
定
義
）

（
定
義
）

第
三
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ

第
三
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

武
力
攻
撃

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国

一

武
力
攻
撃

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び

の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平

に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七

成
十
五
年
法
律
第
七
十
九
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
事
態
対
処
法
」

十
九
号
。
次
号
に
お
い
て
「
事
態
対
処
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
号

と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
武
力
攻
撃
を
い
う
。

に
規
定
す
る
武
力
攻
撃
を
い
う
。

二

（
略
）

二

（
略
）

三

存
立
危
機
武
力
攻
撃

事
態
対
処
法
第
二
条
第
八
号
ハ
⑴
に
規
定
す
る

（
新
設
）

存
立
危
機
武
力
攻
撃
を
い
う
。

四

存
立
危
機
事
態

事
態
対
処
法
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
存
立
危
機

（
新
設
）

事
態
を
い
う
。

五

敵
国
軍
隊
等

武
力
攻
撃
事
態
又
は
存
立
危
機
事
態
に
お
い
て
、
武
力

三

敵
国
軍
隊
等

武
力
攻
撃
事
態
に
お
い
て
、
武
力
攻
撃
を
行
っ
て
い
る

攻
撃
又
は
存
立
危
機
武
力
攻
撃
を
行
っ
て
い
る
外
国
の
軍
隊
そ
の
他
こ
れ

外
国
の
軍
隊
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
組
織
を
い
う
。

に
類
す
る
組
織
を
い
う
。

六

抑
留
対
象
者

次
の
イ
か
ら
ル
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
外
国
人

四

抑
留
対
象
者

次
の
イ
か
ら
ル
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
外
国
人

を
い
う
。

を
い
う
。

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

船
舶
（
軍
艦
及
び
各
国
政
府
が
所
有
し
又
は
運
航
す
る
船
舶
で
あ
っ

ハ

船
舶
（
軍
艦
及
び
各
国
政
府
が
所
有
し
又
は
運
航
す
る
船
舶
で
あ
っ

て
非
商
業
的
目
的
の
み
に
使
用
さ
れ
る
も
の
（
以
下
「
軍
艦
等
」
と
い

て
非
商
業
的
目
的
の
み
に
使
用
さ
れ
る
も
の
（
以
下
「
軍
艦
等
」
と
い

う
。
）
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
敵
国
軍
隊
等
の
軍
艦
等
に
警
護
さ
れ
る

う
。
）
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
敵
国
軍
隊
等
の
軍
艦
等
に
警
護
さ
れ
る

も
の
又
は
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品

も
の
又
は
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規

等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
六

制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
二
条
第
三
号

号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
外
国
軍
用
品
等
（
ニ
に
お
い
て
「
外

に
規
定
す
る
外
国
軍
用
品
等
（
ニ
に
お
い
て
「
外
国
軍
用
品
等
」
と
い

国
軍
用
品
等
」
と
い
う
。
）
を
輸
送
し
て
い
る
も
の
の
乗
組
員
（
武
力

う
。
）
を
輸
送
し
て
い
る
も
の
の
乗
組
員
（
武
力
攻
撃
を
行
っ
て
い
る

攻
撃
又
は
存
立
危
機
武
力
攻
撃
を
行
っ
て
い
る
外
国
の
国
籍
を
有
す
る

外
国
の
国
籍
を
有
す
る
者
に
限
る
。
）
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者
に
限
る
。
）

ニ

国
際
民
間
航
空
条
約
第
三
条
に
規
定
す
る
民
間
航
空
機
で
あ
っ
て
敵

ニ

国
際
民
間
航
空
条
約
第
三
条
に
規
定
す
る
民
間
航
空
機
で
あ
っ
て
敵

国
軍
用
航
空
機
（
敵
国
軍
隊
等
に
属
し
、
か
つ
、
そ
の
軍
用
に
供
す
る

国
軍
用
航
空
機
（
敵
国
軍
隊
等
に
属
し
、
か
つ
、
そ
の
軍
用
に
供
す
る

航
空
機
を
い
う
。
）
に
警
護
さ
れ
る
も
の
又
は
外
国
軍
用
品
等
を
輸
送

航
空
機
を
い
う
。
）
に
警
護
さ
れ
る
も
の
又
は
外
国
軍
用
品
等
を
輸
送

し
て
い
る
も
の
の
乗
組
員
（
同
条
約
第
三
十
二
条

に
規
定
す
る
運
航

し
て
い
る
も
の
の
乗
組
員
（
同
条
約
第
三
十
二
条

に
規
定
す
る
運
航

(a)

(a)

乗
組
員
で
あ
っ
て
、
武
力
攻
撃
又
は
存
立
危
機
武
力
攻
撃
を
行
っ
て
い

乗
組
員
で
あ
っ
て
、
武
力
攻
撃
を
行
っ
て
い
る
外
国
の
国
籍
を
有
す
る

る
外
国
の
国
籍
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）

も
の
に
限
る
。
）

ホ

（
略
）

ホ

（
略
）

ヘ

第
一
条
約
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
武
力
攻
撃
又
は
存
立
危

ヘ

第
一
条
約
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
武
力
攻
撃
を
行
っ
て
い

機
武
力
攻
撃
を
行
っ
て
い
る
外
国
の
赤
十
字
社
そ
の
他
の
篤
志
救
済
団

る
外
国
の
赤
十
字
社
そ
の
他
の
篤
志
救
済
団
体
で
当
該
外
国
の
政
府
が

体
で
当
該
外
国
の
政
府
が
正
当
に
認
め
た
も
の
の
職
員
の
う
ち
、
ホ
に

正
当
に
認
め
た
も
の
の
職
員
の
う
ち
、
ホ
に
掲
げ
る
者
と
同
一
の
任
務

掲
げ
る
者
と
同
一
の
任
務
に
当
た
る
も
の

に
当
た
る
も
の

ト

（
略
）

ト

（
略
）

チ

第
一
条
約
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
武
力
攻
撃
又
は
存
立
危

チ

第
一
条
約
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
武
力
攻
撃
を
行
っ
て
い

機
武
力
攻
撃
を
行
っ
て
い
る
外
国
の
赤
十
字
社
そ
の
他
の
篤
志
救
済
団

る
外
国
の
赤
十
字
社
そ
の
他
の
篤
志
救
済
団
体
で
当
該
外
国
の
政
府
が

体
で
当
該
外
国
の
政
府
が
正
当
に
認
め
た
も
の
の
職
員
の
う
ち
、
ト
に

正
当
に
認
め
た
も
の
の
職
員
の
う
ち
、
ト
に
掲
げ
る
者
と
同
一
の
任
務

掲
げ
る
者
と
同
一
の
任
務
に
当
た
る
も
の

に
当
た
る
も
の

リ
～
ル

（
略
）

リ
～
ル

（
略
）

七

（
略
）

五

（
略
）

八

衛
生
要
員

第
二
章
第
三
節
又
は
第
四
章
第
二
節
に
規
定
す
る
手
続
に

六

衛
生
要
員

第
二
章
第
三
節
又
は
第
四
章
第
二
節
に
規
定
す
る
手
続
に

よ
り
第
六
号
ホ
又
は
ヘ
に
掲
げ
る
外
国
人
に
該
当
す
る
旨
の
抑
留
資
格
認

よ
り
第
四
号
ホ
又
は
ヘ
に
掲
げ
る
外
国
人
に
該
当
す
る
旨
の
抑
留
資
格
認

定
又
は
裁
決
を
受
け
て
抑
留
さ
れ
る
者
を
い
う
。

定
又
は
裁
決
を
受
け
て
抑
留
さ
れ
る
者
を
い
う
。

九

宗
教
要
員

第
二
章
第
三
節
又
は
第
四
章
第
二
節
に
規
定
す
る
手
続
に

七

宗
教
要
員

第
二
章
第
三
節
又
は
第
四
章
第
二
節
に
規
定
す
る
手
続
に

よ
り
第
六
号
ト
又
は
チ
に
掲
げ
る
外
国
人
に
該
当
す
る
旨
の
抑
留
資
格
認

よ
り
第
四
号
ト
又
は
チ
に
掲
げ
る
外
国
人
に
該
当
す
る
旨
の
抑
留
資
格
認

定
又
は
裁
決
を
受
け
て
抑
留
さ
れ
る
者
を
い
う
。

定
又
は
裁
決
を
受
け
て
抑
留
さ
れ
る
者
を
い
う
。

十

区
別
義
務
違
反
者

第
二
章
第
三
節
又
は
第
四
章
第
二
節
に
規
定
す
る

八

区
別
義
務
違
反
者

第
二
章
第
三
節
又
は
第
四
章
第
二
節
に
規
定
す
る

手
続
に
よ
り
第
六
号
リ
に
掲
げ
る
外
国
人
に
該
当
す
る
旨
の
抑
留
資
格
認

手
続
に
よ
り
第
四
号
リ
に
掲
げ
る
外
国
人
に
該
当
す
る
旨
の
抑
留
資
格
認

定
又
は
裁
決
を
受
け
て
抑
留
さ
れ
る
者
を
い
う
。

定
又
は
裁
決
を
受
け
て
抑
留
さ
れ
る
者
を
い
う
。
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十
一

間
諜

第
二
章
第
三
節
又
は
第
四
章
第
二
節
に
規
定
す
る
手
続
に
よ

九

間
諜

第
二
章
第
三
節
又
は
第
四
章
第
二
節
に
規
定
す
る
手
続
に
よ
り

り
第
六
号
ヌ
に
掲
げ
る
外
国
人
に
該
当
す
る
旨
の
抑
留
資
格
認
定
又
は
裁

第
四
号
ヌ
に
掲
げ
る
外
国
人
に
該
当
す
る
旨
の
抑
留
資
格
認
定
又
は
裁
決

決
を
受
け
て
抑
留
さ
れ
る
者
を
い
う
。

を
受
け
て
抑
留
さ
れ
る
者
を
い
う
。

十
二

傭
兵

第
二
章
第
三
節
又
は
第
四
章
第
二
節
に
規
定
す
る
手
続
に
よ

十

傭
兵

第
二
章
第
三
節
又
は
第
四
章
第
二
節
に
規
定
す
る
手
続
に
よ
り

り
第
六
号
ル
に
掲
げ
る
外
国
人
に
該
当
す
る
旨
の
抑
留
資
格
認
定
又
は
裁

第
四
号
ル
に
掲
げ
る
外
国
人
に
該
当
す
る
旨
の
抑
留
資
格
認
定
又
は
裁
決

決
を
受
け
て
抑
留
さ
れ
る
者
を
い
う
。

を
受
け
て
抑
留
さ
れ
る
者
を
い
う
。

十
三
～
二
十

（
略
）

十
一
～
十
八

（
略
）

（
拘
束
措
置
）

（
拘
束
措
置
）

第
四
条

自
衛
隊
法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た

第
四
条

自
衛
隊
法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た

自
衛
隊
の
自
衛
官
（
以
下
「
出
動
自
衛
官
」
と
い
う
。
）
は
、
武
力
攻
撃
が

自
衛
隊
の
自
衛
官
（
以
下
「
出
動
自
衛
官
」
と
い
う
。
）
は
、
武
力
攻
撃
が

発
生
し
た
事
態
又
は
存
立
危
機
事
態
に
お
い
て
、
服
装
、
所
持
品
の
形
状
、

発
生
し
た
事
態
に
お
い
て
、
服
装
、
所
持
品
の
形
状
、
周
囲
の
状
況
そ
の
他

周
囲
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
、
抑
留
対
象
者
に
該
当
す
る
と
疑
う

の
事
情
に
照
ら
し
、
抑
留
対
象
者
に
該
当
す
る
と
疑
う
に
足
り
る
相
当
の
理

に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
拘
束
す
る
こ
と

由
が
あ
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
拘
束
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

が
で
き
る
。

（
抑
留
資
格
認
定
）

（
抑
留
資
格
認
定
）

第
十
条

抑
留
資
格
認
定
官
は
、
第
六
条
第
二
項
又
は
前
条
第
四
項
の
規
定
に

第
十
条

抑
留
資
格
認
定
官
は
、
第
六
条
第
二
項
又
は
前
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
被
拘
束
者
の
引
渡
し
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
被
拘
束
者

よ
り
被
拘
束
者
の
引
渡
し
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
被
拘
束
者

が
抑
留
対
象
者
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
認
定
（
抑
留
対
象
者
に
該
当
す
る

が
抑
留
対
象
者
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
認
定
（
抑
留
対
象
者
に
該
当
す
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
三
条
第
六
号
イ
か
ら
ル
ま
で
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
三
条
第
四
号
イ
か
ら
ル
ま
で
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る

か
の
認
定
を
含
む
。
以
下
「
抑
留
資
格
認
定
」
と
い
う
。
）
を
し
な
け
れ
ば

か
の
認
定
を
含
む
。
以
下
「
抑
留
資
格
認
定
」
と
い
う
。
）
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
。

（
抑
留
資
格
認
定
に
係
る
処
分
）

（
抑
留
資
格
認
定
に
係
る
処
分
）

第
十
六
条

抑
留
資
格
認
定
官
は
、
被
拘
束
者
が
抑
留
対
象
者
（
第
三
条
第
六

第
十
六
条

抑
留
資
格
認
定
官
は
、
被
拘
束
者
が
抑
留
対
象
者
（
第
三
条
第
四

号
ロ
、
ハ
又
は
ニ
に
掲
げ
る
者
（
以
下
こ
の
条
、
次
条
及
び
第
百
二
十
一
条

号
ロ
、
ハ
又
は
ニ
に
掲
げ
る
者
（
以
下
こ
の
条
、
次
条
及
び
第
百
二
十
一
条

第
二
項
に
お
い
て
「
軍
隊
等
非
構
成
員
捕
虜
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
に

第
二
項
に
お
い
て
「
軍
隊
等
非
構
成
員
捕
虜
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
に
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該
当
す
る
旨
の
抑
留
資
格
認
定
を
し
た
と
き
は
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ

該
当
す
る
旨
の
抑
留
資
格
認
定
を
し
た
と
き
は
、
防
衛
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
直
ち
に
、
当
該
被
拘
束
者
に
そ
の
旨
の
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な

ろ
に
よ
り
、
直
ち
に
、
当
該
被
拘
束
者
に
そ
の
旨
の
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ら
な
い
。

２

抑
留
資
格
認
定
官
は
、
被
拘
束
者
が
抑
留
対
象
者
（
軍
隊
等
非
構
成
員
捕

２

抑
留
資
格
認
定
官
は
、
被
拘
束
者
が
抑
留
対
象
者
（
軍
隊
等
非
構
成
員
捕

虜
に
限
る
。
）
に
該
当
す
る
旨
の
抑
留
資
格
認
定
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は

虜
に
限
る
。
）
に
該
当
す
る
旨
の
抑
留
資
格
認
定
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は

、
併
せ
て
、
当
該
被
拘
束
者
を
抑
留
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
の
判
定
を
し
な

、
併
せ
て
、
当
該
被
拘
束
者
を
抑
留
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
の
判
定
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
被
拘
束
者
の
抑
留
は
、
武

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
被
拘
束
者
の
抑
留
は
、
武

力
攻
撃
又
は
存
立
危
機
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
自
衛
隊
の
行

力
攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
自
衛
隊
の
行
動
を
円
滑
か
つ
効
果
的
に

動
を
円
滑
か
つ
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
に
限
る

実
施
す
る
た
め
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
に
限
る
も
の
と
し
、
抑
留
資
格
認

も
の
と
し
、
抑
留
資
格
認
定
官
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
判
定
に
つ
い
て
、

定
官
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
判
定
に
つ
い
て
、
防
衛
大
臣
の
承
認
を
得
な

防
衛
大
臣
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

（
抑
留
令
書
の
方
式
）

（
抑
留
令
書
の
方
式
）

第
十
八
条

第
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
発
付
さ
れ
る
抑
留
令
書
に
は
、

第
十
八
条

第
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
発
付
さ
れ
る
抑
留
令
書
に
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
抑
留
資
格
認
定
官
が
こ
れ
に
記
名
押
印
し
な

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、
抑
留
資
格
認
定
官
が
こ
れ
に
記
名
押
印
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

抑
留
資
格
（
抑
留
資
格
認
定
に
お
い
て
当
該
被
拘
束
者
が
該
当
す
る
と

三

抑
留
資
格
（
抑
留
資
格
認
定
に
お
い
て
当
該
被
拘
束
者
が
該
当
す
る
と

認
め
ら
れ
た
第
三
条
第
六
号
イ
か
ら
ル
ま
で
の
区
分
を
い
う
。
以
下
同
じ

認
め
ら
れ
た
第
三
条
第
四
号
イ
か
ら
ル
ま
で
の
区
分
を
い
う
。
以
下
同
じ

。
）

。
）

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

（
懲
戒
処
分
）

（
懲
戒
処
分
）

第
四
十
八
条

懲
戒
権
者
（
捕
虜
収
容
所
長
又
は
捕
虜
収
容
所
に
勤
務
す
る
幹

第
四
十
八
条

懲
戒
権
者
（
捕
虜
収
容
所
長
又
は
捕
虜
収
容
所
に
勤
務
す
る
幹

部
自
衛
官
（
防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
十

部
自
衛
官
（
防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
十

五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
幹
部
自
衛
官
を
い
う
。
）
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め

五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
幹
部
自
衛
官
を
い
う
。
）
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め

る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
被
収
容
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の

る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
被
収
容
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
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行
為
を
し
た
と
き
は
、
当
該
被
収
容
者
に
対
し
、
懲
戒
処
分
を
行
う
こ
と
が

行
為
を
し
た
と
き
は
、
当
該
被
収
容
者
に
対
し
、
懲
戒
処
分
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

信
書
の
発
信
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
我
が
国
の
防
衛
上
支
障
の
あ
る
通

三

信
書
の
発
信
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
我
が
国
の
防
衛
上
支
障
の
あ
る
通

信
を
試
み
る
こ
と
そ
の
他
の
武
力
攻
撃
又
は
存
立
危
機
武
力
攻
撃
に
資
す

信
を
試
み
る
こ
と
そ
の
他
の
武
力
攻
撃
に
資
す
る
行
為
を
行
う
こ
と
。

る
行
為
を
行
う
こ
と
。

四

（
略
）

四

（
略
）

（
面
会
の
停
止
等
）

（
面
会
の
停
止
等
）

第
八
十
二
条

防
衛
大
臣
は
、
武
力
攻
撃
又
は
存
立
危
機
武
力
攻
撃
を
排
除
す

第
八
十
二
条

防
衛
大
臣
は
、
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
自
衛
隊

る
た
め
に
必
要
な
自
衛
隊
が
実
施
す
る
武
力
の
行
使
、
部
隊
等
の
展
開
そ
の

が
実
施
す
る
武
力
の
行
使
、
部
隊
等
の
展
開
そ
の
他
の
武
力
攻
撃
事
態
へ
の

他
の
武
力
攻
撃
事
態
又
は
存
立
危
機
事
態
へ
の
対
処
に
係
る
状
況
に
照
ら
し

対
処
に
係
る
状
況
に
照
ら
し
、
我
が
国
の
防
衛
上
特
段
の
必
要
が
あ
る
場
合

、
我
が
国
の
防
衛
上
特
段
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
捕
虜
収
容
所
長
に
対

に
は
、
捕
虜
収
容
所
長
に
対
し
、
期
間
及
び
捕
虜
収
容
所
の
施
設
を
指
定
し

し
、
期
間
及
び
捕
虜
収
容
所
の
施
設
を
指
定
し
て
、
前
二
条
の
規
定
に
よ
る

て
、
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
面
会
の
制
限
又
は
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

面
会
の
制
限
又
は
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
基
準
の
作
成
）

（
基
準
の
作
成
）

第
百
三
十
七
条

防
衛
大
臣
は
、
武
力
攻
撃
事
態
又
は
存
立
危
機
事
態
に
際
し

第
百
三
十
七
条

防
衛
大
臣
は
、
武
力
攻
撃
事
態
に
際
し
て
、
遅
滞
な
く
、
次

て
、
遅
滞
な
く
、
次
に
掲
げ
る
武
力
攻
撃
事
態
又
は
存
立
危
機
事
態
に
お
け

に
掲
げ
る
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
、
衛
生
要
員
及
び
宗
教
要
員
の
送

る
捕
虜
、
衛
生
要
員
及
び
宗
教
要
員
の
送
還
に
関
す
る
基
準
を
作
成
す
る
も

還
に
関
す
る
基
準
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

の
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

２

防
衛
大
臣
は
、
武
力
攻
撃
事
態
又
は
存
立
危
機
事
態
の
終
了
後
、
速
や
か

２

防
衛
大
臣
は
、
武
力
攻
撃
事
態
の
終
了
後
、
速
や
か
に
、
送
還
令
書
を
発

に
、
送
還
令
書
を
発
付
す
べ
き
被
収
容
者
の
順
序
、
被
収
容
者
の
引
渡
し
を

付
す
べ
き
被
収
容
者
の
順
序
、
被
収
容
者
の
引
渡
し
を
行
う
べ
き
地
（
以
下

行
う
べ
き
地
（
以
下
「
送
還
地
」
と
い
う
。
）
、
送
還
地
ま
で
の
交
通
手
段

「
送
還
地
」
と
い
う
。
）
、
送
還
地
ま
で
の
交
通
手
段
、
送
還
時
に
携
行
を

、
送
還
時
に
携
行
を
許
可
す
べ
き
携
帯
品
の
内
容
そ
の
他
の
送
還
の
実
施
に

許
可
す
べ
き
携
帯
品
の
内
容
そ
の
他
の
送
還
の
実
施
に
必
要
な
基
準
（
以
下

必
要
な
基
準
（
以
下
「
終
了
時
送
還
基
準
」
と
い
う
。
）
を
作
成
す
る
も
の

「
終
了
時
送
還
基
準
」
と
い
う
。
）
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。
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と
す
る
。

３

前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
防
衛
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
武
力
攻

３

前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
防
衛
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
武
力
攻

撃
事
態
又
は
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
捕
虜
の
送
還
に
関
す
る
基
準
を
作
成

撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
の
送
還
に
関
す
る
基
準
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

４

前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
防
衛
大
臣
は
、
武
力
攻
撃
事
態
又
は

４

前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
防
衛
大
臣
は
、
武
力
攻
撃
事
態
に
際

存
立
危
機
事
態
に
際
し
て
、
武
力
攻
撃
又
は
存
立
危
機
武
力
攻
撃
を
行
っ
て

し
て
、
武
力
攻
撃
を
行
っ
て
い
な
い
第
三
条
約
の
締
約
国
に
対
す
る
次
に
掲

い
な
い
第
三
条
約
の
締
約
国
に
対
す
る
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
た
め
の

げ
る
措
置
を
講
ず
る
た
め
の
捕
虜
の
引
渡
し
（
以
下
「
移
出
」
と
い
う
。
）

捕
虜
の
引
渡
し
（
以
下
「
移
出
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
基
準
（
以
下
「
移

に
関
す
る
基
準
（
以
下
「
移
出
基
準
」
と
い
う
。
）
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

出
基
準
」
と
い
う
。
）
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

５
・
６

（
略
）

５
・
６

（
略
）

（
重
傷
病
捕
虜
等
の
送
還
）

（
重
傷
病
捕
虜
等
の
送
還
）

第
百
三
十
九
条

捕
虜
収
容
所
長
は
、
武
力
攻
撃
事
態
又
は
存
立
危
機
事
態
に

第
百
三
十
九
条

捕
虜
収
容
所
長
は
、
武
力
攻
撃
事
態
に
お
い
て
、
捕
虜
収
容

お
い
て
、
捕
虜
収
容
所
に
収
容
さ
れ
て
い
る
捕
虜
、
衛
生
要
員
又
は
宗
教
要

所
に
収
容
さ
れ
て
い
る
捕
虜
、
衛
生
要
員
又
は
宗
教
要
員
の
う
ち
、
送
還
対

員
の
う
ち
、
送
還
対
象
重
傷
病
者
に
該
当
す
る
と
認
め
る
も
の
が
あ
る
と
き

象
重
傷
病
者
に
該
当
す
る
と
認
め
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ

は
、
速
や
か
に
、
そ
の
者
に
対
し
、
そ
の
旨
及
び
送
還
に
同
意
す
る
場
合
に

の
者
に
対
し
、
そ
の
旨
及
び
送
還
に
同
意
す
る
場
合
に
は
送
還
さ
れ
る
旨
の

は
送
還
さ
れ
る
旨
の
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

（
武
力
攻
撃
事
態
又
は
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
衛
生
要
員
及
び
宗
教
要
員

（
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
衛
生
要
員
及
び
宗
教
要
員
の
送
還
）

の
送
還
）

第
百
四
十
条

捕
虜
収
容
所
長
は
、
武
力
攻
撃
事
態
又
は
存
立
危
機
事
態
に
お

第
百
四
十
条

捕
虜
収
容
所
長
は
、
武
力
攻
撃
事
態
に
お
い
て
、
抑
留
さ
れ
て

い
て
、
抑
留
さ
れ
て
い
る
衛
生
要
員
の
人
数
が
衛
生
要
員
送
還
基
準
に
定
め

い
る
衛
生
要
員
の
人
数
が
衛
生
要
員
送
還
基
準
に
定
め
る
人
数
の
上
限
を
超

る
人
数
の
上
限
を
超
え
た
と
き
は
、
当
該
衛
生
要
員
送
還
基
準
に
従
い
、
そ

え
た
と
き
は
、
当
該
衛
生
要
員
送
還
基
準
に
従
い
、
そ
の
超
え
た
人
数
に
相

の
超
え
た
人
数
に
相
当
す
る
人
数
の
衛
生
要
員
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
、
第

当
す
る
人
数
の
衛
生
要
員
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
、
第
百
四
十
三
条
の
規
定

百
四
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
送
還
令
書
を
発
付
す
る
も
の
と
す
る
。

に
よ
る
送
還
令
書
を
発
付
す
る
も
の
と
す
る
。
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２

捕
虜
収
容
所
長
は
、
武
力
攻
撃
事
態
又
は
存
立
危
機
事
態
に
お
い
て
、
衛

２

捕
虜
収
容
所
長
は
、
武
力
攻
撃
事
態
に
お
い
て
、
衛
生
要
員
送
還
基
準
に

生
要
員
送
還
基
準
に
従
い
、
抑
留
さ
れ
て
い
る
衛
生
要
員
と
交
代
し
て
そ
の

従
い
、
抑
留
さ
れ
て
い
る
衛
生
要
員
と
交
代
し
て
そ
の
任
務
を
行
う
た
め
に

任
務
を
行
う
た
め
に
入
国
す
る
者
（
次
項
に
お
い
て
「
交
代
要
員
」
と
い
う

入
国
す
る
者
（
次
項
に
お
い
て
「
交
代
要
員
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
同
項

。
）
に
対
し
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
抑
留
令
書
が
発
付
さ
れ
る
場
合
に
は
、

の
規
定
に
よ
り
抑
留
令
書
が
発
付
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
抑
留
令
書
の
発

そ
の
抑
留
令
書
の
発
付
を
受
け
る
者
の
人
数
に
相
当
す
る
人
数
の
衛
生
要
員

付
を
受
け
る
者
の
人
数
に
相
当
す
る
人
数
の
衛
生
要
員
に
つ
い
て
、
速
や
か

に
つ
い
て
、
速
や
か
に
、
第
百
四
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
送
還
令
書
を
発
付

に
、
第
百
四
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
送
還
令
書
を
発
付
す
る
も
の
と
す
る
。

す
る
も
の
と
す
る
。

３

抑
留
資
格
認
定
官
は
、
防
衛
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
交

３

抑
留
資
格
認
定
官
は
、
防
衛
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
交

代
要
員
に
つ
い
て
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
身
体
を
拘
束
し
な
い
と
き

代
要
員
に
つ
い
て
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
身
体
を
拘
束
し
な
い
と
き

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
者
が
抑
留
対
象
者
（
第
三
条
第
六
号
ホ
に
掲
げ
る
者
に

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
者
が
抑
留
対
象
者
（
第
三
条
第
四
号
ホ
に
掲
げ
る
者
に

限
る
。
）
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
十
六
条
の
規
定
の
例
に
よ
り

限
る
。
）
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
十
六
条
の
規
定
の
例
に
よ
り

抑
留
令
書
を
発
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

抑
留
令
書
を
発
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
武
力
攻
撃
事
態
又
は
存
立
危
機
事
態
の
終
了
後
の
送
還
）

（
武
力
攻
撃
事
態
終
了
後
の
送
還
）

第
百
四
十
一
条

（
略
）

第
百
四
十
一
条

（
略
）

（
送
還
の
特
例
）

（
送
還
の
特
例
）

第
百
四
十
六
条

送
還
令
書
の
発
付
を
受
け
た
者
が
、
第
三
条
第
六
号
ロ
、
ヘ

第
百
四
十
六
条

送
還
令
書
の
発
付
を
受
け
た
者
が
、
第
三
条
第
四
号
ロ
、
ヘ

又
は
チ
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
敵
国
軍
隊
等
が
属
す
る
外
国
以
外

又
は
チ
に
掲
げ
る
者
に
該
当
し
、
か
つ
、
敵
国
軍
隊
等
が
属
す
る
外
国
以
外

の
国
籍
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
防
衛
大
臣
は
、
そ
の
者
の
希
望
に
よ

の
国
籍
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
防
衛
大
臣
は
、
そ
の
者
の
希
望
に
よ

り
、
そ
の
国
籍
又
は
市
民
権
の
属
す
る
国
に
向
け
、
我
が
国
か
ら
退
去
す
る

り
、
そ
の
国
籍
又
は
市
民
権
の
属
す
る
国
に
向
け
、
我
が
国
か
ら
退
去
す
る

こ
と
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
と
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
領
置
武
器
等
の
帰
属
）

（
領
置
武
器
等
の
帰
属
）

第
百
五
十
九
条

領
置
武
器
等
に
つ
い
て
は
、
武
力
攻
撃
事
態
又
は
存
立
危
機

第
百
五
十
九
条

領
置
武
器
等
に
つ
い
て
は
、
武
力
攻
撃
事
態
の
終
了
の
時
ま

事
態
の
終
了
の
時
ま
で
に
廃
棄
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
同
日
に
国
庫
に
帰

で
に
廃
棄
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
同
日
に
国
庫
に
帰
属
す
る
。
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属
す
る
。

（
混
成
医
療
委
員
の
指
定
）

（
混
成
医
療
委
員
の
指
定
）

第
百
六
十
八
条

防
衛
大
臣
は
、
武
力
攻
撃
事
態
又
は
存
立
危
機
事
態
に
際
し

第
百
六
十
八
条

防
衛
大
臣
は
、
武
力
攻
撃
事
態
に
際
し
て
、
被
収
容
者
に
対

て
、
被
収
容
者
に
対
す
る
医
療
業
務
の
実
施
に
関
し
て
必
要
な
勧
告
そ
の
他

す
る
医
療
業
務
の
実
施
に
関
し
て
必
要
な
勧
告
そ
の
他
の
措
置
を
と
る
と
と

の
措
置
を
と
る
と
と
も
に
第
百
三
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
送
還

も
に
第
百
三
十
七
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
送
還
対
象
重
傷
病
者
に
該

対
象
重
傷
病
者
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
認
定
に
係
る
診
断
を
行
う
者
（
以

当
す
る
か
ど
う
か
の
認
定
に
係
る
診
断
を
行
う
者
（
以
下
「
混
成
医
療
委
員

下
「
混
成
医
療
委
員
」
と
い
う
。
）
と
し
て
、
医
師
で
あ
る
自
衛
隊
員
一
名

」
と
い
う
。
）
と
し
て
、
医
師
で
あ
る
自
衛
隊
員
一
名
及
び
外
国
に
お
い
て

及
び
外
国
に
お
い
て
医
師
に
相
当
す
る
者
で
あ
っ
て
指
定
赤
十
字
国
際
機
関

医
師
に
相
当
す
る
者
で
あ
っ
て
指
定
赤
十
字
国
際
機
関
が
推
薦
す
る
も
の
（

が
推
薦
す
る
も
の
（
以
下
「
外
国
混
成
医
療
委
員
」
と
い
う
。
）
二
名
を
指

以
下
「
外
国
混
成
医
療
委
員
」
と
い
う
。
）
二
名
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る

定
す
る
も
の
と
す
る
。

。

２

（
略
）

２

（
略
）

第
六
節

死
亡
時
の
措
置

第
六
節

死
亡
時
の
措
置

第
百
七
十
一
条

墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
四

第
百
七
十
一
条

墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
四

十
八
号
）
第
四
条
及
び
第
五
条
第
一
項
の
規
定
は
、
武
力
攻
撃
事
態
に
際
し

十
八
号
）
第
四
条
及
び
第
五
条
第
一
項
の
規
定
は
、
被
拘
束
者
が
そ
の
身
体

て
、
被
拘
束
者
が
そ
の
身
体
を
拘
束
さ
れ
て
い
る
間
に
死
亡
し
た
場
合
（
捕

を
拘
束
さ
れ
て
い
る
間
に
死
亡
し
た
場
合
（
捕
虜
収
容
所
に
お
い
て
死
亡
し

虜
収
容
所
に
お
い
て
死
亡
し
た
場
合
を
除
く
。
）
に
お
け
る
そ
の
死
体
の
埋

た
場
合
を
除
く
。
）
に
お
け
る
そ
の
死
体
の
埋
葬
及
び
火
葬
に
つ
い
て
は
、

葬
及
び
火
葬
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

適
用
し
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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○

国
家
安
全
保
障
会
議
設
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
七
十
一
号
）
（
第
十
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
所
掌
事
務
等
）

（
所
掌
事
務
等
）

第
二
条

会
議
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
必
要
に
応
じ
、
内
閣
総
理

第
二
条

会
議
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
必
要
に
応
じ
、
内
閣
総
理

大
臣
に
対
し
、
意
見
を
述
べ
る
。

大
臣
に
対
し
、
意
見
を
述
べ
る
。

一

（
略
）

一

国
防
の
基
本
方
針

二

（
略
）

二

防
衛
計
画
の
大
綱

三

（
略
）

三

前
号
の
計
画
に
関
連
す
る
産
業
等
の
調
整
計
画
の
大
綱

四

武
力
攻
撃
事
態
等
（
武
力
攻
撃
事
態
及
び
武
力
攻
撃
予
測
事
態
を
い
う

四

武
力
攻
撃
事
態
等
（
武
力
攻
撃
事
態
及
び
武
力
攻
撃
予
測
事
態
を
い
う

。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
存
立
危
機
事
態
へ
の
対
処
に
関

。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
へ
の
対
処
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

す
る
基
本
的
な
方
針

五

武
力
攻
撃
事
態
等
又
は
存
立
危
機
事
態
へ
の
対
処
に
関
す
る
重
要
事
項

五

武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
に
関
す
る
重
要
事
項

六

重
要
影
響
事
態
へ
の
対
処
に
関
す
る
重
要
事
項

六

周
辺
事
態
へ
の
対
処
に
関
す
る
重
要
事
項

七

国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
へ
の
対
処
に
関
す
る
重
要
事
項

七

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
条
第
二
項
第

二
号
の
自
衛
隊
の
活
動
に
関
す
る
重
要
事
項

八

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四

（
新
設
）

年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務

の
実
施
等
に
関
す
る
重
要
事
項

九

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
六
章
に
規
定
す

（
新
設
）

る
自
衛
隊
の
行
動
に
関
す
る
重
要
事
項
（
第
四
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ

る
も
の
を
除
く
。
）

十

（
略
）

八

国
防
に
関
す
る
重
要
事
項
（
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

十
一

（
略
）

九

国
家
安
全
保
障
に
関
す
る
外
交
政
策
及
び
防
衛
政
策
の
基
本
方
針
並
び

に
こ
れ
ら
の
政
策
に
関
す
る
重
要
事
項
（
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

。
）
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十
二

重
大
緊
急
事
態
（
武
力
攻
撃
事
態
等
、
存
立
危
機
事
態
、
重
要
影
響

十

重
大
緊
急
事
態
（
武
力
攻
撃
事
態
等
、
周
辺
事
態
及
び
次
項
の
規
定
に

事
態
、
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
及
び
次
項
の
規
定
に
よ
り
第
九
号
又
は

よ
り
第
七
号
又
は
第
八
号
に
掲
げ
る
重
要
事
項
と
し
て
そ
の
対
処
措
置
に

第
十
号
に
掲
げ
る
重
要
事
項
と
し
て
そ
の
対
処
措
置
に
つ
き
諮
る
べ
き
事

つ
き
諮
る
べ
き
事
態
以
外
の
緊
急
事
態
で
あ
つ
て
、
我
が
国
の
安
全
に
重

態
以
外
の
緊
急
事
態
で
あ
つ
て
、
我
が
国
の
安
全
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
の
う
ち
、
通
常
の
緊
急
事
態
対

す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
の
う
ち
、
通
常
の
緊
急
事
態
対
処
体
制
に
よ
つ
て

処
体
制
に
よ
つ
て
は
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
が
困
難
な
事
態
を
い
う
。
第

は
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
が
困
難
な
事
態
を
い
う
。
第
三
項
に
お
い
て
同

三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
へ
の
対
処
に
関
す
る
重
要
事
項

じ
。
）
へ
の
対
処
に
関
す
る
重
要
事
項

十
三

（
略
）

十
一

そ
の
他
国
家
安
全
保
障
に
関
す
る
重
要
事
項

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
次
の
各
号
に
掲

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
並
び

げ
る
事
項
並
び
に
同
項
第
五
号
か
ら
第
十
号
ま
で
及
び
第
十
二
号
に
掲
げ
る

に
同
項
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
内
閣

事
項
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）
の
う
ち
内
閣
総
理
大
臣
が
必

総
理
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
会
議
に
諮
ら
な
け
れ
ば
な

要
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
会
議
に
諮
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ら
な
い
。

一

前
項
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
措
置
に
関
す
る
も
の

（
新
設
）

イ

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
又
は
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
の
た
め
に

実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
で
あ
つ
て
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等

に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
五
号
ト
に
掲
げ
る
も
の
若
し

く
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
同
号
ナ
の
政
令
で
定
め
る
も
の
又
は

同
号
ラ
に
掲
げ
る
も
の
の
実
施
に
係
る
国
際
平
和
協
力
業
務
実
施
計
画

の
決
定
及
び
変
更
（
当
該
業
務
の
終
了
に
係
る
変
更
を
含
む
。
）

ロ

人
道
的
な
国
際
救
援
活
動
の
た
め
に
実
施
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務

で
あ
つ
て
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律

第
三
条
第
五
号
ラ
に
掲
げ
る
も
の
の
実
施
に
係
る
国
際
平
和
協
力
業
務

実
施
計
画
の
決
定
及
び
変
更
（
当
該
業
務
の
終
了
に
係
る
変
更
を
含
む

。
）

ハ

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
第
二
十

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
自
衛
官
の
国
際
連
合
へ
の
派
遣

二

前
項
第
九
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
自
衛
隊
法
第
八
十
四
条
の
三
に
規

（
新
設
）

定
す
る
保
護
措
置
の
実
施
に
関
す
る
も
の
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３

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
会
議
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
、
存
立
危
機
事

３

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
会
議
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
、
周
辺
事
態
及

態
、
重
要
影
響
事
態
及
び
重
大
緊
急
事
態
に
関
し
、
同
項
第
四
号
か
ら
第
六

び
重
大
緊
急
事
態
に
関
し
、
同
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
又
は
第
十
号
に

号
ま
で
又
は
第
十
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
た
結
果
、
特
に
緊

掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
た
結
果
、
特
に
緊
急
に
対
処
す
る
必
要
が
あ

急
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
迅
速
か
つ
適
切
な
対
処
が

る
と
認
め
る
と
き
は
、
迅
速
か
つ
適
切
な
対
処
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
措
置

必
要
と
認
め
ら
れ
る
措
置
に
つ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
に
建
議
す
る
こ
と
が
で

に
つ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
に
建
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

き
る
。

（
議
員
）

（
議
員
）

第
五
条

議
員
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

第
五
条

議
員
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

定
め
る
国
務
大
臣
を
も
つ
て
充
て
る
。

定
め
る
国
務
大
臣
を
も
つ
て
充
て
る
。

一

第
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
号
ま
で
及
び
第
十
三
号
に
掲
げ
る
事

一

第
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
及
び
第
十
一
号
に
掲
げ
る
事

項

前
条
第
三
項
に
規
定
す
る
国
務
大
臣
、
総
務
大
臣
、
外
務
大
臣
、
財

項

前
条
第
三
項
に
規
定
す
る
国
務
大
臣
、
総
務
大
臣
、
外
務
大
臣
、
財

務
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
防
衛
大
臣
、
内
閣
官
房
長

務
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
防
衛
大
臣
、
内
閣
官
房
長

官
及
び
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

官
及
び
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

二

第
二
条
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
事
項

外
務
大
臣
、
防
衛
大
臣
及

二

第
二
条
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
事
項

外
務
大
臣
、
防
衛
大
臣
及
び

び
内
閣
官
房
長
官

内
閣
官
房
長
官

三

第
二
条
第
一
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
事
項

内
閣
官
房
長
官
及
び
事
態

三

第
二
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
事
項

内
閣
官
房
長
官
及
び
事
態
の

の
種
類
に
応
じ
て
あ
ら
か
じ
め
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
国
務

種
類
に
応
じ
て
あ
ら
か
じ
め
内
閣
総
理
大
臣
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
国
務
大

大
臣

臣

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
事
態
対
処
専
門
委
員
会
）

（
事
態
対
処
専
門
委
員
会
）

第
九
条

（
略
）

第
九
条

（
略
）

２

委
員
会
は
、
第
二
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
、
第
九
号
、
第
十

２

委
員
会
は
、
第
二
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
及
び
第
十
号
に
掲

号
及
び
第
十
二
号
に
掲
げ
る
事
項
（
同
項
第
九
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る
事

げ
る
事
項
（
同
項
第
七
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
の

項
に
つ
い
て
は
、
そ
の
対
処
措
置
に
つ
き
諮
る
べ
き
事
態
に
係
る
も
の
に
限

対
処
措
置
に
つ
き
諮
る
べ
き
事
態
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
審
議
を
迅
速

る
。
）
の
審
議
を
迅
速
か
つ
的
確
に
実
施
す
る
た
め
、
必
要
な
事
項
に
関
す

か
つ
的
確
に
実
施
す
る
た
め
、
必
要
な
事
項
に
関
す
る
調
査
及
び
分
析
を
行

る
調
査
及
び
分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
会
議
に
進
言
す
る
。

い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
会
議
に
進
言
す
る
。
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３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）



- 111 -

○

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
（
附
則
第
三
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
自
衛
隊
の
防
衛
出
動
時
に
お
け
る
交
通
の
規
制
等
）

（
自
衛
隊
の
防
衛
出
動
時
に
お
け
る
交
通
の
規
制
等
）

第
百
十
四
条
の
五

公
安
委
員
会
は
、
自
衛
隊
法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定

第
百
十
四
条
の
五

公
安
委
員
会
は
、
自
衛
隊
法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
防
衛
出
動
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
自
衛
隊
又
は
武
力

に
よ
る
防
衛
出
動
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
自
衛
隊
又
は
武
力

攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等
の
軍
隊
の

攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が

行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律

実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
三
号
）
第
二
条

第
百
十
三
号
）
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
特
定
合
衆
国
軍
隊
（
以
下
「
自

第
四
号
に
規
定
す
る
合
衆
国
軍
隊
（
以
下
「
自
衛
隊
等
」
と
い
う
。
）
に
よ

衛
隊
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
我
が
国
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
を

る
我
が
国
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
の
行
動
が
的

排
除
す
る
た
め
の
行
動
が
的
確
か
つ
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

確
か
つ
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め

緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民

る
と
き
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関

の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
二
号
）

す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
百
五
十
五
条
第
一
項
の
規

第
百
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
自
衛
隊
等
の
使
用
す
る
車
両

定
の
例
に
よ
り
、
自
衛
隊
等
の
使
用
す
る
車
両
以
外
の
車
両
の
道
路
に
お
け

以
外
の
車
両
の
道
路
に
お
け
る
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
す
る
こ
と
が
で

る
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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○

国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
（
附
則
第
四
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
職
員
の
派
遣
）

（
職
員
の
派
遣
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

前
項
の
業
務
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
八
号
か
ら
第

２

前
項
の
業
務
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
八
号
か
ら
第

十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
に
あ
っ
て
は
、
国
際
連
合
事
務
局
の
内
部
部
局

十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
に
あ
っ
て
は
、
国
際
連
合
事
務
局
の
内
部
部
局

で
あ
っ
て
当
該
業
務
を
所
掌
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
お
い

で
あ
っ
て
当
該
業
務
を
所
掌
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
お
い

て
行
う
も
の
に
限
る
。

て
行
う
も
の
に
限
る
。

一
～
七

（
略
）

一
～
七

（
略
）

八

国
際
連
合
の
総
会
又
は
安
全
保
障
理
事
会
が
行
う
決
議
に
基
づ
き
、
武

八

国
際
連
合
の
総
会
又
は
安
全
保
障
理
事
会
が
行
う
決
議
に
基
づ
き
、
武

力
紛
争
の
当
事
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
紛
争
当
事
者
」
と
い
う
。

力
紛
争
の
当
事
者
（
以
下
「
紛
争
当
事
者
」
と
い
う
。
）
間
の
武
力
紛
争

）
間
の
武
力
紛
争
の
再
発
の
防
止
に
関
す
る
合
意
の
遵
守
の
確
保
、
紛
争

の
再
発
の
防
止
に
関
す
る
合
意
の
遵
守
の
確
保
、
武
力
紛
争
の
終
了
後
に

に
よ
る
混
乱
に
伴
う
切
迫
し
た
暴
力
の
脅
威
か
ら
の
住
民
の
保
護
、
武
力

行
わ
れ
る
民
主
的
な
手
段
に
よ
る
統
治
組
織
の
設
立
の
援
助
そ
の
他
紛
争

紛
争
の
終
了
後
に
行
わ
れ
る
民
主
的
な
手
段
に
よ
る
統
治
組
織
の
設
立
及

に
対
処
し
て
国
際
の
平
和
及
び
安
全
を
維
持
す
る
た
め
に
国
際
連
合
の
統

び
再
建
の
援
助
そ
の
他
紛
争
に
対
処
し
て
国
際
の
平
和
及
び
安
全
を
維
持

括
の
下
に
行
わ
れ
る
活
動
で
あ
っ
て
、
武
力
紛
争
の
停
止
及
び
こ
れ
を
維

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国
際
連
合
の
統
括
の
下
に
行
わ
れ
る
活
動
で

持
す
る
と
の
紛
争
当
事
者
間
の
合
意
並
び
に
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域

あ
っ
て
、
国
際
連
合
事
務
総
長
の
要
請
に
基
づ
き
参
加
す
る
二
以
上
の
国

の
属
す
る
国
及
び
紛
争
当
事
者
の
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

及
び
国
際
連
合
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

の
同
意
が
あ
る
場
合
（
武
力
紛
争
が
発
生
し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
は

の
方
針
の
策
定
又
は
当
該
活
動
の
基
準
の
設
定
若
し
く
は
計
画
の
作
成

、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
の
当
該
同
意
が
あ
る
場
合
）

に
、
い
ず
れ
の
紛
争
当
事
者
に
も
偏
る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
旨

と
し
て
、
国
際
連
合
事
務
総
長
の
要
請
に
基
づ
き
参
加
す
る
二
以
上
の
国

及
び
国
際
連
合
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
も
の
の
方
針
の
策
定
又
は
当
該
活

動
の
基
準
の
設
定
若
し
く
は
計
画
の
作
成

イ

武
力
紛
争
の
停
止
及
び
こ
れ
を
維
持
す
る
と
の
紛
争
当
事
者
間
の
合

（
新
設
）

意
並
び
に
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
（
当
該
国
に
お
い
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て
国
際
連
合
の
総
会
又
は
安
全
保
障
理
事
会
が
行
う
決
議
に
従
っ
て
施

政
を
行
う
機
関
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
機
関
。
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
紛
争
当
事
者
の
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
、
い
ず
れ
の
紛
争
当
事
者
に
も
偏
る

こ
と
な
く
実
施
さ
れ
る
活
動

ロ

武
力
紛
争
が
終
了
し
て
紛
争
当
事
者
が
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域

（
新
設
）

に
存
在
し
な
く
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
地
域

の
属
す
る
国
の
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
が
あ
る

場
合
に
実
施
さ
れ
る
活
動

ハ

武
力
紛
争
が
い
ま
だ
発
生
し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
活
動

（
新
設
）

が
行
わ
れ
る
地
域
の
属
す
る
国
の
当
該
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
、
武
力
紛
争
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
こ

と
を
主
要
な
目
的
と
し
て
、
特
定
の
立
場
に
偏
る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ

る
活
動

九
～
十
一

（
略
）

九
～
十
一

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）
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○

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
二
号
）
（
附
則
第
五
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章

総
則

第
一
章

総
則

第
一
節

通
則
（
第
一
条
―
第
九
条
）

第
一
節

通
則
（
第
一
条
―
第
九
条
）

第
二
節

国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
の
実
施
（
第
十
条
―
第
二
十
三
条

第
二
節

国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
の
実
施
（
第
十
条
―
第
二
十
三
条

）

）

第
三
節

国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
の
実
施
に
係
る
体
制
（
第
二
十
四

第
三
節

国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
の
実
施
に
係
る
体
制
（
第
二
十
四

条
―
第
三
十
一
条
）

条
―
第
三
十
一
条
）

第
四
節

国
民
の
保
護
に
関
す
る
基
本
指
針
等
（
第
三
十
二
条
―
第
三
十

第
四
節

国
民
の
保
護
に
関
す
る
基
本
指
針
等
（
第
三
十
二
条
―
第
三
十

六
条
）

六
条
）

第
五
節

都
道
府
県
国
民
保
護
協
議
会
及
び
市
町
村
国
民
保
護
協
議
会
（

第
五
節

都
道
府
県
国
民
保
護
協
議
会
及
び
市
町
村
国
民
保
護
協
議
会
（

第
三
十
七
条
―
第
四
十
条
）

第
三
十
七
条
―
第
四
十
条
）

第
六
節

組
織
の
整
備
、
訓
練
等
（
第
四
十
一
条
―
第
四
十
三
条
）

第
六
節

組
織
の
整
備
、
訓
練
等
（
第
四
十
一
条
―
第
四
十
三
条
）

第
二
章

住
民
の
避
難
に
関
す
る
措
置

第
二
章

住
民
の
避
難
に
関
す
る
措
置

第
一
節

警
報
の
発
令
等
（
第
四
十
四
条
―
第
五
十
一
条
）

第
一
節

警
報
の
発
令
等
（
第
四
十
四
条
―
第
五
十
一
条
）

第
二
節

避
難
の
指
示
等
（
第
五
十
二
条
―
第
六
十
条
）

第
二
節

避
難
の
指
示
等
（
第
五
十
二
条
―
第
六
十
条
）

第
三
節

避
難
住
民
の
誘
導
（
第
六
十
一
条
―
第
七
十
三
条
）

第
三
節

避
難
住
民
の
誘
導
（
第
六
十
一
条
―
第
七
十
三
条
）

第
三
章

避
難
住
民
等
の
救
援
に
関
す
る
措
置

第
三
章

避
難
住
民
等
の
救
援
に
関
す
る
措
置

第
一
節

救
援
（
第
七
十
四
条
―
第
九
十
三
条
）

第
一
節

救
援
（
第
七
十
四
条
―
第
九
十
三
条
）

第
二
節

安
否
情
報
の
収
集
等
（
第
九
十
四
条
―
第
九
十
六
条
）

第
二
節

安
否
情
報
の
収
集
等
（
第
九
十
四
条
―
第
九
十
六
条
）

第
四
章

武
力
攻
撃
災
害
へ
の
対
処
に
関
す
る
措
置

第
四
章

武
力
攻
撃
災
害
へ
の
対
処
に
関
す
る
措
置

第
一
節

通
則
（
第
九
十
七
条
―
第
百
一
条
）

第
一
節

通
則
（
第
九
十
七
条
―
第
百
一
条
）

第
二
節

応
急
措
置
等
（
第
百
二
条
―
第
百
二
十
五
条
）

第
二
節

応
急
措
置
等
（
第
百
二
条
―
第
百
二
十
五
条
）

第
三
節

被
災
情
報
の
収
集
等
（
第
百
二
十
六
条
―
第
百
二
十
八
条
）

第
三
節

被
災
情
報
の
収
集
等
（
第
百
二
十
六
条
―
第
百
二
十
八
条
）
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第
五
章

国
民
生
活
の
安
定
に
関
す
る
措
置
等

第
五
章

国
民
生
活
の
安
定
に
関
す
る
措
置
等

第
一
節

国
民
生
活
の
安
定
に
関
す
る
措
置
（
第
百
二
十
九
条
―
第
百
三

第
一
節

国
民
生
活
の
安
定
に
関
す
る
措
置
（
第
百
二
十
九
条
―
第
百
三

十
三
条
）

十
三
条
）

第
二
節

生
活
基
盤
等
の
確
保
に
関
す
る
措
置
（
第
百
三
十
四
条
―
第
百

第
二
節

生
活
基
盤
等
の
確
保
に
関
す
る
措
置
（
第
百
三
十
四
条
―
第
百

三
十
八
条
）

三
十
八
条
）

第
三
節

応
急
の
復
旧
（
第
百
三
十
九
条
・
第
百
四
十
条
）

第
三
節

応
急
の
復
旧
（
第
百
三
十
九
条
・
第
百
四
十
条
）

第
六
章

復
旧
、
備
蓄
そ
の
他
の
措
置
（
第
百
四
十
一
条
―
第
百
五
十
八
条

第
六
章

復
旧
、
備
蓄
そ
の
他
の
措
置
（
第
百
四
十
一
条
―
第
百
五
十
八
条

）

）

第
七
章

財
政
上
の
措
置
等
（
第
百
五
十
九
条
―
第
百
七
十
一
条
）

第
七
章

財
政
上
の
措
置
等
（
第
百
五
十
九
条
―
第
百
七
十
一
条
）

第
八
章

緊
急
対
処
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
措
置
（
第
百
七
十
二
条
―
第

第
八
章

緊
急
対
処
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
措
置
（
第
百
七
十
二
条
―
第

百
八
十
三
条
）

百
八
十
三
条
）

第
九
章

雑
則
（
第
百
八
十
四
条
―
第
百
八
十
七
条
）

第
九
章

雑
則
（
第
百
八
十
四
条
―
第
百
八
十
七
条
）

第
十
章

罰
則
（
第
百
八
十
八
条
―
第
百
九
十
四
条
）

第
十
章

罰
則
（
第
百
八
十
八
条
―
第
百
九
十
四
条
）

（
削
る
）

第
十
一
章

事
態
対
処
法
の
一
部
改
正
（
第
百
九
十
五
条
）

附
則

附
則

（
目
的
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い
て
武
力
攻
撃
か
ら
国
民
の

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
い
て
武
力
攻
撃
か
ら
国
民
の

生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
し
、
並
び
に
武
力
攻
撃
の
国
民
生
活
及
び
国

生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
し
、
並
び
に
武
力
攻
撃
の
国
民
生
活
及
び
国

民
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
が
最
小
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み

民
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
が
最
小
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
か
ん

、
こ
れ
ら
の
事
項
に
関
し
、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
の
責
務
、
国
民
の
協
力

が
み
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
関
し
、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
の
責
務
、
国
民
の

、
住
民
の
避
難
に
関
す
る
措
置
、
避
難
住
民
等
の
救
援
に
関
す
る
措
置
、
武

協
力
、
住
民
の
避
難
に
関
す
る
措
置
、
避
難
住
民
等
の
救
援
に
関
す
る
措
置

力
攻
撃
災
害
へ
の
対
処
に
関
す
る
措
置
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ

、
武
力
攻
撃
災
害
へ
の
対
処
に
関
す
る
措
置
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
を
定
め

と
に
よ
り
、
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平

る
こ
と
に
よ
り
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び

和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五

に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十

年
法
律
第
七
十
九
号
。
以
下
「
事
態
対
処
法
」
と
い
う
。
）
と
相
ま
っ
て
、

九
号
。
以
下
「
事
態
対
処
法
」
と
い
う
。
）
と
相
ま
っ
て
、
国
全
体
と
し
て

国
全
体
と
し
て
万
全
の
態
勢
を
整
備
し
、
も
っ
て
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け

万
全
の
態
勢
を
整
備
し
、
も
っ
て
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護

る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
を
的
確
か
つ
迅
速
に
実
施
す
る
こ
と
を
目
的

の
た
め
の
措
置
を
的
確
か
つ
迅
速
に
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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と
す
る
。

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
武
力
攻
撃
事
態
等
」
、
「
武
力
攻
撃
」
、
「

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
武
力
攻
撃
事
態
等
」
、
「
武
力
攻
撃
」
、
「

武
力
攻
撃
事
態
」
、
「
指
定
行
政
機
関
」
、
「
指
定
地
方
行
政
機
関
」
、
「

武
力
攻
撃
事
態
」
、
「
指
定
行
政
機
関
」
、
「
指
定
地
方
行
政
機
関
」
、
「

指
定
公
共
機
関
」
、
「
対
処
基
本
方
針
」
、
「
対
策
本
部
」
及
び
「
対
策
本

指
定
公
共
機
関
」
、
「
対
処
基
本
方
針
」
、
「
対
策
本
部
」
及
び
「
対
策
本

部
長
」
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
事
態
対
処
法
第
一
条
、
第
二
条
第
一
号
か
ら

部
長
」
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
事
態
対
処
法
第
一
条
、
第
二
条
第
一
号
か
ら

第
七
号
ま
で
（
第
三
号
及
び
第
四
号
を
除
く
。
）
、
第
九
条
第
一
項
、
第
十

第
六
号
ま
で
（
第
三
号
を
除
く
。
）
、
第
九
条
第
一
項
、
第
十
条
第
一
項
及

条
第
一
項
及
び
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
当
該
用
語
の
意
義
に
よ
る
。

び
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
当
該
用
語
の
意
義
に
よ
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
」
と
は
、
対
処
基
本

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
」
と
は
、
対
処
基
本

３

３

方
針
が
定
め
ら
れ
て
か
ら
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
、
指
定
行
政
機
関
、
地

方
針
が
定
め
ら
れ
て
か
ら
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
、
指
定
行
政
機
関
、
地

方
公
共
団
体
又
は
指
定
公
共
機
関
若
し
く
は
指
定
地
方
公
共
機
関
が
法
律
の

方
公
共
団
体
又
は
指
定
公
共
機
関
若
し
く
は
指
定
地
方
公
共
機
関
が
法
律
の

規
定
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
次
に
掲
げ
る
措
置
そ
の
他
の
武
力
攻
撃
か
ら
国

規
定
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
事
態
対
処
法
第
二
十
二
条
第
一
号
に
掲
げ
る
措

民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
た
め
、
又
は
武
力
攻
撃
が
国
民
生

置
（
同
号
ヘ
に
掲
げ
る
措
置
に
あ
っ
て
は
、
対
処
基
本
方
針
が
廃
止
さ
れ
た

活
及
び
国
民
経
済
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
に
お
い
て
当
該
影
響
が
最
小
と
な

後
こ
れ
ら
の
者
が
法
律
の
規
定
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
も
の
を
含
む
。
）
を

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
（
第
六
号
に
掲
げ
る
措
置
に
あ
っ
て
は
、
対
処

い
う
。

基
本
方
針
が
廃
止
さ
れ
た
後
こ
れ
ら
の
者
が
法
律
の
規
定
に
基
づ
い
て
実
施

す
る
も
の
を
含
む
。
）
を
い
う
。

一

警
報
の
発
令
、
避
難
の
指
示
、
避
難
住
民
等
の
救
援
、
消
防
等
に
関
す

（
新
設
）

る
措
置

二

施
設
及
び
設
備
の
応
急
の
復
旧
に
関
す
る
措
置

（
新
設
）

三

保
健
衛
生
の
確
保
及
び
社
会
秩
序
の
維
持
に
関
す
る
措
置

（
新
設
）

四

運
送
及
び
通
信
に
関
す
る
措
置

（
新
設
）

五

国
民
の
生
活
の
安
定
に
関
す
る
措
置

（
新
設
）

六

被
害
の
復
旧
に
関
す
る
措
置

（
新
設
）

４

（
略
）

４

（
略
）
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（
国
、
地
方
公
共
団
体
等
の
責
務
）

（
国
、
地
方
公
共
団
体
等
の
責
務
）

第
百
七
十
二
条

国
は
、
国
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
緊
急
対
処
事
態
（

第
百
七
十
二
条

国
は
、
国
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
緊
急
対
処
事
態
（

事
態
対
処
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
緊
急
対
処
事
態
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

事
態
対
処
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
緊
急
対
処
事
態
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

）
に
お
い
て
は
、
そ
の
組
織
及
び
機
能
の
全
て
を
挙
げ
て
自
ら
緊
急
対
処
保

）
に
お
い
て
は
、
そ
の
組
織
及
び
機
能
の
す
べ
て
を
挙
げ
て
自
ら
緊
急
対
処

護
措
置
（
緊
急
対
処
事
態
対
処
方
針
（
同
項
の
緊
急
対
処
事
態
対
処
方
針
を

保
護
措
置
（
緊
急
対
処
事
態
対
処
方
針
（
同
項
の
緊
急
対
処
事
態
対
処
方
針

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
定
め
ら
れ
て
か
ら
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
、
指

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
定
め
ら
れ
て
か
ら
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
、

定
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体
又
は
指
定
公
共
機
関
若
し
く
は
指
定
地
方
公

指
定
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体
又
は
指
定
公
共
機
関
若
し
く
は
指
定
地
方

共
機
関
が
第
百
八
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
い

公
共
機
関
が
第
百
八
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ

て
実
施
す
る
事
態
対
処
法
第
二
十
二
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
措
置
（
緊

い
て
実
施
す
る
事
態
対
処
法
第
二
十
五
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
措
置
（

急
対
処
事
態
対
処
方
針
が
廃
止
さ
れ
た
後
こ
れ
ら
の
者
が
法
律
の
規
定
に
基

緊
急
対
処
事
態
対
処
方
針
が
廃
止
さ
れ
た
後
こ
れ
ら
の
者
が
法
律
の
規
定
に

づ
い
て
実
施
す
る
被
害
の
復
旧
に
関
す
る
措
置
を
含
む
。
）
そ
の
他
こ
れ
ら

基
づ
い
て
実
施
す
る
被
害
の
復
旧
に
関
す
る
措
置
を
含
む
。
）
そ
の
他
こ
れ

の
者
が
当
該
措
置
に
関
し
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
準
じ
て
法
律
の
規

ら
の
者
が
当
該
措
置
に
関
し
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
準
じ
て
法
律
の

定
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
措
置
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
的
確
か
つ
迅
速

規
定
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
措
置
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
的
確
か
つ
迅

に
実
施
し
、
又
は
地
方
公
共
団
体
及
び
指
定
公
共
機
関
が
実
施
す
る
緊
急
対

速
に
実
施
し
、
又
は
地
方
公
共
団
体
及
び
指
定
公
共
機
関
が
実
施
す
る
緊
急

処
保
護
措
置
を
的
確
か
つ
迅
速
に
支
援
し
、
並
び
に
緊
急
対
処
保
護
措
置
に

対
処
保
護
措
置
を
的
確
か
つ
迅
速
に
支
援
し
、
並
び
に
緊
急
対
処
保
護
措
置

関
し
国
費
に
よ
る
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
等
に
よ
り
、
国
全
体
と
し
て

に
関
し
国
費
に
よ
る
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
等
に
よ
り
、
国
全
体
と
し

万
全
の
態
勢
を
整
備
す
る
責
務
を
有
す
る
。

て
万
全
の
態
勢
を
整
備
す
る
責
務
を
有
す
る
。

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
の
所
掌
事
務
等
）

（
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
の
所
掌
事
務
等
）

第
百
八
十
一
条

緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
（
事
態
対
処
法
第
二
十
三
条
第
一

第
百
八
十
一
条

緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
（
事
態
対
処
法
第
二
十
六
条
第
一

項
の
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
事

項
の
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
事

態
対
処
法
第
二
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
事
態
対
処
法
第
十
二
条
第
一
号

態
対
処
法
第
二
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
事
態
対
処
法
第
十
二
条
第
一
号

に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
準
用
）

（
準
用
）
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第
百
八
十
三
条

第
七
条
、
第
八
条
及
び
第
九
条
第
一
項
、
第
一
章
第
二
節
（

第
百
八
十
三
条

第
七
条
、
第
八
条
及
び
第
九
条
第
一
項
、
第
一
章
第
二
節
（

第
十
条
、
第
十
一
条
、
第
十
六
条
、
第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
二
条
を
除
く

第
十
条
、
第
十
一
条
、
第
十
六
条
、
第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
二
条
を
除
く

。
）
及
び
第
三
節
（
第
二
十
四
条
並
び
に
第
二
十
九
条
第
四
項
及
び
第
七
項

。
）
及
び
第
三
節
（
第
二
十
四
条
並
び
に
第
二
十
九
条
第
四
項
及
び
第
七
項

を
除
く
。
）
、
第
四
十
二
条
、
第
二
章
（
第
五
十
六
条
、
第
六
十
条
、
第
六

を
除
く
。
）
、
第
四
十
二
条
、
第
二
章
（
第
五
十
六
条
、
第
六
十
条
、
第
六

十
八
条
及
び
第
七
十
三
条
第
一
項
を
除
く
。
）
、
第
三
章
（
第
八
十
八
条
及

十
八
条
及
び
第
七
十
三
条
第
一
項
を
除
く
。
）
、
第
三
章
（
第
八
十
八
条
及

び
第
九
十
三
条
を
除
く
。
）
、
第
四
章
、
第
五
章
第
二
節
及
び
第
三
節
、
第

び
第
九
十
三
条
を
除
く
。
）
、
第
四
章
、
第
五
章
第
二
節
及
び
第
三
節
、
第

百
四
十
一
条
、
第
百
四
十
三
条
、
第
百
四
十
四
条
、
第
百
四
十
七
条
及
び
第

百
四
十
一
条
、
第
百
四
十
三
条
、
第
百
四
十
四
条
、
第
百
四
十
七
条
及
び
第

百
五
十
一
条
か
ら
第
百
五
十
六
条
ま
で
並
び
に
第
七
章
（
第
百
六
十
一
条
第

百
五
十
一
条
か
ら
第
百
五
十
六
条
ま
で
並
び
に
第
七
章
（
第
百
六
十
一
条
第

一
項
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
緊
急
対
処
事
態
及
び
緊
急
対
処
保
護
措
置
に

一
項
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
緊
急
対
処
事
態
及
び
緊
急
対
処
保
護
措
置
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定

中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句

中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句

に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
二
十
五
条
第
一
項

事
態
対
処
法
第
九
条

事
態
対
処
法
第
二
十
二

第
二
十
五
条
第
一
項

事
態
対
処
法
第
九
条

事
態
対
処
法
第
二
十
五

第
六
項
（
同
条
第
十

条
第
四
項
（
同
条
第
十

第
六
項
（
同
条
第
十

条
第
四
項
（
同
条
第
十

三
項
に
お
い
て
準
用

項
に
お
い
て
準
用
す
る

三
項
に
お
い
て
準
用

項
に
お
い
て
準
用
す
る

す
る
場
合
を
含
む
。

場
合
を
含
む
。
）
の
規

す
る
場
合
を
含
む
。

場
合
を
含
む
。
）
の
規

）
の
規
定
に
よ
り
対

定
に
よ
り
緊
急
対
処
事

）
の
規
定
に
よ
り
対

定
に
よ
り
緊
急
対
処
事

処
基
本
方
針
の
案
又

態
対
処
方
針
の
案
又
は

処
基
本
方
針
の
案
又

態
対
処
方
針
の
案
又
は

は
対
処
基
本
方
針
の

緊
急
対
処
事
態
対
処
方

は
対
処
基
本
方
針
の

緊
急
対
処
事
態
対
処
方

変
更
の
案

針
の
変
更
の
案

変
更
の
案

針
の
変
更
の
案

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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（
削
る
）

第
十
一
章

事
態
対
処
法
の
一
部
改
正

（
削
る
）

第
百
九
十
五
条

事
態
対
処
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
十
四
条
」
を
「
第
二
十
三
条
」
に
、
「
補
則
（
第
二
十
五

条
）
」
を
「
緊
急
対
処
事
態
そ
の
他
の
緊
急
事
態
へ
の
対
処
の
た
め
の
措
置

（
第
二
十
四
条
―
第
二
十
七
条
）
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
を
削
る
。

「
第
四
章

補
則
」
を
「
第
四
章

緊
急
対
処
事
態
そ
の
他
の
緊
急
事
態

へ
の
対
処
の
た
め
の
措
置
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
図
る
た
め
」
の
下
に
「
、
次
条
か
ら
第
二
十
七

条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
」
を
加
え
、
「
迅
速
か
つ
的
確
に
」
を
「
的

確
か
つ
迅
速
に
」
に
改
め
、
第
四
章
中
同
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

本
則
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
緊
急
対
処
事
態
対
処
方
針
）

第
二
十
五
条

政
府
は
、
緊
急
対
処
事
態
（
武
力
攻
撃
の
手
段
に
準
ず
る
手

段
を
用
い
て
多
数
の
人
を
殺
傷
す
る
行
為
が
発
生
し
た
事
態
又
は
当
該
行

為
が
発
生
す
る
明
白
な
危
険
が
切
迫
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た

事
態
（
後
日
対
処
基
本
方
針
に
お
い
て
武
力
攻
撃
事
態
で
あ
る
こ
と
の
認

定
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
事
態
を
含
む
。
）
で
、
国
家
と
し
て
緊
急
に

対
処
す
る
こ
と
が
必
要
な
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
至
っ
た
と
き

は
、
緊
急
対
処
事
態
に
関
す
る
対
処
方
針
（
以
下
「
緊
急
対
処
事
態
対
処

方
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

緊
急
対
処
事
態
対
処
方
針
に
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

緊
急
対
処
事
態
で
あ
る
こ
と
の
認
定
及
び
当
該
認
定
の
前
提
と
な
っ

た
事
実

二

当
該
緊
急
対
処
事
態
へ
の
対
処
に
関
す
る
全
般
的
な
方
針

三

緊
急
対
処
措
置
に
関
す
る
重
要
事
項
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３

前
項
第
三
号
の
緊
急
対
処
措
置
と
は
、
緊
急
対
処
事
態
対
処
方
針
が
定

め
ら
れ
て
か
ら
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
、
指
定
行
政
機
関
、
地
方
公
共

団
体
又
は
指
定
公
共
機
関
が
法
律
の
規
定
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
次
に
掲

げ
る
措
置
を
い
う
。

一

緊
急
対
処
事
態
を
終
結
さ
せ
る
た
め
に
そ
の
推
移
に
応
じ
て
実
施
す

る
緊
急
対
処
事
態
に
お
け
る
攻
撃
の
予
防
、
鎮
圧
そ
の
他
の
措
置

二

緊
急
対
処
事
態
に
お
け
る
攻
撃
か
ら
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産

を
保
護
す
る
た
め
、
又
は
緊
急
対
処
事
態
に
お
け
る
攻
撃
が
国
民
生
活

及
び
国
民
経
済
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
に
お
い
て
当
該
影
響
が
最
小
と

な
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
緊
急
対
処
事
態
の
推
移
に
応
じ
て
実
施
す
る

警
報
の
発
令
、
避
難
の
指
示
、
被
災
者
の
救
助
、
施
設
及
び
設
備
の
応

急
の
復
旧
そ
の
他
の
措
置

４

内
閣
総
理
大
臣
は
、
緊
急
対
処
事
態
対
処
方
針
の
案
を
作
成
し
、
閣
議

の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
閣
議
の
決
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
決

定
が
あ
っ
た
日
か
ら
二
十
日
以
内
に
国
会
に
付
議
し
て
、
緊
急
対
処
事
態

対
処
方
針
に
つ
き
、
国
会
の
承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し

、
国
会
が
閉
会
中
の
場
合
又
は
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

そ
の
後
最
初
に
召
集
さ
れ
る
国
会
に
お
い
て
、
速
や
か
に
、
そ
の
承
認
を

求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
四
項
の
閣
議
の
決
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
直
ち

に
、
緊
急
対
処
事
態
対
処
方
針
を
公
示
し
て
そ
の
周
知
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

７

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
く
緊
急
対
処
事
態
対
処
方

針
の
承
認
が
あ
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

８

第
五
項
の
規
定
に
基
づ
く
緊
急
対
処
事
態
対
処
方
針
の
承
認
の
求
め
に

対
し
、
不
承
認
の
議
決
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
議
決
に
係
る
緊
急
対
処
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措
置
は
、
速
や
か
に
、
終
了
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９

内
閣
総
理
大
臣
は
、
緊
急
対
処
措
置
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
緊
急
対

処
事
態
対
処
方
針
に
基
づ
い
て
、
内
閣
を
代
表
し
て
行
政
各
部
を
指
揮
監

督
す
る
。

第
四
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
緊
急
対
処
事
態
対
処
方
針
の
変

10
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
緊
急
対
処
措
置
を
構
成
す
る
措
置
の

終
了
を
内
容
と
す
る
変
更
に
つ
い
て
は
、
第
五
項
、
第
七
項
及
び
第
八
項

の
規
定
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

内
閣
総
理
大
臣
は
、
緊
急
対
処
措
置
を
実
施
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た

11
と
認
め
る
と
き
又
は
国
会
が
緊
急
対
処
措
置
を
終
了
す
べ
き
こ
と
を
議
決

し
た
と
き
は
、
緊
急
対
処
事
態
対
処
方
針
の
廃
止
に
つ
き
、
閣
議
の
決
定

を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
閣
議
の
決
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

12
に
、
緊
急
対
処
事
態
対
処
方
針
が
廃
止
さ
れ
た
旨
及
び
緊
急
対
処
事
態
対

処
方
針
に
定
め
る
緊
急
対
処
措
置
の
結
果
を
国
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に

、
こ
れ
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
の
設
置
）

第
二
十
六
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
緊
急
対
処
事
態
対
処
方
針
が
定
め
ら
れ

た
と
き
は
、
当
該
緊
急
対
処
事
態
対
処
方
針
に
係
る
緊
急
対
処
措
置
の
実

施
を
推
進
す
る
た
め
、
内
閣
法
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

、
閣
議
に
か
け
て
、
臨
時
に
内
閣
に
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
を
設
置
す

る
も
の
と
す
る
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
を
置
い
た
と
き
は
、
当

該
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
の
名
称
並
び
に
設
置
の
場
所
及
び
期
間
を
国

会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
準
用
）

第
二
十
七
条

第
三
条
（
第
二
項
、
第
三
項
た
だ
し
書
及
び
第
六
項
を
除
く

。
）
、
第
四
条
か
ら
第
八
条
ま
で
、
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
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十
七
条
、
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
の
規
定
は
、
緊
急
対
処
事
態
及
び
緊

急
対
処
事
態
対
策
本
部
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

三
条
第
三
項
中
「
、
武
力
攻
撃
」
と
あ
る
の
は
「
、
緊
急
対
処
事
態
に
お

け
る
攻
撃
」
と
、
第
四
条
中
「
我
が
国
を
防
衛
し
」
と
あ
る
の
は
「
公
共

の
安
全
と
秩
序
を
維
持
し
」
と
、
第
八
条
、
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
十

七
条
中
「
対
処
措
置
」
と
あ
る
の
は
「
緊
急
対
処
措
置
」
と
、
第
十
二
条

第
一
号
中
「
対
処
措
置
に
関
す
る
対
処
基
本
方
針
」
と
あ
る
の
は
「
緊
急

対
処
措
置
に
関
す
る
緊
急
対
処
事
態
対
処
方
針
」
と
、
第
十
九
条
第
一
項

中
「
対
処
基
本
方
針
」
と
あ
る
の
は
「
緊
急
対
処
事
態
対
処
方
針
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附
則
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
別
に
法
律
で
定
め
る
日
」
を
「
武
力
攻
撃
事

態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年

法
律
第
百
十
二
号
）
の
施
行
の
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
項
中
「
迅
速
か
つ
的
確
な
」
を
「
的
確
か
つ
迅
速
な
」
に
改
め

る
。
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○

武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
三
十
二
号
）
（
附
則
第
六
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
特
殊
標
章
の
使
用
等
）

（
特
殊
標
章
の
使
用
等
）

第
六
条

何
人
も
、
次
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、

第
六
条

何
人
も
、
次
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、

武
力
攻
撃
事
態
（
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国

武
力
攻
撃
事
態
（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び

の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成

に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十

十
五
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
武
力
攻
撃
事
態
（

九
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
武
力
攻
撃
事
態
（
条
約
の
締
約
国
又
は

条
約
の
締
約
国
又
は
条
約
適
用
国
（
条
約
第
十
八
条

の
規
定
に
よ
り
条
約

条
約
適
用
国
（
条
約
第
十
八
条

の
規
定
に
よ
り
条
約
の
規
定
を
受
諾
し
、

3

3

の
規
定
を
受
諾
し
、
か
つ
、
適
用
す
る
条
約
の
非
締
約
国
を
い
う
。
）
か
ら

か
つ
、
適
用
す
る
条
約
の
非
締
約
国
を
い
う
。
）
か
ら
の
武
力
攻
撃
に
係
る

の
武
力
攻
撃
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て

も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
特
殊
標
章
（
こ
れ

、
特
殊
標
章
（
こ
れ
に
類
似
す
る
標
章
を
含
む
。
第
十
一
条
に
お
い
て
同
じ

に
類
似
す
る
標
章
を
含
む
。
第
十
一
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
使
用
し
て
は

。
）
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
。

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）
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○

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
）
（
附
則
第
六
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
会
議
）

（
会
議
）

第
十
条

（
略
）

第
十
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、

４

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、

委
員
長
に
お
い
て
特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め
委
員
会
を
招
集
す
る
い
と
ま
が

委
員
長
に
お
い
て
特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め
委
員
会
を
招
集
す
る
い
と
ま
が

な
い
と
認
め
る
と
き
又
は
委
員
会
の
会
議
若
し
く
は
議
事
の
定
足
数
を
欠
い

な
い
と
認
め
る
と
き
又
は
委
員
会
の
会
議
若
し
く
は
議
事
の
定
足
数
を
欠
い

て
い
る
と
き
は
、
委
員
長
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
、
委
員
会

て
い
る
と
き
は
、
委
員
長
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
、
委
員
会

を
臨
時
に
代
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

を
臨
時
に
代
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法

三

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法

律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
二
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
国
民
保

律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
二
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
国
民
保

護
法
」
と
い
う
。
）
第
百
五
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
通
報
を
受
け

護
法
」
と
い
う
。
）
第
百
五
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
通
報
を
受
け

た
場
合

同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
対
策
本
部
長
（
武
力
攻
撃
事
態
等

た
場
合

同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
対
策
本
部
長
（
武
力
攻
撃
事
態
等

及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国

に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に

民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
九
号
。
以

関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
九
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
事
態
対
処
法
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
第
一
項
に

「
事
態
対
処
法
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
対
策
本
部

規
定
す
る
対
策
本
部
長
を
い
う
。
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
へ
の
報
告

長
を
い
う
。
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
へ
の
報
告
及
び
関
係
指
定
公
共

及
び
関
係
指
定
公
共
機
関
へ
の
通
知

機
関
へ
の
通
知

四
～
六

（
略
）

四
～
六

（
略
）

５
・
６

（
略
）

５
・
６

（
略
）
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○

行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
九
号
）
（
附
則
第
七
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸

（
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る

送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
百
四
十
一
条

武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用

第
三
百
四
十
一
条

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の

品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
六
号

規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
一
条
の
見
出
し
を
「
（
審
査
請
求
の
制
限
）
」
に
改
め
、
同
条
中

第
七
十
一
条
の
見
出
し
を
「
（
審
査
請
求
の
制
限
）
」
に
改
め
、
同
条
中

「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申

「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申

立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

（
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す

（
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

る
法
律
の
一
部
改
正
）

）

第
三
百
四
十
二
条

武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の

第
三
百
四
十
二
条

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法

取
扱
い
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
四
章

審
査
請
求
」
を
「
第
四
章

資
格
認
定
審
査
請
求
及

目
次
中
「
第
四
章

審
査
請
求
」
を
「
第
四
章

資
格
認
定
審
査
請
求
及

び
懲
戒
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

び
懲
戒
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
十
三
号
及
び
第
十
四
号
中
「
審
査
請
求
を
」
を
「
審
査
の
請
求

第
三
条
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
中
「
審
査
請
求
を
」
を
「
審
査
の
請
求

を
」
に
改
め
る
。

を
」
に
改
め
る
。

第
四
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
章

資
格
認
定
審
査
請
求
及
び
懲
戒
審
査
請
求

第
四
章

資
格
認
定
審
査
請
求
及
び
懲
戒
審
査
請
求

第
百
八
十
条
の
見
出
し
を
「
（
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
よ
る
審
査
請

第
百
八
十
条
の
見
出
し
を
「
（
行
政
不
服
審
査
法
の
規
定
に
よ
る
審
査
請

求
の
制
限
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
処
分
」
の
下
に
「
又
は
そ
の
不
作
為
」

求
の
制
限
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
処
分
」
の
下
に
「
又
は
そ
の
不
作
為
」

を
加
え
、
「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ

を
加
え
、
「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
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る
不
服
申
立
て
」
を
「
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八

る
不
服
申
立
て
」
を
「
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八

号
）
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

号
）
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。
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○

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
四
号
）
（
附
則
第
八
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
検
討
）

（
検
討
）

第
三
条

政
府
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国

第
三
条

政
府
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び

の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成

に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十

十
五
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
緊
急
事
態
に

九
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
緊
急
事
態
に
相
当
す
る
サ
イ
バ
ー

相
当
す
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
事
象
そ
の
他
の
情
報
通
信
ネ

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
事
象
そ
の
他
の
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
又
は
電

ッ
ト
ワ
ー
ク
又
は
電
磁
的
記
録
媒
体
を
通
じ
た
電
子
計
算
機
に
対
す
る
不
正

磁
的
記
録
媒
体
を
通
じ
た
電
子
計
算
機
に
対
す
る
不
正
な
活
動
か
ら
、
国
民

な
活
動
か
ら
、
国
民
生
活
及
び
経
済
活
動
の
基
盤
で
あ
っ
て
、
そ
の
機
能
が

生
活
及
び
経
済
活
動
の
基
盤
で
あ
っ
て
、
そ
の
機
能
が
停
止
し
、
又
は
低
下

停
止
し
、
又
は
低
下
し
た
場
合
に
国
民
生
活
又
は
経
済
活
動
に
多
大
な
影
響

し
た
場
合
に
国
民
生
活
又
は
経
済
活
動
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
生
ず
る
も
の
等
を
防
御
す
る
能
力
の
一
層
の
強
化
を
図

生
ず
る
も
の
等
を
防
御
す
る
能
力
の
一
層
の
強
化
を
図
る
た
め
の
施
策
に
つ

る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
、
幅
広
い
観
点
か
ら
検
討
す
る
も
の
と
す
る
。

い
て
、
幅
広
い
観
点
か
ら
検
討
す
る
も
の
と
す
る
。
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○

防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
（
附
則
第
九
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
所
掌
事
務
）

（
所
掌
事
務
）

第
四
条

防
衛
省
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
四
条

防
衛
省
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
～
二
十
八

（
略
）

一
～
二
十
八

（
略
）

二
十
九

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆

二
十
九

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
行
動
に

国
等
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（

伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百

平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
三
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
損
失

十
三
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
損
失
の
補
償
に
関
す
る
こ
と

の
補
償
に
関
す
る
こ
と
。

。

三
十
～
三
十
四

（
略
）

三
十
～
三
十
四

（
略
）

（
設
置
）

（
設
置
）

第
十
三
条

別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
防
衛
省
に
置
か
れ
る
審
議
会

第
十
三
条

別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
防
衛
省
に
置
か
れ
る
審
議
会

等
で
本
省
に
置
か
れ
る
も
の
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
当

等
で
本
省
に
置
か
れ
る
も
の
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
と
し
、
当

該
審
議
会
等
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
法
律
（
こ
れ

該
審
議
会
等
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
法
律
（
こ
れ

ら
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

ら
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

名

称

法

律

名

称

法

律

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

捕
虜
資
格
認
定

武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
捕
虜

捕
虜
資
格
認
定

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す

等
審
査
会

等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第

等
審
査
会

る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）

百
十
七
号
）
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（
外
国
軍
用
品
審
判
所
）

（
外
国
軍
用
品
審
判
所
）

第
三
十
条

外
国
軍
用
品
審
判
所
に
つ
い
て
は
、
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危

第
三
十
条

外
国
軍
用
品
審
判
所
に
つ
い
て
は
、
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外

機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平

国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百

成
十
六
年
法
律
第
百
十
六
号
。
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
定
め
る

十
六
号
。
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

と
こ
ろ
に
よ
る
。
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○

内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
（
附
則
第
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
所
掌
事
務
）

（
所
掌
事
務
）

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
内
閣
府
は
、
前
条
第
二
項
の
任
務
を
達

３

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
内
閣
府
は
、
前
条
第
二
項
の
任
務
を
達

成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
～
五
十
一

（
略
）

一
～
五
十
一

（
略
）

五
十
二

国
際
平
和
協
力
業
務
（
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協

五
十
二

国
際
平
和
協
力
業
務
（
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協

力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
三
条
第
五
号
に
規

力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
三
条
第
三
号
に
規

定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
及
び
物
資
協
力
（
同
条
第
六
号
に
規
定
す
る
も

定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
及
び
物
資
協
力
（
同
条
第
四
号
に
規
定
す
る
も

の
を
い
う
。
）
に
関
す
る
こ
と
（
他
省
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。

の
を
い
う
。
）
に
関
す
る
こ
と
（
他
省
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。

）
。

）
。

五
十
二
の
二
～
六
十
二

（
略
）

五
十
二
の
二
～
六
十
二

（
略
）
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○

復
興
庁
設
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
（
附
則
第
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
他
の
法
律
の
適
用
の
特
例
）

（
他
の
法
律
の
適
用
の
特
例
）

第
三
条

復
興
庁
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲

第
三
条

復
興
庁
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲

げ
る
法
律
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
欄
に
掲
げ
る
法
律
の
同
表
の
第

げ
る
法
律
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
欄
に
掲
げ
る
法
律
の
同
表
の
第

二
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

二
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

の
第
四
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

の
第
四
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

国
際
連
合
平
和
維
持
活

第
三
条
第
九

（
略
）

（
略
）

国
際
連
合
平
和
維
持
活

第
三
条
第
七

並
び
に
国
家

、
復
興
庁
並

動
等
に
対
す
る
協
力
に

号
イ

動
等
に
対
す
る
協
力
に

号
イ

行
政
組
織
法

び
に
国
家
行

関
す
る
法
律
（
平
成
四

関
す
る
法
律
（
平
成
四

政
組
織
法

年
法
律
第
七
十
九
号
）

年
法
律
第
七
十
九
号
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

重
要
影
響
事
態
に
際
し

（
略
）

（
略
）

（
略
）

周
辺
事
態
に
際
し
て
我

第
三
条
第
一

並
び
に
国
家

、
復
興
庁
並

て
我
が
国
の
平
和
及
び

が
国
の
平
和
及
び
安
全

項
第
四
号
イ

行
政
組
織
法

び
に
国
家
行

安
全
を
確
保
す
る
た
め

を
確
保
す
る
た
め
の
措

政
組
織
法

の
措
置
に
関
す
る
法
律

置
に
関
す
る
法
律
（
平
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（
平
成
十
一
年
法
律
第

成
十
一
年
法
律
第
六
十

六
十
号
）

号
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び

第
二
条
第
五

（
略
）

（
略
）

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お

第
二
条
第
四

並
び
に
国
家

、
復
興
庁
並

存
立
危
機
事
態
に
お
け

号
イ

け
る
我
が
国
の
平
和
と

号
イ

行
政
組
織
法

び
に
国
家
行

る
我
が
国
の
平
和
と
独

独
立
並
び
に
国
及
び
国

政
組
織
法

立
並
び
に
国
及
び
国
民

民
の
安
全
の
確
保
に
関

の
安
全
の
確
保
に
関
す

す
る
法
律
（
平
成
十
五

る
法
律
（
平
成
十
五
年

年
法
律
第
七
十
九
号
）

法
律
第
七
十
九
号
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）



 

平和安全法制の成立を踏まえた政府の取組について 

 

平成 27 年９月 19 日 

国家安全保障会議決定 

閣 議 決 定 

 

１ 我が国は、戦後一貫して日本国憲法の下で平和国家として歩んできた。専守防

衛に徹し、他国に脅威を与えるような軍事大国とはならず、非核三原則を守ると

の基本方針を堅持してきた。また、我が国は、国際連合憲章を遵守しながら、国

際社会や国際連合を始めとする国際機関と連携し、それらの活動に積極的に寄与

している。こうした我が国の平和国家としての歩みは、これをより確固たるもの

にしなければならない。 

 

我が国を取り巻く安全保障環境の変化に対応し、政府としての責務を果たすた

めには、まず、十分な体制をもって力強い外交を推進することにより、安定しか

つ見通しがつきやすい国際環境を創出し、脅威の出現を未然に防ぐとともに、国

際法にのっとって行動し、法の支配を重視することにより、紛争の平和的な解決

を図らなければならない。 

 

その上で、いかなる事態においても国民の命と平和な暮らしを断固として守り

抜くとともに、国際協調主義に基づく「積極的平和主義」の下、国際社会の平和

と安全にこれまで以上に積極的に貢献するためには、切れ目のない対応を可能と

する国内法制を整備しなければならない。 

 

２ このような認識は、「国の存立を全うし、国民を守るための切れ目のない安全保

障法制の整備について」（平成 26 年７月１日閣議決定）において示されたとおり

であり、政府は、同閣議決定に基づいて検討を進めた結果、我が国及び国際社会

の平和及び安全の確保に資するための自衛隊法等の一部を改正する法律案及び国

際平和共同対処事態に際して我が国が実施する諸外国の軍隊等に対する協力支援

活動等に関する法律案を平成 27 年５月 14 日に閣議決定し、国会に提出し審議を

お願いしたところである。 

 

３ その結果、平成 27年９月 16日に、自由民主党、公明党、日本を元気にする会、

次世代の党及び新党改革の５党により、別添の「平和安全法制についての合意書」

が合意され、同月 17日、参議院我が国及び国際社会の平和安全法制に関する特別

委員会において、同合意書の内容が附帯決議として議決された上で、同月 19 日、

参議院本会議において可決成立した。 

 

４ 政府は、本法律の施行に当たっては、上記３の５党合意の趣旨を尊重し、適切

に対処するものとする。 



政
令
第
八
十
三
号

我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期

日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
二
十
七
年
法
律
第
七
十
六
号
）
附
則
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は

、
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日
と
す
る
。



理

由

我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を

定
め
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。



我が国及び国際社会の平和及び安全の確保に資するための自衛隊法等の一部を改正する法律及び国際平和共同対処事態に際し
て我が国が実施する諸外国の軍隊等に対する協力支援活動等に関する法律の施行に伴う関係政令の整備に関する政令の概要

平和安全法制（我が国及び国際社会の平和及び安全の確保に資するための自衛隊法等の一部を改正する法律（平成２７年法律第７６号）
及び国際平和共同対処事態に際して我が国が実施する諸外国の軍隊等に対する協力支援活動等に関する法律（平成２７年法律第７７号））
の施行に伴い、自衛隊法施行令等、計約３０本の関連する政令を束ねた形で改正

改 正 の 概 要

１．自衛隊法施行令の改正（第１条関係）
◆PKO法に司令官等の派遣が新たに定められたことに伴う以下の修正

・ 派遣された隊員の休職に関する規定 ・ 防衛医大卒業生の償還金に関する規定
◆その他、法律名の変更や条項のずれ等に伴う技術的修正

２．ＰＫＯ法施行令の改正（第２条関係）
◆非国連統括型の活動（国際連携平和安全活動）の新設に伴い、服制に関する規定について所要の修正
◆その他、条項のずれ等に伴う技術的修正

３．南スーダン国際平和協力隊の設置等に関する政令の改正（第３条関係）
◆ＰＫＯ法に司令部業務が明記されたことに伴う規定の整理（新たに業務を追加するものではない）
◆その他、条項のずれ等に伴う技術的修正

４．周辺事態法第三条第一項第四号の関係行政機関を定める政令の改正（第４条関係）
◆周辺事態安全確保法の法律名の変更に伴う技術的修正

５．事態対処法制関連政令の改正（第５条等関係）
◆法律名の変更や条項のずれ等に伴う技術的修正（事態対処法施行令、米軍行動関連措置法施行令、海上輸送規制法施行令、捕虜取
扱い法施行令）

その他（政令一覧は下記参照）
◆自衛隊の業務拡充に伴う災害補償の特例に関する規定の改正や、法令名の変更等に伴う技術的修正

① 予算決算及び会計令臨時特例
② 防衛省の職員の給与等に関する法律施行令
③ 関税法施行令
④ 地方公務員等共済組合法施行令
⑤ 河川法施行令
⑥ 防衛省職員の災害補償に関する政令
⑦ 国際機関等に派遣される防衛省の職員の処遇等に関する法律施行令
⑧ 防衛省と民間企業との間の人事交流に関する政令
⑨ 武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律施行令
⑩ 平成三十二年東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会特別措

置法施行令
⑪ 平成三十一年ラグビーワールドカップ大会特別措置法施行令

⑫ 防衛省組織令
⑬ 学校教育法の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備に関する政

令
⑭ 復興庁組織令
⑮ 旅客鉄道株式会社及び日本貨物鉄道株式会社に関する法律の一部を改正

する法律の施行に伴う関係政令の整備及び経過措置に関する政令
⑯ 国立研究開発法人放射線医学総合研究所法の一部を改正する法律の施行

に伴う関係政令の整備及び経過措置に関する政令
⑰ 電気事業法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備及び経

過措置に関する政令
⑱ 独立行政法人に係る改革を推進するための国土交通省関係法律の整備に

関する法律の施行に伴う関係政令の整備及び経過措置に関する政令



政
令
第
八
十
四
号

我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
国
際

平
和
共
同
対
処
事
態
に
際
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
諸
外
国
の
軍
隊
等
に
対
す
る
協
力
支
援
活
動
等
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
二
十
七
年
法
律
第
七
十
六
号
）
及
び
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
際
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
諸
外
国
の
軍
隊
等
に
対
す
る

協
力
支
援
活
動
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
七
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ

き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
自
衛
隊
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
六
条
第
二
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関

す
る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の

確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
「
い
う
。
）
」
の
下
に
「
及
び
存
立
危
機
事
態
（
同
条
第
四
号
に
規
定
す
る
存
立
危
機
事



態
を
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存

立
危
機
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
第
三
号
中
「
育
児
休
業
を
し
た
隊
員
」
の
下
に
「
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る

法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
自
衛
官
」
を
加
え
る
。

第
百
七
条
第
二
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す

る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確

保
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

第
百
八
条
第
二
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す

る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確

保
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
対
策
本
部
長
」
を
「
事
態
対
策
本
部
長
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
条
の
十
五
第
三
項
中
「
国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
国
際
連

合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
自
衛
官
、
国
際
機
関

等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。



第
百
二
十
七
条
中
「
第
七
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

第
百
五
十
条
第
二
項
及
び
第
百
六
十
条
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の

安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及

び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

第
百
六
十
一
条
第
一
項
中
「
第
七
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

（
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
四
年
政
令
第
二
百
六
十
八
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
三
条
第
七
号
」
を
「
第
三
条
第
九
号
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
第
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
十
二
条
第
六
項
」
を
「
第
十
三
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
三
条

第
二
項
」
を
「
第
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
法
第
三
条
第
三
号
チ
」
を
「
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
と
し
て
実
施
さ
れ
る
法
第
三
条
第
五
号
リ
」



に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
第
二
十
二
条
」
を
「
第
二
十
三
条
」
に
、
「
け
ん
銃
」
を
「
拳
銃
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
の

け
ん
銃
」
を
「
の
拳
銃
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

ニ
ュ
ー
ナ
ン
ブ
Ｍ
六
〇
回
転
式
拳
銃

二

九
ミ
リ
自
動
式
拳
銃

第
十
条
第
一
項
中
「
第
二
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
中
「
別
表
第
二
第
三
号
」
を
「
別
表
第
三
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
し
、
第
十
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

（
国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
政
令
の
準
用
）

第
十
一
条

法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

七
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
を
準
用

す
る
も
の
と
す
る
。

（
南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和
協
力
隊
の
設
置
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）



第
三
条

南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和
協
力
隊
の
設
置
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
三
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
号
中
「
第
三
条
第
三
号
タ
に
掲
げ
る
業
務
及
び
次
条
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
、
こ
れ
ら
の
業
務
に
関

す
る
調
整
並
び
に
同
条
第
四
号
及
び
第
五
号
」
を
「
第
三
条
第
五
号
ネ
に
掲
げ
る
業
務
（
同
号
ツ
に
掲
げ
る
業
務
の
実
施
に

必
要
な
調
整
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
次
条
第
五
号
（
調
整
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
第
六
号
及
び
第
七
号
」
に

改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
次
条
第
六
号
に
掲
げ
る
業
務
」
を
「
法
第
三
条
第
五
号
ネ
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
南
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
に
係
る
情
報
の
集
合
物
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
電
子
計
算
機
を

用
い
て
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
体
系
的
に
構
成
し
た
も
の
を
い
う
。
）
の
管
理
の
用
に
供
す
る
電
子
情
報
処
理
組

織
の
保
守
管
理
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
三
条
第
三
号
ワ
、
カ
及
び
タ
に
掲
げ
る
業
務
並
び
に
次
条
第
一
号
及
び
第

二
号
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
、
こ
れ
ら
の
業
務
に
関
す
る
企
画
及
び
調
整
」
を
「
第
三
条
第
五
号
ネ
に
掲
げ
る
業
務
（
同
号

タ
、
レ
及
び
ツ
に
掲
げ
る
業
務
の
実
施
に
必
要
な
企
画
及
び
調
整
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
次
条
第
四
号
及
び
第
五

号
に
掲
げ
る
業
務
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
第
三
条
第
三
号
ヌ
、
ヲ
か
ら
カ
ま
で
及
び
タ
」
を
「
第
三
条
第
五
号
ワ
、

ヨ
か
ら
レ
ま
で
及
び
ツ
」
に
改
め
る
。



第
二
条
中
「
第
三
条
第
三
号
レ
」
を
「
第
三
条
第
五
号
ナ
」
に
、
「
同
号
カ
」
を
「
同
号
レ
」
に
、
「
同
条
第
三
号
レ
」

を
「
同
条
第
五
号
ナ
」
に
、
「
同
号
タ
」
を
「
同
号
ツ
」
に
、
「
か
ら
第
六
号
ま
で
」
を
「
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
と

し
、
南
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
に
係
る
同
条
第
五
号
ナ
の
規
定
に
よ
り
同
号
ネ
に
掲
げ
る
業
務
に
類

す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
業
務
は
次
の
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
を
統
括
す
る
組
織
に
お
い
て
行
う
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
の
実
施
に
必
要
な
企
画
及
び
調

整
五

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
を
統
括
す
る
組
織
に
お
い
て
行
う
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
の
実
施
に
必
要
な
企
画
及
び
調

整
六

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
を
統
括
す
る
組
織
に
お
い
て
行
う
物
資
の
調
達
の
実
施
に
必
要
な
調
整

第
二
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
を
統
括
す
る
組
織
に
お
い
て
行
う
飲
食
物
の
調
製
の
実
施
に
必
要
な
調
整

第
三
条
第
一
項
中
「
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。



別
表
の
二
の
項
㈢
中
「
第
三
条
第
三
号
ヌ
、
ヲ
か
ら
カ
ま
で
及
び
タ
」
を
「
第
三
条
第
五
号
ワ
、
ヨ
か
ら
レ
ま
で
及
び
ツ

」
に
改
め
る
。

（
周
辺
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
第
四
号
の
関
係

行
政
機
関
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

周
辺
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
第
四
号
の

関
係
行
政
機
関
を
定
め
る
政
令
（
平
成
十
一
年
政
令
第
二
百
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
第
四

号
の
関
係
行
政
機
関
を
定
め
る
政
令

本
則
中
「
周
辺
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」
を
「
重
要
影
響
事

態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
六
十
号
）
」
に
改

め
る
。

（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部



改
正
）

第
五
条

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（

平
成
十
五
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関

す
る
法
律
施
行
令

第
一
条
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（

」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関

す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
九
号
。
」
に
、
「
第
二
条
第
四
号
」
を
「
第
二
条
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
第
二
条
第
五
号
」
を
「
第
二
条
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
第
二
条
第
六
号
」
を
「
第
二
条
第
七
号
」
に
改
め
る
。

（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令

の
一
部
改
正
）



第
六
条

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
施

行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る

措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令

第
一
条
中
「
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す

る
法
律
（
」
を
「
、
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国

が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
三
号
。
」
に
改
め
、
同
条
の
表
第
百
三
十
一
条
の
項
中
「
武

力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
」
を
「
武
力

攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す

る
法
律
」
に
、
「
米
軍
行
動
関
連
措
置
法
」
を
「
米
軍
等
行
動
関
連
措
置
法
」
に
改
め
、
同
表
第
百
三
十
二
条
の
項
、
第
百

三
十
三
条
第
一
項
の
項
、
第
百
三
十
三
条
第
二
項
の
項
、
第
百
三
十
五
条
の
項
、
第
百
三
十
六
条
第
一
項
の
項
及
び
第
百
三

十
七
条
第
一
項
の
項
中
「
米
軍
行
動
関
連
措
置
法
」
を
「
米
軍
等
行
動
関
連
措
置
法
」
に
改
め
る
。



（
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百

九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令

第
一
条
中
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
及

び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
六
号
。
」
に

改
め
る
。

第
三
条
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令

」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
に
改

め
る
。

（
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
九
十
三
号
）
の
一



部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
施
行
令

第
一
条
第
一
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
（
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危

機
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
七
号
。
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第

三
条
第
十
一
号
」
を
「
第
三
条
第
十
三
号
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に

お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

（
予
算
決
算
及
び
会
計
令
臨
時
特
例
の
一
部
改
正
）

第
九
条

予
算
決
算
及
び
会
計
令
臨
時
特
例
（
昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
五
百
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
号
の
二
中
「
第
七
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

（

の
一
部
改
正
）

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
百
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

第
十
条



に
改
正
す
る
。

第
六
条
の
二
十
三
中
「
又
は
」
の
下
に
「
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律

第
七
十
九
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
自
衛
官
（
以
下
「
国
際
連
合
派
遣
自
衛
官
」
と
い
う
。
）

若
し
く
は
」
を
加
え
る
。

第
六
条
の
二
十
四
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
派
遣
職
員
」
を
「
国
際
連
合
派
遣
自
衛
官
又
は
派
遣
職
員
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
五
項
中
「
育
児
休
業
を
し
た
場
合
」
の
下
に
「
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律

第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
場
合
」
を
加
え
る
。

第
八
条
の
三
第
五
項
及
び
第
十
一
条
の
四
第
三
項
中
「
派
遣
職
員
及
び
」
を
「
国
際
連
合
派
遣
自
衛
官
、
派
遣
職
員
及
び

」
に
改
め
、
「
そ
れ
ぞ
れ
」
の
下
に
「
国
際
連
合
、
」
を
加
え
る
。

第
十
二
条
の
五
第
五
号
ロ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

国
際
連
合
派
遣
自
衛
官

第
十
二
条
の
六
第
三
項
中
「
の
職
員
」
の
下
に
「
、
国
際
連
合
派
遣
自
衛
官
」
を
加
え
る
。

第
十
七
条
の
十
第
二
項
中
「
派
遣
職
員
及
び
」
を
「
国
際
連
合
派
遣
自
衛
官
、
派
遣
職
員
及
び
」
に
改
め
、
「
そ
れ
ぞ
れ



」
の
下
に
「
国
際
連
合
、
」
を
加
え
る
。

別
表
第
五
国
際
緊
急
援
助
等
手
当
の
項
中
「
第
八
十
四
条
の
四
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
八
十
四
条
の
五
第
二
項
第
三
号

」
に
、
「
第
八
十
四
条
の
三
の
」
を
「
第
八
十
四
条
の
四
の
」
に
、
「
第
八
十
四
条
の
三
第
三
項
」
を
「
第
八
十
四
条
の
四

第
三
項
」
に
改
め
、
同
表
海
上
警
備
等
手
当
の
項
中
「
）
又
は
」
を
「
）
若
し
く
は
」
に
、
「
周
辺
事
態
に
際
し
て
実
施
す

る
船
舶
検
査
活
動
に
関
す
る
法
律
」
を
「
重
要
影
響
事
態
等
に
際
し
て
実
施
す
る
船
舶
検
査
活
動
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め

る
。

（
関
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

関
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
五
条
第
八
号
中
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
を
「
武
力
攻

撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

（
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
三
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。



第
四
十
三
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
河
川
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
の
十
一
第
二
項
中
「
第
七
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

（
防
衛
省
職
員
の
災
害
補
償
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

防
衛
省
職
員
の
災
害
補
償
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
三
百
十
二
号
）

す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
事
態
」
の
下
に
「
又
は
我
が
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し

、
こ
れ
に
よ
り
我
が
国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、
国
民
の
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
の
権
利
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
明
白
な

危
険
が
あ
る
事
態
」
を
加
え
、
同
項
第
七
号
中
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る

法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め

、
同
項
第
八
号
中
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事

態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
営
舎
又
は
」
を
「
営
舎
若
し
く
は
」
に
改
め



、
同
項
第
十
一
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
十
号
中

を
「
勾
引
状
、
勾
留
状
」
に
改
め
、
同

「
勾
引
状
、
勾
留
状
」

こ
う

こ
う

号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
九
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
警
護

第
三
条
第
一
項
中
「
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の

措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
六
十
号
）
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
後
方
支
援
活
動
若
し
く
は
同
項

第
三
号
に
規
定
す
る
捜
索
救
助
活
動
、
重
要
影
響
事
態
等
に
際
し
て
実
施
す
る
船
舶
検
査
活
動
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二

年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
船
舶
検
査
活
動
」
を
、
「
海
賊
対
処
行
動
」
の
下
に
「
若
し
く
は
国
際
平
和

共
同
対
処
事
態
に
際
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
諸
外
国
の
軍
隊
等
に
対
す
る
協
力
支
援
活
動
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

七
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
協
力
支
援
活
動
若
し
く
は
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
捜
索
救

助
活
動
」
を
加
え
、
「
に
お
け
る
当
該
災
害
」
を
「
又
は
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平

成
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
自
衛
官
と
し
て
同
法
第
二
十
八
条
に
お
い
て

準
用
す
る
国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
六

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
務
と
み
な
さ
れ
る
国
際
連
合
の
業
務
に
従
事
し
、
そ
の
た
め
業
務
上
の
災
害
を
受
け
た
場
合
に



お
け
る
こ
れ
ら
の
災
害
」
に
改
め
る
。

（

）

国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正

国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
四
百
三
十
八

第
十
五
条の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

号
）第

一
条
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
て
い
る
自
衛
官

第
二
条
第
二
項
中
「
平
和
維
持
活
動
局
」
の
下
に
「
及
び

支
援
局
」
を
加
え
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド

（

）

防
衛
省
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正

第
十
六
条

の
一
部
を
次

防
衛
省
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
三
百
八
十
八
号
）

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項



の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
て
い
る
自
衛
官

（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
二
百
七

十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
号
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る

法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保

に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
二
条
第
四
号
」
を
「
第
二
条
第
五
号
」
に
、
「
同
条
第
五
号
」
を
「
同
条
第
六
号
」
に
、
「
同

条
第
六
号
」
を
「
同
条
第
七
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
の
表
備
考
中
「
第
二
条
第
七
号
」
を
「
第
二
条
第
八
号
」
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
の
表
第
二
十
九
条
の
項
中
「
第
二
条
第
七
号
」
を
「
第
二
条
第
八
号
」
に
、
「
第
二
十
五
条
第
三
項
」
を
「

第
二
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
平
成
三
十
二
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

平
成
三
十
二
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成



二
十
七
年
政
令
第
二
百
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

六

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
て
い
る
自
衛
官

第
七
条
の
表
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
百
六
十
八
号
）
の
項
中
「
第

十
二
条
の
五
第
五
号
ロ
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
五
号
ハ
」
に
改
め
、
同
表
国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の

処
遇
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
四
百
三
十
八
号
）
の
項
中
「
九

国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流

に
関
す
る
法
律
」
を
「
十

国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
十

平
成
三
十
二
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
」
を
「
十
一

平
成
三
十
二
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
」
に
改
め
、
同
表
防
衛
省
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に

関
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
三
百
八
十
八
号
）
の
項
中
「
九

国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇

等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
十

国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
十

平
成



三
十
二
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
」
を
「
十
一

平
成
三
十
二
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
」
に
改
め
る
。

（
平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
二
百
五
十
八
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

六

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
て
い
る
自
衛
官

第
六
条
の
表
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
百
六
十
八
号
）
の
項
中
「
第

十
二
条
の
五
第
五
号
ロ
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
五
号
ハ
」
に
改
め
、
同
表
国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の

処
遇
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
四
百
三
十
八
号
）
の
項
中
「
九

国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流

に
関
す
る
法
律
」
を
「
十

国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
十

平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー



ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
」
を
「
十
一

平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
」
に
改

め
、
同
表
防
衛
省
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
三
百
八
十
八
号
）
の
項
中
「
九

国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
十

国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省

の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
十

平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
」
を
「
十

一

平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
」
に
改
め
る
。

（
防
衛
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

防
衛
省
組
織
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
十
五
号
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置

に
関
す
る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が

国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
米
軍
行
動
関
連
措
置
法
」
を
「
米
軍
等
行
動
関
連
措
置
法
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
三
号
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す

る
法
律
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確

保
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。



第
四
十
五
条
第
四
号
中
「
米
軍
行
動
関
連
措
置
法
」
を
「
米
軍
等
行
動
関
連
措
置
法
」
に
改
め
る
。

第
六
十
条
第
二
号
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す

る
法
律
第
二
条
第
七
号
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国

民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
八
号
」
に
、
「
第
二
十
五
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
、

同
条
第
三
号
中
「
周
辺
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」
を
「
重
要
影

響
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
六

十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



附
則
第
二
項
の
見
出
し
を
削
り
、
同
項
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
助
教
授
の
在
職
に
関
す
る
経
過
措
置
）
」
を
付
し
、

同
項
第
四
号
を
削
る
。

附
則
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十

六
年
政
令
第
三
百
九
十
二
号
）
第
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
お
け
る
助
教
授
と
し
て
の

在
職
は
、
准
教
授
と
し
て
の
在
職
と
み
な
す
。

（
復
興
庁
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

復
興
庁
組
織
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
七
条
第
一
項
の
表
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成

十
六
年
政
令
第
三
百
九
十
二
号
）
の
項
中
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律

施
行
令
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令

」
に
改
め
る
。

（
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令



の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
等
の
一
部
改
正
）

第
四
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の

確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
を
「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及

び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
に
改
め
る
。

一

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政

令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
四
百
四
十
四
号
）
第
七
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）

二

国
立
研
究
開
発
法
人
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経

過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
八
年
政
令
第
十
三
号
）
第
十
二
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）

三

電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二

十
八
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
二
十
七
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）

四

独
立
行
政
法
人
に
係
る
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
国
土
交
通
省
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
八
年
政
令
第
五
十
七
号
）
第
十
八
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）





理

由

我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
国
際
平
和

共
同
対
処
事
態
に
際
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
諸
外
国
の
軍
隊
等
に
対
す
る
協
力
支
援
活
動
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い

、
自
衛
隊
法
施
行
令
そ
の
他
の
関
係
政
令
の
規
定
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。



我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
に
際
し
て

我
が
国
が
実
施
す
る
諸
外
国
の
軍
隊
等
に
対
す
る
協
力
支
援
活
動
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
新
旧
対
照
条
文

目
次

○

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
（
第
一
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
1

○

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
四
年
政
令
第
二
百
六
十
八
号
）
（
第
二
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
7

○

南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和
協
力
隊
の
設
置
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
三
百
四
十
五
号
）
（
第
三
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
10

○

周
辺
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
第
四
号
の
関
係
行
政
機
関
を
定
め
る
政
令

（
平
成
十
一
年
政
令
第
二
百
五
十
三
号
）
（
第
四
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
14

○

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
二
百
五
十

二
号
）
（
第
五
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
15

○

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
二

百
七
十
八
号
）
（
第
六
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
16

○

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
九
十
二
号
）
（
第
七
条
関
係
）
・
20

○

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
九
十
三
号
）
（
第
八
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
22

○

予
算
決
算
及
び
会
計
令
臨
時
特
例
（
昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
五
百
五
十
八
号
）
（
第
九
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
24

○

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
百
六
十
八
号
）
（
第
十
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
25

○

関
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
号
）
（
第
十
一
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
32

○

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
三
百
五
十
二
号
）
（
第
十
二
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
33

○

河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
（
第
十
三
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
34

○

防
衛
省
職
員
の
災
害
補
償
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
三
百
十
二
号
）
（
第
十
四
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
35

○

国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
四
百
三
十
八
号
）
（
第
十
五
条
関
係
）
・
・
・
・
38

○

防
衛
省
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
三
百
八
十
八
号
）
（
第
十
六
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
39

○

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十
五
号
）
（
第
十
七
条
関
係
）
・
・
40

○

平
成
三
十
二
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
二
百
五
十
六
号

）
（
第
十
八
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
43



○

平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
二
百
五
十
八
号
）
（
第
十
九
条
関
係
）
・
・
・
・
・
46

○

防
衛
省
組
織
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
八
号
）
（
第
二
十
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
49

○

学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
六
十
九
号
）
（
附
則
第
二
条
関
係

）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
51

○

復
興
庁
組
織
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
二
十
二
号
）
（
附
則
第
三
条
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
52

○

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に

関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
四
百
四
十
四
号
）
（
附
則
第
四
条
第
一
号
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
54

○

国
立
研
究
開
発
法
人
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平

成
二
十
八
年
政
令
第
十
三
号
）
（
附
則
第
四
条
第
二
号
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
55

○

電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
八
年
政
令
第
四
十
三
号
）

（
附
則
第
四
条
第
三
号
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
56

○

独
立
行
政
法
人
に
係
る
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
国
土
交
通
省
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置

に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
八
年
政
令
第
五
十
七
号
）
（
附
則
第
四
条
第
四
号
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
57
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○

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
（
第
一
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
診
療
の
対
象
）

（
診
療
の
対
象
）

第
四
十
六
条

（
略
）

第
四
十
六
条

（
略
）

２

病
院
に
お
い
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
武
力
攻
撃
事
態
（

２

病
院
に
お
い
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
武
力
攻
撃
事
態
（

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の

び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七

安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第

十
九
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
武
力
攻
撃
事
態
を
い
う
。
）
及
び
存

二
号
に
規
定
す
る
武
力
攻
撃
事
態
を
い
う
。
）
に
際
し
、
武
力
攻
撃
事
態
に

立
危
機
事
態
（
同
条
第
四
号
に
規
定
す
る
存
立
危
機
事
態
を
い
う
。
）
に
際

お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
七
号

し
、
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関

）
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
収
容
者
の
診
療
を
行
う
こ
と
が
で
き

す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定

る
。

す
る
被
収
容
者
の
診
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
休
職
に
さ
れ
る
場
合
）

（
休
職
に
さ
れ
る
場
合
）

第
五
十
六
条

法
第
四
十
三
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各

第
五
十
六
条

法
第
四
十
三
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九

三

国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
九

号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
条
第
一
項
の
規

号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
育
児
休
業
を
し
た
隊
員
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す

定
に
よ
り
育
児
休
業
を
し
た
隊
員
、
国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省

る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
十
七
条
第

の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ

一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
自
衛
官
、
国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る

れ
た
隊
員
、
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
（
平
成
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防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

派
遣
さ
れ
た
隊
員
、
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律

る
同
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
流
派
遣
さ
れ
た
隊
員
、
国
家
公

（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て

務
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
四
十
五

準
用
す
る
同
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
流
派
遣
さ
れ
た
隊
員
、

号
）
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
自

国
家
公
務
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第

己
啓
発
等
休
業
を
し
た
隊
員
又
は
国
家
公
務
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関

四
十
五
号
）
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に

す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
十
一
条
に
お
い
て
準

よ
る
自
己
啓
発
等
休
業
を
し
た
隊
員
又
は
国
家
公
務
員
の
配
偶
者
同
行
休

用
す
る
同
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
配
偶
者
同
行
休
業
を
し
た
隊

業
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
十
一
条
に
お

員
が
職
務
に
復
帰
し
た
場
合
に
お
い
て
定
員
に
欠
員
が
な
い
と
き

い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
配
偶
者
同
行
休
業
を

し
た
隊
員
が
職
務
に
復
帰
し
た
場
合
に
お
い
て
定
員
に
欠
員
が
な
い
と
き

（
出
動
等
の
場
合
の
関
係
機
関
等
に
対
す
る
周
知
措
置
）

（
出
動
等
の
場
合
の
関
係
機
関
等
に
対
す
る
周
知
措
置
）

第
百
七
条

（
略
）

第
百
七
条

（
略
）

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
法
第
七
十
六
条
第
二
項
、
第
七
十
八
条
第
三
項
、
第

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
法
第
七
十
六
条
第
二
項
、
第
七
十
八
条
第
三
項
、
第

八
十
一
条
第
四
項
若
し
く
は
第
八
十
一
条
の
二
第
三
項
又
は
武
力
攻
撃
事
態

八
十
一
条
第
四
項
若
し
く
は
第
八
十
一
条
の
二
第
三
項
又
は
武
力
攻
撃
事
態

等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国

等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に

民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
十
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
自

関
す
る
法
律
第
九
条
第
十
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
自
衛
隊
の
全
部
又
は
一

衛
隊
の
全
部
又
は
一
部
の
撤
収
を
命
じ
た
場
合
に
は
、
撤
収
を
命
じ
た
旨
そ

部
の
撤
収
を
命
じ
た
場
合
に
は
、
撤
収
を
命
じ
た
旨
そ
の
他
必
要
な
事
項
を

の
他
必
要
な
事
項
を
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
出
動
等
の
場
合
の
都
道
府
県
知
事
と
の
連
絡
）

（
出
動
等
の
場
合
の
都
道
府
県
知
事
と
の
連
絡
）

第
百
八
条

（
略
）

第
百
八
条

（
略
）

２

防
衛
大
臣
は
、
法
第
七
十
六
条
第
二
項
、
第
七
十
八
条
第
三
項
、
第
八
十

２

防
衛
大
臣
は
、
法
第
七
十
六
条
第
二
項
、
第
七
十
八
条
第
三
項
、
第
八
十

一
条
第
四
項
若
し
く
は
第
八
十
一
条
の
二
第
三
項
又
は
武
力
攻
撃
事
態
等
及

一
条
第
四
項
若
し
く
は
第
八
十
一
条
の
二
第
三
項
又
は
武
力
攻
撃
事
態
等
に

び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の

お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す

安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
十
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
自
衛
隊

る
法
律
第
九
条
第
十
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
自
衛
隊
の
全
部
又
は
一
部
の
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の
全
部
又
は
一
部
の
撤
収
を
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
関
係
都
道

撤
収
を
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
関
係
都
道
府
県
知
事
に
通
知
す

府
県
知
事
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
は
防
衛
大
臣
が
法
第
七
十
七
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
国
民

３

第
一
項
の
規
定
は
防
衛
大
臣
が
法
第
七
十
七
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
国
民

の
保
護
の
た
め
の
措
置
（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め

の
保
護
の
た
め
の
措
置
（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め

の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
二
条
第
三
項

の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
二
条
第
三
項

に
規
定
す
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
を
い
い
、
治
安
の
維
持
に
係
る
も

に
規
定
す
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
を
い
い
、
治
安
の
維
持
に
係
る
も

の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
緊
急
対
処
保
護
措
置
（
同
法
第
百
七
十
二

の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
緊
急
対
処
保
護
措
置
（
同
法
第
百
七
十
二

条
第
一
項
に
規
定
す
る
緊
急
対
処
保
護
措
置
を
い
い
、
治
安
の
維
持
に
係
る

条
第
一
項
に
規
定
す
る
緊
急
対
処
保
護
措
置
を
い
い
、
治
安
の
維
持
に
係
る

も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
を
実
施
す
る
た
め
部
隊
等
の
派
遣
を
命
じ
た

も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
を
実
施
す
る
た
め
部
隊
等
の
派
遣
を
命
じ
た

場
合
に
つ
い
て
、
前
項
の
規
定
は
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
又
は
緊
急
対

場
合
に
つ
い
て
、
前
項
の
規
定
は
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
又
は
緊
急
対

処
保
護
措
置
を
実
施
す
る
た
め
派
遣
し
た
部
隊
等
の
撤
収
を
命
じ
た
場
合
に

処
保
護
措
置
を
実
施
す
る
た
め
派
遣
し
た
部
隊
等
の
撤
収
を
命
じ
た
場
合
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
二
項
中
「
関
係
都
道
府
県
知

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
二
項
中
「
関
係
都
道
府
県
知

事
」
と
あ
る
の
は
、
「
関
係
都
道
府
県
知
事
（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る

事
」
と
あ
る
の
は
、
「
関
係
都
道
府
県
知
事
（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る

国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
求
め
に
係
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
あ
つ
て
は
事
態
対
策
本
部
長

る
求
め
に
係
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
あ
つ
て
は
武
力
攻
撃
事
態
等

及
び
関
係
都
道
府
県
知
事
、
同
法
第
百
八
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

対
策
本
部
長
及
び
関
係
都
道
府
県
知
事
、
同
法
第
百
八
十
三
条
に
お
い
て
準

第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
に
係
る
緊
急
対
処
保
護
措
置
に
あ
つ

用
す
る
同
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
に
係
る
緊
急
対
処
保
護

て
は
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
長
及
び
関
係
都
道
府
県
知
事
）
」
と
読
み
替

措
置
に
あ
つ
て
は
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
長
及
び
関
係
都
道
府
県
知
事
）

え
る
も
の
と
す
る
。

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

（
償
還
金
の
金
額
）

（
償
還
金
の
金
額
）

第
百
二
十
条
の
十
五

（
略
）

第
百
二
十
条
の
十
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
第
二
十
七
条

３

国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
第

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
自
衛
官
、
国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る

二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
隊
員
及
び
国
と
民
間
企
業
と
の
間
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防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派

の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
第
二
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

遣
さ
れ
た
隊
員
及
び
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
第

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
流
派
遣
さ
れ
た
隊
員
に
関
す
る
前
項
の
規

二
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
派
遣
先
の
機
関
の
業
務
を
公
務
と
み
な
す
。

交
流
派
遣
さ
れ
た
隊
員
に
関
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
派
遣

先
の
機
関
の
業
務
を
公
務
と
み
な
す
。

（
物
資
の
収
用
等
の
要
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
等
の
範
囲
）

（
物
資
の
収
用
等
の
要
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
等
の
範
囲
）

第
百
二
十
七
条

法
第
百
三
条
第
一
項
本
文
及
び
た
だ
し
書
並
び
に
第
二
項
に

第
百
二
十
七
条

法
第
百
三
条
第
一
項
本
文
及
び
た
だ
し
書
並
び
に
第
二
項
に

規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
は
、
法
第
七
十
六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る

規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
は
、
法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
防

部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
防
衛
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
者
の
う
ち

衛
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
者
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
～
十
三

（
略
）

一
～
十
三

（
略
）

（
防
衛
出
動
時
に
お
け
る
航
空
法
の
適
用
除
外
）

（
防
衛
出
動
時
に
お
け
る
航
空
法
の
適
用
除
外
）

第
百
五
十
条

（
略
）

第
百
五
十
条

（
略
）

２

防
衛
大
臣
は
、
法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
防
衛
出
動
を
命
ぜ

２

防
衛
大
臣
は
、
法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
防
衛
出
動
を
命
ぜ

ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
よ
う
と
す
る

ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
よ
う
と
す
る

区
域
を
直
ち
に
国
土
交
通
大
臣
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
第
七
十

区
域
を
直
ち
に
国
土
交
通
大
臣
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
第
七
十

六
条
第
二
項
若
し
く
は
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我

六
条
第
二
項
若
し
く
は
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立

が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第

並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
十
一
項
後
段

九
条
第
十
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
部
隊
等
が
撤
収
を
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
又

の
規
定
に
よ
り
部
隊
等
が
撤
収
を
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
又
は
前
項
の
規
定
に
よ

は
前
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
た
区
域
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い

り
告
示
し
た
区
域
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
ま
た
同
様
と

て
も
、
ま
た
同
様
と
す
る
。

す
る
。

（
運
転
免
許
証
の
有
効
期
間
等
の
特
例
）

（
運
転
免
許
証
の
有
効
期
間
等
の
特
例
）

第
百
六
十
条

法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
防
衛
出
動
命
令
又
は
法

第
百
六
十
条

法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
防
衛
出
動
命
令
又
は
法
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第
七
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
出
動
待
機
命
令
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
防

第
七
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
出
動
待
機
命
令
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
防

衛
出
動
命
令
等
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
隊
員
が
受
け
て
い
る
都
道
府
県
公

衛
出
動
命
令
等
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
隊
員
が
受
け
て
い
る
都
道
府
県
公

安
委
員
会
の
運
転
免
許
に
係
る
運
転
免
許
証
（
次
項
に
お
い
て
「
免
許
証
」

安
委
員
会
の
運
転
免
許
に
係
る
運
転
免
許
証
（
次
項
に
お
い
て
「
免
許
証
」

と
い
う
。
）
の
う
ち
、
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第

と
い
う
。
）
の
う
ち
、
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第

百
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
更
新
期
間
の
初
日
が
、
当
該
隊
員
が
法
第
七

百
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
更
新
期
間
の
初
日
が
、
当
該
隊
員
が
法
第
七

十
六
条
第
二
項
若
し
く
は
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る

十
六
条
第
二
項
若
し
く
は
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独

我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律

立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
十
一
項
後

第
九
条
第
十
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
撤
収
命
令
を
受
け
、
又
は
防
衛
出
動

段
の
規
定
に
よ
る
撤
収
命
令
を
受
け
、
又
は
防
衛
出
動
命
令
等
を
解
除
さ
れ

命
令
等
を
解
除
さ
れ
た
日
以
前
で
あ
る
も
の
の
有
効
期
間
は
、
当
該
撤
収
命

た
日
以
前
で
あ
る
も
の
の
有
効
期
間
は
、
当
該
撤
収
命
令
を
受
け
、
又
は
防

令
を
受
け
、
又
は
防
衛
出
動
命
令
等
を
解
除
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
月

衛
出
動
命
令
等
を
解
除
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
月
を
経
過
す
る
日
ま
で

を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

の
期
間
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
免
許
証
の
有
効
期
間
の
更
新
を
受
け
よ
う

２

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
免
許
証
の
有
効
期
間
の
更
新
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
に
対
す
る
道
路
交
通
法
第
百
一
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

と
す
る
者
に
対
す
る
道
路
交
通
法
第
百
一
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
「
当
該
免
許
証
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
の
直
前
の
そ
の
者
の
誕

て
は
、
「
当
該
免
許
証
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
の
直
前
の
そ
の
者
の
誕

生
日
の
一
月
前
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
者
が
自
衛
隊
法
第
七
十
六
条
第
二
項

生
日
の
一
月
前
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
者
が
自
衛
隊
法
第
七
十
六
条
第
二
項

若
し
く
は
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和

若
し
く
は
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及

と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
十
一

び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
十
一
項
後
段
の
規
定
に
よ

項
後
段
の
規
定
に
よ
る
撤
収
命
令
を
受
け
、
又
は
自
衛
隊
法
第
七
十
六
条
第

る
撤
収
命
令
を
受
け
、
又
は
自
衛
隊
法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

一
項
の
規
定
に
よ
る
防
衛
出
動
命
令
若
し
く
は
同
法
第
七
十
七
条
に
規
定
す

防
衛
出
動
命
令
若
し
く
は
同
法
第
七
十
七
条
に
規
定
す
る
出
動
待
機
命
令
を

る
出
動
待
機
命
令
を
解
除
さ
れ
た
日
」
と
、
「
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

解
除
さ
れ
た
日
」
と
、
「
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
提

」
と
あ
る
の
は
「
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
更
新
申
請
書
に
は

該
更
新
申
請
書
に
は
、
同
法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
防
衛
出
動

、
同
法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
防
衛
出
動
命
令
又
は
同
法
第
七

命
令
又
は
同
法
第
七
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
出
動
待
機
命
令
を
受
け
て
い
た

十
七
条
の
規
定
に
よ
る
出
動
待
機
命
令
を
受
け
て
い
た
期
間
を
証
明
す
る
書

期
間
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。

類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。

（
河
川
法
施
行
令
の
特
例
）

（
河
川
法
施
行
令
の
特
例
）
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第
百
六
十
一
条

法
第
七
十
六
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

第
百
六
十
一
条

法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、

の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
法
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ

又
は
法
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部

る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
応
急
措
置
と
し
て
行
う
防
御
施

隊
等
が
応
急
措
置
と
し
て
行
う
防
御
施
設
の
構
築
そ
の
他
の
行
為
で
あ
つ
て

設
の
構
築
そ
の
他
の
行
為
で
あ
つ
て
河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第

河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
第
十
六
条
の
八
第
一
項
（

十
四
号
）
第
十
六
条
の
八
第
一
項
（
同
令
第
五
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用

同
令
第
五
十
七
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に

す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
許
可

お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
要
す
る
も
の
を
し
よ
う
と
す
る
と

を
要
す
る
も
の
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
同
令
第
十
六
条
の
八
第
一
項
の

き
は
、
同
令
第
十
六
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
部
隊
等

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
部
隊
等
が
あ
ら
か
じ
め
河
川
管
理
者
に
そ
の
旨

が
あ
ら
か
じ
め
河
川
管
理
者
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
こ
と
を
も
つ
て
足
り
る

を
通
知
す
る
こ
と
を
も
つ
て
足
り
る
。

。

２

（
略
）

２

（
略
）
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○

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
四
年
政
令
第
二
百
六
十
八
号
）
（
第
二
条
関
係
）（

傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
関
係
行
政
機
関
）

（
関
係
行
政
機
関
）

第
一
条

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（

第
一
条

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（

以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
九
号
の
政
令
で
定
め
る
機
関
は
、

以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
七
号
の
政
令
で
定
め
る
機
関
は
、

別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

（
隊
員
の
選
考
）

（
隊
員
の
選
考
）

第
三
条

法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
考
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

第
三
条

法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
考
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
選
考
」
と
い
う
。
）
は
、
国
際
平
和
協
力
本
部
長
（
以
下
「
本
部

て
「
選
考
」
と
い
う
。
）
は
、
国
際
平
和
協
力
本
部
長
（
以
下
「
本
部

長
」
と
い
う
。
）
が
行
う
。

長
」
と
い
う
。
）
が
行
う
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

選
考
は
、
法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
を

３

選
考
は
、
法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
際
平
和
協
力
業
務
を

遂
行
す
る
の
に
必
要
な
経
験
、
知
識
及
び
適
性
に
つ
い
て
、
履
歴
、
資

遂
行
す
る
の
に
必
要
な
経
験
、
知
識
及
び
適
性
に
つ
い
て
、
履
歴
、
資

格
等
に
関
す
る
書
類
の
審
査
の
方
法
に
よ
り
、
又
は
必
要
に
応
じ
口
頭

格
等
に
関
す
る
書
類
の
審
査
の
方
法
に
よ
り
、
又
は
必
要
に
応
じ
口
頭

試
問
そ
の
他
の
方
法
を
併
用
し
て
、
行
う
。

試
問
そ
の
他
の
方
法
を
併
用
し
て
、
行
う
。

（
隊
員
と
し
て
の
身
分
を
失
わ
せ
る
場
合
）

（
隊
員
と
し
て
の
身
分
を
失
わ
せ
る
場
合
）

第
四
条

法
第
十
三
条
第
六
項
の
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
国
際
平
和
協

第
四
条

法
第
十
二
条
第
六
項
の
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
国
際
平
和
協

力
隊
の
隊
員
（
以
下
「
隊
員
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
次
の
い
ず
れ
か

力
隊
の
隊
員
（
以
下
「
隊
員
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
事
由
が
あ
る
場
合
と
す
る
。

に
該
当
す
る
事
由
が
あ
る
場
合
と
す
る
。

一

隊
員
と
し
て
の
勤
務
実
績
が
良
く
な
い
場
合

一

隊
員
と
し
て
の
勤
務
実
績
が
良
く
な
い
場
合

二

心
身
の
故
障
の
た
め
、
職
務
の
遂
行
に
支
障
が
あ
り
、
若
し
く
は

二

心
身
の
故
障
の
た
め
、
職
務
の
遂
行
に
支
障
が
あ
り
、
若
し
く
は
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こ
れ
に
堪
え
な
い
場
合
又
は
長
期
の
休
養
を
要
す
る
場
合

こ
れ
に
堪
え
な
い
場
合
又
は
長
期
の
休
養
を
要
す
る
場
合

三

隊
員
に
必
要
な
適
格
性
を
欠
く
場
合

三

隊
員
に
必
要
な
適
格
性
を
欠
く
場
合

四

水
難
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
に
よ
り
、
生
死
不
明
又
は
所
在
不
明

四

水
難
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
に
よ
り
、
生
死
不
明
又
は
所
在
不
明

と
な
っ
た
場
合

と
な
っ
た
場
合

五

国
際
平
和
協
力
隊
へ
の
派
遣
が
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
防
衛
省
の

五

国
際
平
和
協
力
隊
へ
の
派
遣
が
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
防
衛
省
の

所
掌
事
務
の
遂
行
に
支
障
を
生
ず
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
防
衛
大
臣

所
掌
事
務
の
遂
行
に
支
障
を
生
ず
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
防
衛
大
臣

か
ら
隊
員
と
し
て
の
身
分
を
失
わ
せ
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
た
場
合

か
ら
隊
員
と
し
て
の
身
分
を
失
わ
せ
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
た
場
合

２

本
部
長
は
、
法
第
十
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
隊
員
と
し
て
の
身

２

本
部
長
は
、
法
第
十
二
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
隊
員
と
し
て
の
身

分
を
失
わ
せ
た
と
き
は
、
防
衛
大
臣
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す

分
を
失
わ
せ
た
と
き
は
、
防
衛
大
臣
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す

る
。

る
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
自
衛
隊
員

３

前
二
項
の
規
定
は
、
法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
自
衛
隊
員

（
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
二
条
第
五
項

（
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
二
条
第
五
項

に
規
定
す
る
隊
員
を
い
う
。
）
の
身
分
及
び
隊
員
の
身
分
を
併
せ
有
す

に
規
定
す
る
隊
員
を
い
う
。
）
の
身
分
及
び
隊
員
の
身
分
を
併
せ
有
す

る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
隊
員
の
服
制
等
）

（
隊
員
の
服
制
等
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

２

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
と
し
て
実
施
さ
れ
る
法
第
三
条
第
五
号
リ

２

法
第
三
条
第
三
号
チ
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に

に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に
従
事
す
る
隊
員
は
、
当

従
事
す
る
隊
員
は
、
当
該
業
務
に
従
事
す
る
間
、
記
章
の
ほ
か
、
内
閣

該
業
務
に
従
事
す
る
間
、
記
章
の
ほ
か
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
被
服
を

府
令
で
定
め
る
被
服
を
着
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

着
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
小
型
武
器
の
種
類
等
）

（
小
型
武
器
の
種
類
等
）

第
八
条

法
第
二
十
三
条
の
政
令
で
定
め
る
小
型
武
器
の
種
類
は
、
拳
銃

第
八
条

法
第
二
十
二
条
の
政
令
で
定
め
る
小
型
武
器
の
種
類
は
、
け
ん

及
び
小
銃
（
こ
れ
ら
に
用
い
る
銃
弾
を
含
む
。
）
と
す
る
。

銃
及
び
小
銃
（
こ
れ
ら
に
用
い
る
銃
弾
を
含
む
。
）
と
す
る
。
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２

前
項
の
拳
銃
及
び
小
銃
は
、
次
に
掲
げ
る
規
格
の
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
け
ん
銃
及
び
小
銃
は
、
次
に
掲
げ
る
規
格
の
も
の
と
す
る
。

一

ニ
ュ
ー
ナ
ン
ブ
Ｍ
六
○
回
転
式
拳
銃

一

ニ
ュ
ー
ナ
ン
ブ
Ｍ
六
○
回
転
式
け
ん
銃

二

九
ミ
リ
自
動
式
拳
銃

二

九
ミ
リ
自
動
式
け
ん
銃

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

（
小
型
武
器
の
管
理
）

（
小
型
武
器
の
管
理
）

第
十
条

法
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
本
部
長
に
よ
り
指
定
さ

第
十
条

法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
本
部
長
に
よ
り
指
定
さ

れ
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
管
理
責
任
者
」
と
い
う
。
）
は
、

れ
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
管
理
責
任
者
」
と
い
う
。
）
は
、

小
型
武
器
を
保
安
上
適
当
な
構
造
を
有
す
る
設
備
内
に
格
納
し
な
け
れ

小
型
武
器
を
保
安
上
適
当
な
構
造
を
有
す
る
設
備
内
に
格
納
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
政
令
の
準
用
）

第
十
一
条

法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る

（
新
設
）

防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百
二
十

二
号
）
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
規
定
に

基
づ
く
政
令
の
規
定
を
準
用
す
る
も
の
と
す
る
。

（
国
際
的
な
選
挙
監
視
活
動
に
係
る
要
請
を
行
う
地
域
的
機
関
）

（
国
際
的
な
選
挙
監
視
活
動
に
係
る
要
請
を
行
う
地
域
的
機
関
）

第
十
二
条

法
別
表
第
三
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
地
域
的
機
関
は
、
米

第
十
一
条

法
別
表
第
二
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
地
域
的
機
関
は
、
米

州
機
構
及
び
欧
州
安
全
保
障
・
協
力
機
構
と
す
る
。

州
機
構
及
び
欧
州
安
全
保
障
・
協
力
機
構
と
す
る
。
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○

南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和
協
力
隊
の
設
置
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
三
百
四
十
五
号
）
（
第
三
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
国
際
平
和
協
力
隊
の
設
置
）

（
国
際
平
和
協
力
隊
の
設
置
）

第
一
条

国
際
平
和
協
力
本
部
に
、
南
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
国
際
連
合
平
和
維

第
一
条

国
際
平
和
協
力
本
部
に
、
南
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
国
際
連
合
平
和
維

持
活
動
の
た
め
、
次
に
掲
げ
る
業
務
及
び
事
務
を
行
う
組
織
と
し
て
、
平
成

持
活
動
の
た
め
、
次
に
掲
げ
る
業
務
及
び
事
務
を
行
う
組
織
と
し
て
、
平
成

二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和
協
力
隊
（
以

二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和
協
力
隊
（
以

下
「
協
力
隊
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

下
「
協
力
隊
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

一

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「

一

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「

法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
五
号
ネ
に
掲
げ
る
業
務
（
同
号
ツ
に
掲
げ
る

法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
三
号
タ
に
掲
げ
る
業
務
及
び
次
条
第
二
号
に

業
務
の
実
施
に
必
要
な
調
整
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
次
条
第
五

掲
げ
る
業
務
の
う
ち
、
こ
れ
ら
の
業
務
に
関
す
る
調
整
並
び
に
同
条
第
四

号
（
調
整
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
第
六
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
業

号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
国
際
平
和
協
力
業
務
で
あ
っ
て
、

務
に
係
る
国
際
平
和
協
力
業
務
で
あ
っ
て
、
国
際
連
合
南
ス
ー
ダ
ン
共
和

国
際
連
合
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
軍
事
部
門
司
令
部
に
お
い
て

国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
軍
事
部
門
司
令
部
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の

行
わ
れ
る
も
の

二

法
第
三
条
第
五
号
ネ
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
南
ス
ー

二

次
条
第
六
号
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
国
際
平
和
協
力
業
務
で
あ
っ
て
、

ダ
ン
に
お
け
る
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
に
係
る
情
報
の
集
合
物
で
あ
っ

国
際
連
合
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
統
合
ミ
ッ
シ
ョ
ン
分
析
セ
ン

て
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
電
子
計
算
機
を
用
い
て
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る

タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の

よ
う
に
体
系
的
に
構
成
し
た
も
の
を
い
う
。
）
の
管
理
の
用
に
供
す
る
電

子
情
報
処
理
組
織
の
保
守
管
理
に
係
る
国
際
平
和
協
力
業
務
で
あ
っ
て
、

国
際
連
合
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
統
合
ミ
ッ
シ
ョ
ン
分
析
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の

三

法
第
三
条
第
五
号
ネ
に
掲
げ
る
業
務
（
同
号
タ
、
レ
及
び
ツ
に
掲
げ
る

三

法
第
三
条
第
三
号
ワ
、
カ
及
び
タ
に
掲
げ
る
業
務
並
び
に
次
条
第
一
号

業
務
の
実
施
に
必
要
な
企
画
及
び
調
整
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に

及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
、
こ
れ
ら
の
業
務
に
関
す
る
企
画
及

次
条
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
国
際
平
和
協
力
業
務
で

び
調
整
に
係
る
国
際
平
和
協
力
業
務
で
あ
っ
て
、
国
際
連
合
南
ス
ー
ダ
ン
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あ
っ
て
、
国
際
連
合
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン
支
援

共
和
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン
支
援
部
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の

部
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の

四

法
第
三
条
第
五
号
ワ
、
ヨ
か
ら
レ
ま
で
及
び
ツ
に
掲
げ
る
業
務
並
び
に

四

法
第
三
条
第
三
号
ヌ
、
ヲ
か
ら
カ
ま
で
及
び
タ
に
掲
げ
る
業
務
並
び
に

次
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
、
派
遣
先
国
の
政

次
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
、
派
遣
先
国
の
政

府
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
こ
れ
ら
の
業
務
に
従
事
す
る
自
衛
隊
の
部
隊
等

府
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
こ
れ
ら
の
業
務
に
従
事
す
る
自
衛
隊
の
部
隊
等

と
の
間
の
連
絡
調
整
に
係
る
国
際
平
和
協
力
業
務

と
の
間
の
連
絡
調
整
に
係
る
国
際
平
和
協
力
業
務

五

法
第
四
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
務

五

法
第
四
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
務

（
政
令
で
定
め
る
業
務
）

（
政
令
で
定
め
る
業
務
）

第
二
条

南
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
に
係
る
法
第
三
条

第
二
条

南
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
に
係
る
法
第
三
条

第
五
号
ナ
の
規
定
に
よ
り
同
号
レ
に
掲
げ
る
業
務
に
類
す
る
も
の
と
し
て
政

第
三
号
レ
の
規
定
に
よ
り
同
号
カ
に
掲
げ
る
業
務
に
類
す
る
も
の
と
し
て
政

令
で
定
め
る
業
務
は
次
の
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
と
し
、
南
ス
ー
ダ
ン
に
お

令
で
定
め
る
業
務
は
次
の
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
と
し
、
南
ス
ー
ダ
ン
に
お

け
る
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
に
係
る
同
条
第
五
号
ナ
の
規
定
に
よ
り
同
号

け
る
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
に
係
る
同
条
第
三
号
レ
の
規
定
に
よ
り
同
号

ツ
に
掲
げ
る
業
務
に
類
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
業
務
は
次
の
第
二

タ
に
掲
げ
る
業
務
に
類
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
業
務
は
次
の
第
二

号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
と
し
、
南
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
国
際
連
合
平

号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
と
す
る
。

和
維
持
活
動
に
係
る
同
条
第
五
号
ナ
の
規
定
に
よ
り
同
号
ネ
に
掲
げ
る
業
務

に
類
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
業
務
は
次
の
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま

で
に
掲
げ
る
業
務
と
す
る
。

一

自
然
災
害
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
施
設
又
は
設
備
で
あ
っ
て
そ
の
被

一

自
然
災
害
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
施
設
又
は
設
備
で
あ
っ
て
そ
の
被

災
者
の
生
活
上
必
要
な
も
の
の
復
旧
又
は
整
備
の
た
め
の
措
置

災
者
の
生
活
上
必
要
な
も
の
の
復
旧
又
は
整
備
の
た
め
の
措
置

二

宿
泊
又
は
作
業
の
た
め
の
施
設
の
維
持
管
理

二

宿
泊
又
は
作
業
の
た
め
の
施
設
の
維
持
管
理

三

消
火
及
び
延
焼
の
防
止

三

消
火
及
び
延
焼
の
防
止

四

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
を
統
括
す
る
組
織
に
お
い
て
行
う
第
一
号
に

四

物
資
の
調
達
に
関
す
る
調
整

掲
げ
る
業
務
の
実
施
に
必
要
な
企
画
及
び
調
整

五

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
を
統
括
す
る
組
織
に
お
い
て
行
う
第
二
号
に

五

飲
食
物
の
調
製
に
関
す
る
調
整

掲
げ
る
業
務
の
実
施
に
必
要
な
企
画
及
び
調
整



- 12 -

六

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
を
統
括
す
る
組
織
に
お
い
て
行
う
物
資
の
調

六

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
南
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
に

達
の
実
施
に
必
要
な
調
整

係
る
情
報
の
集
合
物
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
電
子
計
算
機
を
用
い

て
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
体
系
的
に
構
成
し
た
も
の
を
い
う
。

）
の
管
理
の
用
に
供
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
の
保
守
管
理

七

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
を
統
括
す
る
組
織
に
お
い
て
行
う
飲
食
物
の

（
新
設
）

調
製
の
実
施
に
必
要
な
調
整

（
国
際
平
和
協
力
手
当
）

（
国
際
平
和
協
力
手
当
）

第
三
条

南
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
の
た
め
に
実
施
さ

第
三
条

南
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
の
た
め
に
実
施
さ

れ
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に
従
事
す
る
協
力
隊
の
隊
員
及
び
法
第
九
条
第
五

れ
る
国
際
平
和
協
力
業
務
に
従
事
す
る
協
力
隊
の
隊
員
及
び
法
第
九
条
第
五

項
に
規
定
す
る
自
衛
隊
員
（
以
下
「
部
隊
派
遣
自
衛
隊
員
」
と
い
う
。
）
に

項
に
規
定
す
る
自
衛
隊
員
（
以
下
「
部
隊
派
遣
自
衛
隊
員
」
と
い
う
。
）
に

、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国

、
こ
の
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
法
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国

際
平
和
協
力
手
当
（
以
下
「
手
当
」
と
い
う
。
）
を
支
給
す
る
。

際
平
和
協
力
手
当
（
以
下
「
手
当
」
と
い
う
。
）
を
支
給
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

別
表
（
第
三
条
関
係
）

別
表
（
第
三
条
関
係
）

一

（
略
）

（
略
）

一

（
略
）

（
略
）

二

・

（
略
）

（
略
）

二

・

（
略
）

（
略
）

（一）

（二）

（一）

（二）

ウ
ガ
ン
ダ
又
は
ケ
ニ
ア
内
の
地
域
に
お
い
て
、

ウ
ガ
ン
ダ
又
は
ケ
ニ
ア
内
の
地
域
に
お
い
て
、

（三）

（三）

法
第
三
条
第
五
号
ワ
、
ヨ
か
ら
レ
ま
で
及
び
ツ
に

法
第
三
条
第
三
号
ヌ
、
ヲ
か
ら
カ
ま
で
及
び
タ
に

掲
げ
る
業
務
並
び
に
第
二
条
第
一
号
か
ら
第
三
号

掲
げ
る
業
務
並
び
に
第
二
条
第
一
号
か
ら
第
三
号

ま
で
に
掲
げ
る
業
務
（
以
下
「
自
衛
隊
の
部
隊
等

ま
で
に
掲
げ
る
業
務
（
以
下
「
自
衛
隊
の
部
隊
等

の
業
務
」
と
い
う
。
）
に
附
帯
す
る
業
務
と
し
て

の
業
務
」
と
い
う
。
）
に
附
帯
す
る
業
務
と
し
て

、
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
業
務
に
必
要
な
物
資
の
補

、
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
業
務
に
必
要
な
物
資
の
補
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給
に
係
る
業
務
を
行
う
場
合
（
四
の
項

及
び
五

給
に
係
る
業
務
を
行
う
場
合
（
四
の
項

及
び
五

（二）

（二）

の
項

に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
）
。
た
だ
し

の
項

に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
）
。
た
だ
し

（二）

（二）

、
陸
上
に
お
い
て
行
う
場
合
に
限
る
。

、
陸
上
に
お
い
て
行
う
場
合
に
限
る
。

三

（
略
）

（
略
）

三

（
略
）

（
略
）

四

～

（
略
）

（
略
）

四

～

（
略
）

（
略
）

（一）

（三）

（一）

（三）

五

・

（
略
）

（
略
）

五

・

（
略
）

（
略
）

（一）

（二）

（一）

（二）
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○

周
辺
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
第
四
号
の
関
係
行
政
機
関
を
定
め
る
政
令
（
平
成

十
一
年
政
令
第
二
百
五
十
三
号
）
（
第
四
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め

周
辺
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措

の
措
置
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
第
四
号
の
関
係
行
政
機
関
を
定

置
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
第
四
号
の
関
係
行
政
機
関
を
定
め
る

め
る
政
令

政
令

重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措

周
辺
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に

置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
六
十
号
）
第
三
条
第
一
項
第
四
号
の

関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
機
関
は
、
次
の
と
お
り

政
令
で
定
め
る
機
関
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

と
す
る
。

一
～
二
十
八

（
略
）

一
～
二
十
八

（
略
）
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○

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）

（
第
五
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国

立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令

民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
指
定
行
政
機
関
）

（
指
定
行
政
機
関
）

第
一
条

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と

第
一
条

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び

独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法

国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第

律
第
七
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
五
号
の
政
令
で
定
め

四
号
の
政
令
で
定
め
る
機
関
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

る
機
関
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
三
十
一

（
略
）

一
～
三
十
一

（
略
）

（
指
定
地
方
行
政
機
関
）

（
指
定
地
方
行
政
機
関
）

第
二
条

法
第
二
条
第
六
号
の
政
令
で
定
め
る
機
関
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る

第
二
条

法
第
二
条
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
機
関
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る

。

。

一
～
二
十
五

（
略
）

一
～
二
十
五

（
略
）

（
指
定
公
共
機
関
）

（
指
定
公
共
機
関
）

第
三
条

法
第
二
条
第
七
号
の
政
令
で
定
め
る
公
共
的
機
関
及
び
公
益
的
事
業

第
三
条

法
第
二
条
第
六
号
の
政
令
で
定
め
る
公
共
的
機
関
及
び
公
益
的
事
業

を
営
む
法
人
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

を
営
む
法
人
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
三
十
九

（
略
）

一
～
三
十
九

（
略
）
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○

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十

八
号
）
（
第
六
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い

の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行

我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令

令

（
自
衛
隊
法
施
行
令
の
準
用
）

（
自
衛
隊
法
施
行
令
の
準
用
）

第
一
条

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
第
百
三

第
一
条

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
第
百
三

十
一
条
か
ら
第
百
三
十
三
条
ま
で
、
第
百
三
十
五
条
か
ら
第
百
三
十
七
条
ま

十
一
条
か
ら
第
百
三
十
三
条
ま
で
、
第
百
三
十
五
条
か
ら
第
百
三
十
七
条
ま

で
及
び
第
百
四
十
二
条
の
規
定
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態

で
及
び
第
百
四
十
二
条
の
規
定
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る

合
衆
国
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（

措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
三
号
。
次
条
に
お
い
て
「

次
条
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の

法
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
土
地

規
定
に
よ
り
土
地
等
を
使
用
し
、
立
木
等
を
移
転
し
、
若
し
く
は
処
分
し
、

等
を
使
用
し
、
立
木
等
を
移
転
し
、
若
し
く
は
処
分
し
、
又
は
家
屋
の
形
状

又
は
家
屋
の
形
状
を
変
更
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

を
変
更
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の

い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
令
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字

上
欄
に
掲
げ
る
同
令
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ

句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

。

読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字

読
み
替
え
る
字
句

読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字

読
み
替
え
る
字
句

句

句

第
百
三
十
一
条

法
第
百
三
条
第
七
項

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び

第
百
三
十
一
条

法
第
百
三
条
第
七
項

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
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存
立
危
機
事
態
に
お
け

け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等

の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い

の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い

我
が
国
が
実
施
す
る
措

我
が
国
が
実
施
す
る
措

置
に
関
す
る
法
律
（
平

置
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
六
年
法
律
第
百
十

成
十
六
年
法
律
第
百
十

三
号
。
以
下
「
米
軍
行

三
号
。
以
下
「
米
軍
等

動
関
連
措
置
法
」
と
い

行
動
関
連
措
置
法
」
と

う
。
）
第
十
五
条
第
四

い
う
。
）
第
十
五
条
第

項
に
お
い
て
読
み
替
え

四
項
に
お
い
て
読
み
替

て
準
用
す
る
法
第
百
三

え
て
準
用
す
る
法
第
百

条
第
七
項

三
条
第
七
項

第
百
三
十
二
条

法
第
百
三
条
第
七
項

米
軍
等
行
動
関
連
措
置

第
百
三
十
二
条

法
第
百
三
条
第
七
項

米
軍
行
動
関
連
措
置
法

た
だ
し
書

法
第
十
五
条
第
四
項
に

た
だ
し
書

第
十
五
条
第
四
項
に
お

お
い
て
準
用
す
る
法
第

い
て
準
用
す
る
法
第
百

百
三
条
第
七
項
た
だ
し

三
条
第
七
項
た
だ
し
書

書

第
百
三
十
三
条
第
一

（
略
）

（
略
）

第
百
三
十
三
条
第
一

（
略
）

（
略
）

項

項

法
第
百
三
条
第
七
項

米
軍
等
行
動
関
連
措
置

法
第
百
三
条
第
七
項

米
軍
行
動
関
連
措
置
法

た
だ
し
書

法
第
十
五
条
第
四
項
に

た
だ
し
書

第
十
五
条
第
四
項
に
お

お
い
て
準
用
す
る
法
第

い
て
準
用
す
る
法
第
百

百
三
条
第
七
項
た
だ
し

三
条
第
七
項
た
だ
し
書

書
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第
百
三
十
三
条
第
二

（
略
）

（
略
）

第
百
三
十
三
条
第
二

（
略
）

（
略
）

項

項

法
第
百
三
条
第
七
項

米
軍
等
行
動
関
連
措
置

法
第
百
三
条
第
七
項

米
軍
行
動
関
連
措
置
法

た
だ
し
書

法
第
十
五
条
第
四
項
に

た
だ
し
書

第
十
五
条
第
四
項
に
お

お
い
て
準
用
す
る
法
第

い
て
準
用
す
る
法
第
百

百
三
条
第
七
項
た
だ
し

三
条
第
七
項
た
だ
し
書

書

第
百
三
十
五
条

（
略
）

（
略
）

第
百
三
十
五
条

（
略
）

（
略
）

法
第
百
三
条
第
七
項

米
軍
等
行
動
関
連
措
置

法
第
百
三
条
第
七
項

米
軍
行
動
関
連
措
置
法

法
第
十
五
条
第
四
項
に

第
十
五
条
第
四
項
に
お

お
い
て
読
み
替
え
て
準

い
て
読
み
替
え
て
準
用

用
す
る
法
第
百
三
条
第

す
る
法
第
百
三
条
第
七

七
項

項

第
百
三
十
六
条
第
一

法
第
百
三
条
第
七
項

米
軍
等
行
動
関
連
措
置

第
百
三
十
六
条
第
一

法
第
百
三
条
第
七
項

米
軍
行
動
関
連
措
置
法

項

法
第
十
五
条
第
四
項
に

項

第
十
五
条
第
四
項
に
お

お
い
て
読
み
替
え
て
準

い
て
読
み
替
え
て
準
用

用
す
る
法
第
百
三
条
第

す
る
法
第
百
三
条
第
七

七
項

項

同
条
第
八
項
各
号

米
軍
等
行
動
関
連
措
置

同
条
第
八
項
各
号

米
軍
行
動
関
連
措
置
法

法
第
十
五
条
第
四
項
に

第
十
五
条
第
四
項
に
お

お
い
て
準
用
す
る
法
第

い
て
準
用
す
る
法
第
百
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百
三
条
第
八
項
各
号

三
条
第
八
項
各
号

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
百
三
十
七
条
第
一

法
第
百
三
条
第
十
項

米
軍
等
行
動
関
連
措
置

第
百
三
十
七
条
第
一

法
第
百
三
条
第
十
項

米
軍
行
動
関
連
措
置
法

項

法
第
十
五
条
第
四
項
に

項

第
十
五
条
第
四
項
に
お

お
い
て
読
み
替
え
て
準

い
て
読
み
替
え
て
準
用

用
す
る
法
第
百
三
条
第

す
る
法
第
百
三
条
第
十

十
項

項

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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○

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
九
十
二
号
）
（
第
七
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す

輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令

る
法
律
施
行
令

（
審
判
官
）

（
審
判
官
）

第
一
条

武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海

第
一
条

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関

上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
六
号
。
以
下
「

す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令

法
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
資
格
を
有

で
定
め
る
資
格
を
有
す
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と

す
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

（
留
置
物
件
等
の
公
売
又
は
随
意
契
約
に
よ
る
売
却
）

（
留
置
物
件
等
の
公
売
又
は
随
意
契
約
に
よ
る
売
却
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

関
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
号
）
第
七
十
三
条
か
ら

５

関
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
号
）
第
七
十
三
条
か
ら

第
七
十
六
条
の
二
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
留
置
物
件
又
は
保

第
七
十
六
条
の
二
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
留
置
物
件
又
は
保

管
積
荷
の
公
売
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
令
第
七
十

管
積
荷
の
公
売
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
令
第
七
十

三
条
、
第
七
十
四
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
第
九
項
、
第
七
十
六
条

三
条
、
第
七
十
四
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
第
九
項
、
第
七
十
六
条

第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
七
十
六
条
の
二
中
「
税
関
長
」
と
あ
る
の
は

第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
七
十
六
条
の
二
中
「
税
関
長
」
と
あ
る
の
は

「
外
国
軍
用
品
審
判
所
長
」
と
、
同
令
第
七
十
三
条
第
一
項
中
「
法
第
八
十

「
外
国
軍
用
品
審
判
所
長
」
と
、
同
令
第
七
十
三
条
第
一
項
中
「
法
第
八
十

四
条
第
一
項
（
収
容
貨
物
の
公
売
）
」
と
あ
る
の
は
「
武
力
攻
撃
事
態
及
び

四
条
第
一
項
（
収
容
貨
物
の
公
売
）
」
と
あ
る
の
は
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お

存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法

け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
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律
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
九
十
二
号
）
第
三
条
第
一
項
」
と
、

六
年
政
令
第
三
百
九
十
二
号
）
第
三
条
第
一
項
」
と
、
同
令
第
七
十
四
条
第

同
令
第
七
十
四
条
第
一
項
中
「
法
第
八
十
四
条
第
一
項
（
収
容
貨
物
の
公
売

一
項
中
「
法
第
八
十
四
条
第
一
項
（
収
容
貨
物
の
公
売
）
」
と
あ
る
の
は
「

）
」
と
あ
る
の
は
「
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法

用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
三
条
第
一
項
」
と
、

律
施
行
令
第
三
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
四
項
及
び
第
九
項
中
「
法
第
八
十

同
条
第
四
項
及
び
第
九
項
中
「
法
第
八
十
四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
武

四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の

力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の

海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
三
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
五

規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
三
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
五
項
及
び
同
令

項
及
び
同
令
第
七
十
五
条
第
二
項
中
「
税
関
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
外
国
軍

第
七
十
五
条
第
二
項
中
「
税
関
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
外
国
軍
用
品
審
判
所

用
品
審
判
所
の
事
務
官
」
と
、
同
令
第
七
十
六
条
の
二
第
二
項
中
「
第
七
十

の
事
務
官
」
と
、
同
令
第
七
十
六
条
の
二
第
二
項
中
「
第
七
十
二
条
第
二
項

二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の

」
と
あ
る
の
は
「
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用

海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
三
条
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る

品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
三
条
第
三
項
」
と
読
み

も
の
と
す
る
。

替
え
る
も
の
と
す
る
。

６

関
税
法
施
行
令
第
七
十
七
条
及
び
第
七
十
八
条
の
規
定
は
、
第
四
項
の
規

６

関
税
法
施
行
令
第
七
十
七
条
及
び
第
七
十
八
条
の
規
定
は
、
第
四
項
の
規

定
に
よ
り
随
意
契
約
に
よ
る
売
却
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す

定
に
よ
り
随
意
契
約
に
よ
る
売
却
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
令
第
七
十
七
条
及
び
第
七
十
八
条
第
一
項
中

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
令
第
七
十
七
条
及
び
第
七
十
八
条
第
一
項
中

「
法
第
八
十
四
条
第
三
項
（
収
容
貨
物
の
売
却
）
」
と
あ
る
の
は
「
武
力
攻

「
法
第
八
十
四
条
第
三
項
（
収
容
貨
物
の
売
却
）
」
と
あ
る
の
は
「
武
力
攻

撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制

撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行

に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
三
条
第
四
項
」
と
、
同
項
並
び
に
同
条
第
二
項
及

令
第
三
条
第
四
項
」
と
、
同
項
並
び
に
同
条
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
税
関

び
第
四
項
中
「
税
関
長
」
と
あ
る
の
は
「
外
国
軍
用
品
審
判
所
長
」
と
読
み

長
」
と
あ
る
の
は
「
外
国
軍
用
品
審
判
所
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る

替
え
る
も
の
と
す
る
。

。



- 22 -

○

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
九
十
三
号
）
（
第
八
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
施
行
令

す
る
法
律
施
行
令

（
法
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
四
項
の
資
格
認
定
審
査
請
求
）

（
法
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
四
項
の
資
格
認
定
審
査
請
求
）

第
一
条

武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に

第
一
条

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
（
以
下

関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）

「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
一
項
又
は
第
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る

第
十
四
条
第
一
項
又
は
第
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
書
面
に
は
、
法
第
十

書
面
に
は
、
法
第
十
四
条
第
一
項
又
は
第
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
事
項

四
条
第
一
項
又
は
第
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ

の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

資
格
認
定
審
査
請
求
（
法
第
三
条
第
十
三
号
に
規
定
す
る
資
格
認
定
審

一

資
格
認
定
審
査
請
求
（
法
第
三
条
第
十
一
号
に
規
定
す
る
資
格
認
定
審

査
請
求
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
す
る
者
（
以
下
「
資
格
認
定
審
査
請

査
請
求
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
す
る
者
（
以
下
「
資
格
認
定
審
査
請

求
人
」
と
い
う
。
）
の
氏
名
及
び
生
年
月
日

求
人
」
と
い
う
。
）
の
氏
名
及
び
生
年
月
日

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
押
収
物
還
付
等
公
告
令
の
準
用
）

（
押
収
物
還
付
等
公
告
令
の
準
用
）

第
四
条

押
収
物
還
付
等
公
告
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
三
百
四
十
二
号
）

第
四
条

押
収
物
還
付
等
公
告
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
三
百
四
十
二
号
）

第
二
条
、
第
三
条
第
一
項
（
第
二
号
を
除
く
。
）
及
び
第
四
条
の
規
定
は
、

第
二
条
、
第
三
条
第
一
項
（
第
二
号
を
除
く
。
）
及
び
第
四
条
の
規
定
は
、

法
第
百
五
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
九
十
九

法
第
百
五
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
九
十
九

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
公
告
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
公
告
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
令
第
二
条
第
一
項
中
「
検
察
官
が
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
検
察
庁
の

て
、
同
令
第
二
条
第
一
項
中
「
検
察
官
が
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
検
察
庁
の
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掲
示
場
に
、
司
法
警
察
員
が
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
所
属
す
る
官
公
署

掲
示
場
に
、
司
法
警
察
員
が
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
所
属
す
る
官
公
署

の
掲
示
場
に
、
そ
れ
ぞ
れ
」
と
あ
る
の
は
「
捕
虜
収
容
所
の
掲
示
場
に
」
と

の
掲
示
場
に
、
そ
れ
ぞ
れ
」
と
あ
る
の
は
「
捕
虜
収
容
所
の
掲
示
場
に
」
と

、
同
令
第
三
条
第
一
項
中
「
検
察
官
が
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
九
十
九
条
第
一

、
同
令
第
三
条
第
一
項
中
「
検
察
官
が
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
九
十
九
条
第
一

項
又
は
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
捕
虜
収
容
所
長
が
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存

項
又
は
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
捕
虜
収
容
所
長
が
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け

立
危
機
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法

る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第

律
第
百
十
七
号
）
第
百
五
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
刑
事
訴
訟
法

百
五
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
九
十
九
条
第

第
四
百
九
十
九
条
第
一
項
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
九

一
項
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
九
十
九
条
第
一
項
又
は

十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危

第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関

機
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
第
百
五
十
五
条
第
五
項

す
る
法
律
第
百
五
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
刑
事
訴
訟
法
第
四
百

に
お
い
て
準
用
す
る
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
九
十
九
条
第
一
項
」
と
、
同
項
第

九
十
九
条
第
一
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
事
件
名
及
び
押
収
番
号
」
と
あ

三
号
中
「
事
件
名
及
び
押
収
番
号
」
と
あ
る
の
は
「
現
金
の
持
参
又
は
送
付

る
の
は
「
現
金
の
持
参
又
は
送
付
の
年
月
日
そ
の
他
こ
れ
を
特
定
す
る
に
足

の
年
月
日
そ
の
他
こ
れ
を
特
定
す
る
に
足
り
る
事
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中

り
る
事
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
品
名
及
び
数
量
」
と
あ
る
の
は
「
金
額

「
品
名
及
び
数
量
」
と
あ
る
の
は
「
金
額
」
と
、
同
令
第
四
条
第
二
項
中
「

」
と
、
同
令
第
四
条
第
二
項
中
「
検
察
官
又
は
司
法
警
察
員
」
と
あ
る
の
は

検
察
官
又
は
司
法
警
察
員
」
と
あ
る
の
は
「
捕
虜
収
容
所
長
」
と
読
み
替
え

「
捕
虜
収
容
所
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。
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○

予
算
決
算
及
び
会
計
令
臨
時
特
例
（
昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
五
百
五
十
八
号
）
（
第
九
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
二
条

各
省
各
庁
の
長
は
、
当
分
の
間
、
法
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、

第
二
条

各
省
各
庁
の
長
は
、
当
分
の
間
、
法
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、

次
に
掲
げ
る
経
費
に
つ
い
て
、
前
金
払
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
掲
げ
る
経
費
に
つ
い
て
、
前
金
払
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

二
の
二

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
七
十
六
条

二
の
二

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
七
十
六
条

第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
任
務
遂
行
の
た
め

ら
れ
た
自
衛
隊
の
任
務
遂
行
の
た
め
に
必
要
な
物
品
の
代
価

に
必
要
な
物
品
の
代
価

三
～
七

（
略
）

三
～
七

（
略
）
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○

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
百
六
十
八
号
）
（
第
十
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
復
職
時
等
に
お
け
る
号
俸
の
調
整
）

（
復
職
時
等
に
お
け
る
号
俸
の
調
整
）

第
六
条
の
二
十
三

休
職
に
さ
れ
た
職
員
が
復
職
し
、
休
暇
（
自
衛
隊
法
第
五

第
六
条
の
二
十
三

休
職
に
さ
れ
た
職
員
が
復
職
し
、
休
暇
（
自
衛
隊
法
第
五

十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
防
衛
省
令
の
規
定
に
よ
る
休
暇
を
い
う
。

十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
防
衛
省
令
の
規
定
に
よ
る
休
暇
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
の
た
め
引
き
続
き
勤
務
し
な
か
つ
た
職
員
が
再
び
勤
務
す
る

以
下
同
じ
。
）
の
た
め
引
き
続
き
勤
務
し
な
か
つ
た
職
員
が
再
び
勤
務
す
る

に
至
り
、
又
は
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律

に
至
り
、
又
は
国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関

（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣

す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

さ
れ
た
自
衛
官
（
以
下
「
国
際
連
合
派
遣
自
衛
官
」
と
い
う
。
）
若
し
く
は

り
派
遣
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
派
遣
職
員
」
と
い
う
。
）
が
職
務
に
復
帰
し

国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
（
平

た
場
合
に
お
い
て
、
部
内
の
他
の
職
員
と
の
均
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら

成
七
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た

れ
る
と
き
は
、
一
般
職
に
属
す
る
国
家
公
務
員
の
例
に
よ
り
、
そ
の
者
の
号

職
員
（
以
下
「
派
遣
職
員
」
と
い
う
。
）
が
職
務
に
復
帰
し
た
場
合
に
お
い

俸
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

て
、
部
内
の
他
の
職
員
と
の
均
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

一
般
職
に
属
す
る
国
家
公
務
員
の
例
に
よ
り
、
そ
の
者
の
号
俸
を
調
整
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
国
際
連
合
派
遣
自
衛
官
又
は
派
遣
職
員
の
退
職
又
は
死
亡
当
時
の
号
俸
の

（
派
遣
職
員
の
退
職
又
は
死
亡
当
時
の
号
俸
の
調
整
）

調
整
）

第
六
条
の
二
十
四

国
際
連
合
派
遣
自
衛
官
又
は
派
遣
職
員
が
そ
の
派
遣
の
期

第
六
条
の
二
十
四

派
遣
職
員
が
そ
の
派
遣
の
期
間
中
に
退
職
し
、
又
は
死
亡

間
中
に
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
部
内
の
他
の
職
員
と
の

し
た
場
合
に
お
い
て
、
部
内
の
他
の
職
員
と
の
均
衡
上
特
に
必
要
が
あ
る
と

均
衡
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
一
般
職
に
属
す
る
国
家

認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
一
般
職
に
属
す
る
国
家
公
務
員
の
例
に
よ
り
、
そ
の

公
務
員
の
例
に
よ
り
、
そ
の
者
の
退
職
又
は
死
亡
当
時
の
号
俸
を
調
整
す
る

者
の
退
職
又
は
死
亡
当
時
の
号
俸
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
と
が
で
き
る
。
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（
俸
給
の
支
給
日
等
）

（
俸
給
の
支
給
日
等
）

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

法
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
俸
給
を
支
給
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
給
与
期
間

５

法
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
俸
給
を
支
給
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
給
与
期
間

の
初
日
か
ら
支
給
す
る
と
き
以
外
の
と
き
若
し
く
は
給
与
期
間
の
末
日
ま
で

の
初
日
か
ら
支
給
す
る
と
き
以
外
の
と
き
若
し
く
は
給
与
期
間
の
末
日
ま
で

支
給
す
る
と
き
以
外
の
と
き
、
法
第
三
条
第
二
項
及
び
こ
の
政
令
の
第
二
条

支
給
す
る
と
き
以
外
の
と
き
、
法
第
三
条
第
二
項
及
び
こ
の
政
令
の
第
二
条

の
規
定
に
よ
り
給
与
を
支
払
う
場
合
又
は
職
員
が
休
職
に
さ
れ
た
場
合
、
停

の
規
定
に
よ
り
給
与
を
支
払
う
場
合
又
は
職
員
が
休
職
に
さ
れ
た
場
合
、
停

職
の
処
分
を
受
け
た
場
合
、
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
第

職
の
処
分
を
受
け
た
場
合
、
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
第

二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
育
児
休

二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
育
児
休

業
を
し
た
場
合
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法

業
を
し
た
場
合
、
国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に

律
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
場
合
、
国
際
機
関
等
に

関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
場
合
、
国
と
民
間

派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
の
規

企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十

定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
場
合
、
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す

四
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
条
第
一
項
の
規

る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
に
お

定
に
よ
り
交
流
派
遣
さ
れ
た
場
合
、
国
家
公
務
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関

い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
流
派
遣
さ
れ
た
場
合

す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る

、
国
家
公
務
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第

同
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
自
己
啓
発
等
休
業
を
し
た
場
合
若
し
く

四
十
五
号
）
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

は
国
家
公
務
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律

る
自
己
啓
発
等
休
業
を
し
た
場
合
若
し
く
は
国
家
公
務
員
の
配
偶
者
同
行
休

第
七
十
八
号
）
第
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定

業
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
十
一
条
に
お
い

に
よ
る
配
偶
者
同
行
休
業
を
し
た
場
合
に
お
い
て
支
給
す
べ
き
俸
給
の
額
は

て
準
用
す
る
同
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
配
偶
者
同
行
休
業
を
し
た

、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
俸
給
を
支
給
す
る
日
の
属
す
る
給
与
期
間
の
現
日
数
（
事

場
合
に
お
い
て
支
給
す
べ
き
俸
給
の
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
俸
給
を
支
給
す

務
官
等
の
俸
給
に
つ
い
て
は
、
当
該
日
数
か
ら
当
該
給
与
期
間
中
の
休
養
日

る
日
の
属
す
る
給
与
期
間
の
現
日
数
（
事
務
官
等
の
俸
給
に
つ
い
て
は
、
当

の
日
数
を
控
除
し
た
日
数
）
を
基
礎
と
し
て
日
割
り
に
よ
つ
て
計
算
し
た
額

該
日
数
か
ら
当
該
給
与
期
間
中
の
休
養
日
の
日
数
を
控
除
し
た
日
数
）
を
基

と
す
る
。

礎
と
し
て
日
割
り
に
よ
つ
て
計
算
し
た
額
と
す
る
。

６
～
８

（
略
）

６
～
８

（
略
）
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（
俸
給
の
特
別
調
整
額
）

（
俸
給
の
特
別
調
整
額
）

第
八
条
の
三

（
略
）

第
八
条
の
三

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

国
際
連
合
派
遣
自
衛
官
、
派
遣
職
員
及
び
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事

５

派
遣
職
員
及
び
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
第
二

交
流
に
関
す
る
法
律
第
二
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
条

十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
流
派
遣
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
交
流
派
遣
職
員
」

流
派
遣
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
交
流
派
遣
職
員
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
前

と
い
う
。
）
に
関
す
る
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

項
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
派
遣
先
の
機
関
又
は

ぞ
れ
国
際
連
合
、
派
遣
先
の
機
関
又
は
派
遣
先
企
業
（
同
法
第
二
十
四
条
第

派
遣
先
企
業
（
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
条

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
派
遣
先
企
業
を

第
三
項
に
規
定
す
る
派
遣
先
企
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
業
務
を
公
務

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
業
務
を
公
務
と
み
な
す
。

と
み
な
す
。

（
特
に
乗
員
等
と
し
て
勤
務
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
）

（
特
に
乗
員
等
と
し
て
勤
務
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
）

第
十
一
条
の
四

（
略
）

第
十
一
条
の
四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

国
際
連
合
派
遣
自
衛
官
、
派
遣
職
員
及
び
交
流
派
遣
職
員
に
関
す
る
前
項

３

派
遣
職
員
及
び
交
流
派
遣
職
員
に
関
す
る
前
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に

第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
国
際
連
合
、
派
遣
先
の
機

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
派
遣
先
の
機
関
又
は
派
遣
先
企
業
の
業
務
を
公
務
と

関
又
は
派
遣
先
企
業
の
業
務
を
公
務
と
み
な
す
。

み
な
す
。

（
特
定
管
理
職
員
と
し
な
い
職
員
）

（
特
定
管
理
職
員
と
し
な
い
職
員
）

第
十
二
条
の
五

法
第
十
八
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と

第
十
二
条
の
五

法
第
十
八
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と

さ
れ
る
一
般
職
給
与
法
第
十
九
条
の
四
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
職
員
は
、

さ
れ
る
一
般
職
給
与
法
第
十
九
条
の
四
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
職
員
は
、

次
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

次
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
職
員

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
職
員

イ

（
略
）

イ

（
略
）
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ロ

国
際
連
合
派
遣
自
衛
官

（
新
設
）

ハ

（
略
）

ロ

（
略
）

（
期
末
手
当
基
礎
額
の
加
算
）

（
期
末
手
当
基
礎
額
の
加
算
）

第
十
二
条
の
六

（
略
）

第
十
二
条
の
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

期
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
政
令
で
定
め
る
管
理
又
は
監
督
の
地
位
に
あ

３

期
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
政
令
で
定
め
る
管
理
又
は
監
督
の
地
位
に
あ

る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
（
休
職
に
さ
れ
て
い
る
職
員
の
う
ち
法
第
二

る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
（
休
職
に
さ
れ
て
い
る
職
員
の
う
ち
法
第
二

十
三
条
第
一
項
に
該
当
す
る
職
員
以
外
の
職
員
、
国
際
連
合
派
遣
自
衛
官
及

十
三
条
第
一
項
に
該
当
す
る
職
員
以
外
の
職
員
及
び
派
遣
職
員
を
除
く
。
）

び
派
遣
職
員
を
除
く
。
）
と
す
る
。

と
す
る
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

４

（
略
）

４

（
略
）

（
休
職
者
の
給
与
）

（
休
職
者
の
給
与
）

第
十
七
条
の
十

（
略
）

第
十
七
条
の
十

（
略
）

２

国
際
連
合
派
遣
自
衛
官
、
派
遣
職
員
及
び
交
流
派
遣
職
員
に
関
す
る
前
項

２

派
遣
職
員
及
び
交
流
派
遣
職
員
に
関
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
国
際
連
合
、
派
遣
先
の
機
関
又
は

は
、
そ
れ
ぞ
れ
派
遣
先
の
機
関
又
は
派
遣
先
企
業
の
業
務
を
公
務
と
み
な
す

派
遣
先
企
業
の
業
務
を
公
務
と
み
な
す
。

。

３

（
略
）

３

（
略
）

別
表
第
五
（
第
九
条
の
七
関
係
）

別
表
第
五
（
第
九
条
の
七
関
係
）

種

類

支
給
さ
れ
る
職
員
の
範

支

給

額

種

類

支
給
さ
れ
る
職
員
の
範

支

給

額

囲

囲

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

国
際
緊
急
援

自
衛
隊
法
第
八
十
四
条
の

業
務
一
日
に
つ
き
、
次

国
際
緊
急
援

自
衛
隊
法
第
八
十
四
条
の

業
務
一
日
に
つ
き
、
次

助
等
手
当

五
第
二
項
第
三
号
の
規
定

の
業
務
の
区
分
に
応
じ

助
等
手
当

四
第
二
項
第
三
号
の
規
定

の
業
務
の
区
分
に
応
じ
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に
基
づ
き
、
国
際
緊
急
援

て
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め

に
基
づ
き
、
国
際
緊
急
援

て
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め

助
隊
の
派
遣
に
関
す
る
法

る
額

助
隊
の
派
遣
に
関
す
る
法

る
額

律
（
昭
和
六
十
二
年
法
律

国
際
緊
急
援
助
業
務

律
（
昭
和
六
十
二
年
法
律

国
際
緊
急
援
助
業
務

第
九
十
三
号
）
の
規
定
に

四
千
円
を
超
え
な
い
範

第
九
十
三
号
）
の
規
定
に

四
千
円
を
超
え
な
い
範

基
づ
く
国
際
緊
急
援
助
隊

囲
内
で
、
防
衛
大
臣
の

基
づ
く
国
際
緊
急
援
助
隊

囲
内
で
、
防
衛
大
臣
の

の
活
動
が
行
わ
れ
る
海
外

定
め
る
額
（
当
該
業
務

の
活
動
が
行
わ
れ
る
海
外

定
め
る
額
（
当
該
業
務

の
地
域
に
お
い
て
同
法
第

が
心
身
に
著
し
い
負
担

の
地
域
に
お
い
て
同
法
第

が
心
身
に
著
し
い
負
担

三
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ

を
与
え
る
と
防
衛
大
臣

三
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ

を
与
え
る
と
防
衛
大
臣

る
活
動
と
し
て
行
わ
れ
る

が
認
め
る
場
合
に
あ
つ

る
活
動
と
し
て
行
わ
れ
る

が
認
め
る
場
合
に
あ
つ

業
務
（
以
下
「
国
際
緊
急

て
は
、
当
該
額
に
そ
の

業
務
（
以
下
「
国
際
緊
急

て
は
、
当
該
額
に
そ
の

援
助
業
務
」
と
い
う
。
）

百
分
の
五
十
（
現
地
の

援
助
業
務
」
と
い
う
。
）

百
分
の
五
十
（
現
地
の

に
従
事
す
る
職
員
又
は
自

治
安
の
状
況
等
に
よ
り

に
従
事
す
る
職
員
又
は
自

治
安
の
状
況
等
に
よ
り

衛
隊
法
第
八
十
四
条
の
四

当
該
業
務
が
心
身
に
著

衛
隊
法
第
八
十
四
条
の
三

当
該
業
務
が
心
身
に
著

の
規
定
に
基
づ
き
、
海
外

し
い
緊
張
を
与
え
る
と

の
規
定
に
基
づ
き
、
海
外

し
い
緊
張
を
与
え
る
と

の
地
域
に
お
い
て
邦
人
等

防
衛
大
臣
が
認
め
る
場

の
地
域
に
お
い
て
邦
人
等

防
衛
大
臣
が
認
め
る
場

の
輸
送
に
関
す
る
業
務
（

合
に
あ
つ
て
は
、
百
分

の
輸
送
に
関
す
る
業
務
（

合
に
あ
つ
て
は
、
百
分

以
下
「
在
外
邦
人
等
輸
送

の
百
）
に
相
当
す
る
額

以
下
「
在
外
邦
人
等
輸
送

の
百
）
に
相
当
す
る
額

業
務
」
と
い
う
。
）
に
従

を
超
え
な
い
範
囲
内
で

業
務
」
と
い
う
。
）
に
従

を
超
え
な
い
範
囲
内
で

事
す
る
職
員

防
衛
大
臣
の
定
め
る
額

事
す
る
職
員

防
衛
大
臣
の
定
め
る
額

を
加
算
し
た
額
）

を
加
算
し
た
額
）

在
外
邦
人
等
輸
送
業
務

在
外
邦
人
等
輸
送
業
務

七
千
五
百
円
を
超
え

七
千
五
百
円
を
超
え

な
い
範
囲
内
で
、
防
衛

な
い
範
囲
内
で
、
防
衛

大
臣
の
定
め
る
額
（
当

大
臣
の
定
め
る
額
（
当

該
業
務
が
特
に
困
難
な

該
業
務
が
特
に
困
難
な

作
業
で
心
身
に
著
し
い

作
業
で
心
身
に
著
し
い
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負
担
及
び
緊
張
を
与
え

負
担
及
び
緊
張
を
与
え

る
と
防
衛
大
臣
が
認
め

る
と
防
衛
大
臣
が
認
め

る
場
合
に
あ
つ
て
は
当

る
場
合
に
あ
つ
て
は
当

該
額
に
そ
の
百
分
の
五

該
額
に
そ
の
百
分
の
五

十
に
相
当
す
る
額
を
超

十
に
相
当
す
る
額
を
超

え
な
い
範
囲
内
で
防
衛

え
な
い
範
囲
内
で
防
衛

大
臣
の
定
め
る
額
を
加

大
臣
の
定
め
る
額
を
加

算
し
た
額
、
当
該
業
務

算
し
た
額
、
当
該
業
務

（
自
衛
隊
法
第
八
十
四

（
自
衛
隊
法
第
八
十
四

条
の
四
第
三
項
に
規
定

条
の
三
第
三
項
に
規
定

す
る
車
両
に
よ
り
行
う

す
る
車
両
に
よ
り
行
う

輸
送
に
関
す
る
も
の
に

輸
送
に
関
す
る
も
の
に

限
る
。
）
が
極
め
て
困

限
る
。
）
が
極
め
て
困

難
な
作
業
で
心
身
に
著

難
な
作
業
で
心
身
に
著

し
い
負
担
及
び
緊
張
を

し
い
負
担
及
び
緊
張
を

与
え
る
と
防
衛
大
臣
が

与
え
る
と
防
衛
大
臣
が

認
め
る
場
合
に
あ
つ
て

認
め
る
場
合
に
あ
つ
て

は
当
該
額
に
そ
の
百
分

は
当
該
額
に
そ
の
百
分

の
百
に
相
当
す
る
額
を

の
百
に
相
当
す
る
額
を

加
算
し
た
額
）

加
算
し
た
額
）

海
上
警
備
等

（
略
）

（
略
）

海
上
警
備
等

（
略
）

（
略
）

手
当

（
略
）

（
略
）

手
当

（
略
）

（
略
）

自
衛
隊
法
第
九
十
三
条
第

業
務
一
日
に
つ
き
二
千

自
衛
隊
法
第
九
十
三
条
第

業
務
一
日
に
つ
き
二
千

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

円
（
当
該
業
務
が
特
に

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

円
（
当
該
業
務
が
特
に

海
上
保
安
庁
法
第
十
七
条

困
難
な
作
業
で
心
身
に

海
上
保
安
庁
法
第
十
七
条

困
難
な
作
業
で
心
身
に

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立

著
し
い
負
担
及
び
緊
張

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立

著
し
い
負
担
及
び
緊
張
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入
検
査
に
関
す
る
業
務
（

を
与
え
る
と
防
衛
大
臣

入
検
査
に
関
す
る
業
務
（

を
与
え
る
と
防
衛
大
臣

特
別
警
備
業
務
及
び
特
別

が
認
め
る
場
合
に
あ
つ

特
別
警
備
業
務
及
び
特
別

が
認
め
る
場
合
に
あ
つ

警
備
隊
員
輸
送
業
務
を
除

て
は
、
当
該
額
に
そ
の

警
備
隊
員
輸
送
業
務
を
除

て
は
、
当
該
額
に
そ
の

く
。
）
若
し
く
は
海
賊
対

百
分
の
五
十
に
相
当
す

く
。
）
又
は
海
賊
対
処
立

百
分
の
五
十
に
相
当
す

処
立
入
検
査
業
務
（
特
別

る
額
を
加
算
し
た
額
）

入
検
査
業
務
（
特
別
海
賊

る
額
を
加
算
し
た
額
）

海
賊
対
処
業
務
及
び
特
別

対
処
業
務
及
び
特
別
警
備

警
備
隊
員
輸
送
業
務
を
除

隊
員
輸
送
業
務
を
除
く
。

く
。
）
の
う
ち
防
衛
大
臣

）
の
う
ち
防
衛
大
臣
の
定

の
定
め
る
も
の
に
従
事
す

め
る
も
の
に
従
事
す
る
職

る
職
員
又
は
重
要
影
響
事

員
又
は
周
辺
事
態
に
際
し

態
等
に
際
し
て
実
施
す
る

て
実
施
す
る
船
舶
検
査
活

船
舶
検
査
活
動
に
関
す
る

動
に
関
す
る
法
律
（
平
成

法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

十
二
年
法
律
第
百
四
十
五

第
百
四
十
五
号
）
の
規
定

号
）
の
規
定
に
基
づ
く
船

に
基
づ
く
船
舶
検
査
活
動

舶
検
査
活
動
の
う
ち
、
船

の
う
ち
、
船
舶
に
乗
船
し

舶
に
乗
船
し
て
の
検
査
、

て
の
検
査
、
確
認
の
業
務

確
認
の
業
務
に
従
事
す
る

に
従
事
す
る
職
員

職
員

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

備
考

備
考

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）
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○

関
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
号
）
（
第
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
保
税
地
域
外
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
貨
物
）

（
保
税
地
域
外
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
貨
物
）

第
二
十
五
条

法
第
三
十
条
第
一
項
第
三
号
（
外
国
貨
物
を
置
く
場
所
の
制
限

第
二
十
五
条

法
第
三
十
条
第
一
項
第
三
号
（
外
国
貨
物
を
置
く
場
所
の
制
限

）
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
貨
物
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

）
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
貨
物
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
～
七

（
略
）

一
～
七

（
略
）

八

武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上

八

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す

輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
六
号
）
の
規
定

る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
六
号
）
の
規
定
に
よ
り
外
国
軍
用
品

に
よ
り
外
国
軍
用
品
審
判
所
が
留
置
し
、
又
は
保
管
す
る
物
件

審
判
所
が
留
置
し
、
又
は
保
管
す
る
物
件



- 33 -

○

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
三
百
五
十
二
号
）
（
第
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
四
十
三
条

（
略
）

第
四
十
三
条

（
略
）

２

国
の
職
員
に
係
る
法
第
百
四
十
二
条
第
二
項
の
表
第
二
条
第
一
項
第
五
号

２

国
の
職
員
に
係
る
法
第
百
四
十
二
条
第
二
項
の
表
第
二
条
第
一
項
第
五
号

の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
他
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
給
与
の
う
ち
政
令
で
定

の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
他
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
給
与
の
う
ち
政
令
で
定

め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
給
与
と
す
る
。

め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
給
与
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四

二

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四

年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
国
際
平
和
協

年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
国
際
平
和
協

力
手
当

力
手
当

３
～
９

（
略
）

３
～
９

（
略
）
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○

河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
（
第
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
国
の
特
例
）

（
国
の
特
例
）

第
十
六
条
の
十
一

（
略
）

第
十
六
条
の
十
一

（
略
）

２

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
七
十
六
条
第
一
項

２

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
七
十
六
条
第
一
項

（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
又

の
規
定
に
よ
り
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
同
法
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に

は
同
法
第
七
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部

よ
る
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
（
同
法
第
八
条
に
規
定
す
る
部

隊
等
（
同
法
第
八
条
に
規
定
す
る
部
隊
等
を
い
う
。
）
に
つ
い
て
の
第
十
六

隊
等
を
い
う
。
）
に
つ
い
て
の
第
十
六
条
の
八
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

条
の
八
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九

、
自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
の
定
め
る
と

年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

こ
ろ
に
よ
る
。
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○

防
衛
省
職
員
の
災
害
補
償
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
三
百
十
二
号
）
（
第
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
傷
病
補
償
年
金
、
障
害
補
償
又
は
遺
族
補
償
の
特
例
の
適
用
範
囲
）

（
傷
病
補
償
年
金
、
障
害
補
償
又
は
遺
族
補
償
の
特
例
の
適
用
範
囲
）

第
二
条

法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
国
家
公
務
員
災
害
補
償

第
二
条

法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
国
家
公
務
員
災
害
補
償

法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
。
以
下
「
準
用
補
償
法
」
と
い
う

法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
。
以
下
「
準
用
補
償
法
」
と
い
う

。
）
第
二
十
条
の
二
の
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
自
衛
官
と
し
、
同
条
の
政

。
）
第
二
十
条
の
二
の
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
自
衛
官
と
し
、
同
条
の
政

令
で
定
め
る
職
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

令
で
定
め
る
職
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

我
が
国
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
（
次
号
に
お
い
て
「
武
力
攻

一

我
が
国
に
対
す
る
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
（
次
号
に
お
い
て
「
武
力
攻

撃
」
と
い
う
。
）
が
発
生
し
た
事
態
又
は
我
が
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る

撃
」
と
い
う
。
）
が
発
生
し
た
事
態
に
際
し
て
我
が
国
を
防
衛
す
る
た
め

他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
、
こ
れ
に
よ
り
我
が
国
の
存
立
が
脅

に
行
う
武
力
の
行
使

か
さ
れ
、
国
民
の
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
の
権
利
が
根
底
か
ら
覆
さ

れ
る
明
白
な
危
険
が
あ
る
事
態
に
際
し
て
我
が
国
を
防
衛
す
る
た
め
に
行

う
武
力
の
行
使

二
～
六

（
略
）

二
～
六

（
略
）

七

武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上

七

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す

輸
送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
二
条

る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る

第
七
号
に
規
定
す
る
停
船
検
査
又
は
同
条
第
八
号
に
規
定
す
る
回
航
措
置

停
船
検
査
又
は
同
条
第
八
号
に
規
定
す
る
回
航
措
置

八

武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関

八

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
拘

六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
拘
束
又
は
同
法
第
百
五

束
又
は
同
法
第
百
五
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
職
務

十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
職
務

九

自
衛
隊
の
使
用
す
る
武
器
、
弾
薬
、
航
空
機
そ
の
他
の
防
衛
の
用
に
供

九

自
衛
隊
の
使
用
す
る
武
器
、
弾
薬
、
航
空
機
そ
の
他
の
防
衛
の
用
に
供

す
る
物
で
防
衛
大
臣
の
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
武
器
等

す
る
物
で
防
衛
大
臣
の
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
武
器
等

」
と
い
う
。
）
の
防
護
又
は
自
衛
隊
の
施
設
の
う
ち
、
武
器
等
を
保
管
し

」
と
い
う
。
）
の
防
護
又
は
自
衛
隊
の
施
設
の
う
ち
、
武
器
等
を
保
管
し
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、
収
容
し
、
若
し
く
は
整
備
す
る
た
め
の
施
設
設
備
、
営
舎
若
し
く
は
港

、
収
容
し
、
若
し
く
は
整
備
す
る
た
め
の
施
設
設
備
、
営
舎
又
は
港
湾
若

湾
若
し
く
は
飛
行
場
に
係
る
施
設
設
備
が
所
在
す
る
も
の
の
警
護

し
く
は
飛
行
場
に
係
る
施
設
設
備
が
所
在
す
る
も
の
の
警
護

十

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
九
十
五
条
の
二

（
新
設
）

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
警
護

十
一

犯
罪
の
捜
査
、
犯
人
若
し
く
は
被
疑
者
の
逮
捕
、
看
守
若
し
く
は
護

十

犯
罪
の
捜
査
、
犯
人
若
し
く
は
被
疑
者
の
逮
捕
、
看
守
若
し
く
は
護
送

送
又
は
勾
引
状
、
勾
留
状
若
し
く
は
収
容
状
の
執
行

又
は
勾
引
状
、
勾
留
状
若
し
く
は
収
容
状
の
執
行

こ
う

こ
う

十
二

（
略
）

十
一
（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
公
務
で
外
国
旅
行
中
の
職
員
等
に
係
る
傷
病
補
償
年
金
、
障
害
補
償
又
は

（
公
務
で
外
国
旅
行
中
の
職
員
等
に
係
る
傷
病
補
償
年
金
、
障
害
補
償
又
は

遺
族
補
償
の
特
例
）

遺
族
補
償
の
特
例
）

第
三
条

公
務
で
外
国
旅
行
中
の
職
員
が
、
そ
の
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
高

第
三
条

公
務
で
外
国
旅
行
中
の
職
員
が
、
そ
の
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
高

度
の
危
険
が
予
測
さ
れ
る
状
況
の
下
に
お
い
て
、
重
要
影
響
事
態
に
際
し
て

度
の
危
険
が
予
測
さ
れ
る
状
況
の
下
に
お
い
て
、
海
賊
行
為
の
処
罰
及
び
海

我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成

賊
行
為
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十
五
号
）
第

十
一
年
法
律
第
六
十
号
）
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
後
方
支
援
活

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
海
賊
対
処
行
動
に
従
事
し
、
そ
の
た
め
公
務
上

動
若
し
く
は
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
捜
索
救
助
活
動
、
重
要
影
響
事
態
等

の
災
害
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
当
該
災
害
に
係
る
傷
病
補
償
年
金
、
障
害

に
際
し
て
実
施
す
る
船
舶
検
査
活
動
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第

補
償
又
は
遺
族
補
償
（
船
員
法
第
一
条
に
規
定
す
る
船
員
で
あ
る
海
上
自
衛

百
四
十
五
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
船
舶
検
査
活
動
、
海
賊
行
為
の
処
罰
及

官
に
係
る
遺
族
補
償
一
時
金
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
準
用
補
償
法
第
十

び
海
賊
行
為
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十
五
号

二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
額
、
準
用
補
償
法
第
十
三
条
第
三
項
若
し

）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
海
賊
対
処
行
動
若
し
く
は
国
際
平
和
共
同

く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
額
、
準
用
補
償
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に

対
処
事
態
に
際
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
諸
外
国
の
軍
隊
等
に
対
す
る
協
力

よ
る
額
又
は
準
用
補
償
法
第
十
七
条
の
六
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、

支
援
活
動
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
三
条

そ
れ
ぞ
れ
当
該
額
に
百
分
の
五
十
（
傷
病
補
償
年
金
の
う
ち
、
準
用
補
償
法

第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
協
力
支
援
活
動
若
し
く
は
同
項
第
三
号
に
規
定

第
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
第
一
級
の
傷
病
等
級
に
該

す
る
捜
索
救
助
活
動
に
従
事
し
、
そ
の
た
め
公
務
上
の
災
害
を
受
け
た
場
合

当
す
る
障
害
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
百
分
の
四
十
、
同
号
の
政
令
で
定
め

又
は
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四

る
第
二
級
の
傷
病
等
級
に
該
当
す
る
障
害
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
百
分
の

年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
自

四
十
五
、
障
害
補
償
の
う
ち
、
準
用
補
償
法
第
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
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衛
官
と
し
て
同
法
第
二
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
国
際
機
関
等
に
派
遣
さ

第
一
級
の
障
害
等
級
に
該
当
す
る
障
害
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
百
分
の
四

れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
百
二
十

十
、
同
項
に
規
定
す
る
第
二
級
の
障
害
等
級
に
該
当
す
る
障
害
に
係
る
も
の

二
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
務
と
み
な
さ
れ
る
国
際
連
合
の
業

に
あ
つ
て
は
百
分
の
四
十
五
）
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

務
に
従
事
し
、
そ
の
た
め
業
務
上
の
災
害
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら

の
災
害
に
係
る
傷
病
補
償
年
金
、
障
害
補
償
又
は
遺
族
補
償
（
船
員
法
第
一

条
に
規
定
す
る
船
員
で
あ
る
海
上
自
衛
官
に
係
る
遺
族
補
償
一
時
金
を
除
く

。
）
に
つ
い
て
は
、
準
用
補
償
法
第
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
額

、
準
用
補
償
法
第
十
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
額
、
準

用
補
償
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
額
又
は
準
用
補
償
法
第
十
七
条

の
六
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
額
に
百
分
の
五
十
（

傷
病
補
償
年
金
の
う
ち
、
準
用
補
償
法
第
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
政

令
で
定
め
る
第
一
級
の
傷
病
等
級
に
該
当
す
る
障
害
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て

は
百
分
の
四
十
、
同
号
の
政
令
で
定
め
る
第
二
級
の
傷
病
等
級
に
該
当
す
る

障
害
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
百
分
の
四
十
五
、
障
害
補
償
の
う
ち
、
準
用

補
償
法
第
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
第
一
級
の
障
害
等
級
に
該
当
す
る
障

害
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
百
分
の
四
十
、
同
項
に
規
定
す
る
第
二
級
の
障

害
等
級
に
該
当
す
る
障
害
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
百
分
の
四
十
五
）
を
乗

じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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○

国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
四
百
三
十
八
号
）
（
第
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
派
遣
か
ら
除
外
す
る
職
員
）

（
派
遣
か
ら
除
外
す
る
職
員
）

第
一
条

国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法

第
一
条

国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法

律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

一
～
八

（
略
）

一
～
八

（
略
）

九

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四

（
新
設
）

年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
て

い
る
自
衛
官

十

（
略
）

九

（
略
）

（
派
遣
先
機
関
等
）

（
派
遣
先
機
関
等
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

法
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
国
際
連
合
事
務

２

法
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
国
際
連
合
事
務

局
の
内
部
部
局
は
、
平
和
維
持
活
動
局
及
び
フ
ィ
ー
ル
ド
支
援
局
と
す
る
。

局
の
内
部
部
局
は
、
平
和
維
持
活
動
局
と
す
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）
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○

防
衛
省
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
三
百
八
十
八
号
）
（
第
十
六
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
交
流
派
遣
除
外
職
員
）

（
交
流
派
遣
除
外
職
員
）

第
一
条

国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」

第
一
条

国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
条
第
三
項
に

と
い
う
。
）
第
二
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
条
第
三
項
に

規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

一
～
八

（
略
）

一
～
八

（
略
）

九

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四

（
新
設
）

年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
て

い
る
自
衛
官

十

（
略
）

九

（
略
）
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○

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十
五
号
）
（
第
十
七
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
国
民
の
保
護
に
関
す
る
計
画
等
の
軽
微
な
変
更
）

（
国
民
の
保
護
に
関
す
る
計
画
等
の
軽
微
な
変
更
）

第
五
条

法
第
三
十
三
条
第
七
項
た
だ
し
書
、
第
三
十
四
条
第
八
項
た
だ
し
書

第
五
条

法
第
三
十
三
条
第
七
項
た
だ
し
書
、
第
三
十
四
条
第
八
項
た
だ
し
書

、
第
三
十
五
条
第
八
項
た
だ
し
書
及
び
第
三
十
六
条
第
七
項
た
だ
し
書
の
政

、
第
三
十
五
条
第
八
項
た
だ
し
書
及
び
第
三
十
六
条
第
七
項
た
だ
し
書
の
政

令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

指
定
行
政
機
関
（
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我

二

指
定
行
政
機
関
（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立

が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律

並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律

（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
九
号
。
以
下
「
事
態
対
処
法
」
と
い
う
。
）

第
七
十
九
号
。
以
下
「
事
態
対
処
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
四
号
の
指

第
二
条
第
五
号
の
指
定
行
政
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
指
定
地
方

定
行
政
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
指
定
地
方
行
政
機
関
（
同
条
第

行
政
機
関
（
同
条
第
六
号
の
指
定
地
方
行
政
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

五
号
の
指
定
地
方
行
政
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
都
道
府
県
、
市

）
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
指
定
公
共
機
関
（
同
条
第
七
号
の
指
定
公
共

町
村
、
指
定
公
共
機
関
（
同
条
第
六
号
の
指
定
公
共
機
関
を
い
う
。
以
下

機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
指
定
地
方
公
共
機
関
（
法
第
二
条
第
二

同
じ
。
）
、
指
定
地
方
公
共
機
関
（
法
第
二
条
第
二
項
の
指
定
地
方
公
共

項
の
指
定
地
方
公
共
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
そ
の
他
の
関
係
機
関

機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
そ
の
他
の
関
係
機
関
又
は
そ
の
組
織
の
名

又
は
そ
の
組
織
の
名
称
又
は
所
在
地
の
変
更
に
伴
う
変
更

称
又
は
所
在
地
の
変
更
に
伴
う
変
更

三

（
略
）

三

（
略
）

（
危
険
物
質
等
に
係
る
武
力
攻
撃
災
害
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
に
講
ず
べ
き

（
危
険
物
質
等
に
係
る
武
力
攻
撃
災
害
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
に
講
ず
べ
き

措
置
）

措
置
）

第
二
十
九
条

法
第
百
三
条
第
三
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

第
二
十
九
条

法
第
百
三
条
第
三
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
政
令
で
定
め
る
区
分
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
物
質
の

を
含
む
。
）
の
政
令
で
定
め
る
区
分
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
物
質
の

種
類
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
定
め
る
区
分
と
し
、
同
項
の
政
令
で

種
類
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
定
め
る
区
分
と
し
、
同
項
の
政
令
で
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定
め
る
措
置
は
、
当
該
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
措

定
め
る
措
置
は
、
当
該
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
措

置
と
す
る
。

置
と
す
る
。

物
質
の
種
類

区
分

措
置

物
質
の
種
類

区
分

措
置

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

備
考

こ
の
表
の
下
欄
に
定
め
る
措
置
に
は
、
指
定
行
政
機
関
及
び
地

備
考

こ
の
表
の
下
欄
に
定
め
る
措
置
に
は
、
指
定
行
政
機
関
及
び
地

方
公
共
団
体
が
事
態
対
処
法
第
二
条
第
八
号
の
対
処
措
置
の
用
に
供

方
公
共
団
体
が
事
態
対
処
法
第
二
条
第
七
号
の
対
処
措
置
の
用
に
供

す
る
危
険
物
質
等
に
係
る
措
置
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

す
る
危
険
物
質
等
に
係
る
措
置
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
五
十
二
条

第
一
条
か
ら
第
四
条
ま
で
、
第
六
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
、

第
五
十
二
条

第
一
条
か
ら
第
四
条
ま
で
、
第
六
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
、

第
三
十
七
条
か
ら
第
四
十
四
条
ま
で
、
第
四
十
五
条
第
二
項
、
第
四
十
六
条

第
三
十
七
条
か
ら
第
四
十
四
条
ま
で
、
第
四
十
五
条
第
二
項
、
第
四
十
六
条

第
三
項
及
び
第
四
十
七
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
百
七
十
二
条
第

第
三
項
及
び
第
四
十
七
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
百
七
十
二
条
第

一
項
の
緊
急
対
処
事
態
及
び
緊
急
対
処
保
護
措
置
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

一
項
の
緊
急
対
処
事
態
及
び
緊
急
対
処
保
護
措
置
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ

の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ

る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と

る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
二
十
九
条

（
略
）

（
略
）

第
二
十
九
条

（
略
）

（
略
）

事
態
対
処
法
第
二
条

事
態
対
処
法
第
二
十
二

事
態
対
処
法
第
二
条

事
態
対
処
法
第
二
十
五

第
八
号
の
対
処
措
置

条
第
三
項
の
緊
急
対
処

第
七
号
の
対
処
措
置

条
第
三
項
の
緊
急
対
処



- 42 -

措
置

措
置

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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○

平
成
三
十
二
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
二
百
五
十
六
号
）
（
第

十
八
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
職
員
等
）

（
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
職
員
等
）

第
六
条

法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に

第
六
条

法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に

掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四

（
新
設
）

年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
て

い
る
自
衛
官

七
～
九

（
略
）

六
～
八

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
七
項
に
規
定

（
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
七
項
に
規
定

す
る
派
遣
職
員
に
関
す
る
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

す
る
派
遣
職
員
に
関
す
る
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

等
の
特
例
）

等
の
特
例
）

第
七
条

法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
七
項
に

第
七
条

法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
七
項
に

規
定
す
る
派
遣
職
員
に
関
す
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
政
令
の
適
用
に

規
定
す
る
派
遣
職
員
に
関
す
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
政
令
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字

つ
い
て
は
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字

句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
一
欄

第
二
欄

第
三
欄

第
四
欄

第
一
欄

第
二
欄

第
三
欄

第
四
欄

防
衛
省
の

（
略
）

（
略
）

（
略
）

防
衛
省
の

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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職
員
の
給

（
略
）

（
略
）

職
員
の
給

（
略
）

（
略
）

与
等
に
関

（
略
）

（
略
）

（
略
）

与
等
に
関

（
略
）

（
略
）

（
略
）

す
る
法
律

（
略
）

（
略
）

す
る
法
律

（
略
）

（
略
）

施
行
令
（

（
略
）

（
略
）

施
行
令
（

（
略
）

（
略
）

昭
和
二
十

（
略
）

（
略
）

昭
和
二
十

（
略
）

（
略
）

七
年
政
令

（
略
）

（
略
）

（
略
）

七
年
政
令

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
三
百
六

（
略
）

（
略
）

第
三
百
六

（
略
）

（
略
）

十
八
号
）

第
十
二
条
の

派
遣
職
員

派
遣
職
員
又
は
組
織
委
員
会

十
八
号
）

第
十
二
条
の

派
遣
職
員

派
遣
職
員
又
は
組
織
委
員
会

五
第
五
号
ハ

派
遣
職
員

五
第
五
号
ロ

派
遣
職
員

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

国
際
機
関

第
一
条

十

国
と
民

十

国
と
民
間
企
業
と
の
間

国
際
機
関

第
一
条

九

国
と
民

九

国
と
民
間
企
業
と
の
間

等
に
派
遣

間
企
業
と

の
人
事
交
流
に
関
す
る
法

等
に
派
遣

間
企
業
と

の
人
事
交
流
に
関
す
る
法

さ
れ
る
防

の
間
の
人

律
（
平
成
十
一
年
法
律
第

さ
れ
る
防

の
間
の
人

律
（
平
成
十
一
年
法
律
第

衛
省
の
職

事
交
流
に

二
百
二
十
四
号
）
第
二
十

衛
省
の
職

事
交
流
に

二
百
二
十
四
号
）
第
二
十

員
の
処
遇

関
す
る
法

四
条
第
一
項
に
お
い
て
準

員
の
処
遇

関
す
る
法

四
条
第
一
項
に
お
い
て
準

等
に
関
す

律
（
平
成

用
す
る
同
法
第
七
条
第
一

等
に
関
す

律
（
平
成

用
す
る
同
法
第
七
条
第
一

る
法
律
施

十
一
年
法

項
の
規
定
に
よ
り
交
流
派

る
法
律
施

十
一
年
法

項
の
規
定
に
よ
り
交
流
派

行
令
（
平

律
第
二
百

遣
さ
れ
て
い
る
職
員

行
令
（
平

律
第
二
百

遣
さ
れ
て
い
る
職
員

成
七
年
政

二
十
四
号

十
一

平
成
三
十
二
年
東
京

成
七
年
政

二
十
四
号

十

平
成
三
十
二
年
東
京
オ

令
第
四
百

）
第
二
十

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

令
第
四
百

）
第
二
十

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・

三
十
八
号

四
条
第
一

・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

三
十
八
号

四
条
第
一

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

）

項
に
お
い

競
技
大
会
特
別
措
置
法
（

）

項
に
お
い

技
大
会
特
別
措
置
法
（
平
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て
準
用
す

平
成
二
十
七
年
法
律
第
三

て
準
用
す

成
二
十
七
年
法
律
第
三
十

る
同
法
第

十
三
号
）
第
二
十
七
条
第

る
同
法
第

三
号
）
第
二
十
七
条
第
一

七
条
第
一

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

七
条
第
一

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

項
の
規
定

同
法
第
十
七
条
第
一
項
の

項
の
規
定

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規

に
よ
り
交

規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
て

に
よ
り
交

定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
て
い

流
派
遣
さ

い
る
職
員

流
派
遣
さ

る
職
員

れ
て
い
る

れ
て
い
る

職
員

職
員

防
衛
省
と

第
一
条

十

国
際
機

十

国
際
機
関
等
に
派
遣
さ

防
衛
省
と

第
一
条

九

国
際
機

九

国
際
機
関
等
に
派
遣
さ

民
間
企
業

関
等
に
派

れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処

民
間
企
業

関
等
に
派

れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処

と
の
間
の

遣
さ
れ
る

遇
等
に
関
す
る
法
律
（
平

と
の
間
の

遣
さ
れ
る

遇
等
に
関
す
る
法
律
（
平

人
事
交
流

防
衛
省
の

成
七
年
法
律
第
百
二
十
二

人
事
交
流

防
衛
省
の

成
七
年
法
律
第
百
二
十
二

に
関
す
る

職
員
の
処

号
）
第
二
条
第
一
項
の
規

に
関
す
る

職
員
の
処

号
）
第
二
条
第
一
項
の
規

政
令
（
平

遇
等
に
関

定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
て
い

政
令
（
平

遇
等
に
関

定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
て
い

成
十
二
年

す
る
法
律

る
職
員

成
十
二
年

す
る
法
律

る
職
員

政
令
第
三

（
平
成
七

十
一

平
成
三
十
二
年
東
京

政
令
第
三

（
平
成
七

十

平
成
三
十
二
年
東
京
オ

百
八
十
八

年
法
律
第

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

百
八
十
八

年
法
律
第

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・

号
）

百
二
十
二

・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

号
）

百
二
十
二

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

号
）
第
二

競
技
大
会
特
別
措
置
法
（

号
）
第
二

技
大
会
特
別
措
置
法
（
平

条
第
一
項

平
成
二
十
七
年
法
律
第
三

条
第
一
項

成
二
十
七
年
法
律
第
三
十

の
規
定
に

十
三
号
）
第
二
十
七
条
第

の
規
定
に

三
号
）
第
二
十
七
条
第
一

よ
り
派
遣

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

よ
り
派
遣

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

さ
れ
て
い

同
法
第
十
七
条
第
一
項
の

さ
れ
て
い

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規

る
職
員

規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
て

る
職
員

定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
て
い

い
る
職
員

る
職
員
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○

平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
二
百
五
十
八
号
）
（
第
十
九
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
職
員
等
）

（
法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
職
員
等
）

第
五
条

法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲

第
五
条

法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲

げ
る
職
員
と
す
る
。

げ
る
職
員
と
す
る
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四

（
新
設
）

年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
て

い
る
自
衛
官

七
～
九

（
略
）

六
～
八

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
法
第
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
条
第
七
項
に
規
定
す
る

（
法
第
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
条
第
七
項
に
規
定
す
る

派
遣
職
員
に
関
す
る
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
等
の

派
遣
職
員
に
関
す
る
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
等
の

特
例
）

特
例
）

第
六
条

法
第
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
条
第
七
項
に
規
定

第
六
条

法
第
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
条
第
七
項
に
規
定

す
る
派
遣
職
員
に
関
す
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
政
令
の
適
用
に
つ
い

す
る
派
遣
職
員
に
関
す
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
政
令
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
は

て
は
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
は

、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
一
欄

第
二
欄

第
三
欄

第
四
欄

第
一
欄

第
二
欄

第
三
欄

第
四
欄

防
衛
省
の

（
略
）

（
略
）

（
略
）

防
衛
省
の

（
略
）

（
略
）

（
略
）

職
員
の
給

（
略
）

（
略
）

職
員
の
給

（
略
）

（
略
）
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与
等
に
関

（
略
）

（
略
）

（
略
）

与
等
に
関

（
略
）

（
略
）

（
略
）

す
る
法
律

（
略
）

（
略
）

す
る
法
律

（
略
）

（
略
）

施
行
令
（

（
略
）

（
略
）

施
行
令
（

（
略
）

（
略
）

昭
和
二
十

（
略
）

（
略
）

昭
和
二
十

（
略
）

（
略
）

七
年
政
令

（
略
）

（
略
）

（
略
）

七
年
政
令

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
三
百
六

（
略
）

（
略
）

第
三
百
六

（
略
）

（
略
）

十
八
号
）

第
十
二
条
の

派
遣
職
員

派
遣
職
員
又
は
組
織
委
員
会

十
八
号
）

第
十
二
条
の

派
遣
職
員

派
遣
職
員
又
は
組
織
委
員
会

五
第
五
号
ハ

派
遣
職
員

五
第
五
号
ロ

派
遣
職
員

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

国
際
機
関

第
一
条

十

国
と
民

十

国
と
民
間
企
業
と
の
間

国
際
機
関

第
一
条

九

国
と
民

九

国
と
民
間
企
業
と
の
間

等
に
派
遣

間
企
業
と

の
人
事
交
流
に
関
す
る
法

等
に
派
遣

間
企
業
と

の
人
事
交
流
に
関
す
る
法

さ
れ
る
防

の
間
の
人

律
（
平
成
十
一
年
法
律
第

さ
れ
る
防

の
間
の
人

律
（
平
成
十
一
年
法
律
第

衛
省
の
職

事
交
流
に

二
百
二
十
四
号
）
第
二
十

衛
省
の
職

事
交
流
に

二
百
二
十
四
号
）
第
二
十

員
の
処
遇

関
す
る
法

四
条
第
一
項
に
お
い
て
準

員
の
処
遇

関
す
る
法

四
条
第
一
項
に
お
い
て
準

等
に
関
す

律
（
平
成

用
す
る
同
法
第
七
条
第
一

等
に
関
す

律
（
平
成

用
す
る
同
法
第
七
条
第
一

る
法
律
施

十
一
年
法

項
の
規
定
に
よ
り
交
流
派

る
法
律
施

十
一
年
法

項
の
規
定
に
よ
り
交
流
派

行
令
（
平

律
第
二
百

遣
さ
れ
て
い
る
職
員

行
令
（
平

律
第
二
百

遣
さ
れ
て
い
る
職
員

成
七
年
政

二
十
四
号

十
一

平
成
三
十
一
年
ラ
グ

成
七
年
政

二
十
四
号

十

平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ

令
第
四
百

）
第
二
十

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大

令
第
四
百

）
第
二
十

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会

三
十
八
号

四
条
第
一

会
特
別
措
置
法
（
平
成
二

三
十
八
号

四
条
第
一

特
別
措
置
法
（
平
成
二
十

）

項
に
お
い

十
七
年
法
律
第
三
十
四
号

）

項
に
お
い

七
年
法
律
第
三
十
四
号
）

て
準
用
す

）
第
十
四
条
第
一
項
に
お

て
準
用
す

第
十
四
条
第
一
項
に
お
い
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る
同
法
第

い
て
準
用
す
る
同
法
第
四

る
同
法
第

て
準
用
す
る
同
法
第
四
条

七
条
第
一

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

七
条
第
一

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派

項
の
規
定

派
遣
さ
れ
て
い
る
職
員

項
の
規
定

遣
さ
れ
て
い
る
職
員

に
よ
り
交

に
よ
り
交

流
派
遣
さ

流
派
遣
さ

れ
て
い
る

れ
て
い
る

職
員

職
員

防
衛
省
と

第
一
条

十

国
際
機

十

国
際
機
関
等
に
派
遣
さ

防
衛
省
と

第
一
条

九

国
際
機

九

国
際
機
関
等
に
派
遣
さ

民
間
企
業

関
等
に
派

れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処

民
間
企
業

関
等
に
派

れ
る
防
衛
省
の
職
員
の
処

と
の
間
の

遣
さ
れ
る

遇
等
に
関
す
る
法
律
（
平

と
の
間
の

遣
さ
れ
る

遇
等
に
関
す
る
法
律
（
平

人
事
交
流

防
衛
省
の

成
七
年
法
律
第
百
二
十
二

人
事
交
流

防
衛
省
の

成
七
年
法
律
第
百
二
十
二

に
関
す
る

職
員
の
処

号
）
第
二
条
第
一
項
の
規

に
関
す
る

職
員
の
処

号
）
第
二
条
第
一
項
の
規

政
令
（
平

遇
等
に
関

定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
て
い

政
令
（
平

遇
等
に
関

定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
て
い

成
十
二
年

す
る
法
律

る
職
員

成
十
二
年

す
る
法
律

る
職
員

政
令
第
三

（
平
成
七

十
一

平
成
三
十
一
年
ラ
グ

政
令
第
三

（
平
成
七

十

平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ

百
八
十
八

年
法
律
第

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大

百
八
十
八

年
法
律
第

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会

号
）

百
二
十
二

会
特
別
措
置
法
（
平
成
二

号
）

百
二
十
二

特
別
措
置
法
（
平
成
二
十

号
）
第
二

十
七
年
法
律
第
三
十
四
号

号
）
第
二

七
年
法
律
第
三
十
四
号
）

条
第
一
項

）
第
十
四
条
第
一
項
に
お

条
第
一
項

第
十
四
条
第
一
項
に
お
い

の
規
定
に

い
て
準
用
す
る
同
法
第
四

の
規
定
に

て
準
用
す
る
同
法
第
四
条

よ
り
派
遣

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

よ
り
派
遣

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派

さ
れ
て
い

派
遣
さ
れ
て
い
る
職
員

さ
れ
て
い

遣
さ
れ
て
い
る
職
員

る
職
員

る
職
員
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○

防
衛
省
組
織
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
八
号
）
（
第
二
十
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
地
方
協
力
局
の
所
掌
事
務
）

（
地
方
協
力
局
の
所
掌
事
務
）

第
九
条

地
方
協
力
局
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
九
条

地
方
協
力
局
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
～
十
四

（
略
）

一
～
十
四

（
略
）

十
五

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

十
五

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
行
動
に
伴

等
の
軍
隊
の
行
動
に
伴
い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平

い
我
が
国
が
実
施
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十

成
十
六
年
法
律
第
百
十
三
号
。
第
四
十
五
条
第
四
号
に
お
い
て
「
米
軍
等

三
号
。
第
四
十
五
条
第
四
号
に
お
い
て
「
米
軍
行
動
関
連
措
置
法
」
と
い

行
動
関
連
措
置
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
損
失

う
。
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
損
失
の
補
償
に
関
す
る
こ
と
。

の
補
償
に
関
す
る
こ
と
。

十
六
～
十
九

（
略
）

十
六
～
十
九

（
略
）

（
防
衛
政
策
課
の
所
掌
事
務
）

（
防
衛
政
策
課
の
所
掌
事
務
）

第
十
九
条

防
衛
政
策
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
十
九
条

防
衛
政
策
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独

三

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国

立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法

民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第

律
第
七
十
九
号
）
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
対
処
基
本
方
針
及
び
同
法

九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
対
処
基
本
方
針
及
び
同
法
第
二
十
五
条
第
一
項

第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
緊
急
対
処
事
態
対
処
方
針
に
係
る
防
衛

に
規
定
す
る
緊
急
対
処
事
態
対
処
方
針
に
係
る
防
衛
省
の
所
掌
事
務
に
関

省
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

す
る
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

四
～
六

（
略
）

四
～
六

（
略
）

（
補
償
課
の
所
掌
事
務
）

（
補
償
課
の
所
掌
事
務
）
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第
四
十
五
条

補
償
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
四
十
五
条

補
償
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

米
軍
等
行
動
関
連
措
置
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
損
失
の
補

四

米
軍
行
動
関
連
措
置
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
損
失
の
補
償

償
に
関
す
る
こ
と
。

に
関
す
る
こ
と
。

五
～
十

（
略
）

五
～
十

（
略
）

（
運
用
第
一
課
）

（
運
用
第
一
課
）

第
六
十
条

運
用
第
一
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
六
十
条

運
用
第
一
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独

二

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国

立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
八
号
に

民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
対
処
措
置

規
定
す
る
対
処
措
置
又
は
同
法
第
二
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
緊
急
対

又
は
同
法
第
二
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
緊
急
対
処
措
置
に
係
る
行
動

処
措
置
に
係
る
行
動
に
関
す
る
こ
と
。

に
関
す
る
こ
と
。

三

重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め

三

周
辺
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措

の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
六
十
号
）
第
二
条
第
一
項

置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
六
十
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規

に
規
定
す
る
対
応
措
置
に
係
る
行
動
に
関
す
る
こ
と
。

定
す
る
対
応
措
置
に
係
る
行
動
に
関
す
る
こ
と
。

四
～
七

（
略
）

四
～
七

（
略
）
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○

学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
六
十
九
号
）
（
附
則
第
二
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
助
教
授
の
在
職
に
関
す
る
経
過
措
置
）

（
助
教
授
の
在
職
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
の
適
用
に

２

こ
の
政
令
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
お
け
る
助
教
授
と
し
て
の
在
職
は
、
准

つ
い
て
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
お
け
る
助
教
授
と
し
て
の
在
職
は
、
准

教
授
と
し
て
の
在
職
と
み
な
す
。

教
授
と
し
て
の
在
職
と
み
な
す
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

（
削
る
）

四

武
力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸
送
の
規
制
に
関
す

る
法
律
施
行
令
第
一
条

（
指
定
都
市
の
設
置
す
る
高
等
学
校
の
定
時
制
課
程
の
校
長
等
に
係
る
退
職

年
金
及
び
退
職
一
時
金
の
基
礎
と
な
る
べ
き
在
職
期
間
の
通
算
等
の
経
過
措

置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

３

武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
外
国
軍
用
品
等
の
海
上
輸

３

指
定
都
市
の
設
置
す
る
高
等
学
校
の
定
時
制
課
程
の
校
長
等
に
係
る
退
職

送
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
九
十
二
号
）

年
金
及
び
退
職
一
時
金
の
基
礎
と
な
る
べ
き
在
職
期
間
の
通
算
等
の
経
過
措

第
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
お
け
る
助
教

置
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

授
と
し
て
の
在
職
は
、
准
教
授
と
し
て
の
在
職
と
み
な
す
。

う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
一
項
及
び
第
十
条
中
「
及
び
第
十
七
号
」
を
「
、
第
十
七
号
及

び
第
十
八
号
」
に
改
め
、
「
第
百
七
十
四
条
の
五
十
第
二
項
第
一
号
」
の
下

に
「
及
び
第
三
号
」
を
加
え
る
。
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○

復
興
庁
組
織
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
二
十
二
号
）
（
附
則
第
三
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
他
の
政
令
の
適
用
の
特
例
）

（
他
の
政
令
の
適
用
の
特
例
）

第
七
条

復
興
庁
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲

第
七
条

復
興
庁
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲

げ
る
政
令
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
欄
に
掲
げ
る
政
令
の
同
表
の
第

げ
る
政
令
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
欄
に
掲
げ
る
政
令
の
同
表
の
第

二
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

二
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

の
第
四
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

の
第
四
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

武
力
攻
撃
事
態

第
一
条
第
二
号

内
閣
府
を
除
く

内
閣
府
及
び
復

武
力
攻
撃
事
態

第
一
条
第
二
号

内
閣
府
を
除
く

内
閣
府
及
び
復

及
び
存
立
危
機

。
）
、
内
閣
府

興
庁
を
除
く
。

に
お
け
る
外
国

。
）
、
内
閣
府

興
庁
を
除
く
。

事
態
に
お
け
る

）
、
内
閣
府
、

軍
用
品
等
の
海

）
、
内
閣
府
、

外
国
軍
用
品
等

復
興
庁

上
輸
送
の
規
制

復
興
庁

の
海
上
輸
送
の

に
関
す
る
法
律

規
制
に
関
す
る

施
行
令
（
平
成

法
律
施
行
令
（

十
六
年
政
令
第

平
成
十
六
年
政

三
百
九
十
二
号

令
第
三
百
九
十

）

二
号
）
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（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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○

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す

る
政
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
四
百
四
十
四
号
）
（
附
則
第
四
条
第
一
号
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立

（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民

並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と

第
七
条

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び

独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十

国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
二
百
五

五
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
略
）

（
略
）
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○

国
立
研
究
開
発
法
人
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二

十
八
年
政
令
第
十
三
号
）
（
附
則
第
四
条
第
二
号
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立

（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民

並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和

第
十
二
条

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及

と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成

び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
二
百

十
五
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
略
）

（
略
）
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○

電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
八
年
政
令
第
四
十
三
号
）
（
附

則
第
四
条
第
三
号
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立

（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民

並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
七
条

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平

第
二
十
七
条

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国

和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平

及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
二

成
十
五
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
略
）

（
略
）
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○

独
立
行
政
法
人
に
係
る
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
国
土
交
通
省
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関

す
る
政
令
（
平
成
二
十
八
年
政
令
第
五
十
七
号
）
（
附
則
第
四
条
第
四
号
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立

（
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民

並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和

第
十
八
条

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及

と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成

び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
二
百

十
五
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
略
）

（
略
）



国の存立を全うし、国民を守るための切れ目のない安全保障法 

制の整備について 

 

平成２６年７月１日 

国家安全保障会議決定  

閣 議 決 定   
 

 

我が国は、戦後一貫して日本国憲法の下で平和国家として歩んできた。専

守防衛に徹し、他国に脅威を与えるような軍事大国とはならず、非核三原則

を守るとの基本方針を堅持しつつ、国民の営々とした努力により経済大国と

して栄え、安定して豊かな国民生活を築いてきた。また、我が国は、平和国

家としての立場から、国際連合憲章を遵守しながら、国際社会や国際連合を

始めとする国際機関と連携し、それらの活動に積極的に寄与している。こう

した我が国の平和国家としての歩みは、国際社会において高い評価と尊敬を

勝ち得てきており、これをより確固たるものにしなければならない。 

 

一方、日本国憲法の施行から 67 年となる今日までの間に、我が国を取り

巻く安全保障環境は根本的に変容するとともに、更に変化し続け、我が国は

複雑かつ重大な国家安全保障上の課題に直面している。国際連合憲章が理想

として掲げたいわゆる正規の「国連軍」は実現のめどが立っていないことに

加え、冷戦終結後の四半世紀だけをとっても、グローバルなパワーバランス

の変化、技術革新の急速な進展、大量破壊兵器や弾道ミサイルの開発及び拡

散、国際テロなどの脅威により、アジア太平洋地域において問題や緊張が生

み出されるとともに、脅威が世界のどの地域において発生しても、我が国の

安全保障に直接的な影響を及ぼし得る状況になっている。さらに、近年で

は、海洋、宇宙空間、サイバー空間に対する自由なアクセス及びその活用を

妨げるリスクが拡散し深刻化している。もはや、どの国も一国のみで平和を

守ることはできず、国際社会もまた、我が国がその国力にふさわしい形で一

層積極的な役割を果たすことを期待している。 

 

政府の最も重要な責務は、我が国の平和と安全を維持し、その存立を全う

するとともに、国民の命を守ることである。我が国を取り巻く安全保障環境

の変化に対応し、政府としての責務を果たすためには、まず、十分な体制を

もって力強い外交を推進することにより、安定しかつ見通しがつきやすい国

際環境を創出し、脅威の出現を未然に防ぐとともに、国際法にのっとって行

            



動し、法の支配を重視することにより、紛争の平和的な解決を図らなければ

ならない。 

 

さらに、我が国自身の防衛力を適切に整備、維持、運用し、同盟国である

米国との相互協力を強化するとともに、域内外のパートナーとの信頼及び協

力関係を深めることが重要である。特に、我が国の安全及びアジア太平洋地

域の平和と安定のために、日米安全保障体制の実効性を一層高め、日米同盟

の抑止力を向上させることにより、武力紛争を未然に回避し、我が国に脅威

が及ぶことを防止することが必要不可欠である。その上で、いかなる事態に

おいても国民の命と平和な暮らしを断固として守り抜くとともに、国際協調

主義に基づく「積極的平和主義」の下、国際社会の平和と安定にこれまで以

上に積極的に貢献するためには、切れ目のない対応を可能とする国内法制を

整備しなければならない。 

 

５月 15 日に「安全保障の法的基盤の再構築に関する懇談会」から報告書

が提出され、同日に安倍内閣総理大臣が記者会見で表明した基本的方向性に

基づき、これまで与党において協議を重ね、政府としても検討を進めてき

た。今般、与党協議の結果に基づき、政府として、以下の基本方針に従っ

て、国民の命と平和な暮らしを守り抜くために必要な国内法制を速やかに整

備することとする。 

 

１ 武力攻撃に至らない侵害への対処 

 

（１）我が国を取り巻く安全保障環境が厳しさを増していることを考慮すれ

ば、純然たる平時でも有事でもない事態が生じやすく、これにより更に

重大な事態に至りかねないリスクを有している。こうした武力攻撃に至

らない侵害に際し、警察機関と自衛隊を含む関係機関が基本的な役割分

担を前提として、より緊密に協力し、いかなる不法行為に対しても切れ

目のない十分な対応を確保するための態勢を整備することが一層重要な

課題となっている。 

 

（２）具体的には、こうした様々な不法行為に対処するため、警察や海上保

安庁などの関係機関が、それぞれの任務と権限に応じて緊密に協力して

対応するとの基本方針の下、各々の対応能力を向上させ、情報共有を含

む連携を強化し、具体的な対応要領の検討や整備を行い、命令発出手続

を迅速化するとともに、各種の演習や訓練を充実させるなど、各般の分

            



野における必要な取組を一層強化することとする。 

 

（３）このうち、手続の迅速化については、離島の周辺地域等において外部

から武力攻撃に至らない侵害が発生し、近傍に警察力が存在しない場合

や警察機関が直ちに対応できない場合（武装集団の所持する武器等のた

めに対応できない場合を含む。）の対応において、治安出動や海上にお

ける警備行動を発令するための関連規定の適用関係についてあらかじめ

十分に検討し、関係機関において共通の認識を確立しておくとともに、

手続を経ている間に、不法行為による被害が拡大することがないよう、

状況に応じた早期の下令や手続の迅速化のための方策について具体的に

検討することとする。 

 

（４）さらに、我が国の防衛に資する活動に現に従事する米軍部隊に対して

攻撃が発生し、それが状況によっては武力攻撃にまで拡大していくよう

な事態においても、自衛隊と米軍が緊密に連携して切れ目のない対応を

することが、我が国の安全の確保にとっても重要である。自衛隊と米軍

部隊が連携して行う平素からの各種活動に際して、米軍部隊に対して武

力攻撃に至らない侵害が発生した場合を想定し、自衛隊法第 95 条によ

る武器等防護のための「武器の使用」の考え方を参考にしつつ、自衛隊

と連携して我が国の防衛に資する活動（共同訓練を含む。）に現に従事

している米軍部隊の武器等であれば、米国の要請又は同意があることを

前提に、当該武器等を防護するための自衛隊法第 95 条によるものと同

様の極めて受動的かつ限定的な必要最小限の「武器の使用」を自衛隊が

行うことができるよう、法整備をすることとする。 

 

２ 国際社会の平和と安定への一層の貢献 

 

（１）いわゆる後方支援と「武力の行使との一体化」 

 

ア いわゆる後方支援と言われる支援活動それ自体は、「武力の行使」に

当たらない活動である。例えば、国際の平和及び安全が脅かされ、国際

社会が国際連合安全保障理事会決議に基づいて一致団結して対応するよ

うなときに、我が国が当該決議に基づき正当な「武力の行使」を行う他

国軍隊に対してこうした支援活動を行うことが必要な場合がある。一

方、憲法第９条との関係で、我が国による支援活動については、他国の

「武力の行使と一体化」することにより、我が国自身が憲法の下で認め

            



られない「武力の行使」を行ったとの法的評価を受けることがないよ

う、これまでの法律においては、活動の地域を「後方地域」や、いわゆ

る「非戦闘地域」に限定するなどの法律上の枠組みを設定し、「武力の

行使との一体化」の問題が生じないようにしてきた。 

 

イ こうした法律上の枠組みの下でも、自衛隊は、各種の支援活動を着実

に積み重ね、我が国に対する期待と信頼は高まっている。安全保障環境

が更に大きく変化する中で、国際協調主義に基づく「積極的平和主義」

の立場から、国際社会の平和と安定のために、自衛隊が幅広い支援活動

で十分に役割を果たすことができるようにすることが必要である。ま

た、このような活動をこれまで以上に支障なくできるようにすること

は、我が国の平和及び安全の確保の観点からも極めて重要である。 

 

ウ 政府としては、いわゆる「武力の行使との一体化」論それ自体は前提

とした上で、その議論の積み重ねを踏まえつつ、これまでの自衛隊の活

動の実経験、国際連合の集団安全保障措置の実態等を勘案して、従来の

「後方地域」あるいはいわゆる「非戦闘地域」といった自衛隊が活動す

る範囲をおよそ一体化の問題が生じない地域に一律に区切る枠組みでは

なく、他国が「現に戦闘行為を行っている現場」ではない場所で実施す

る補給、輸送などの我が国の支援活動については、当該他国の「武力の

行使と一体化」するものではないという認識を基本とした以下の考え方

に立って、我が国の安全の確保や国際社会の平和と安定のために活動す

る他国軍隊に対して、必要な支援活動を実施できるようにするための法

整備を進めることとする。 

 

（ア）我が国の支援対象となる他国軍隊が「現に戦闘行為を行っている現

場」では、支援活動は実施しない。 

 

（イ）仮に、状況変化により、我が国が支援活動を実施している場所が

「現に戦闘行為を行っている現場」となる場合には、直ちにそこで実

施している支援活動を休止又は中断する。    

 

（２）国際的な平和協力活動に伴う武器使用 

 

ア 我が国は、これまで必要な法整備を行い、過去 20 年以上にわたり、

国際的な平和協力活動を実施してきた。その中で、いわゆる「駆け付け

            



警護」に伴う武器使用や「任務遂行のための武器使用」については、こ

れを「国家又は国家に準ずる組織」に対して行った場合には、憲法第９

条が禁ずる「武力の行使」に該当するおそれがあることから、国際的な

平和協力活動に従事する自衛官の武器使用権限はいわゆる自己保存型と

武器等防護に限定してきた。  

 

イ 我が国としては、国際協調主義に基づく「積極的平和主義」の立場か

ら、国際社会の平和と安定のために一層取り組んでいく必要があり、そ

のために、国際連合平和維持活動（ＰＫＯ）などの国際的な平和協力活

動に十分かつ積極的に参加できることが重要である。また、自国領域内

に所在する外国人の保護は、国際法上、当該領域国の義務であるが、多

くの日本人が海外で活躍し、テロなどの緊急事態に巻き込まれる可能性

がある中で、当該領域国の受入れ同意がある場合には、武器使用を伴う

在外邦人の救出についても対応できるようにする必要がある。 

 

ウ 以上を踏まえ、我が国として、「国家又は国家に準ずる組織」が敵対

するものとして登場しないことを確保した上で、国際連合平和維持活動

などの「武力の行使」を伴わない国際的な平和協力活動におけるいわゆ

る「駆け付け警護」に伴う武器使用及び「任務遂行のための武器使用」

のほか、領域国の同意に基づく邦人救出などの「武力の行使」を伴わな

い警察的な活動ができるよう、以下の考え方を基本として、法整備を進

めることとする。 

 

（ア）国際連合平和維持活動等については、ＰＫＯ参加５原則の枠組みの

下で、「当該活動が行われる地域の属する国の同意」及び「紛争当事

者の当該活動が行われることについての同意」が必要とされており、

受入れ同意をしている紛争当事者以外の「国家に準ずる組織」が敵対

するものとして登場することは基本的にないと考えられる。このこと

は、過去 20 年以上にわたる我が国の国際連合平和維持活動等の経験

からも裏付けられる。近年の国際連合平和維持活動において重要な任

務と位置付けられている住民保護などの治安の維持を任務とする場合

を含め、任務の遂行に際して、自己保存及び武器等防護を超える武器

使用が見込まれる場合には、特に、その活動の性格上、紛争当事者の

受入れ同意が安定的に維持されていることが必要である。 

 

（イ）自衛隊の部隊が、領域国政府の同意に基づき、当該領域国における

            



邦人救出などの「武力の行使」を伴わない警察的な活動を行う場合に

は、領域国政府の同意が及ぶ範囲、すなわち、その領域において権力

が維持されている範囲で活動することは当然であり、これは、その範

囲においては「国家に準ずる組織」は存在していないということを意

味する。 

 

（ウ）受入れ同意が安定的に維持されているかや領域国政府の同意が及ぶ

範囲等については、国家安全保障会議における審議等に基づき、内閣

として判断する。 

 

（エ）なお、これらの活動における武器使用については、警察比例の原則

に類似した厳格な比例原則が働くという内在的制約がある。 

 

３ 憲法第９条の下で許容される自衛の措置 

 

（１）我が国を取り巻く安全保障環境の変化に対応し、いかなる事態におい

ても国民の命と平和な暮らしを守り抜くためには、これまでの憲法解釈

のままでは必ずしも十分な対応ができないおそれがあることから、いか

なる解釈が適切か検討してきた。その際、政府の憲法解釈には論理的整

合性と法的安定性が求められる。したがって、従来の政府見解における

憲法第９条の解釈の基本的な論理の枠内で、国民の命と平和な暮らしを

守り抜くための論理的な帰結を導く必要がある。 

 

（２）憲法第９条はその文言からすると、国際関係における「武力の行使」

を一切禁じているように見えるが、憲法前文で確認している「国民の平

和的生存権」や憲法第 13 条が「生命、自由及び幸福追求に対する国民

の権利」は国政の上で最大の尊重を必要とする旨定めている趣旨を踏ま

えて考えると、憲法第９条が、我が国が自国の平和と安全を維持し、そ

の存立を全うするために必要な自衛の措置を採ることを禁じているとは

到底解されない。一方、この自衛の措置は、あくまで外国の武力攻撃に

よって国民の生命、自由及び幸福追求の権利が根底から覆されるという

急迫、不正の事態に対処し、国民のこれらの権利を守るためのやむを得

ない措置として初めて容認されるものであり、そのための必要最小限度

の「武力の行使」は許容される。これが、憲法第９条の下で例外的に許

容される「武力の行使」について、従来から政府が一貫して表明してき

た見解の根幹、いわば基本的な論理であり、昭和 47 年 10 月 14 日に参

            



議院決算委員会に対し政府から提出された資料「集団的自衛権と憲法と

の関係」に明確に示されているところである。 

この基本的な論理は、憲法第９条の下では今後とも維持されなければ

ならない。 

 

（３）これまで政府は、この基本的な論理の下、「武力の行使」が許容され

るのは、我が国に対する武力攻撃が発生した場合に限られると考えてき

た。しかし、冒頭で述べたように、パワーバランスの変化や技術革新の

急速な進展、大量破壊兵器などの脅威等により我が国を取り巻く安全保

障環境が根本的に変容し、変化し続けている状況を踏まえれば、今後他

国に対して発生する武力攻撃であったとしても、その目的、規模、態様

等によっては、我が国の存立を脅かすことも現実に起こり得る。 

我が国としては、紛争が生じた場合にはこれを平和的に解決するため

に最大限の外交努力を尽くすとともに、これまでの憲法解釈に基づいて

整備されてきた既存の国内法令による対応や当該憲法解釈の枠内で可能

な法整備などあらゆる必要な対応を採ることは当然であるが、それでも

なお我が国の存立を全うし、国民を守るために万全を期す必要がある。 

こうした問題意識の下に、現在の安全保障環境に照らして慎重に検討

した結果、我が国に対する武力攻撃が発生した場合のみならず、我が国

と密接な関係にある他国に対する武力攻撃が発生し、これにより我が国

の存立が脅かされ、国民の生命、自由及び幸福追求の権利が根底から覆

される明白な危険がある場合において、これを排除し、我が国の存立を

全うし、国民を守るために他に適当な手段がないときに、必要最小限度

の実力を行使することは、従来の政府見解の基本的な論理に基づく自衛

のための措置として、憲法上許容されると考えるべきであると判断する

に至った。 

 

（４）我が国による「武力の行使」が国際法を遵守して行われることは当然

であるが、国際法上の根拠と憲法解釈は区別して理解する必要がある。

憲法上許容される上記の「武力の行使」は、国際法上は、集団的自衛権

が根拠となる場合がある。この「武力の行使」には、他国に対する武力

攻撃が発生した場合を契機とするものが含まれるが、憲法上は、あくま

でも我が国の存立を全うし、国民を守るため、すなわち、我が国を防衛

するためのやむを得ない自衛の措置として初めて許容されるものであ

る。 

 

            



（５）また、憲法上「武力の行使」が許容されるとしても、それが国民の命

と平和な暮らしを守るためのものである以上、民主的統制の確保が求め

られることは当然である。政府としては、我が国ではなく他国に対して

武力攻撃が発生した場合に、憲法上許容される「武力の行使」を行うた

めに自衛隊に出動を命ずるに際しては、現行法令に規定する防衛出動に

関する手続と同様、原則として事前に国会の承認を求めることを法案に

明記することとする。 

 

４ 今後の国内法整備の進め方 

 

これらの活動を自衛隊が実施するに当たっては、国家安全保障会議におけ

る審議等に基づき、内閣として決定を行うこととする。こうした手続を含め

て、実際に自衛隊が活動を実施できるようにするためには、根拠となる国内

法が必要となる。政府として、以上述べた基本方針の下、国民の命と平和な

暮らしを守り抜くために、あらゆる事態に切れ目のない対応を可能とする法

案の作成作業を開始することとし、十分な検討を行い、準備ができ次第、国

会に提出し、国会における御審議を頂くこととする。         

 

            （以 上） 
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行
わ
れ
て
い
る
現
場
で
は
実
施
し
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第

八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
捜
索
救
助
活
動
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

外
国
の
領
域
に
お
け
る
対
応
措
置
に
つ
い
て
は
、
当
該
対
応
措
置
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
当
該
外
国
（
国
際
連
合
の

総
会
又
は
安
全
保
障
理
事
会
の
決
議
に
従
っ
て
当
該
外
国
に
お
い
て
施
政
を
行
う
機
関
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
機
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関
）
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
限
り
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

５

内
閣
総
理
大
臣
は
、
対
応
措
置
の
実
施
に
当
た
り
、
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
、
内
閣
を
代
表

し
て
行
政
各
部
を
指
揮
監
督
す
る
。

６

関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
対
応
措
置
の
実
施
に
関
し
、
防
衛
大
臣
に
協
力
す
る
も
の
と

す
る
。

（
定
義
等
）

第
三
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

諸
外
国
の
軍
隊
等

国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
を
脅
か
す
事
態
に
関
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
国
際
連
合
の
総
会
又
は

安
全
保
障
理
事
会
の
決
議
が
存
在
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
活
動
を
行
う
外
国
の
軍
隊
そ
の

他
こ
れ
に
類
す
る
組
織
（
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）

第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
、
同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
国
際
連
携
平
和
安
全
活
動
又
は
同
条

第
三
号
に
規
定
す
る
人
道
的
な
国
際
救
援
活
動
を
行
う
も
の
及
び
重
要
影
響
事
態
に
際
し
て
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
を

確
保
す
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
六
十
号
）
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
合
衆
国
軍
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隊
等
を
除
く
。
）
を
い
う
。

当
該
外
国
が
当
該
活
動
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
、
要
請
し
、
勧
告
し
、
又
は
認
め
る
決
議

イ

当
該
事
態
が
平
和
に
対
す
る
脅
威
又
は
平
和
の
破
壊
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
す
と
と
も

ロ

イ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

に
、
当
該
事
態
に
関
連
し
て
国
際
連
合
加
盟
国
の
取
組
を
求
め
る
決
議

二

協
力
支
援
活
動

諸
外
国
の
軍
隊
等
に
対
す
る
物
品
及
び
役
務
の
提
供
で
あ
っ
て
、
我
が
国
が
実
施
す
る
も
の
を
い
う
。

三

捜
索
救
助
活
動

諸
外
国
の
軍
隊
等
の
活
動
に
際
し
て
行
わ
れ
た
戦
闘
行
為
に
よ
っ
て
遭
難
し
た
戦
闘
参
加
者
に
つ
い

て
、
そ
の
捜
索
又
は
救
助
を
行
う
活
動
（
救
助
し
た
者
の
輸
送
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
、
我
が
国
が
実
施
す
る
も
の
を
い

う
。

２

協
力
支
援
活
動
と
し
て
行
う
自
衛
隊
に
属
す
る
物
品
の
提
供
及
び
自
衛
隊
に
よ
る
役
務
の
提
供
（
次
項
後
段
に
規
定
す
る

も
の
を
除
く
。
）
は
、
別
表
第
一
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

３

捜
索
救
助
活
動
は
、
自
衛
隊
の
部
隊
等
（
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
八
条
に
規
定
す
る
部
隊

等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
捜
索
救
助
活
動
を
行
う
自
衛
隊
の
部
隊
等

に
お
い
て
、
そ
の
実
施
に
伴
い
、
当
該
活
動
に
相
当
す
る
活
動
を
行
う
諸
外
国
の
軍
隊
等
の
部
隊
に
対
し
て
協
力
支
援
活
動
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と
し
て
行
う
自
衛
隊
に
属
す
る
物
品
の
提
供
及
び
自
衛
隊
に
よ
る
役
務
の
提
供
は
、
別
表
第
二
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章

対
応
措
置
等

（
基
本
計
画
）

第
四
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
国
際

共
同
対
処
事
態
に
際
し
、
対
応
措
置
の
い
ず
れ
か
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

平
和

と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
対
応
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
及
び
当
該
対
応
措
置
に
関
す
る
基
本
計
画
（
以
下
「
基
本
計
画
」
と

い
う
。
）
の
案
に
つ
き
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

基
本
計
画
に
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

国
際

共
同
対
処
事
態
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

平
和

イ

事
態
の
経
緯
並
び
に
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
に
与
え
る
影
響

ロ

国
際
社
会
の
取
組
の
状
況

ハ

我
が
国
が
対
応
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
理
由

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
対
応
措
置
の
実
施
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

三

前
条
第
二
項
の
協
力
支
援
活
動
を
実
施
す
る
場
合
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項
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イ

当
該
協
力
支
援
活
動
に
係
る
基
本
的
事
項

ロ

当
該
協
力
支
援
活
動
の
種
類
及
び
内
容

ハ

当
該
協
力
支
援
活
動
を
実
施
す
る
区
域
の
範
囲
及
び
当
該
区
域
の
指
定
に
関
す
る
事
項

ニ

当
該
協
力
支
援
活
動
を
自
衛
隊
が
外
国
の
領
域
で
実
施
す
る
場
合
に
は
、
当
該
協
力
支
援
活
動
を
外
国
の
領
域
で
実

施
す
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
規
模
及
び
構
成
並
び
に
装
備
並
び
に
派
遣
期
間

ホ

自
衛
隊
が
そ
の
事
務
又
は
事
業
の
用
に
供
し
又
は
供
し
て
い
た
物
品
以
外
の
物
品
を
調
達
し
て
諸
外
国
の
軍
隊
等
に

無
償
又
は
時
価
よ
り
も
低
い
対
価
で
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
実
施
に
係
る
重
要
事
項

ヘ

そ
の
他
当
該
協
力
支
援
活
動
の
実
施
に
関
す
る
重
要
事
項

四

捜
索
救
助
活
動
を
実
施
す
る
場
合
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

当
該
捜
索
救
助
活
動
に
係
る
基
本
的
事
項

ロ

当
該
捜
索
救
助
活
動
を
実
施
す
る
区
域
の
範
囲
及
び
当
該
区
域
の
指
定
に
関
す
る
事
項

ハ

当
該
捜
索
救
助
活
動
の
実
施
に
伴
う
前
条
第
三
項
後
段
の
協
力
支
援
活
動
の
実
施
に
関
す
る
重
要
事
項
（
当
該
協
力

支
援
活
動
を
実
施
す
る
区
域
の
範
囲
及
び
当
該
区
域
の
指
定
に
関
す
る
事
項
を
含
む
。
）
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ニ

当
該
捜
索
救
助
活
動
又
は
そ
の
実
施
に
伴
う
前
条
第
三
項
後
段
の
協
力
支
援
活
動
を
自
衛
隊
が
外
国
の
領
域
で
実
施

す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
外
国
の
領
域
で
実
施
す
る
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
規
模
及
び
構
成
並
び
に
装
備
並
び

に
派
遣
期
間

ホ

そ
の
他
当
該
捜
索
救
助
活
動
の
実
施
に
関
す
る
重
要
事
項

五

船
舶
検
査
活
動
を
実
施
す
る
場
合
に
お
け
る
重
要
影
響
事
態
等
に
際
し
て
実
施
す
る
船
舶
検
査
活
動
に
関
す
る
法
律
第

四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
項

六

対
応
措
置
の
実
施
の
た
め
の
関
係
行
政
機
関
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
事
項

３

協
力
支
援
活
動
又
は
捜
索
救
助
活
動
を
外
国
の
領
域
で
実
施
す
る
場
合
に
は
、
当
該
外
国
（
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る

機
関
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
機
関
）
と
協
議
し
て
、
実
施
す
る
区
域
の
範
囲
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
は
、
基
本
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
国
会
へ
の
報
告
）

第
五
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
、
遅
滞
な
く
、
国
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

基
本
計
画
の
決
定
又
は
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
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二

基
本
計
画
に
定
め
る
対
応
措
置
が
終
了
し
た
と
き
は
、
そ
の
結
果

（
国
会
の
承
認
）

第
六
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
対
応
措
置
の
実
施
前
に
、
当
該
対
応
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
き
、
基
本
計
画
を
添
え
て
国

会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
国
会
の
承
認
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
先
議
の
議
院
に
あ
っ
て
は
内
閣
総
理

大
臣
が
国
会
の
承
認
を
求
め
た
後
国
会
の
休
会
中
の
期
間
を
除
い
て
七
日
以
内
に
、
後
議
の
議
院
に
あ
っ
て
は
先
議
の
議
院

か
ら
議
案
の
送
付
が
あ
っ
た
後
国
会
の
休
会
中
の
期
間
を
除
い
て
七
日
以
内
に
、
そ
れ
ぞ
れ
議
決
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
対
応
措
置
に
つ
い
て
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
会
の
承
認
を
得
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
す
る
日
を

超
え
て
引
き
続
き
当
該
対
応
措
置
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
日
の
三
十
日
前
の
日
か
ら
当
該
日
ま
で
の
間
に
、
当
該

対
応
措
置
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
に
つ
き
、
基
本
計
画
及
び
そ
の
時
ま
で
に
行
っ
た
対
応
措
置
の
内
容
を
記
載
し
た
報
告
書

を
添
え
て
国
会
に
付
議
し
て
、
そ
の
承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
国
会
が
閉
会
中
の
場
合
又
は
衆
議
院
が

解
散
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
後
最
初
に
召
集
さ
れ
る
国
会
に
お
い
て
そ
の
承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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４

政
府
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
不
承
認
の
議
決
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
対
応
措
置
を
終
了
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

５

前
二
項
の
規
定
は
、
国
会
の
承
認
を
得
て
対
応
措
置
を
継
続
し
た
後
、
更
に
二
年
を
超
え
て
当
該
対
応
措
置
を
引
き
続
き

行
お
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
協
力
支
援
活
動
の
実
施
）

第
七
条

防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
は
、
基
本
計
画
に
従
い
、
第
三
条
第
二
項
の
協
力
支
援
活
動
と
し
て
の
自
衛

隊
に
属
す
る
物
品
の
提
供
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

２

防
衛
大
臣
は
、
基
本
計
画
に
従
い
、
第
三
条
第
二
項
の
協
力
支
援
活
動
と
し
て
の
自
衛
隊
に
よ
る
役
務
の
提
供
に
つ
い
て

、
実
施
要
項
を
定
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
得
て
、
自
衛
隊
の
部
隊
等
に
そ
の
実
施
を
命
ず
る
も
の
と

す
る
。

３

防
衛
大
臣
は
、
前
項
の
実
施
要
項
に
お
い
て
、
実
施
さ
れ
る
必
要
の
あ
る
役
務
の
提
供
の
具
体
的
内
容
を
考
慮
し
、
自
衛

隊
の
部
隊
等
が
こ
れ
を
円
滑
か
つ
安
全
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
当
該
協
力
支
援
活
動
を
実
施
す
る
区
域
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
実
施
区
域
」
と
い
う
。
）
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。



- 10 -

４

防
衛
大
臣
は
、
実
施
区
域
の
全
部
又
は
一
部
に
お
い
て
、
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
第
三
条
第
二
項
の
協
力
支
援
活
動
を
円
滑

か
つ
安
全
に
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
又
は
外
国
の
領
域
で
実
施
す
る
当
該
協
力
支
援
活
動
に
つ
い
て

の
第
二
条
第
四
項
の
同
意
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
指
定
を
変
更
し
、
又
は
そ
こ
で

実
施
さ
れ
て
い
る
活
動
の
中
断
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
三
条
第
二
項
の
協
力
支
援
活
動
の
う
ち
我
が
国
の
領
域
外
に
お
け
る
も
の
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の

長
又
は
そ
の
指
定
す
る
者
は
、
当
該
協
力
支
援
活
動
を
実
施
し
て
い
る
場
所
若
し
く
は
そ
の
近
傍
に
お
い
て
戦
闘
行
為
が
行

わ
れ
る
に
至
っ
た
場
合
若
し
く
は
付
近
の
状
況
等
に
照
ら
し
て
戦
闘
行
為
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
場
合
又
は
当
該

部
隊
等
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
協
力
支
援
活
動
の
実
施
を
一
時
休
止
し
又
は
避
難
す
る

な
ど
し
て
危
険
を
回
避
し
つ
つ
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
待
つ
も
の
と
す
る
。

６

第
二
項
の
規
定
は
、
同
項
の
実
施
要
項
の
変
更
（
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
区
域
を
縮
小
す
る
変
更
を
除
く
。
）
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

（
捜
索
救
助
活
動
の
実
施
等
）

第
八
条

防
衛
大
臣
は
、
基
本
計
画
に
従
い
、
捜
索
救
助
活
動
に
つ
い
て
、
実
施
要
項
を
定
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
内
閣
総
理
大
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臣
の
承
認
を
得
て
、
自
衛
隊
の
部
隊
等
に
そ
の
実
施
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

防
衛
大
臣
は
、
前
項
の
実
施
要
項
に
お
い
て
、
実
施
さ
れ
る
必
要
の
あ
る
捜
索
救
助
活
動
の
具
体
的
内
容
を
考
慮
し
、
自

衛
隊
の
部
隊
等
が
こ
れ
を
円
滑
か
つ
安
全
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
当
該
捜
索
救
助
活
動
を
実
施
す
る
区
域
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
実
施
区
域
」
と
い
う
。
）
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

３

捜
索
救
助
活
動
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
、
戦
闘
参
加
者
以
外
の
遭
難
者
が
在
る
と
き
は
、
こ
れ
を
救
助
す
る
も
の
と

す
る
。

４

前
条
第
四
項
の
規
定
は
、
実
施
区
域
の
指
定
の
変
更
及
び
活
動
の
中
断
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５

前
条
第
五
項
の
規
定
は
、
我
が
国
の
領
域
外
に
お
け
る
捜
索
救
助
活
動
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
長
又

は
そ
の
指
定
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
次
条
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６

前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
五
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
既
に
遭
難
者
が
発
見
さ
れ
、
自
衛
隊
の
部
隊
等
が
そ
の

救
助
を
開
始
し
て
い
る
と
き
は
、
当
該
部
隊
等
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
限
り
、
当
該
遭
難
者
に
係
る
捜
索
救
助
活
動
を
継
続

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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７

第
一
項
の
規
定
は
、
同
項
の
実
施
要
項
の
変
更
（
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
区
域
を

縮
小
す
る
変
更
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

８

前
条
の
規
定
は
、
捜
索
救
助
活
動
の
実
施
に
伴
う
第
三
条
第
三
項
後
段
の
協
力
支
援
活
動
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
安
全
の
確
保
等
）

第
九
条

防
衛
大
臣
は
、
対
応
措
置
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
円
滑
か
つ
効
果
的
な
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
自
衛
隊

の
部
隊
等
の
安
全
の
確
保
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
関
係
行
政
機
関
の
協
力
）

第
十
条

防
衛
大
臣
は
、
対
応
措
置
を
実
施
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
そ
の

所
管
に
属
す
る
物
品
の
管
理
換
え
そ
の
他
の
協
力
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
所
掌
事
務
に
支
障
を
生
じ
な
い
限
度
に
お

い
て
、
同
項
の
協
力
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
武
器
の
使
用
）

第
十
一
条

第
七
条
第
二
項
（
第
八
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
五
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
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の
規
定
に
よ
り
協
力
支
援
活
動
と
し
て
の
自
衛
隊
の
役
務
の
提
供
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
捜
索
救
助
活
動
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
自
衛
官
は
、
自
己
又
は
自
己
と
共
に
現
場
に
所
在
す
る
他
の

自
衛
隊
員
（
自
衛
隊
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
隊
員
を
い
う
。
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
そ
の
職
務
を
行

う
に
伴
い
自
己
の
管
理
の
下
に
入
っ
た
者
の
生
命
又
は
身
体
の
防
護
の
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
相
当
の

理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
事
態
に
応
じ
合
理
的
に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
限
度
で
武
器
（
自
衛
隊
が
外
国
の
領
域
で
当
該

協
力
支
援
活
動
又
は
当
該
捜
索
救
助
活
動
を
実
施
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
第
二
項
第
三
号
ニ
又
は
第
四
号
ニ

の
規
定
に
よ
り
基
本
計
画
に
定
め
る
装
備
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
武
器
の
使
用
は
、
当
該
現
場
に
上
官
が
在
る
と
き
は
、
そ
の
命
令
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
侵
害
又
は
危
難
が
切
迫
し
、
そ
の
命
令
を
受
け
る
い
と
ま
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

３

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
現
場
に
在
る
上
官
は
、
統
制
を
欠
い
た
武
器
の
使
用
に
よ
り
か
え
っ
て
生
命
若
し
く
は

身
体
に
対
す
る
危
険
又
は
事
態
の
混
乱
を
招
く
こ
と
と
な
る
こ
と
を
未
然
に
防
止
し
、
当
該
武
器
の
使
用
が
同
項
及
び
次
項
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の
規
定
に
従
い
そ
の
目
的
の
範
囲
内
に
お
い
て
適
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
見
地
か
ら
必
要
な
命
令
を
す
る
も
の
と

す
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
武
器
の
使
用
に
際
し
て
は
、
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
三
十
六
条
又
は
第
三
十

七
条
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
を
除
い
て
は
、
人
に
危
害
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。

５

第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
力
支
援
活
動
と
し
て
の
自
衛
隊
の
役
務
の
提
供
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
捜
索
救
助
活
動
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
自
衛
官
は
、
外
国
の
領
域
に
設
け
ら
れ
た

当
該
部
隊
等
の
宿
営
す
る
宿
営
地
（
宿
営
の
た
め
に
使
用
す
る
区
域
で
あ
っ
て
、
囲
障
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
他
と
区

別
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
諸
外
国
の
軍
隊
等
の
要
員
が
共
に
宿
営
す
る
も
の
に

対
す
る
攻
撃
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
宿
営
地
以
外
に
そ
の
近
傍
に
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
る
場
所
が
な
い
と
き
は
、
当
該
宿
営
地
に
所
在
す
る
者
の
生
命
又
は
身
体
を
防
護
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
当
該
要
員

と
共
同
し
て
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
武
器
の
使
用
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
か
ら
第
三
項
ま

で
及
び
次
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
中
「
現
場
に
所
在
す
る
他
の
自
衛
隊
員
（
自
衛
隊
法
第
二
条
第
五
項
に

規
定
す
る
隊
員
を
い
う
。
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
そ
の
職
務
を
行
う
に
伴
い
自
己
の
管
理
の
下
に
入
っ
た
者
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」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
宿
営
す
る
宿
営
地
（
第
五
項
に
規
定
す
る
宿
営
地
を
い
う
。
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
所
在
す
る
者
」
と
、
「
そ
の
事
態
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
項
に
規
定
す
る
諸
外
国
の
軍
隊
等
の
要
員
に
よ
る
措
置
の
状
況

を
も
踏
ま
え
、
そ
の
事
態
」
と
、
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
現
場
」
と
あ
る
の
は
「
宿
営
地
」
と
、
次
項
中
「
自
衛
隊
員
」

と
あ
る
の
は
「
自
衛
隊
員
（
同
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
隊
員
を
い
う
。
）
」
と
す
る
。

６

自
衛
隊
法
第
九
十
六
条
第
三
項
の
規
定
は
、
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
力
支
援
活
動
と
し
て
の
自
衛
隊
の
役
務
の

提
供
（
我
が
国
の
領
域
外
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
は
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
捜
索
救

助
活
動
（
我
が
国
の
領
域
外
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。
）
の
実
施
を
命
ぜ
ら
れ
た
自
衛
隊
の
部
隊
等
の
自
衛
官
に
つ
い
て
は

、
自
衛
隊
員
以
外
の
者
の
犯
し
た
犯
罪
に
関
し
て
は
適
用
し
な
い
。

第
三
章

雑
則

（
物
品
の
譲
渡
及
び
無
償
貸
付
け
）

第
十
二
条

防
衛
大
臣
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
は
、
協
力
支
援
活
動
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
自
衛
隊
に
属
す
る
物
品
（
武

器
を
除
く
。
）
に
つ
き
、
協
力
支
援
活
動
の
対
象
と
な
る
諸
外
国
の
軍
隊
等
か
ら
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
活
動

（
以
下
「
事
態
対
処
活
動
」
と
い
う
。
）
の
用
に
供
す
る
た
め
当
該
物
品
の
譲
渡
又
は
無
償
貸
付
け
を
求
め
る
旨
の
申
出
が
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あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
態
対
処
活
動
の
円
滑
な
実
施
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
所
掌
事
務
に
支
障

を
生
じ
な
い
限
度
に
お
い
て
、
当
該
申
出
に
係
る
物
品
を
当
該
諸
外
国
の
軍
隊
等
に
対
し
無
償
若
し
く
は
時
価
よ
り
も
低
い

対
価
で
譲
渡
し
、
又
は
無
償
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
国
以
外
の
者
に
よ
る
協
力
等
）

第
十
三
条

防
衛
大
臣
は
、
前
章
の
規
定
に
よ
る
措
置
の
み
に
よ
っ
て
は
対
応
措
置
を
十
分
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
の
協
力
を
得
て
、
物
品
の
譲
渡
若
し
く
は
貸
付
け
又
は
役
務
の
提
供
に
つ
い
て
国
以

外
の
者
に
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

政
府
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
協
力
を
依
頼
さ
れ
た
国
以
外
の
者
に
対
し
適
正
な
対
価
を
支
払
う
と
と
も
に
、
そ
の
者
が

当
該
協
力
に
よ
り
損
失
を
受
け
た
場
合
に
は
、
そ
の
損
失
に
関
し
、
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
請
求
権
の
放
棄
）

第
十
四
条

政
府
は
、
自
衛
隊
が
協
力
支
援
活
動
又
は
捜
索
救
助
活
動
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
協
力
支
援
活
動
等
」
と
い

う
。
）
を
実
施
す
る
に
際
し
て
、
諸
外
国
の
軍
隊
等
の
属
す
る
外
国
か
ら
、
当
該
諸
外
国
の
軍
隊
等
の
行
う
事
態
対
処
活
動

又
は
協
力
支
援
活
動
等
に
起
因
す
る
損
害
に
つ
い
て
の
請
求
権
を
相
互
に
放
棄
す
る
こ
と
を
約
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
場
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合
に
お
い
て
、
こ
れ
に
応
じ
る
こ
と
が
相
互
の
連
携
を
確
保
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
円
滑
に
実
施
す
る
上
で
必
要
と

認
め
る
と
き
は
、
事
態
対
処
活
動
に
起
因
す
る
損
害
に
つ
い
て
の
当
該
外
国
及
び
そ
の
要
員
に
対
す
る
我
が
国
の
請
求
権
を

放
棄
す
る
こ
と
を
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
十
五
条

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
実
施
の
た
め
の
手
続
そ
の
他
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附

則

こ
の
法
律
は
、
我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
七
年
法
律
第

号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一
（
第
三
条
関
係
）

種

類

内

容

補
給

給
水
、
給
油
、
食
事
の
提
供
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
品
及
び
役
務
の
提
供

輸
送

人
員
及
び
物
品
の
輸
送
、
輸
送
用
資
材
の
提
供
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
品
及
び
役
務
の
提
供
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修
理
及
び
整
備

修
理
及
び
整
備
、
修
理
及
び
整
備
用
機
器
並
び
に
部
品
及
び
構
成
品
の
提
供
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す

る
物
品
及
び
役
務
の
提
供

医
療

傷
病
者
に
対
す
る
医
療
、
衛
生
機
具
の
提
供
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
品
及
び
役
務
の
提
供

通
信

通
信
設
備
の
利
用
、
通
信
機
器
の
提
供
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
品
及
び
役
務
の
提
供

空
港
及
び
港
湾

航
空
機
の
離
発
着
及
び
船
舶
の
出
入
港
に
対
す
る
支
援
、
積
卸
作
業
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
品

業
務

及
び
役
務
の
提
供

基
地
業
務

廃
棄
物
の
収
集
及
び
処
理
、
給
電
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
品
及
び
役
務
の
提
供

宿
泊

宿
泊
設
備
の
利
用
、
寝
具
の
提
供
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
品
及
び
役
務
の
提
供

保
管

倉
庫
に
お
け
る
一
時
保
管
、
保
管
容
器
の
提
供
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
品
及
び
役
務
の
提
供

施
設
の
利
用

土
地
又
は
建
物
の
一
時
的
な
利
用
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
品
及
び
役
務
の
提
供

訓
練
業
務

訓
練
に
必
要
な
指
導
員
の
派
遣
、
訓
練
用
器
材
の
提
供
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
品
及
び
役
務
の

提
供

建
設

建
築
物
の
建
設
、
建
設
機
械
及
び
建
設
資
材
の
提
供
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
品
及
び
役
務
の
提
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供

備
考

物
品
の
提
供
に
は
、
武
器
の
提
供
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

別
表
第
二
（
第
三
条
関
係
）

種

類

内

容

補
給

給
水
、
給
油
、
食
事
の
提
供
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
品
及
び
役
務
の
提
供

輸
送

人
員
及
び
物
品
の
輸
送
、
輸
送
用
資
材
の
提
供
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
品
及
び
役
務
の
提
供

修
理
及
び
整
備

修
理
及
び
整
備
、
修
理
及
び
整
備
用
機
器
並
び
に
部
品
及
び
構
成
品
の
提
供
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す

る
物
品
及
び
役
務
の
提
供

医
療

傷
病
者
に
対
す
る
医
療
、
衛
生
機
具
の
提
供
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
品
及
び
役
務
の
提
供

通
信

通
信
設
備
の
利
用
、
通
信
機
器
の
提
供
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
品
及
び
役
務
の
提
供

宿
泊

宿
泊
設
備
の
利
用
、
寝
具
の
提
供
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
品
及
び
役
務
の
提
供

消
毒

消
毒
、
消
毒
機
具
の
提
供
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
品
及
び
役
務
の
提
供

備
考

物
品
の
提
供
に
は
、
武
器
の
提
供
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。
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理

由

国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
を
脅
か
す
事
態
で
あ
っ
て
、
そ
の
脅
威
を
除
去
す
る
た
め
に
国
際
社
会
が
国
際
連
合
憲
章
の
目

的
に
従
い
共
同
し
て
対
処
す
る
活
動
を
行
い
、
か
つ
、
我
が
国
が
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
こ
れ
に
主
体
的
か
つ
積
極
的
に
寄

与
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
に
際
し
、
当
該
活
動
を
行
う
諸
外
国
の
軍
隊
等
に
対
す
る
協
力
支
援
活
動
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

国
際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す

る
理
由
で
あ
る
。



「平和安全法制」の概要

内閣官房

内閣府

外務省

防衛省

我が国及び国際社会の平和及び安全のための切れ目のない体制の整備



（横軸）事態の状況・前提をイメージ

平時における米軍に対する物品役
務の提供【自衛隊法】（拡充）

・駐留軍施設等の警護を行う場合等提供可能
な場面を拡充（米国）

国際的な平和協力活動
【国際平和協力法】

国連ＰＫＯ等（拡充）

・いわゆる安全確保などの業務拡充
・必要な場合の武器使用権限の拡充

国際連携平和安全活動の実施

（非国連統括型の国際的な平和協力活
動。新設）

武力攻撃事態等への対処
【事態対処法制】

「存立危機事態」への対処（新設）

・「新三要件」の下で、「武力の行使」を
可能に

国際平和共同対処事態における
協力支援活動等の実施（新設）

【国際平和支援法（新法）】

重要影響事態における後方支援
活動等の実施（拡充）

【重要影響事態安全確保法】
（周辺事態安全確保法改正）

・改正の趣旨を明確化
（目的規定改正）

・米軍以外の外国軍隊等支援の実施

・支援メニューの拡大

自衛隊の武器等防護（現行）【自衛隊法】

米軍等の部隊の武器等防護（新設）

船舶検査活動（拡充）
【船舶検査活動法】

・国際社会の平和と安全の
ための活動を実施可能に

（
縦
軸
）我
が
国
、
国
民
に
関
す
る
事
項

国
際
社
会
に
関
す
る
事
項

在外邦人等輸送（現行）【自衛隊法】

在外邦人等の保護措置（新設）

国家安全保障会議の審議事項の整理【国家安全保障会議設置法】

（注）離島の周辺地域等において外部から武力攻撃に至らない侵害が発生し、近傍に警察力が存在しない等の
場合の治安出動や海上における警備行動の発令手続の迅速化は閣議決定により対応（法整備なし。）

「新三要件」

（１）我が国に対する武力攻撃が発生したこと、又は
我が国と密接な関係にある他国に対する武力
攻撃が発生し、これにより我が国の存立が脅か
され、国民の生命、自由及び幸福追求の権利が
根底から覆される明白な危険があること

（２）これを排除し、我が国の存立を全うし、国民を
守るために他に適当な手段がないこと

（３）必要最小限度の実力行使にとどまるべきこと

「平和安全法制」の主要事項の関係

1



「平和安全法制」の構成

新規制定（１本）

国際平和支援法：国際平和共同対処事態に際して我が国が実施する諸外国の軍隊等に対する協力
支援活動等に関する法律

整備法
（一部改正を束ねたもの）

平和安全法制整備法：我が国及び国際社会の平和及び安全の確保に資するための自衛隊法等
の一部を改正する法律

１．自衛隊法

２．国際平和協力法
国際連合平和維持活動等に対する協力に関する法律

３．周辺事態安全確保法 → 重要影響事態安全確保法に変更
重要影響事態に際して我が国の平和及び安全を確保するための措置に関する法律

４．船舶検査活動法
重要影響事態等に際して実施する船舶検査活動に関する法律

５．事態対処法
武力攻撃事態等及び存立危機事態における我が国の平和及び独立並びに国及び国民の安全の確保に関する法律

６．米軍行動関連措置法 → 米軍等行動関連措置法に変更
武力攻撃事態等及び存立危機事態におけるアメリカ合衆国等の軍隊の行動に伴い我が国が実施する措置に関する法律

７．特定公共施設利用法
武力攻撃事態等における特定公共施設等の利用に関する法律

８．海上輸送規制法
武力攻撃事態及び存立危機事態における外国軍用品等の海上輸送の規制に関する法律

９．捕虜取扱い法
武力攻撃事態及び存立危機事態における捕虜等の取扱いに関する法律

１０．国家安全保障会議設置法

※

左
記
の
他
、
技
術
的
な
改
正
を
行
う
法
律
が
10
本
（
附
則
に
よ
る
処
理
12
ペ
ー
ジ
参
照
）

2



「平和安全法制」主要事項の一覧

１．自衛隊法の改正
・在外邦人等の保護措置
・米軍等の部隊の武器等の防護
・平時における米軍に対する物品役務の提供の拡大
・国外犯処罰規定

２．重要影響事態安全確保法（周辺事態安全確保法の改正）

・我が国の平和及び安全に重要な影響を与える事態における
米軍等への支援を実施すること等、改正の趣旨を明確にす
るための目的規定の見直し

・日米安保条約の目的の達成に寄与する活動を行う米軍以外
の外国軍隊等に対する支援活動を追加

・支援メニューの拡大

３．船舶検査活動法の改正
・周辺事態安全確保法の見直しに伴う改正

・国際平和支援法に対応し、国際社会の平和と安全に必要な
場合の船舶検査活動の実施

４．国際平和協力法の改正
・国連ＰＫＯ等において実施できる業務の拡大（いわゆる安全
確保、駆け付け警護）、業務に必要な武器使用権限の見直し

・国連が統括しない人道復興支援やいわゆる安全確保等の活
動の実施

５．事態対処法制の改正

・存立危機事態の名称、定義、手続等の整備
（事態対処法）

・存立危機事態に対処する自衛隊の任務としての位置付け、
行動、権限等（自衛隊法）

・武力攻撃事態等に対処する米軍に加えて、
武力攻撃事態等における米軍以外の外国軍隊
存立危機事態における米軍その他の外国軍隊

に対する支援活動を追加（米軍等行動関連措置法）

・武力攻撃事態等における米軍以外の外国軍隊の行動を特
定公共施設等の利用調整対象に追加
（特定公共施設利用法）

・存立危機事態における海上輸送規制の実施
（海上輸送規制法）

・存立危機事態における捕虜取扱い法の適用
（捕虜取扱い法）

６．国家安全保障会議設置法の改正
・法改正等を踏まえた審議事項の整理

平和安全法制整備法

国際平和支援法：国際社会の平和及び安全の確保のために共同して対処する諸外国軍隊に対する支援活動の実施

3



自衛隊法の改正（在外邦人等の保護措置、米軍等の部隊の武器等の防護関連）

在外邦人等の保護措置

○ 外国における緊急事態に際して生命又は身体に危害が
加えられるおそれがある邦人の保護措置を自衛隊の部
隊等が実施できるようにする。（第８４条の３）

【手続】防衛大臣による命令
○外務大臣からの依頼・協議、内閣総理大臣の承認

【実施要件】以下の全てを満たす場合

① 保護措置を行う場所において、当該外国の権限ある
当局が現に公共の安全と秩序の維持に当たっており、
かつ、戦闘行為が行われることがないと認められること。

② 自衛隊が当該保護措置を行うことについて、当該外
国等の同意があること。

③ 予想される危険に対応して当該保護措置をできる限
り円滑かつ安全に行うための部隊等と当該外国の権
限ある当局との間の連携及び協力が確保されると見
込まれること。

【武器使用権限】
○いわゆる任務遂行型の武器使用が可能。
○危害許容要件は正当防衛・緊急避難。

保護措置：警護、救出その他の当該邦人の生命又は身体の保護のた
めの措置。輸送を含む。

※ 邦人以外の外国人も一定の条件の下、保護することが可能。

米軍等の部隊の武器等の防護のための武器の使用

○ 自衛隊と連携して我が国の防衛に資する活動に現に
従事している米軍等の部隊の武器等であれば、当該武
器等を防護するための武器の使用を自衛官が行うこと
ができるようにする。（第９５条の２）

【対象】

○米軍その他の外国の軍隊その他これに類する組織
の部隊

○自衛隊と連携して我が国の防衛に資する活動（※）に
現に従事しているものの武器等

（※）共同訓練を含み、現に戦闘行為が行われている現場で行
われるものを除く。

【手続】
○米軍等からの要請があった場合
○防衛大臣が必要と認めるときに限り
○自衛官が警護を行う
（※）条文上の手続とは別途、運用の考え方を国家安全保障会

議で審議する方針。

【武器使用権限】

○人又は武器等を防護するため必要であると認める相
当の理由がある場合には、その事態に応じ合理的に
必要と判断される限度で武器を使用することができる。

○危害許容要件は正当防衛・緊急避難。
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自衛隊法の改正（米軍に対する物品役務の提供等）

米軍に対する物品役務の提供

○ 米軍に対する物品又は役務の提供に関しては、以下の活動を実施する自衛隊の部隊等と共に現場に所在して同種の
活動を行う米軍を対象に追加

① 自衛隊法第８１条の２第１項第２号（警護出動）に掲げる施設及び区域に係る同項の警護（※施設及び区域内での警護を行う米軍が対象）

② 海賊対処行動
③ 弾道ミサイル等を破壊する措置をとるため必要な行動
④ 機雷その他の爆発性の危険物の除去及びこれらの処理
⑤ 外国における緊急事態に際しての邦人の警護・救出等（改正後の自衛隊法第８４条の３（在外邦人等の保護措置））

⑥ 船舶又は航空機による外国の軍隊の動向に関する情報その他の我が国の防衛に資する情報の収集のための活動

【その他の改正事項】

① 従来は日米の二国間訓練に参加する米軍のみを対象としていたが、日米を含む三カ国以上の多国間訓練に参加す
る米軍についても対象とすること

② 自衛隊施設に一時的に滞在する米軍に加えて、自衛隊が米軍施設に一時的に滞在する場合に共に現場に所在する
米軍を対象とすること

③ 提供の対象となる物品に、弾薬を含めること

以下に係る罰則について国外犯処罰規定を整備する。
① 上官の職務上の命令に対する多数共同しての反抗及び部隊の不法指揮
② 防衛出動命令を受けた者による上官命令反抗・不服従等

国外犯処罰規定の整備

5
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国際平和協力法の改正

○参加５原則（下線部追加） ○要件 参加５原則を満たした上で次のいずれ
かが存在する場合

国際連携平和安全活動（非国連統括型）（新設）国際連合平和維持活動（拡充）

○その他の改正事項
①自衛官（司令官等）の国際連合への派遣 ②請求権の放棄 ③大規模な災害に対処する米軍等に対する物品又は役務の提供
④国際的な選挙監視活動の協力対象の拡大 など

① 紛争当事者の間で停戦の合意が成立していること。

② 国連平和維持隊が活動する地域の属する国及び紛争当事者
が当該国連平和維持隊の活動及び当該国連平和維持隊への
我が国の参加に同意していること。

③ 当該国連平和維持隊が特定の紛争当事者に偏ることなく、中
立的な立場を厳守すること。

④ 上記の原則のいずれかが満たされない状況が生じた場合には、
我が国から参加した部隊は撤収することができること。

⑤ 武器使用は要員の生命等の防護のための必要最小限のもの
を基本。受入れ同意が安定的に維持されていることが確認され
ている場合、いわゆる安全確保業務及びいわゆる駆け付け警護
の実施に当たり、自己保存型及び武器等防護を超える武器使用
が可能。

○業務の拡充
停戦監視、被災民救援等に加え、いわゆる安全確保業務、いわゆる駆け付け警護、司令部業務等を追加、統治組織の設立・再
建援助の拡充

○武器使用権限の見直し
いわゆる安全確保業務、いわゆる駆け付け警護の実施に当たっては、いわゆる任務遂行のための武器使用を認める

○国会承認
自衛隊の部隊等が行う停戦監視業務、いわゆる安全確保業務については事前の国会承認が基本 （閉会中又は衆議院が解散
されている場合の事後承認可）

○隊員の安全確保
安全配慮規定、業務の中断及び危険を回避するための一時休止その他の協力隊の隊員の安全を確保するための措置を定め
た実施要領の策定を規定

① 国際連合の総会、安全保障理事会又は経済社会理事会が
行う決議

② 次の国際機関が行う要請
・国際連合

・国際連合の総会によって設立された機関又は国際連合の専
門機関で、国際連合難民高等弁務官事務所その他政令で定
めるもの

・当該活動に係る実績若しくは専門的能力を有する国際連合
憲章第五十二条に規定する地域的機関又は多国間の条約
により設立された機関で、欧州連合その他政令で定めるもの

③ 当該活動が行われる地域の属する国の要請（国際連合憲
章第七条１に規定する国際連合の主要機関のいずれかの支
持を受けたものに限る。）

6



重要影響事態安全確保法（周辺事態安全確保法の改正）

重要影響事態：【（例示）そのまま放置すれば我が国に対する直接の武力攻撃に至るおそれのある事態等】我が国の平和及び
安全に重要な影響を与える事態 （※）「周辺事態」の定義から「我が国周辺の地域における」を削除

目的

支援対象

対応措置

重要影響事態に際し、合衆国軍隊等に対する後方支援活動等を行うことにより、日米安保条約の効果的な運
用に寄与することを中核とする重要影響事態に対処する外国との連携を強化し、我が国の平和及び安全の確
保に資することを目的とする。

重要影響事態に対処する以下の軍隊等

①日米安保条約の目的の達成に寄与する活動を行う米軍

②その他の国際連合憲章の目的の達成に寄与する活動

を行う外国の軍隊

③その他これに類する組織

①後方支援活動（防衛省・自衛隊が実施する物品・役務の種類）

補給、輸送、修理及び整備、医療、通信、空港及び港湾業務、基地
業務、宿泊、保管、施設の利用、訓練業務

（※）武器の提供は含まない。弾薬の提供及び戦闘作戦行動のた
めに発進準備中の航空機に対する給油及び整備は実施可能に。

②捜索救助活動
③船舶検査活動（船舶検査活動法に規定するもの）

④その他の重要影響事態に対応するための必要な措置

国会承認

○原則事前の国会承認

○緊急の必要がある場合の事後承認可

（※）改正前の周辺事態安全確保法と同様

「一体化」の回避

○「現に戦闘行為が行われている現場」では実施しない

（※）遭難者が既に発見され、救助を開始しているときは、部隊等の安
全が確保する限り当該遭難者に係る捜索救助活動を継続できる。

○自衛隊の部隊等の長等は、活動の実施場所又はその近傍
において戦闘行為が行われるに至った場合、又はそれが
予測される場合には一時休止等を行う

○防衛大臣は実施区域を指定し、その区域の全部又は一部
において、活動を円滑かつ安全に実施することが困難であ
ると認める場合等は、速やかにその指定を変更し、又は、
そこで実施されている活動の中断を命じなければならない

※ 外国領域での活動の実施が可能（当該外国等の同意がある場合に限る。）（改正前は実施不可。）
※ 武器使用権限は、自己保存型のみ 7



現行の船舶検査活動法

我が国の平和と安全

乗船検査に際して
の船長の承諾

いわゆる
非混交要件

「自己保存型」の
武器使用権限

国際社会の平和と安全

○我が国を取り巻く安全保障環境の変化
○積極的平和主義
○切れ目のない対応を可能とする法制の実現

周辺事態 制定当時、周辺事態の場合以
外における船舶検査活動の実
施については、別途の検討課題
と位置付け
（平成１２年１１月２８日 参・外交防衛委
河野外務大臣答弁）

国際社会においては、大量破壊兵器・弾道ミサイル
の拡散、国際テロ組織の要員や武器等の国境を越
えた移動等への対処を目的とした船舶検査活動を
実施（例：ＣＴＦ－１５０）

○ 「国際社会の平和と安全の確保」へ寄与するためには、協力支援活動等に加え、船舶検査活動を実施することが効果的。

船舶検査活動法の改正

① 我が国の平和と安全：「周辺事態」の見直しに伴う改正 （重要影響事態安全確保法の目的に対応）
② 国際社会の平和と安全：国際平和共同対処事態における活動の実施 （国際平和支援法の目的に対応）

乗船検査に際して
の船長の承諾

いわゆる
非混交要件

「自己保存型」の範囲内での
武器使用権限

同意に基づく外国領域に
おける活動の実施を可
能とする

船舶検査活動法の改正

（「自己の管理下」の追加等）
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【事態対処法制】 事態対処法の改正

【改正の概要】
○ 「存立危機事態」への対処等を追加。

（目的） ※「存立危機事態」を追加
○ 武力攻撃事態等及び存立危機事態への対処について、基本理念、国、地方公共団体等の責務、国民の協力その

他の基本となる事項を定めることにより、武力攻撃事態等及び存立危機事態への対処のための態勢を整備し、併
せて武力攻撃事態等への対処に関して必要となる法制の整備に関する事項を定め、我が国の平和と独立、国及び
国民の安全の確保に資すること。

（対処基本方針） ※武力攻撃事態又は存立危機事態と認定する場合に武力の行使が必要な理由についても記述
○ 対処基本方針に定める事項として以下に関する事項を記載。
・ 事態の経緯、事態が武力攻撃事態であること、武力攻撃予測事態であること又は存立危機事態であることの認定
及び当該認定の前提となった事実
・ 事態が武力攻撃事態又は存立危機事態であると認定する場合にあっては、我が国の存立を全うし、国民を守るた
めに他に適当な手段がなく、事態に対処するため武力の行使が必要であると認められる理由
・ 当該武力攻撃事態等又は存立危機事態への対処に関する全般的な方針、対処措置に関する重要事項

概 要

○ 我が国の平和と独立、国及び国民の安全を確保するため、武力攻撃事態等への対処について、基本
理念、国・地方公共団体等の責務、手続など基本的事項を定めることにより、対処のための態勢を整備。

【参考】武力攻撃事態等
 武力攻撃事態 ・・・・ 武力攻撃が発生した事態又は武力攻撃が発生する明白な危険が切迫していると認められるに至った事態
 武力攻撃予測事態・・ 武力攻撃事態には至っていないが、事態が緊迫し、武力攻撃が予測されるに至った事態
 武力攻撃事態等 ・・・・ 武力攻撃事態及び武力攻撃予測事態

【国会承認】
○ 「存立危機事態」に対処するために自衛隊に防衛出動を命ずるに際しては、現行の規定と同様、原則国
会の事前承認を要する（事態対処法第９条）。

9



自衛隊法の改正（存立危機事態関連）

○ 「新三要件」で新たに可能となる「武力の行使」は「我が国を防衛するため」のやむを得ない「自衛の措置」で
あり、「存立危機事態」への自衛隊の対処は、自衛隊法第７６条（防衛出動）と第８８条（武力行使）によるもの
とし、第３条（自衛隊の任務）において主たる任務に位置付ける。

○ このほか、自衛隊の行動に必要な各種の権限等や特例の措置を定める。ただし、我が国に対する直接攻撃や物理的被害を念頭
に置いた措置は、存立危機事態では適用しない。
（適用するものの例） 特別の部隊の編成、予備自衛官及び即応予備自衛官の防衛招集 など
（適用しないものの例） 防御施設構築の措置、公共の秩序維持のための権限、緊急通行、物資の収用、業務従事命令 など

（自衛隊の任務） ※「直接侵略及び間接侵略に対し」を削除
第三条

自衛隊は、我が国の平和と独立を守り、国の安全を保つため、直接侵略及び間接侵略に対し我が国を防衛することを主
たる任務とし、必要に応じ、公共の秩序の維持に当たるものとする。

（防衛出動） ※「存立危機事態」を追加
第七十六条

内閣総理大臣は、次に掲げる事態に際して、我が国を防衛するため必要があると認める場合には、自衛隊の全部又は一部の
出動を命ずることができる。この場合においては、武力攻撃事態等及び存立危機事態における我が国の平和と独立並びに国
及び国民の安全の確保に関する法律（平成十五年法律第七十九号）第九条の定めるところにより、国会の承認を得なければな
らない。
一 我が国に対する外部からの武力攻撃が発生した事態又は我が国に対する外部からの武力攻撃が発生する明白な危険が

切迫していると認められるに至つた事態
二 我が国と密接な関係にある他国に対する武力攻撃が発生し、これにより我が国の存立が脅かされ、国民の生命、自由及び

幸福追求の権利が根底から覆される明白な危険がある事態

（防衛出動時の武力行使） ※改正なし
第八十八条

第七十六条第一項の規定により出動を命ぜられた自衛隊は、わが国を防衛するため、必要な武力を行使することができる。

２ 前項の武力行使に際しては、国際の法規及び慣例によるべき場合にあつてはこれを遵守し、かつ、事態に応じ合理的に必要
と判断される限度をこえてはならないものとする。
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武力攻撃事態に際して、我が国に対して武力攻撃を行っている外国の軍
隊等へ向けた武器、弾薬、兵員等（外国軍用品等）の海上輸送を規制するた
め、海上自衛隊が実施する停船検査、回航措置の手続等を規定。

武力攻撃事態等における米軍以外
の外国軍隊の行動を利用調整の対
象に追加

２ 海上輸送規制法

武力攻撃事態における捕虜等の拘束、抑留その他の取扱いに必要な事項
を定め、捕虜等の取扱いに係る国際人道法の的確な実施を確保。

３ 捕虜取扱い法

武力攻撃事態等における地方自治体等の国民保護措置と自衛隊・米軍の
侵害排除のための特定公共施設等の利用を調整（地方自治体等が管理する
港湾、飛行場など）。

５ 特定公共施設利用法

存立危機事態においても適用するた
めの規定を追加

実施海域を、我が国領海、外国の領
海（同意がある場合に限る）又は公
海とする

武力攻撃事態等において、日米安保条約に従って我が国に対する武力攻

撃を排除するために必要な米軍の行動が円滑かつ効果的に実施されるため

の支援措置について規定。

１ 米軍行動関連措置法
武力攻撃事態等における米軍以外
の外国軍隊に対する支援

存立危機事態における外国軍隊に
対する支援
に関する規定を追加

武力紛争時における非人道的行為の処罰について規定。

６ 国際人道法違反処罰法
存立危機事態での適用はあるが、
改正は不要

我が国に対する武力攻撃から国民の生命、身体及び財産を保護するため
の態勢を整備し、国民の保護のための措置を的確かつ迅速に実施。

４ 国民保護法
我が国への直接攻撃や物理的な被
害から国民を守るという観点からは
必要な体制を整備済

存立危機事態においても適用する
ための規定を追加

【事態対処法制】 関連法制の改正
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国家安全保障会議設置法（ＮＳＣ設置法）の改正

２．以下に関するものは、必ず審議しなければならない事項とする。

 国際平和協力業務であっていわゆる安全確保業務の実施に係る実施計画の決定及び変更
 国際平和協力業務であっていわゆる駆け付け警護の実施に係る実施計画の決定及び変更

 国際連合平和維持活動に参加する各国の部隊により実施される業務の統括業務に従事するための自衛官（司
令官等）の国際連合への派遣

 在外邦人の警護・救出等の保護措置の実施

（※）いずれも領域国等の受入れ同意の安定的維持等に係るもの

１．審議事項として、新たに以下のものを定める。

 存立危機事態への対処
 重要影響事態への対処
 国際平和共同対処事態への対処

① 道路交通法

② 国際機関等に派遣される防衛省の職員の処遇等に関する法律

③ 武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律

④ 武力紛争の際の文化財の保護に関する法律

⑤ 原子力規制委員会設置法

⑥ 行政不服審査法の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律

⑦ サイバーセキュリティ基本法

⑧ 防衛省設置法

⑨ 内閣府設置法

⑩ 復興庁設置法

12
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国際平和支援法
目的

以下の国連決議（総会又は安保理）があること

①支援対象となる外国が国際社会の平和及び安全を脅かす事
態に対処するための活動を行うことを決定し、要請し、勧告
し、又は認める決議

②①のほか、当該事態が平和に対する脅威又は平和の破壊
であるとの認識を示すとともに、当該事態に関連して国連加
盟国の取組を求める決議

① 協力支援活動

諸外国の軍隊等に対する物品及び役務の提供

補給、輸送、修理及び整備、医療、通信、空港及び港湾業務、基
地業務、宿泊、保管、施設の利用、訓練業務、建設

（※）武器の提供は含まない。

② 捜索救助活動

③ 船舶検査活動（船舶検査活動法に規定するもの）

○「現に戦闘行為が行われている現場」では実施しない

（※）遭難者が既に発見され、救助を開始しているときは、部隊等の安全
が確保される限り、当該遭難者に係る捜索救助活動を継続できる。

○自衛隊の部隊等の長等は、活動の実施場所若しくはその近傍に
おいて戦闘行為が行われるに至った場合、それが予測される場合
等には、一時休止等を行う。

○防衛大臣は実施区域を指定し、その区域の全部又は一部におい
て、活動を円滑かつ安全に実施することが困難であると認める場
合等には、速やかにその指定を変更し、又は、そこで実施されてい
る活動の中断を命じなければならない。

○国会承認について例外なき事前承認

○７日以内の各議院の議決の努力義務

○対応措置の開始から２年を超える場合には再承認が必要

（※）再承認の場合は、国会閉会中又は衆議院解散時は事後承認を許容。

※ 防衛大臣は自衛隊の部隊等の安全の確保に配慮しなければならない旨の規定あり
※ 武器使用権限は、自己保存型のみ

国際平和共同対処事態：
① 国際社会の平和及び安全を脅かす事態であって、
② その脅威を除去するために国際社会が国際連合憲章の目的に従い共同して対処する活動を行い、
③ 我が国が国際社会の一員としてこれに主体的かつ積極的に寄与する必要があるもの

当該活動を行う諸外国の軍隊等に対する協力支援活動等を実施

国際社会の平和及び安全の確保に資する

要件

対応措置

国会承認

「一体化」の回避
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活動 要件 法文上の扱い

国際平和共同
対処事態にお
ける協力支援
活動等

次のいずれかの国際連合の総会又は安全保障理事会の決議が存在す
る場合

① 国際社会の平和及び安全を脅かす事態に対処するための活動を行
うことを決定し、要請し、勧告し、又は認める決議

② ①に掲げるもののほか、当該事態が平和に対する脅威又は平和の
破壊であるとの認識を示すとともに、当該事態に関連して国際連合加
盟国の取組を求める決議

国際平和支援法
の対象となる活
動を規定する定
義規定に明記

国際連携平和
安全活動

次のいずれかが存在する場合

① 国際連合の総会、安全保障理事会又は経済社会理事会が行う決議

② 次の国際機関が行う要請

・国際連合

・国際連合の総会によって設立された機関又は国際連合の専門機関で、
国際連合難民高等弁務官事務所その他政令で定めるもの

・当該活動に係る実績若しくは専門的能力を有する国際連合憲章第五
十二条に規定する地域的機関又は多国間の条約により設立された機
関で、欧州連合その他政令で定めるもの

③ 当該活動が行われる地域の属する国の要請（国際連合憲章第七条
１に規定する国際連合の主要機関のいずれかの支持を受けたものに
限る。）

国際平和協力法
の活動を規定す
る定義規定に明
記

【参考】自衛隊の海外における活動の国際法上の正当性の確保

14



活動 国会の承認 備考

重要影響事態における後方
支援活動等

（重要影響事態安全確保法）

原則 事前の国会承認
例外 緊急の必要がある場合の事後承認
（注）自衛隊の部隊等が実施する後方支援活動、捜索救

助活動及び船舶検査活動の実施について承認を得る

・「具体的な方向性」に明記
・現行の周辺事態安全確保法の規定を維持

・基本計画（決定・変更・対応措置の結果）の国会
報告あり

国際平和共同対処事態にお
ける協力支援活動等

（国際平和支援法）

例外なき事前承認

（国会の議決について各院７日以内の努力義務
規定あり。派遣が２年を超える場合の再承認規
定あり（その場合のみ国会が閉会中又は衆議院
が解散されている場合の事後承認可））

・基本計画（決定・変更・対応措置の結果）の国会
報告あり

国際連携平和安全活動
（国際平和協力法）

停戦監視活動及びいわゆる安全確保活動のみ事
前承認の対象

（その場合、国会が閉会中又は衆議院が解散さ
れている場合の事後承認可。）

・現行の国際平和協力法に基づき国連平和維持
活動に参加する場合の規定を踏襲

・実施計画（決定・変更・実施の結果・期間の変
更）の国会報告あり
・派遣が２年を超える場合の再承認規定あり
・国会は７日以内に議決する努力義務規定あり

存立危機事態への対処のた
めの防衛出動

（自衛隊法）

原則 事前の国会承認

例外 特に緊急の必要があり事前に国会の承認
を得るいとまがない場合の事後承認

（注）対処基本方針について別途国会承認を得る

・７月１日の閣議決定に明記。
・現行の防衛出動と同じ。

・対処基本方針（廃止・対処措置の結果）の国会
報告あり

船舶検査活動
（船舶検査活動法）

・我が国の平和と安全に関わる場合
重要影響事態安全確保法に定めるところによる。

・国際社会の平和と安全に関わる場合
国際平和支援法に定めるところによる。

・「具体的な方向性」には、（要件の違いを考慮し）
「国会の関与の在り方について、検討する」と記
述

・基本計画の国会報告等は重要影響事態安全確
保法、国際平和支援法に連動

【参考】自衛隊の行動に係る国会承認
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活動 関連規定の要旨

国際平和共同対処事態に
おける協力支援活動等
（国際平和支援法）

○安全配慮規定

防衛大臣は、対応措置の実施に当たっては、その円滑かつ効果的な推進に努めるとともに、自衛
隊の部隊等の安全の確保に配慮しなければならない。

○実施区域の設定

防衛大臣は、実施要項において、実施される必要のある役務の提供の具体的内容を考慮し、自衛
隊の部隊等がこれを円滑かつ安全に実施することができるように当該活動を実施する区域（「実施
区域」）を指定するものとする。

○活動の中断

防衛大臣は、実施区域の全部又は一部において、自衛隊の部隊等が活動を円滑かつ安全に実施
することが困難であると認める場合又は外国の領域で実施する活動についての当該外国の同意
が存在しなくなったと認める場合には、速やかに、その指定を変更し、又はそこで実施されている
活動の中断を命じなければならない。

○一時休止

支援活動を実施している場所若しくはその近傍において戦闘行為が行われるに至った場合若しく
は付近の状況等に照らして戦闘行為が行われることが予測される場合又は当該部隊等の安全を
確保するため必要と認める場合には、当該活動の実施を一時休止し又は避難するなどして危険を
回避する。

国際連携平和安全活動
（国際平和協力法）

○安全配慮規定（上記と同旨（本部長は協力隊の隊員の安全の確保に配慮））

○業務の中断及び危険を回避するための一時休止その他の協力隊の隊員の安全
を確保するための措置を定めた実施要領の策定

在外邦人等の保護措置
（自衛隊法）

○予想される危険に対応して保護措置をできる限り円滑かつ安全に行うための部隊
等と外国の権限ある当局との間の連携及び協力が確保されると見込まれること

与党協議会で示された「具体的な方向性」においては、安全の確保について、国際平和支援法及び改正国際平和協力法に関連して、「隊員の安全の
確保のための必要な措置を定めること」、在外邦人の救出に関連して「在外邦人の安全を含む活動の安全な実施に必要な措置を定めること」と記述。

【参考】安全の確保のための関連規定の要旨
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我が国の平和と安全に資する活動を行う
米軍等の他国軍隊等に対する支援活動
（重要影響事態安全確保法）

○自己又は自己と共に現場に所在する他の自衛隊員若しくはその職務を行うに伴い自己の管理
の下に入った者の生命又は身体の防護のためやむを得ない必要があると認める相当の理由
がある場合には、その事態に応じ合理的に必要と判断される限度で武器を使用することがで
きる。（職務外の場面での適用あり）

○宿営地に所在する者の生命又は身体を防護するための措置をとる諸外国の軍隊等の要員
と共同して、上記の武器の使用をすることができる。

国際社会の平和と安全に対する脅威を除
去するために活動する他国軍隊等に対す
る支援活動 （国際平和支援法）

国連ＰＫＯ （国際平和協力法）

国連が統括しない国際的な平和協力活動
（国際平和協力法）

○自己又は自己と共に現場に所在する他の自衛隊員、隊員若しくはその職務を行うに伴い自己
の管理の下に入った者の生命又は身体を防護するためやむを得ない必要があると認める相
当の理由がある場合には、その事態に応じ合理的に必要と判断される限度で、武器を使用す
ることができる。（職務外の場面での適用あり）

○宿営地に所在する者の生命又は身体を防護するための措置をとる外国の軍隊の部隊の要
員と共同して、上記の武器の使用をすることができる。

◎【いわゆる安全確保業務について】自己若しくは他人の生命、身体若しくは財産を防護
し、又はその業務を妨害する行為を排除するためやむを得ない必要があると認める相当の
理由がある場合には、その事態に応じ合理的に必要と判断される限度で、武器を使用するこ
とができる。（いわゆる任務遂行型武器使用）

◎【いわゆる駆け付け警護について】自己又はその保護しようとする活動関係者の生命又
は身体を防護するためやむを得ない必要があると認める相当の理由がある場合には、そ
の事態に応じ合理的に必要と判断される限度で、武器を使用することができる。（「い
わゆる駆け付け警護」のための武器使用）

船舶検査活動 （船舶検査活動法）

○自己又は自己と共に現場に所在する他の自衛隊員若しくはその職務を行うに伴い自己の管理
の下に入った者の生命又は身体の防護のためやむを得ない必要があると認める相当の理由
がある場合には、その事態に応じ合理的に必要と判断される限度で武器を使用することがで
きる。（職務外の場面での適用あり）

在外邦人の警護・救出等 （自衛隊法） ◎自己若しくは警護・救出等の保護措置の対象である邦人若しくはその他の保護措置と併
せて保護を行うことが適当と認められる者の生命若しくは身体の防護又はその職務を妨
害する行為の排除のためやむを得ない必要があると認める相当の理由があるときは、その事
態に応じ合理的に必要と判断される限度で武器を使用することができる。（いわゆる任務遂行
型武器使用）

○その職務を行うに際し、自己若しくは自己と共に当該職務に従事する隊員又はその職務を
行うに伴い自己の管理の下に入った者の生命又は身体の防護のためやむを得ない必要があ
ると認める相当の理由がある場合には、その事態に応じ合理的に必要と判断される限度で武
器を使用することができる。

【参考】武器使用権限

（注）危害許容要件は、いずれも正当防衛・緊急避難のみ

◎については、①当該外国の領域の当該保護措
置を行う場所において、当該外国の権限ある当
局が現に公共の安全と秩序の維持に当たってお
り、かつ、戦闘行為が行われることがないと認め
られること、②自衛隊が当該保護措置を行うこと
について、当該外国の同意があること、が要件。

◎については、紛争当事者及び当該活動が行わ
れる地域の属する国の同意が当該活動等が行
われる期間を通じて安定的に維持されると認めら
れるときに限る。
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